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平成 19 年 1 月 

国立国会図書館 

 

・『法令全書（自慶応 3年 10月至明治 17年 12月イロハ索引）』を基に「日本法令索引
〔明治前期編〕」編纂の過程で調査した難読語等を加えて作成しました。 
・上記イロハ索引の掲載頁も記載しました。なお、掲載頁欄が空欄のものは当館が調査

した難読語等です。 
・今日の目からすれば適切でない表現も含まれていますが、当時の時代を表すものとし

て、趣旨をご理解の上ご利用ください。 



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
あ
あいかわけん 相川県 2072
あいかん 合鑑 2072 勘合印鑑
あいず 合図 2073
あいず 相図 2073
あいたい 相対 2073
あいたいがかえ 相対抱 2073
あいたがい 相互 2073
あいちえいごがっこう 愛知英語学校 1934英語学校を見よ

あいちがいこくごがっこう 愛知外国語学校 1322外国語学校を見よ
あいちけん 愛知県 2058
あいちしはんがっこう 愛知師範学校 2474師範学校を見よ

あいづ 会津 2074 会 兵 奥 羽
松平　斗南藩

あいてがた 相手方 2074 被告人 闕席
逃亡

あいぶ 愛撫 2058 安撫
あいまい 瞹昧 2058
あおうまのせちえ 白馬節会 2059
あおもりけん 青森県 2060
あおやまかやくこ 青山火薬庫 1371火薬庫を見よ
あおやまごしょ 青山御所 2059 大宮
あかがみ 赤紙 2060
あかさか 赤坂
あかさかかりこうきょ 赤坂仮皇居 1367皇居を見よ
あかさかりきゅう 赤坂離宮 2060 離宮
あかさかりきゅう 赤阪離宮 2060 離宮
あかしはん 明石藩 2060
あかまがせき 赤間関

あかまぐう 赤間宮 2060 官社 官国幣
社

あかまつごえ 赤松越 2060
あきごおり 安喜郡 2071
あきこないしんのう 韶子内親王 2071
あきたけん 秋田県 2071
あきたはん 秋田藩 2071
あきち 空地
あきち 明地
あきづきはん 秋月藩 2071
あきつしままる 秋津洲丸 2071
あきのくに 安芸国 2071
あきばしもん 安芸橋門 2071
あきもん 安芸門 2071
あくえき 悪疫 2066 伝染病 虎列

剌病　流行病
あくきん 悪金 2066 贋金　二分判
あくじはたらき 悪事働 2066
あくしょうでんせんえき 悪性伝染疫 2066 伝染病
あくすいろ 悪水路 2066 用悪水路
あくと 悪徒 2066 賊徒
あくととりしまり 悪徒取締 2066悪徒を見よ
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読み 表記 掲載頁* 参照
あくびょう 悪病 2066 伝染病 虎列

剌病　流行病
あくびょうりゅうこうにつきしょぶ
ん 悪病流行ニ付処分 2662
あげち 上地
あげち 上知
あげひ 揚火 2067 花火
あこうはん 赤穂藩 2060
あごごおり 英虞郡 2069
あざ 字 2070
あさおはん 浅尾藩 2070
あさかみしも 麻上下 2070 上下
あさくさおくらおさめ 浅草御蔵納 2070
あさくさおくらまい 浅草御蔵米 2070
あさくさがみ 浅草紙 2070
あさくさだまり 浅草溜 2070
あさくさぶんこ 浅草文庫 2070
あさくさべいきんぞう 浅草米金蔵 2070
あさこうかけ 麻甲掛 2070
あさだはん 麻田藩 2070
あざぶいちべえちょう 麻布市兵衛町
あさまかん 浅間艦 2070
あじあ 亜細亜
あしかが 足利 2072
あしかがけん 足利県 2070
あしかがはん 足利藩 2072
あしがらけん 足柄県 2072
あしそ 足汰 2072 賀茂
あしはん 安志藩 2072
あしもりはん 足守藩 2072
あずかりきって 預リ切手 2356金券を見よ
あずかりきってきんけんはっこう 預リ切手金券発行 2356金券を見よ
あずかりきん 預リ金 2061 預ケ金穀
あずかりきんがかり 預リ金掛 2062
あずかりしちょう 預仕丁
あずかりしょ 預所 2062
あずかりしょう 預リ証 2062
あずかりしょうけん 預リ証券 2062
あずかりしょうけん 預証券 2062
あずかりしょうけんはっこう 預証券発行 2062預証券を見よ
あずかりしょうしょ 預リ証書 2062
あずかりち 預地 2062
あずかりてがた 預リ手形 2061 紙幣
あずかりてがた 預手形 2061 紙幣
あずかりまい 預リ米 2061
あずかりまいとりあつかい 預リ米取扱 2061預リ米を見よ
あずけきん 預ケ金 2063 預ケ手続
あずけきん 預金 2063 預ケ手続
あずけきんこく 預ケ金穀 2064 預リ金
あずけきんこく 預金穀 2064 預リ金
あずけきんとりあつかい 預ケ金取扱 2063預ケ金を見よ
あずけてつづき 預ケ手続 2063 預ケ金
あずけにん 預人 2063 禁錮人
あずけひん 預ケ品 2065
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読み 表記 掲載頁* 参照
あずけまいきん 預ケ米金 2063
あずけまいきん 預米金 2063
あずさみこ 梓巫 2065
あすばけん 足羽県 2074
あずまかん 東艦 2062
あぜち 按察使 2074
あぜちふ 按察使府 2074
あぜふ 按察府 2074
あそうはん 麻生藩 2071
あそびにん 遊人
あそみ 朝臣
あたご 愛宕 2060
あっけし 厚岸 2065
あつた 熱田 2062
あつたぐう 熱田宮 2062 官社 官国幣

社

あつたじんぐう 熱田神宮 2062 官社 官国幣
社

あてがい 宛行 2070
あてどころ 宛所 2069 宛名　名宛
あてな 宛名 2070 宛所
あと 跡
あと 趾
あとしき 跡式 2059 家名　絶家
あとしらべ 跡調 2059
あとそうぞく 跡相続 2059 相続 跡目相

続
あとち 跡地 2059
あとはらい 跡払 2059
あとひきうけにん 跡引受人 2340銀行を見よ
あとめそうぞく 跡目相続 2059 跡相続 家督

相続
あに 阿仁
あにりん アニリン 2058
あね 姊 2065
あねいもと 姊妹 2790姊 妹 （ し まい）を見よ
あねむこ 姊聟 2065
あのつけん 安濃津県 2066
あぶたえき 虻田駅 2069
あぶら 油 2069
あぶらがみ 油紙 2069
あぶらしぼり 油絞 2069 絞油
あべ 阿部 2058
あべがわ 安倍川 2058
あへん 阿片 2058
あへん 鴉片 2058
あへんとりあつかい 阿片取扱 2058阿片を見よ
あへんばいばい 阿片売買 2058阿片を見よ
あまおい 雨覆 2067
あまがさきはん 尼崎藩 2067
あまがっぱ 雨合羽 2067
あまぎかん 天城艦 2067
あまぐ 雨具 2067
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読み 表記 掲載頁* 参照
あまくさけん 天草県 2067
あまごしょ 尼御所 2067 比丘尼御所
あみ 網 2072
あむすてるだむふ 安特堤府 2066

あめりかがっしゅうこく 亜米利加合衆国 2072
米国 米利堅
合衆国 合衆
国 北亜墨利
加洲

あめりかがっしゅうこく 亜墨利加合衆国 2072
米国 米利堅
合衆国 合衆
国 北亜墨利
加洲

あめりかこく 亜米利加国 2072
米国 米利堅
合衆国 合衆
国 北亜墨利
加洲

あやのこうじ 綾小路 2066
あやべはん 綾部藩 2066
あやまる 愆ル
あやもめん 綾木綿 2066
あらい 荒井 2065 今切
あらい 新居 2065 今切
あらいみ 散斎 2065
あらかじめ 預メ
あらためいん 改印 2065
あらためがいしゃ 改会社
あらためがた 改方 2065
あらためしょ 改所 2065 船改所
ありすがわのみや 有栖川宮 2059 親王　宮
あるじごろし 主殺
あると 有戸
あれち 荒地 2061
あれちちょう 荒地帳 2061
あわび 鮑 2058
あんぐう 行宮 2075 行在所
あんごう 暗号 2075
あんこうかちょう 鞍工下長 2075鞍工長を見よ
あんごうしほうとりあつかい 暗号私報取扱 2075暗号を見よ
あんこうちょう 鞍工長 2075
あんざい 行在 2075
あんざいしょ 行在所 2075
あんさつ 暗殺 2076
あんさつし 按察使
あんしつ 闇室 2076
あんしょう 暗礁 2077
あんじんじちょう 案針次長 2076案針長を見よ
あんじんちょう 案針長 2076
あんじんちょうぞく 案針長属 2076案針長を見よ
あんど 安堵 2075 本禄安堵 本

領安堵
あんとくてい 安徳帝 2075
あんなかはん 安中藩 2075
あんなんこく 安南国 2075
あんぴらんす アンピランス 2077
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読み 表記 掲載頁* 参照
あんぶ 安撫 2075 撫安　愛撫
あんま 按摩 2075 盲人　平瞽
い
いいだかごおり 飯高郡 58
いいだはん 飯田藩 58
いいだまち 飯田町
いいのはん 飯野藩 58
いいのやぐう 井伊谷宮 1 宗良親王 官

社
いいやまはん 飯山藩 58
いいわたし 言渡 57 申 渡 宣 告

読聞セ

いいわたししょ 言渡書 57 申 渡 宣 告
読聞セ

いいん 医員 2
いいん 委員 1
いいんはしゅつ 医員派出 140
いえいえ 家々 9
いえかかえ 家抱 9
いえもと 家元 9
いおう 硫黄 17
いかい 位階 17 官 位 叙 位

僧位　位
いがい 遺骸 18 死体　屍骸
いがく 医学 18
いがくし 医学士 20
いがくしょ 医学所 20
いかだ 筏 18
いがっこう 医学校 19
いがのくに 伊賀国 18

いかん 尉官 44

大 尉 中 尉
少 尉 武 官
軍人軍属 士
官 将校 三
尉

いかん 衣冠 43 冠　衣服

いかん 医官 44 軍 医 医 監
医員

いかん 医監 20 医官
いき 位記 48 宣旨　官位
いき 違規 22 違式
いぎょう 医業 47 医師　医術
いきょく 医局 49
いぎりす 英吉利 49 英国 大不列

顛国

いぎりすこく 英吉利国 49 英国 大不列
顛国

いぎりすしき 英吉利式 1939
いきりむら 居切村
いくくにたまじんじゃ 生国魂神社
いくさかはん 生坂藩 45
いくとう 幾等 43 官 等 出 仕

何等
いくの 生野 45
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読み 表記 掲載頁* 参照
いくのけん 生野県 45
いくばく 幾何

いくん 偉勲 45 勲 功 有 功
戦功

いけいざい 違警罪 46 刑法 違式詿
違

いけぬま 池沼 47 井溝
いけみぞ 池溝 47 井溝
いけん 威権 47 権威
いけん 意見 47 見込
いけんしょ 意見書 47
いこ 衣袴 48 正帽　略帽
いこく 伊国 21
いさい 遺妻 48 寡婦
いざしきうら 伊佐敷浦
いさわけん 胆沢県 48
いさん 違算 48 計算
いし 遺屍 18 死体　屍骸
いし 医師 49 医業　医術

いし 石 50 土 石 木 石
樹石

いじ 位次 50 位 置 席 次
席順　座次

いしおかはん 石岡藩 50
いしかりのくに 石狩国 51
いしかわ 石川 50
いしかわけん 石川県 51
いしかわじま 石川島 51
いしかわまる 石川丸 50
いしき 違式 53 違令
いしきかいい 違式詿違 53 違警罪
いしきかいいじょうれい 違式詿違条例 54
いしぐら 石庫
いしつ 遺失 51 紛失
いしづごおり 石津郡 52
いしづちけん 石鉄県 52
いしつぶつ 遺失物 52
いしつぶつとりあつかい 遺失物取扱 52遺失物取扱規則を見よ
いしつぶつとりあつかいきそく 遺失物取扱規則 52
いしつぶつまいぞうぶつおよびとう
ぞうひんしょぶん

遺失物埋蔵物及盗
贓品処分 2649

いしとう 石灯 50
いしのまきけん 石巻県 53
いしのまきぞうしょ 石巻蔵所 53
いしはんざい 医師犯罪 166
いしむろ 石室
いしやま 石山 53 堅石
いじゅう 移住 13
いしゅうと 異宗徒 52 切支丹宗 耶

蘇宗
いじゅつ 医術 56 医業

いずさんとう 伊豆三島 27 伊豆国 伊豆
七島
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読み 表記 掲載頁* 参照
いずしちとう 伊豆七島 27 伊豆国 伊豆

三島
いずしはん 出石藩 27
いずのくに 伊豆国 26 伊豆七島 伊

豆三島
いずはら 厳原
いずはらはん 厳原藩
いずみのくに 和泉国 27
いずみはん 泉藩 27
いずもじは 出雲路派 28
いずもたいしゃ 出雲大社 28 雲州大社 官

社
いずもたいしゃきょうかい 出雲大社教会 28
いせい 医制 58 医務章程
いせい 医正 58 医官
いせい 医生 58
いせき 移籍 59 戸 籍 転 籍

送籍
いせき 医籍 59
いせきへんせい 医籍編製 59医籍を見よ
いせざきはん 伊勢崎藩 59
いせじんぐう 伊勢神宮 59 神宮
いせしんりょう 伊勢神領 59 神宮　神領
いせだいじんぐう 伊勢大神宮 58 伊勢神宮

いせだいびょう 伊勢大廟 58 神 宮 内 宮
外宮

いせのくに 伊勢国 58
いせりょうぐう 伊勢両宮 58 神 宮 内 宮

外宮
いせれいへい 伊勢例幣 58 奉幣使　班幣
いぜん 已前
いぞく 遺族 22
いたい 衣体 21 衣 冠 著 服

著用

いたい 衣帯 21 衣 冠 著 服
著用

いたく 委托 22
いたく 委託 22
いたくきん 委托金 3142小学委托金を見よ
いたりあ 伊太利亜 21
いたりー 伊太利
いたりこく 伊太利国 21
いたりこく 伊太里国 21
いち 位置 10
いちえんぎん 一円銀 15 貨幣 貿易銀

新貨
いちがやしゅうごくしょ 市ヶ谷囚獄署 12
いちぐんかぎりたはたひょう 一郡限田畑表 14
いちぐんかぎりぶんしょくがいず 一郡限分色概図 15
いちげついじょう 一月以上 15
いちげついちじつ 一月一日 15 正月一日 新

年式
いちげついつか 一月五日 15 新年宴会
いちこ 市子 15
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読み 表記 掲載頁* 参照
いちごう 一郷 12
いちじ 一時 15
いちじあずかりきん 一時預リ金 2061預リ金を見よ
いちじかしわたし 一時貸渡 877貸渡を見よ
いちじきゅうじょ 一時救助 16
いちじこうりゅう 一時拘留 1836拘留を見よ
いちじしきん 一時賜金 16
いちじじゅうしょく 一時住職 510住職を見よ
いちじしゅっちょう 一時出張 2844出張を見よ
いちじじょうのう 一時上納 2566上納を見よ
いちじふよう 一時不用 1704不用を見よ
いちじやといあげ 一時雇上 1521雇を見よ
いちじようえき 一時傭役 941傭役を見よ
いちじりゅうち 一時留置 427留置を見よ
いちだいいちごう 一代一号 12
いちだいしぞく 一代士族 12
いちだいそつ 一代卒 12
いちだいたい 一大隊 985大隊を見よ
いちだいのみや 一代宮 12 久邇宮
いちにじゅう 一二十 11
いちにとう 一二等 11
いちにとうきゅう 一二等給 11 一等給
いちにんぐち 一人口 11
いちのせきけん 一関県 14
いちのせきはん 一関藩 14
いちのみや 一宮 14 氷川神社
いちのみやはん 一宮藩 14
いちばい 一倍 14
いちばんちょちくせん 一番貯蓄船 454貯蓄船を見よ
いちぶぎん 一分銀 15 貨幣　古金銀
いちまいずりりゃくれき 一枚摺略暦 15
いちみょうぶ 一命婦 2434命婦を見よ
いちめい 一名 15
いちもん 一門 16
いちょう 移牒 48 通牒
いちらんひょう 一覧表 12
いちり 一里 11
いちりづか 一里塚 11
いちりょう 一両 12 金壱両
いちれんたい 一聯隊 1071聯隊を見よ
いちろく 一六 11
いちわりまし 一割増 12
いちわりりびき 一割利引 12
いっか 一家 25
いっかしょ 一箇所 25
いつがはらけん 厳原県 26
いつがはらしちょう 厳原支庁 26 支庁
いつがはらはん 厳原藩 26 宗
いっかんない 一官内 27 一等給
いつきのひめみこ 斉王
いっきゅうけんじほ 一級検事補 1686検事補を見よ
いっきゅうしゅっし 一級出仕 2869出仕を見よ
いっきゅうしょうてんほ 一級掌典補 2593掌典を見よ
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読み 表記 掲載頁* 参照
いっきゅうはんじほ 一級判事補 175判事を見よ
いっきゅうひしょ 一級秘書 3050秘書を見よ
いっこうしゅう 一向宗 27
いっこく 一石 27
いっこくかぎり 一国限 27
いっこべつだて 一戸別立 27 戸籍
いっさん 一山 27 寺院
いっしつ 一室 27
いっしゃ 一社 28
いっしゅう 一周 27
いっしゅうさい 一周歳 27
いっしゅうじつ 一週日 28
いっしゅうねん 一周年 27 会計年度 勘

定仕上
いっしょうく 一小区 28
いっしょうたい 一小隊 3146小隊を見よ
いっしん 一新 28
いっしん 一身 28 身上
いっしんじょう 一身上 28 身上
いっそん 一村 25 町村　村市
いっそんかぎりかんじょうちょう 一村限勘定帳 26
いっそんかぎりきんだかちょう 一村限金高帳 26
いっそんかぎりそうけいちょう 一村限総計帳 26
いっそんかぎりちょう 一村限帳 26
いっち 一致 25
いっちは 一致派 25
いっちゅうたい 一中隊 502中隊を見よ
いっとういせい 一等医正 58医正を見よ
いっとうえいそう 一等営倉 25 営倉
いっとうえきていかん 一等駅逓官 1954駅逓官を見よ
いっとうかいぐんしょう 一等海軍将 743海軍将を見よ
いっとうかこうきょうとう 一等火工教頭 1374火工教頭を見よ
いっとうかし 一等下士 857下士を見よ
いっとうかふちょうぞく 一等火夫長属 1373火夫長を見よ
いっとうかん 一等官 24
いっとうかんご 一等監護 910監護を見よ
いっとうかんごしゅ 一等看護手 913看護手を見よ
いっとうかんごちょう 一等看護長 910看護長を見よ
いっとうかんしゅ 一等監守 921監守を見よ
いっとうかんびょうにん 一等看病人 923看病人を見よ
いっとうかんり 一等監吏 903監吏を見よ
いっとうかんりほ 一等監吏補 903監吏補を見よ
いっとうかんりん 一等官林 1427官林を見よ
いっとうぎいん 一等議員 2205議員を見よ
いっとうぎかん 一等議官 2272議官を見よ
いっとうきかんこうしゅ 一等機関工手 2273機関工上長を見よ
いっとうぎし 一等技師 2324技師を見よ
いっとうぎしゅ 一等技手 2330技手を見よ
いっとうぎせい 一等議生 2335議生を見よ
いっとうぎちょう 一等技長 2214技長を見よ
いっとうきゅう 一等給 25 一官内
いっとうきょうかん 一等教官 1643教官を見よ
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読み 表記 掲載頁* 参照
いっとうきょうしゅう 一等協修 1650協修を見よ
いっとうきょうゆ 一等教諭 1644教諭を見よ
いっとうぎょしゃ 一等馭者 2232馭者を見よ
いっとうぐんい 一等軍医 1487軍医を見よ
いっとうぐんいふく 一等軍医副 1487軍医を見よ
いっとうぐんがくしゅ 一等軍楽手 1498軍楽長を見よ
いっとうぐんそう 一等軍曹 1504軍曹を見よ
いっとうくんどう 一等訓導 1494訓導を見よ
いっとうけいさつし 一等警察使 1579警察使を見よ
いっとうけいし 一等警視 1584警視を見よ
いっとうけいしきょく 一等警視局 24
いっとうけいしぞく 一等警視属 1593警視属を見よ
いっとうけいしほ 一等警視補 1591警視補を見よ
いっとうけいぶ 一等警部 1566警部を見よ
いっとうけいぶほ 一等警部補 1566警部を見よ
いっとうげっぽう 一等月俸 25 一等給　俸給
いっとうけんさかん 一等検査官 1678検査官を見よ
いっとうこうしゅ 一等工手 1880工手を見よ
いっとうこうちょう 一等工長 1835工長を見よ
いっとうごくし 一等獄司 1903獄司を見よ
いっとうざいかん 一等剤官 2110剤官を見よ
いっとうし 一等司 25
いっとうし 一等師 25
いっとうじい 一等侍医 2454侍医を見よ
いっとうしかん 一等士官 2758士官を見よ
いっとうしけい 一等司契 2791司契を見よ
いっとうじこう 一等侍講 2805侍講を見よ
いっとうしゅうせん 一等修撰 2754修撰を見よ
いっとうしゅぜいかん 一等主税官 2894主税官を見よ
いっとうしゅぜいかんり 一等主税監吏 2894主税官を見よ
いっとうしゅぜいかんりほ 一等主税監吏補 2894主税監吏補を見よ
いっとうしゅぜいぞく 一等主税属 2894主税官を見よ
いっとうしゅちゅう 一等主厨 2827主厨を見よ
いっとうしゅちょう 一等守長 2826守長を見よ
いっとうしゅっし 一等出仕 2869出仕を見よ
いっとうじゅんさ 一等巡査 2908巡査を見よ
いっとうしょうき 一等掌記 2596掌記を見よ
いっとうしょうけいぶ 一等少警部 1566警部を見よ
いっとうしょうてん 一等掌典 2593掌典を見よ
いっとうしょき 一等書記 2671書記を見よ
いっとうしょきかん 一等書記官 2674書記官を見よ
いっとうしょきせい 一等書記生 2676書記生を見よ
いっとうじょきょうゆ 一等助教諭 1644教諭を見よ
いっとうすいらいこうしゅ 一等水雷工手 3207水雷工手を見よ
いっとうぜんしゃ 一等繕写 3192繕写を見よ
いっとうぜんしゃせい 一等繕写生 3192繕写生を見よ
いっとうそうちょう 一等曹長 1101曹長を見よ
いっとうぞく 一等属 1131属を見よ
いっとうそつ 一等卒 23 水火夫 卒夫

下士卒　兵卒
いっとうだいけいぶ 一等大警部 1566警部を見よ
いっとうちけんじ 一等知県事 535
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読み 表記 掲載頁* 参照
いっとうちゅうけいぶ 一等中警部 1566警部を見よ
いっとうちゅうし 一等中士 498中等士官を見よ
いっとうつこうど 一等仕人 1166仕人を見よ
いっとうばい 一等馬医 82馬医を見よ
いっとうはんけんじ 一等判県事 161判県事を見よ
いっとうはんじ 一等判事 175判事を見よ
いっとうひしょかん 一等秘書官 3054秘書官を見よ
いっとうひっき 一等筆記 3018筆記を見よ
いっとうひっせい 一等筆生 3018筆生を見よ
いっとうふくかんとく 一等副監督 894監督を見よ
いっとうへいそう 一等兵曹 313兵曹を見よ
いっとうへんしゅうかん 一等編修官 340編修官を見よ
いっとうほうかん 一等砲艦 23 砲艦
いっとうほうせいかん 一等法制官 277法制官を見よ
いっとうみならい 一等見習 2424見習を見よ
いっとうもっこうちょうぞく 一等木工長属 3065木工長を見よ
いっとうやくかん 一等訳官 1528訳官を見よ
いっとうやくざいかん 一等薬剤官 1529薬剤官を見よ
いっとうやくざいせい 一等薬剤正 1529薬剤正を見よ
いっとうやくざいせい 一等薬剤生 1529薬剤生を見よ
いっとうりくぐんしょう 一等陸軍将 629陸軍将を見よ
いっとうりょう 一等寮 23
いっとうれいいん 一等伶員 1059伶員を見よ
いっとうれいじん 一等伶人 1064伶人を見よ
いっぱく 一泊 2876宿泊を見よ
いっぱんいちにん 一藩一人 23
いっぱんじんみん 一般人民 2986人民を見よ
いっぱんのふく 一般ノ服 1725服を見よ
いっぴつ 一筆 28
いっぽん 一品
いと 糸 9 生糸
いどう 異動 10
いとまつかい 暇遣 10
いとまねがい 暇願 10 帰 省 休 暇

御暇願
いなけん 伊奈県 29
いなけん 伊那県 29
いなだ 稲田 29
いなばのくに 因幡国 29
いなりしゃ 稲荷社 29
いにん 委任 6
いにんじょう 委任状 9
いぬがみけん 犬上県 16
いぬがみごおり 犬上郡 16
いぬやまはん 犬山藩 16
いのう 衣嚢 29 畳紙
いはい 違背 3 違犯　違フ者
いばらきけん 茨城県 4
いはん 違犯 6 違背　犯ス者

いふく 衣服 47 被 服 服 制
衣冠

いぶつ 遺物 47
いぶりのくに 胆振国 47
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読み 表記 掲載頁* 参照
いぶん 移文 48 移牒
いまおはん 今尾藩 46
いまぎれ 今切 46
いまばりはん 今治藩 46
いまりけん 伊万里県 46
いみぞ 井溝 49 池沼
いみょう 異名 49
いむきょく 医務局 30
いむきょくがくしゃ 医務局学舎 30
いむしょうてい 医務章程 30 医制
いむろくじ 医務録事 30
いもと 妹 58 姊妹
いもり 井守 58
いやく 違約 46
いやく 医薬 45
いやくきん 違約金 46
いやしき 居屋敷 46
いよのくに 伊予国 20
いらい 依頼 29
いりかせぎ 入稼 16
いりきやま 入木山 16
いりくち 入口 16
いりしょじょう 入書状 16
いりなまこ 煎海鼠
いりぼり 入堀 16
いりゅうざいさん 遺留財産 16
いりゅうざいさんしょぶん 遺留財産処分 2649
いりゅうのこ 遺留ノ子 16 子女

いりょう 衣糧 16 囚 人 給 与
在監人

いるい 衣類 16 囚 人 給 与
在監人

いるまけん 入間県 17
いれい 違令 22 違式
いろう 慰労 2
いろうきん 慰労金 3
いろうてあてきん 慰労手当金 3
いろごろ 色呉絽 3
いろは イロハ 2
いわいけん 磐井県 3
いわいじゅく 岩井宿 3
いわいだちょう 祝田町
いわき 磐城 5
いわきかん 磐城艦 5磐城を見よ
いわきたいらはん 磐城平藩 5 大泉藩
いわきのくに 磐城国 5
いわくにはん 岩国藩 4
いわくら 岩倉 4
いわさきけん 磐前県 5
いわさきはん 岩崎藩 4
いわしみず 石清水 5 官社
いわしろのくに 岩代国 5
いわしろのくにじゅんさつし 岩代国巡察使 5
いわつきはん 岩槻藩 4
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読み 表記 掲載頁* 参照
いわてけん 岩手県 4
いわてけん 巌手県 4
いわない 岩内
いわない 岩内
いわはなけん 岩鼻県 3
いわみのくに 石見国 5
いわむらたはん 岩村田藩 4
いわむらはん 岩村藩 4

いん 印 59
印 章 印 鑑
官 印 職 印
名 印 自 印
実印

いん 尹 59
いんあ 淫哇 67 淫褻
いんう 淫雨 66
いんえい 印影 67 印章　印鑑
いんがいぎかんほ 員外議官補 66
いんがいきょうじゅ 員外教授 66
いんがいせい 員外生 66
いんがいにゅうしゃせい 員外入舎生 66
いんがいのりくみ 員外乗組 66
いんがく 員額 60 員数

いんかん 印鑑 60
印 印章 印
影 門鑑 鑑
札

いんかんへんのう 印鑑返納 60印鑑を見よ
いんき インキ 67
いんきょ 允許 67 許可
いんきょ 隠居 67
いんぎょう 印形 68
いんぎょうとりあつかい 印形取扱 68印形を見よ
いんけ 院家 67 尼御所 比丘

尼御所
いんさつきょく 印刷局 67
いんさつひょう 印刷表 67
いんし 印紙 68
いんしかいしへんのう 印紙界紙返納 68印紙を見よ
いんしぜい 印紙税 71 印税
いんしぜいりゃくせつ 印紙税略説 72
いんしつ 院室 67 尼御所 比丘

尼御所
いんしょう 印章 69 印鑑　印影
いんしょう 引証 70
いんしょう 院掌 70
いんしょうし 院省使 71
いんしょうしふけん 院省使府県 71
いんしょうちょうげんきんのうふつ
きそく

院省庁現金納払規
則 71

いんしょきょく 印書局 71
いんしょく 飲食 70
いんしょくてん 飲食店 71
いんしょくぶつ 飲食物 70
いんしょくぶつようえのぐせんりょ
うとりしまり

飲食物用絵具染料
取締 1951絵具を見よ
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いんしるいとりあつかい 印紙類取扱 68印紙を見よ
いんしわたしかた 印紙渡方 68印紙を見よ
いんずう 員数 72 員額
いんぜい 印税 72 証印税
いんぜいきそく 印税規則 72 証券印紙
いんせつ 淫褻 72 淫哇
いんち 引致 60
いんちょう 院長 60 長
いんど 印度
いんばけん 印幡県 60
いんばけん 印旛県 60
いんへい 印柄
いんりょう 飲料 66
う
うぃーん 維納
ういん 右院 1259
うーすんこう 呉淞口 1270
うえすぎ 上杉 1260 米沢藩
うえたて 植立 1278
うえだはん 上田藩 1260
うえつぎ 植継 1279
うえつけ 植付 1278
うえの 上野 1260
うかがいしょ 伺書 1266 願伺届
うかがいしれい 伺指令 1267
うかがいとどけ 窺届 1192願伺届を見よ
うかがいとどけ 伺届 1192願伺届を見よ
うかがいねがい 伺願 1192願伺届を見よ
うからす 鵜鴉
うぐるしま 鵜来島 1270
うけ 有卦 1271
うけうり 受売 1277
うけうり 請売 1277
うけおい 受負 1276
うけおい 請負 1276
うけおいかせぎ 請負稼 1276
うけおいにん 請負人 1276
うけおさめ 受納 1276
うけおさめしょうしょ 受納証書 1276
うけしょ 受書 1277
うけしょ 請書 1277
うけしょあん 請書案 1278
うけしょうもん 請証文 1278
うけたまわりあわせ 承合 1277 照会　問合
うけつけ 受付 1277
うけつけか 受付課 1277
うけとり 受取 1273
うけとり 請取 1273
うけとりさき 受取先 1274
うけとりしょ 受取書 1274
うけとりしょ 請取書 1274
うけとりしょうしょ 受取証書 1275
うけとりしょうしょ 請取証書 1275
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うけとりしょしょうもんいんしちょ
うようこころえかたきそく

受取諸証文印紙貼
用心得方規則 1276 証券印紙

うけとりてがた 請取手形 1274
うけとりわたし 受取渡 1274 受渡
うけとりわたし 請取渡 1274 受渡
うけにん 請人 1272
うけにんしょうしょ 請人証書 1273
うけはらい 受払 1271
うけはらい 請払 1271
うけもち 受持 1278
うけわたし 受渡 1276 受取渡
うけわたし 請渡 1276 受取渡
うげんちょく 右舷直 1278
うごのくに 羽後国 1278
うこんしょうげん 右近将監
うしくはん 牛久藩 1279
うじこ 氏子 1262
うじこあらため 氏子改 1263
うじこしらべ 氏子調 1263
うしごめみやひちょう 牛込宮比町
うじゅく 有宿 1279 有籍
うしよろ 潮路
うすいのせき 碓氷関
うすがみ 薄紙 1279
うすきごおり 臼杵郡 1279
うすきはん 臼杵藩 1279
うすよう 薄葉 1279
うぜんのくに 羽前国 1279
うだいじん 右大臣 1267
うたおかいはじめ 歌御会始 1267 御歌会始
うたがわしきもの 疑敷者 1267
うたきょく 雅楽局 1267
うち 打 1261 歩合
うちあげはなび 打揚ケ烟火 1263 花火

うちあわせ 打合 1263
内 談 協 議
掛 合 照 合
相談　照会

うちがら 空殻 1262
うちきり 打切 1263
うちきりきん 打切金 1263
うちころし 打殺 1042打 殺 （ だ さつ）を見よ
うちちん 打賃 1261 歩合
うちとり 討取 1261
うちぬき 打抜 1261
うちのまき 内野牧 1262
うちはらい 打払 1261
うちふ 打歩 1262
うちわ 団扇
うちわけかもく 内訳科目 1262
うちわけごうけいひょう 内訳合計表 1262
うちわけちょう 内訳帳 1262
うちわけひょう 内訳表 1261
うちわけぼ 内訳簿 1262
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うちわけめいさいひょう 内訳明細表 1261
うちわけめいさいぼ 内訳明細簿 1262
うつし 写 1268 正副 扣 副

本

うつしがき 写書 1268 正副 扣 副
本

うつしとり 写取 1268 正副 扣 副
本

うったえで 訴出 1268 出 訴 訴 訟
訴人

うつのみや 宇都宮 1268
うつのみやけん 宇都宮県 1268
うつのみやはん 宇都宮藩 1268
うてん 雨天 1279
うどねり 内舎人 1260
うどねりきょく 内舎人局 1261
うねび 畝傍 1269
うま 馬 1270 牛馬 種牛馬

馬匹　官馬
うまおい 馬追
うまかいりょう 馬飼料 1270
うまかいりょうへんのう 馬飼料返納 1270馬飼料を見よ
うまつなぎ 馬繋 1271
うまやふく 厩服 1271
うめたてち 埋立地 1279
うめのみや 梅宮 1279 薫子内親王
うらいん 裏印 1269
うらが 浦賀 1269
うらがき 裏書 1269
うらがこう 浦賀港 1269
うらがすいへいとんしゅうじょ 浦賀水兵屯集所 1270
うらがとんしゅうじょ 浦賀屯集所 1269
うらこうさつ 浦高札 1270
うらじお 浦塩
うらじお 浦潮
うらじおこう 浦潮港 1270
うらじおすとっく 浦塩斯徳
うらじおすとっく 浦潮斯徳
うらつきかりぎぬ 裏附狩衣 1270
うらどおり 裏通
うらぶれ 浦触 1270
うらもん 裏門 1270
うらやくにん 浦役人 1270
うらやくば 浦役場 1270
うらわけん 浦和県 1269
うりあげ 売上 1264
うりかけだいきん 売掛代金 1264
うりかし 売貸 87売貸（ばいたい）を見よ
うりさげ 売下 1265 払下
うりさばき 売捌 1264 売弘
うりさばきしょ 売捌所 1265
うりさばきにん 売捌人 1264 売弘
うりだいきん 売代金 1264
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うりはらいきそく 売払規則 1263
うりはらいきん 売払金 1263 売代金
うりはらいだい 売払代 1263 売代金
うりはらいだいきん 売払代金 1263 売代金
うりひろめ 売弘 1266 売捌
うりもの 売物 1266
うりわたし 売渡 1264
うるし 漆 1266
うわおい 上覆 1260
うわごおり 宇和郡 1266
うわじまけん 宇和島県 1266
うわじまはん 宇和島藩 1266
うわづつみ 上包 1260
うわにせん 上荷船 1260
うわやきそく 上屋規則 1260
うんしゅ 運輸 1283
うんしゅうたいしゃ 雲州大社 1283 出雲大社
うんじょう 運上 1282
うんじょうえい 運上永 1282運上を見よ
うんじょうしょ 運上所 1283
うんじょうもの 運上物 1282運上を見よ
うんそう 運漕 1280 廻漕
うんそう 運送 1280 廻漕
うんそうせん 運送船 1281
うんちん 運賃 1280
うんてんしゅ 運転手 1282
うんどう 運動 1280
うんぱん 運搬 1279
うんぱんひ 運搬費 1279
うんゆ 運輸
うんようかん 雲揚艦 1280
うんようごうれいし 運用号令詞 1280
うんようまる 雲揚丸 1280
え
え 荏 1929
えい 英 1934 大 不 列 顛 国

英吉利国
えいがい 営外 1930
えいかん 英艦 1935
えいぎょう 営業 1930 家 業 渡 世

生業
えいぎょうぜい 営業税 1933 地方税
えいぎょうとりしまり 営業取締 1930営業を見よ
えいぎょうにん 営業人 1930 家 業 渡 世

生業
えいぎん 永銀 1937
えいげんじは 永源寺派 1933
えいご 英語 1933
えいごがく 英語学 1933
えいごがっこう 英語学校 1934
えいこく 英国 1934 大 不 列 顛 国

英吉利国
えいこくぐんかん 英国軍艦 1935
えいこくじん 英国人 1936 外国人
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えいこくせん 英国船 1936
えいこくはくらんかい 英国博覧会 132
えいごてん 栄御殿 1937
えいし 衛士 1937 警衛
えいしき 英式 1939
えいしゃかんいん 営舎官員 1939
えいしゃく 栄爵 1939 華族令　叙爵
えいじゅ 衛戍 1939
えいじゅへい 衛戍兵 1940
えいじゅほんぶ 衛戍本部 1940
えいしょ 営所 1937 分営　本分営
えいしん 詠進 1940 御歌会始
えいじん 英人 1936 外国人
えいせい 衛生 1940
えいせいいいん 衛生委員 1941
えいせいか 衛生課 1941
えいせいかい 衛生会 1941
えいせいきょく 衛生局 1941
えいせいきょくざっし 衛生局雑誌 1942
えいせいきょくほうこく 衛生局報告 252
えいせいしぞく 永世士族 1942
えいせいじむ 衛生事務 2719
えいせいひ 衛生費 1942
えいせん 永銭 1942
えいぜん 営繕 1942 営築　修繕
えいぜんか 営繕課 1943
えいぜんがかり 営繕掛 1943
えいぜんきょく 営繕局 1943
えいぜんし 営繕司 1943 寮司　諸司
えいぜんひ 営繕費 1944
えいぜんりょう 営繕寮 1943
えいそう 営倉 1930
えいぞくりょう 永続料 1930
えいだいのう 永代納 1930
えいちく 営築 1929 営繕
えいのう 永納 1930
えいふつつうわ 英仏通話 1933
えいふつぶん 英仏文 1933 横文
えいふつゆうせん 英仏郵船 42郵便船をみよ
えいふつりょうゆうせん 英仏両郵船 42郵便船をみよ
えいへいじ 永平寺 1929
えいもん 営門 1940
えいよ 栄誉 1930
えいよ 贏余
えいらん 叡覧 1930 天覧　御覧
えいわつうわ 英和通話 1933
えきえき 駅々 1952 宿駅

えきぎゅう 疫牛 1955
リントルペス
ト 牛疫 牛
病　病牛

えきごう 駅郷 1952 助郷
えきしゅう 役囚
えきすう 駅数 1956
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えきすてんでっとしっぷすぷろてす
と

エキステンデット
シップスプロテス
ト

3179船難証書を見よ

えきそん 駅村 1952
えきてい 駅程 1953
えきてい 駅逓 1953
えきていいっとうぞく 駅逓一等属 1954駅逓官を見よ
えきていがかり 駅逓掛 1953 駅詰
えきていかん 駅逓官 1954
えきていきじ 駅逓記事 1954
えきていきじへんさん 駅逓記事編纂 1954駅逓記事を見よ
えきていきょく 駅逓局 1954
えきていし 駅逓司 1954 寮司　諸司
えきていそうかん 駅逓総官 1954
えきていぞく 駅逓属 1954
えきていりょう 駅逓寮 1953 諸寮
えきでんえいぎょう 駅伝営業 1955
えきば 駅馬
えきふ 役夫 1952
えきほう 駅法 1952 宿 駅 助 郷

人馬　駅逓
えきほう 役法 1952
えきろ 駅路 1952
えさしけん 江刺県 1952
えさしみなと 江差湊 1952
えず 絵図 1948 図面
えずめん 絵図面 1948 図面
えぞ 蝦夷 1947
えぞち 蝦夷地 1947
えた 穢多 1946
えだかいどう 枝街道 1947 脇往還
えちごあぜち 越後按察使 1946
えちごのくに 越後国 1945 北越
えちごふ 越後府 1946
えつげつ 閲月

えっけん 謁見 1948
内謁見
※謁のつくり
は「曷」

えつごく 越獄 1948
えっそ 越訴 1948
えっそじょう 越訴条 1948
えっちゅうじま 越中島 1947
えっぺい 閲兵 1947
えど 江戸 1945
えとう 江藤 1945
えどがわ 江戸川 1945
えどしちゅうとりしまり 江戸市中取締 1945
えどじょう 江戸城 1945 西城
えどちんだい 江戸鎮台 1945 鎮台府
えどふ 江戸府 1945
えのぐ 絵具 1951
えのぐばいばい 絵具売買 1951絵具を見よ
えびすこう 夷港 1956
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えひめけん 愛媛県 1956
えふ 会符 1951
えふ 絵符 1951
えぼし 烏帽子 1944
えりしょう 襟章 1946
えりせいしょう 襟星章 1946
えりまき 襟巻 1946
えんいん 援引 1956
えんかい 宴会 1958 後 宴 酺 宴

新年宴会
えんかく 沿革 1956
えんがくじは 円覚寺派 1957
えんがんくいき 沿岸区域 1957
えんき 延期 1959 日延
えんぎ 縁起 1959
えんぎ 縁義 1959
えんきょりしゃてきじょう 遠距離射的場 1959
えんぐみ 縁組 1959 婚姻
えんごく 遠国 1959
えんごくごようしたくりょう 遠国御用支度料 1959 旅費
えんじ 衍字

えんしゅう 演習 1960 操 練 調 練
練兵

えんしゅうしき 演習式 1963
えんしゅうしょ 演習所 1963
えんしゅうじょう 演習場 1963
えんしゅうふく 演習服 1963
えんじょ 縁女
えんしょう 炎焼 1960
えんじょう 炎上 1960
えんしょうじ 円照寺 1964
えんしょうじのみや 円照寺宮 1964
えんぜつ 演説 1963
えんぜつかい 演説会 1963
えんそくどめ 遠足留 1957
えんたい 延滞 1957 滞 納 未 納

怠納
えんたい 淹滞
えんち 遠地 1959
えんづき 縁付 1957 縁組　結婚
えんでん 塩田
えんとう 遠島 1956 流罪
えんとう 烟筒 1956
えんどう 沿道 1956
えんとつ 烟突 1956
えんのう 延納 1957 滞 納 未 納

怠納
えんぶじょう 演武場 1959 練兵場
えんまんじ 円満寺 1959
えんゆ 縁由
えんようこうかい 遠洋航海 1837航海を見よ
えんりゃくじ 延暦寺 1956
えんりょうかん 延遼館 1957
お
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おあずかり 御預 690 取締
おあずかりしょ 御預所 690
おいたまけん 置賜県 659
おいとま 御暇 659 帰 省 湯 治

暇願

おいとまねがい 御暇願 659 帰 省 湯 治
暇願

おいのり 御祈 660
おいのりぶぎょう 御祈奉行 660
おいみな 御諱 2232御 諱 （ ぎ ょき）を見よ
おいみはん 生実藩 694
おいわい 御祝 659 祝儀　祝酒
おういん 押印 2067 調印　捺印

おうう 奥羽 683 東 北 会 津
北越

おううえつ 奥羽越 683 東 北 会 津
北越

おうえん 応援 684
おうかん 往還 705 往 来 往 返

街道
おうこう 王公 707 親王　公卿
おうこく 墺国
おうさんとうしんいかそんちょうり
つじょうれい

殴三等親以下尊長
律条例 684

おうし 王師 707 官軍　諸軍
おうし 枉死 707
おうじ 王子 708 親王
おうじ 王事 708
おうじ 皇子 707 親王

おうしゅう 欧洲 685 欧羅巴 欧米
各国

おうしゅうがく 欧洲楽 685
おうしゅうどう 奥州道 685
おうじょ 皇女 703 内親王
おうせつ 応接 685
おうそう 押送 2069 護送
おうぞく 王族 704
おうたかいはじめ 御歌会始 683 御題
おうてい 押丁 2069
おうとう 応答 683
おうなつ 押捺 2067 調印　捺印
おうばくは 黄檗派 702
おうふく 往復 705
おうふくか 往復課 706
おうふくがかり 往復掛 706
おうふくはがき 往復葉書 37郵便往復葉書を見よ
おうぶん 横文 706 洋字　英仏文
おうべいかっこく 欧米各国 682 欧洲　米国

おうへん 往返 703 往 来 往 還
通行

おうほう 応砲 682 祝砲
おうほうふおうほう 枉法不枉法 703
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おうぼしゃ 応募者 682
おうほんぞくちょうかんりつ 殴本属長官律 682
おうま 御馬 684
おうみこじょう 近江湖上 2069 琵琶湖
おうみこすい 近江湖水 2069 琵琶湖
おうみのくに 近江国 2069
おうらい 往来 704 通行　往復
おうらいどめ 往来止 705
おおあみはん 大網藩 670 長瀞藩
おおいがわ 大井川 660
おおいしよしお 大石良雄 661
おおいずみはん 大泉藩 660 磐城平藩
おおいたけん 大分県 660
おおうち 大内
おおえもとなり 大江元就 670
おおがきはん 大垣藩 662
おおかめだに 大亀谷
おおぎょう 大形
おおくらきょう 大蔵卿 663 卿

おおくらしょう 大蔵省 663 諸 省 官 省
各省

おおくらしょうかわせがた 大蔵省為換方 669
おおくらしょうかんいんとうきゅう 大蔵省官員等級 403
おおくらしょうかんいんはしゅつ 大蔵省官員派出 141
おおくらしょうかんとう 大蔵省官等 1417
おおくらしょうげっきゅう 大蔵省月給 1608
おおくらしょうじむしょうてい 大蔵省事務章程 2724
おおくらしょうじむそうさい 大蔵省事務総裁 669
おおくらしょうしょうけん 大蔵省証券 669
おおくらしょうしょくせい 大蔵省職制 2636
おおくりな 御諡 678 御諡号
おおさか 大阪 670
おおさかえいごがっこう 大阪英語学校 1934英語学校を見よ
おおさかえいじゅぶしょ 大阪衛戍部署 1939衛戍を見よ
おおさかかいせいじょ 大阪開成所 767開成所を見よ
おおさかかいめいがっこう 大阪開明学校 762開明学校を見よ
おおさかこう 大阪港 674 開港
おおさかさいばんしょ 大阪裁判所 674
おおさかしはんがっこう 大阪師範学校 2474師範学校を見よ
おおさかじょう 大阪城 674 城郭
おおさかじょうとりしまり 大阪城取締 674大阪城を見よ
おおさかせいとうりくぐんじむしょ 大阪征討陸軍事務所 670大阪を見よ

おおさかせんもんがっこう 大阪専門学校 3193専門学校を見よ
おおさかぞうへいりょう 大阪造幣寮 1094造幣寮を見よ
おおさかちゅうがっこう 大阪中学校 501中学校を見よ
おおさかちんだい 大阪鎮台 671
おおさかどうざやくしょ 大阪銅座役所 671 銅会所
おおさかふ 大阪府 673
おおさかまる 大阪丸 672
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おおさかようがくじょ 大阪洋学所 940洋学所を見よ
おおさかりがくしょ 大阪理学所 577理学所を見よ
おおさかりくぐんしょ 大阪陸軍所 629陸軍所を見よ
おおさつ 大札 674 金札　紙幣
おおじごく 大地獄 661
おおしま 大島 676
おおしまごおり 大島郡 676
おおしょうや 大庄屋 676
おーすたらりあ オースタラリア 685 豪洲
おーすたらりあ 豪斯太剌里 685 豪洲
おーすとらりあしゅう 墺太利亜洲
おーすとりあ 澳国 685
おーすとりあ 澳地利 685
おーすとりあ 澳太利
おーすとりあこく 澳太利亜国 685
おーすとりあこくはくらんかい 澳国博覧会 129
おおずはん 大洲藩 676
おおすみのくに 大隅国 676
おおせいださる 被仰出
おおせいだされ 被仰出
おおせくだされ 被仰下
おおせつけられ 被仰付
おおそうだい 大総代 662
おおたきはん 大多喜藩 662
おおたわらはん 大田原藩 662
おおつきはら 大槻原 663
おおつけん 大津県 662
おおつさいばんしょ 大津裁判所 663
おおづもりかきつけ 大積書付 1148租税を見よ
おおづもりめいさいちょう 大積明細帳 1148租税を見よ
おおて 大手 670
おおてさか 大手坂
おおとうのみや 大塔宮 661 鎌倉宮
おおどねり 大舎人 361舎人を見よ
おおどねりばんちょう 大舎人番長 661 舎人
おおともてい 大友帝 661
おおとりじょう 大鳥城 661

おおなめさい 大嘗祭 1011
大嘗祭（だい
じょうさい）
を見よ

おおぬさ 大麻 662
おおの 多 663
おおのはん 大野藩 663
おおはた 大旌 661
おおはらえ 大祓 661
おおはらえしき 大祓式 661
おおはらのまつり 大原野祭 661
おおまちしんでんえき 大町新田駅 670
おおまわり 大廻 669 ※廻は辶＋囘
おおみぞはん 大溝藩 674
おおみや 大宮 674 皇太后宮 青

山御所
おおみやけん 大宮県 675
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おおみやごしょ 大宮御所 674 皇太后宮 青

山御所
おおむぎ 大麦 663
おおむら 大村 663
おおむらはん 大村藩 663
おおもりけん 大森県 676
おおやま 大山 669
おおわくだに 大涌谷 662
おおわだはら 大和田原 662
おかいはじめ 御会始 683 御題
おがくもんじょ 御学問所 678
おかざきはん 岡崎藩 678
おがさわらじま 小笠原島 678

おかし 岡士 1929
岡 士 （ こ ん
しゅーる）を
見よ

おかしつけきん 御貸付金 881貸付金を見よ
おかすもの 犯ス者 678 違 背 違 犯

違フ者
おかだはん 岡田藩 678
おかはん 岡藩 678
おかやまけん 岡山県 678
おかやまはん 岡山藩 678
おきかえし 起返 692
おききん 置金 693 置米金
おきけん 隠岐県 693
おきつがわ 興津川 692
おきなわけん 沖縄県 692
おきのくに 隠岐国 692
おきのしま 沖ノ島 692
おぎのやまなかはん 荻野山中藩 692
おぎはん 小城藩 691
おきまい 置米 692
おきまいきん 置米金 692 凡 積 置 米 金

置米　置金
おくいん 奥印 688
おくしょ 奥書 689 添書　奥印
おくちょう 億兆 689 万民　万姓
おくぼはん 小久保藩 688
おくら 御蔵 688 浅草米金蔵

おくらおさめ 御蔵納 688 浅 草 御 蔵 納
貢米

おくりかえされ 被送帰 688
おくりがき 送書 688 送状
おくりかた 送方 688
おくりじょう 送状 688 送書
おくりじょうあん 送状案 688
おくりてがた 送リ手形 688
おけこう 桶工 410桶 師 （ と うし）を見よ

おけこうちょう 桶工長 387
桶工長（とう
こうちょう）
を見よ
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おけし 桶師 410桶 師 （ と うし）を見よ
おけるい 桶類 689
おこくにん 御国人 689 内国人 内外

国人　国民
おこなわせらる 被為行
おさし 御差 691
おさだめちんせん 御定賃銭 690 賃銭
おさめうけ 納受 691
おさめうけ 納請 691
おさめうけしょうしょ 納受証書 691
おさめがえ 納換 691
おさめがた 納方 691
おさめしょうしょ 納証書 691
おさめわけ 納訳 690
おさめわけひょう 納訳表 691
おしかい 押買 693
おしき 御式
おしはん 忍藩 693
おしまのくに 渡島国 693
おじょく 汚辱 693
おすうま 牡馬
おそうしき 御葬式

おだい 御題 679 御歌会始 歌
御会始

おだけん 小田県 680
おたずね 御尋 680 下問
おたっし 御達
おたるこう 小樽港 680
おだわらはん 小田原藩 679
おちごおり 越智郡 677
おちど 越度 677
おちのひと 御乳人 677
おつかい 御使 681
おつき 御着
おつごう 乙号 681
おっそ 越訴
おっと 夫 680 夫婦
おっとせい 膃肭獣 681
おっとせいりょう 膃肭獣猟 271
おでい 淤泥 689
おとがいひも 頤紐 677
おとき 御斎 677
おとこやま 男山 677
おとこやまさい 男山祭 677
おとしあな ヲトシアナ 677
おどしじゅう 威シ銃 677
おどしじゅう 威銃
おとしより 御年寄 677
おとと 弟 676 兄弟
おとりかごうちょう 御取箇郷帳 676
おとりかちょう 御取箇帳 676 取箇帳
おとりかづけ 御取箇附 677
おとりかもくろく 御取箇目録 677
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おとわかりびょういん 音羽仮病院 676
おな 御名 682 命名式
おなつふく 御夏服 682 御服
おなでもの 御撫物 682
おにしかえき 鬼鹿駅 660
おにわ 御庭 660 吹上
おのぐみ 小野組 685
おのはまかいぐんぞうせんじょ 小野浜海軍造船所 685
おのはん 小野藩 685
おはか 御墓 660 陵墓

おはた 御旗 2415御 旗 （ み はた）を見よ
おばたはん 小幡藩 660
おばまはん 小浜藩 660
おはやし 御林 660 官林　山林
おはやしちょう 御林帳 660
おびいんし 帯印紙 694
おびし 帯紙 694
おびはん 飫肥藩 694
おびふう 帯封 694
おぼえがき 覚書 670
おぼえさつ 覚札 670 制札
おぼえにさつ 覚二札 670 制札
おまかない 御賄 689 賄
おみがわはん 小見川藩 693
おむかえ 御迎 682 奉迎
おめしかん 御召艦 693
おめしこぶね 御召小舟 693
おめしはぶね 御召端舟 693
おめしふね 御召船 693
おめしよびかん 御召予備艦 693
おもてだか 表高 694
おや 親 689 父 兄 父 母

父　母

おやとい 御雇 689 傭 雇 外国
人　教師

おやとい 御傭 689 傭 雇 外国
人　教師

およそつもりおきまいきん 凡積置米金 679 置米金
およそつもりかきつけ 凡積書付 679
およそつもりこくすう 凡積石数 679
およそつもりしらべしょ 凡積調書 679 予算　概費
おらんだこく 荷蘭国 682 蘭国
おらんだこく 和蘭国 682 蘭国
おらんだこくじん 和蘭国人 682
おらんだこくはくらんかい 和蘭国博覧会 129
おりめす 折メス 677
おりもの 織物 677
おれい 御礼 680
おれつ 御列 680
おわり 尾張 660 名古屋藩

おんがく 音楽 694 音 曲 雅 楽
楽所

おんきゅう 恩給 695
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おんきゅうきょく 恩給局 698
おんきゅうけいさんしょけんさ 恩給計算書検査 1673
おんきゅうならびにふじょとりあつ
かい 恩給並扶助取扱 695恩給を見よ
おんきゅうふじょりょうはいじゅ
しゃじこあるときしょぶん

恩給扶助料拝受者
事故アルトキ処分 2657

おんきゅうれい 恩給令 695
おんぎょく 音曲 694 音楽
おんくんりょうどく 音訓両読 694
おんけいふがかり 御系譜掛
おんさいじつ 御祭日
おんさいてん 御祭典
おんしきん 恩賜金 699
おんしょう 恩賞 698 賞典
おんせん 温泉 699
おんち 隠地 694 隠田
おんでん 隠田 694 隠地
おんどうちゅう 御道中
おんなげいしゃ 女芸者 694 芸妓
おんばしょ 御場所
おんみょうじ 陰陽師
か
かーへる カーヘル 850 カップル
かい 価位 709 価格
かいあげ 買上 887
かいあげち 買上地 889
かいあんごう 海安号 759
かいい 詿違 53違式詿違を見よ
かいいれ 買入 885 購求
かいいれひん 買入品 885 購求
かいいれりょう 買入料 885 購求
かいいん 会員 1305
かいいん 改印 709
かいいん 海員 709
かいいんぎじゅつめんじょうけんさ 海員技術免状検査 1673
かいいんしけんじょ 海員試験所 710
かいいんとりあつかいひ 海員取扱費 710
かいいんやといいれやといやめしょ
うしょようしはらいさげ

海員雇入雇止証書
用紙払下 946用紙をみよ

かいえき 解役 756
解 兵 解 除
解 隊 除 隊
免官　免役

かいえき 戒役 756
かいえきにん 戒役人 756
かいか 改嫁 716 婚姻
かいが 絵画 1311
かいがい 海外 724 外国　各国
かいがいこうめんじょう 海外行免状 724
かいがいざいきん 海外在勤 2122在勤を見よ
かいがいざいきんかんいんほうきゅ
う 海外在勤官員俸給 259
かいがいしゅしゅつ 海外輸出 2890輸出を見よ
かいがいそうちのこうしん 海外送致ノ公信 1880公信を見よ
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かいがいつうしんりょう 海外通信料 1182通信を見よ
かいがいでんきつうしん 海外電機通信 2040電信を見よ
かいがいでんぽう 海外電報 2019電報を見よ
かいがいはけん 海外派遣 136派遣を見よ
かいがいはしゅつ 海外派出 142派出を見よ
かいがいぼうえきひょう 海外貿易表 252貿易を見よ
かいがいりゅうがく 海外留学 603留学を見よ
かいがいりゅうがくせい 海外留学生 603留学を見よ
かいがいりょけん 海外旅券 724
かいがく 開学 717 開黌　学校
かいかん 解官 724
かいかん 廻艦 1305 廻港　廻航

※廻は辶＋囘
かいかん 海関 724 輸出輸入
かいがん 海岸 717
かいかんしゅしゅつにゅうにもつと
りあつかいじょうれい

海関輸出入荷物取
扱条例 725

かいかんぜい 海関税 724 輸出輸入
かいがんぼうぎょとりしらべいいん 海岸防禦取調委員 718
かいがんほうへい 海岸砲兵 717 函館砲隊
かいき 快気 1335
かいぎ 会議 1335 開議
かいぎ 開議 761 会議
かいぎきょく 会議局 1339
かいぎしょ 会議所 1339
かいぎそつぎょうめんじょう 海技卒業免状 761 免状
かいきゅう 階級 761 等級
かいぎょう 改業 748
かいぎょう 海業 749
かいぎょう 開業 749
かいぎょうい 開業医 750
かいぎょうめんじょう 開業免状 750 医術　銀行
かいきん 廻金 1339 ※廻は辶＋囘
かいきん 皆勤 761
かいぐん 海軍 725 海陸軍 陸海

軍
かいぐんいかんせいふくりょう 海軍尉官製服料 3112製服料を見よ
かいぐんいむきょくがくしゃ 海軍医務局学舎 738
かいぐんうんようごうれいし 海軍運用号令詞 731
かいぐんおんきゅうれい 海軍恩給令 698
かいぐんおんきゅうれい 海軍恩給令 727
かいぐんかいいんとうきゅう 海軍海員等級 404
かいぐんかいけいきょく 海軍会計局 741 海軍主計学舎
かいぐんかいけいけんさおよびぼし
き

海軍会計検査及簿
式 731

かいぐんかいそうしき 海軍会葬式 731
かいぐんがいそく 海軍概則 727
かいぐんがかり 海軍掛 740
かいぐんかくちょういんようのちゃ 海軍各庁飲用ノ茶 728
かいぐんかしいかかいえきめんえき 海軍下士以下解役免役 728

かいぐんかしいかかぞくふじょ 海軍下士以下家族
扶助 1785扶助料を見よ
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かいぐんかしいかきせいきゅうか 海軍下士以下帰省

休暇 728

かいぐんかしいかしんじょういどう 海軍下士以下身上異動 728
かいぐんかしいかぜんこうしょう
じょうれい

海軍下士以下善行
章条例 729

かいぐんかしいかりょこうしょう
ひょうきそく

海軍下士以下旅行
証票規則 728

かいぐんかしふくえき 海軍下士服役 729
かいぐんかしへいいんおよびしがん
へいちょうぼ

海軍下士兵員及志
願兵徴募 729

かいぐんかりじょうれい 海軍仮条例 728
かいぐんかんいんはしゅつ 海軍官員派出 141
かいぐんかんごくそく 海軍監獄則 730
かいぐんかんせんじょういんきゅう
かじょうれい

海軍艦船乗員休暇
条例 730

かいぐんかんとう 海軍官等 1418
かいぐんかんとうかんめいおよびと
うきゅう

海軍官等官名及等
級 731

かいぐんき 海軍旗 2325旗章を見よ
かいぐんきかんがっこう 海軍機関学校 2272機関学校を見よ
かいぐんきかんぶ 海軍機関部 742
かいぐんきしょうおよびこっき 海軍旗章及国旗 736
かいぐんきそく 海軍規則 736
かいぐんきょう 海軍卿 742 卿
かいぐんきょく 海軍局 742
かいぐんぐんいがくしゃ 海軍軍医学舎 741
かいぐんぐんいかんふくむきそく 海軍軍医官服務規

則 732
かいぐんぐんいぶ 海軍軍医部 741 軍医部
かいぐんぐんいりょう 海軍軍医寮 1489軍医寮を見よ
かいぐんぐんがくか 海軍軍楽科 1498軍楽科を見よ
かいぐんぐんがくたい 海軍軍楽隊 1498軍楽隊を見よ
かいぐんくんしょうおよびじゅうぐ
んきしょうじょうれい

海軍勲章及従軍記
章条例 732

かいぐんぐんじんぐんぞくきしゃお
うらいしょう

海軍軍人軍属汽車
往来証 733

かいぐんぐんじんぐんぞくしっぺい
ふしょうにゅうたいいんおよびにゅ
うよく

海軍軍人軍属疾病
負傷入退院及入浴 733

かいぐんぐんじんぐんぞくはんざい 海軍軍人軍属犯罪 732
かいぐんぐんじんじゅうきだんやく
ばいばい

海軍軍人銃器弾薬
売買 734

かいぐんぐんじんみつびしかいしゃ
きせんのりくみ

海軍軍人三菱会社
汽船乗組 733

かいぐんけいさつ 海軍警察 734
かいぐんけいひ 海軍経費 1597
かいぐんけいひ 海軍経費 734海軍を見よ
かいぐんけいほう 海軍刑法 741
かいぐんげっきゅう 海軍月給 1609
かいぐんげんすい 海軍元帥 741 元帥
かいぐんこう 海軍港 741
かいぐんこうふきそく 海軍工夫規則 735
かいぐんさいばんしょ 海軍裁判所 741
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かいぐんしかん 海軍士官 2762
かいぐんしかんいかさいてんおよび
さいしりょう

海軍士官以下祭典
及祭祀料 737

かいぐんしきん 海軍資金 746 軍資　軍資金
かいぐんしゅけいがくしゃ 海軍主計学舎 747 海軍会計局
かいぐんしゅけいぶ 海軍主計部 747
かいぐんしゅっちょうじょ 海軍出張所 747
かいぐんしょ 海軍所 743
かいぐんしょう 海軍将 743
かいぐんしょう 海軍省 743
かいぐんしょういしほ 海軍少尉試補 3136少尉試補を見よ
かいぐんしょういほ 海軍少尉補 3135少尉補を見よ
かいぐんしょういんかん 海軍省印鑑 60
かいぐんしょうこうじゅんしょうこ
うじゅんしかんしんきゅうじょうれ
い

海軍将校准将校准
士官進級条例 736

かいぐんしょうこうじゅんしょうこ
うじょうかんきげん

海軍将校准将校乗
艦期限 736

かいぐんしょうこうじゅんしょうこ
うめんちゅつじょうれい

海軍将校准将校免
黜条例 736

かいぐんしょうじむしょうてい 海軍省事務章程 2725
かいぐんしょうしょくせい 海軍省職制 2636
かいぐんしょうもんとりしまり 海軍省門取締 743海軍省を見よ
かいぐんしょくいんろく 海軍職員録 737
かいぐんしょるいがんしょるい 海軍書類願書類 736
かいぐんしんごうしょ 海軍信号書 747
かいぐんせいと 海軍生徒 737
かいぐんせいと 海軍生徒 3089生徒を見よ
かいぐんせきたんようしょ 海軍石炭用所 748
かいぐんせんぽう 海軍先鋒 748
かいぐんぞうせんじょ 海軍造船所 740 造船所
かいぐんそうほうていしき 海軍操砲程式 731
かいぐんそうれんじょ 海軍操練所 1109操練所を見よ
かいぐんそつじゅんそつしょくめい
ひょう 海軍卒准卒職名表 731
かいぐんたいいんれい 海軍退隠令 730
かいぐんたいしょう 海軍大将 740 大将
かいぐんたいふ 海軍大輔 740 大輔
かいぐんちざいほう 海軍治罪法 740
かいぐんちゃくはつしんかん 海軍著発信管 726
かいぐんちょうばつ 海軍懲罰 458懲罰を見よ
かいぐんちょうぼ 海軍徴募 462徴募を見よ
かいぐんちんじゅふ 海軍鎮守府 570鎮守府を見よ
かいぐんてんらん 海軍天覧 735
かいぐんとうきょうかんごくしょ 海軍東京監獄署 740
かいぐんとうきょうかんごくしょ 海軍東京監獄署 912監獄署を見よ
かいぐんとうきょうぐんぽうかいぎ 海軍東京軍法会議 740
かいぐんとうきょうぐんぽうかいぎ 海軍東京軍法会議 1493軍法会議を見よ
かいぐんとくほう 海軍読法 726
かいぐんにゅうひ 海軍入費 205
かいぐんはじめ 海軍始 738 講武初
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かいぐんひしょくぶかんいかかんみ
んせんぱくのりくみ

海軍非職武官以下
官民船舶乗組 737

かいぐんひびょういん 海軍避病院 748
かいぐんびょういん 海軍病院 747
かいぐんぶかん 海軍武官 1733
かいぐんぶかんひしょくじょうれい 海軍武官非職条例 734
かいぐんふくせいおよびふくそう 海軍服制及服装 734
かいぐんふたつしょおよびにっき
しゅうろく

海軍布達書及日記
輯録 734

かいぐんぶないじょうれい 海軍部内条例 734
かいぐんぶんかんちょうちん 海軍文官提灯 735
かいぐんへいがくりょう 海軍兵学寮 300兵学寮を見よ
かいぐんへいがっこう 海軍兵学校 298兵学校を見よ
かいぐんへいききょく 海軍兵器局 739 兵器局
かいぐんほうこく 海軍報告 249
かいぐんほんびょういん 海軍本病院 748海軍病院を見よ
かいぐんまいそうち 海軍埋葬地 1537埋葬地を見よ
かいぐんようしょ 海軍用所 740
かいぐんよびかんせんきそく 海軍予備艦船規則 730
かいぐんりょひ 海軍旅費 726
かいぐんりょひ 海軍旅費 588旅費を見よ
かいぐんれいほうじょうれいおよび
しゅくほう

海軍礼砲条例及祝
砲 730

かいぐんろくせいほうきゅうきゅう
よ 海軍禄制俸給給与 725
かいけい 会計 1312
がいけい 概計 748 概費

かいけいいっとうぐんり 会計一等軍吏 1315会計軍吏を見よ
かいけいか 会計課 1314
かいけいかいぎ 会計会議 1314
かいけいがかり 会計掛 1313
かいけいかん 会計官 1314
かいけいかんそしょうじょ 会計官訴訟所 1314会計官を見よ
かいけいかんちょう 会計監長 1313
かいけいかんとく 会計監督 1313
かいけいかんとくじょうれい 会計監督条例 1313
かいけいかんとくちょう 会計監督長 1313
かいけいきてい 会計規程 1319
かいけいきょく 会計局 1317
かいけいきょくいんかん 会計局印鑑 61
かいけいきょくばがかり 会計局馬掛 1317会計局を見よ
かいけいぐんり 会計軍吏 1315
かいけいぐんりふく 会計軍吏副 1315会計軍吏を見よ

かいけいぐんりほ 会計軍吏補 1315会計軍吏を見よ
かいけいけんさいん 会計検査院 1315
かいけいけんさいんかんじ 会計検査院幹事 1316会計検査院長を見よ
かいけいけんさいんちょう 会計検査院長 1316
かいけいさんとうぐんり 会計三等軍吏 1315会計軍吏を見よ
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かいけいし 会計司 1319 寮司
かいけいしけい 会計司契 1320
かいけいじむがかり 会計事務掛 1320
かいけいじむかん 会計事務官 1320
かいけいじむきょく 会計事務局 1320 会計官
かいけいじむさいばんしょ 会計事務裁判所 1320
かいけいじむそうとく 会計事務総督 1320
かいけいしゅむかん 会計主務官 1320
がいけいしょ 概計書 748 概費

かいけいじょうのいっしゅうねん 会計上ノ一周年 1319 会計年度 勘
定仕上

かいけいしょき 会計書記 1319 会計部
かいけいそつ 会計卒 1313 会計部
かいけいとりあつかい 会計取扱 1312会計を見よ
かいけいにとうぐんり 会計二等軍吏 1315会計軍吏を見よ

かいけいねんど 会計年度 1313
会計上の一周
年 勘定仕上
年度

かいけいねんどへんにゅう 会計年度編入 1313会計年度を見よ
かいけいひょう 会計表 956予算を見よ
がいけいひょう 概計表 748 概費
かいけいぶ 会計部 1316
がいけいぼ 概計簿 748 概費
かいけいほう 会計法 1313
かいけん 甲斐県 887
かいげん 改元 751 明治元年 一

代一号
かいげんれい 戒厳令 751
かいご 悔悟 1320
かいこう 廻港 1320 廻艦

※廻は辶＋囘

かいこう 廻航 1320 廻漕　廻艦
※廻は辶＋囘

かいこう 海港 754
かいこう 開坑 716 坑 法 坑 業

開採
かいこう 開港 751 開市場
かいこう 開講 751 講義
かいこう 開黌 724 開学
がいこうかん 外交官 1305
かいこうこれらびょうでんせんよぼ
うきそく

海港虎列剌病伝染
予防規則 754

かいこうじょ 開港所 751 開市場
かいこうじょう 開港場 751 開市場
かいこうち 開港地 751 開市場
かいこうば 開坑場 716
がいこく 外国 1320 各国　海外

がいこくおかし 外国岡士 1929
岡 士 （ こ ん
しゅーる）を
見よ

がいこくがたせんかん 外国形船艦 1322 西洋形船
がいこくがたにほんせん 外国形日本船 1322 西洋形日本船
がいこくかん 外国官 1322
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がいこくきょうし 外国教師 1644教師を見よ
がいこくきょうしやといいれ 外国教師雇入 1644教師を見よ
がいこくぎんこう 外国銀行 1321
がいこくぎんこうはっこうしょうけ
ん 外国銀行発行証券 2350
がいこくくんしょう 外国勲章 1321
がいこくげいりょうほう 外国鯨猟法 1565鯨猟法を見よ
がいこくこういふく 外国行衣服 47衣服を見よ
がいこくこうかい 外国航海 1837航海を見よ
がいこくこうかいいんかん 外国航海印鑑 61
がいこくこうぎょうがっこう 外国工業学校 1323
がいこくこうさい 外国交際 812交際を見よ
がいこくこうざんがっこう 外国鉱山学校 1322
がいこくこうし 外国公使 1872公使を見よ
がいこくこうしかん 外国公使館 1878公使館を見よ
がいこくこうそのためんきょてすう
りょう

外国行其他免許手
数料 1322

がいこくこうふなちん 外国行船賃 1720船賃を見よ
がいこくごがく 外国語学 1322
がいこくごがくしょ 外国語学所 1323
がいこくごがっこう 外国語学校 1322

がいこくこんしゅーる 外国岡士 1929
岡 士 （ こ ん
しゅーる）を
見よ

がいこくざいきん 外国在勤 2122在勤を見よ
がいこくじむ 外国事務 1323 外務
がいこくじむかかり 外国事務掛 1323
がいこくじむきょく 外国事務局 1323 外国官
がいこくじむそうとく 外国事務総督 1323
がいこくじむほ 外国事務補 1323
がいこくしゅしゅつ 外国輸出 2890輸出を見よ
がいこくしゅっちょう 外国出張 2844出張を見よ
がいこくしょうはい 外国賞牌 1321
がいこくしょげいがっこう 外国諸芸学校 1323
がいこくじん 外国人 1323 西洋人 教師

各国人
がいこくじんがっこうにゅうがく 外国人学校入学 1325
がいこくじんきゅうりょうりょひ 外国人給料旅費 1331
がいこくじんきょりゅうおよびきょ
りゅうちぼち

外国人居留及居留
地墓地 1330

がいこくじんきょりゅうじしょ 外国人居留地所 2222居留を見よ
がいこくじんきょりゅうちがいじゅ
うきょ

外国人居留地外住
居 1331

がいこくじんきょりゅうちつうこう 外国人居留地通行印鑑 61
がいこくじんきょりゅうちつうこう
いんかん

外国人居留地通行
印鑑 61

がいこくじんきょりゅうちとりしま
り 外国人居留地取締 1323外国人を見よ
がいこくじんけいえい 外国人警衛 1329
がいこくじんげっきゅう 外国人月給 1615
がいこくじんごえいにゅうひ 外国人護衛入費 206
がいこくじんさんだいおよびはいが 外国人参内及拝賀 1330
がいこくじんさんちょう 外国人参朝 2186
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がいこくじんししゅく 外国人止宿 1332
がいこくじんしじゅくしがくかい
ぎょう

外国人私塾私学開
業 1333

がいこくじんしょうよ 外国人賞与 1332
がいこくじんしょひおよびきゅうよ 外国人諸費及給与 1332
がいこくじんそしょう 外国人訴訟 1326
がいこくじんそしょうとりあつかい 外国人訴訟取扱 1143訴訟を見よ
がいこくじんそしょうぼうちょう 外国人訴訟傍聴 1326
がいこくじんたまわりもの 外国人賜物 1325
がいこくじんちょうじゅうりょう 外国人鳥獣猟 1329
がいこくじんつうこうりょこう 外国人通行旅行 1327
がいこくじんとこんいんようし 外国人ト婚姻養子 1325
がいこくじんとたいしゃく 外国人ト貸借 1325
がいこくじんとばいばい 外国人ト売買 1324
がいこくじんとりあつかい 外国人取扱 1323外国人を見よ
がいこくじんないえっけんねがい 外国人内謁見願 1327
がいこくじんにらんぼうものとりし
まり

外国人ニ乱妨者取
締 1323外国人を見よ

がいこくじんはんざい 外国人犯罪 167犯罪を見よ
がいこくじんはんざい 外国人犯罪 1324外国人を見よ
がいこくじんびょうきにゅういん 外国人病気入院 1333
がいこくじんふきあげおよびはまり
きゅうはいけん

外国人吹上及浜離
宮拝見 1329

がいこくじんほんこくずしょ 外国人翻刻図書 1324
がいこくじんみぶんとうきゅう 外国人身分等級 404
がいこくじんみぶんとりあつかい 外国人身分取扱 1332
がいこくじんやといいれ 外国人雇入 1323外国人を見よ
がいこくじんやといいれおよびやと
いがえ 外国人雇入及雇替 1327
がいこくじんやといいれやくじょう
しょけんさ

外国人雇入約定書
検査 1674外国人を見よ

がいこくじんゆうほきてい 外国人遊歩規程 1332
がいこくじんよりしょぜいてすう
りょうとりたて

外国人ヨリ諸税手
数料取立 1325

がいこくせいふ 外国政府 3109政府を見よ
がいこくせん 外国船 1334
がいこくせんのりくみこころえ 外国船乗組心得 1335
がいこくせんのりこみきそく 外国船乗込規則 1335 郵便船
がいこくせんひょうちゃくのせつと
りあつかいかたきそく

外国船漂著ノ節取
扱方規則 1335 難船

がいこくせんやといいれ 外国船雇入 1334外国船を見よ
がいこくにおいてはんざい 外国ニ於テ犯罪 167犯罪を見よ
がいこくのずしょ 外国ノ図書 1189図書を見よ
がいこくのだいがくそつぎょうめん
じょう

外国ノ大学卒業免
状 982大学卒業免状を見よ

がいこくはけん 外国派遣 136派遣を見よ
がいこくはしゅつ 外国派出 142派出を見よ
がいこくひきんわたしかた 外国費金渡方 1333
がいこくひきんわたしかたきそく 外国費金渡方規則 1333
がいこくひんこうきゅう 外国品購求 1333
がいこくひんこうきゅうとりあつか
い 外国品購求取扱 1333外国品購求を見よ
がいこくひんちょうどがかり 外国品調度掛 1334
がいこくふさい 外国負債 1777負債を見よ
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がいこくへそうちのゆうびんぶつ 外国ヘ送致ノ郵便

物 38郵便物を見よ
がいこくへちゅうもんかんようひん 外国ヘ注文官用品 1321
がいこくへとこう 外国ヘ渡航 425渡航を見よ
がいこくぼうえき 外国貿易 253貿易を見よ
がいこくほうがっこう 外国法学校 1322
がいこくゆうびんかわせ 外国郵便為替 37郵便為替を見よ
がいこくゆうびんぜい 外国郵便税 41郵便税を見よ
がいこくゆうびんせん 外国郵便船 42郵便船を見よ
がいこくよりきんぎんしゃくよう 外国ヨリ金銀借用 1321
がいこくりがっこう 外国理学校 1322
がいこくりゅうがく 外国留学 603留学を見よ
かいこん 開墾 754
かいこんきょく 開墾局 756
かいこんじょう 開墾場 752
かいこんち 開墾地 754
かいこんやくしょ 開墾役所 755
かいさい 開採 759 開坑
かいさいきげつ 皆済期月 760
かいさいしょう 皆済証 760
かいさいちょう 皆済帳 759
かいさいちょうへんせい 皆済帳編制 759皆済帳を見よ
かいさいとどけ 皆済届 759
かいさいもくろく 皆済目録 760
かいさく 開削
かいさく 開鑿
かいさくとまつ 改削塗抹 760
かいさん 会餐 1335
かいさん 解散 760 解放
がいさん 概算 760 予算
かいさんぜい 海産税 761 水産税
かいし 劊子 1339 断頭
かいし 懐紙 1339
かいし 界紙 762 罫紙
かいし 開市 762 互市場

かいし 罫紙 1585罫 紙 （ け いし）を見よ
がいし 外史 1339

かいしき 改式 765
兵 式 葬 祭
葬 儀 葬 式
改葬

かいしじょう 開市場 762 互市場

かいしじょうさいばんしょ 開市場裁判所 765 東京開市場裁
判所

かいしめ 買〆 889
かいしゃ 会社 1341
かいしゃ 解社 765
かいしゃく 解釈 765
がいしゅつ 外出 1342 遊歩　出営
がいしゅつにん 外出人 1342 遊歩　出営
かいしょ 会所 1340
かいじょ 解除 714 解 兵 解 隊

除隊
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かいしょう 廻章 1341 廻達

※廻は辶＋囘
かいしょう 改称 764 改名
かいしょう 改唱
かいじょう 海上 764
がいじょう 街上 764 往来
かいじょうきじ 海上記事 764
かいじょうきじへんしゅう 海上記事編輯 764海上記事を見よ
かいじょうしょうとつよぼう 海上衝突予防 765
かいしょくしょ 会食所 1341
かいしん 開申
がいじん 凱陣 715 凱旋
かいず 海図 724
かいせいがっこう 開成学校 766
かいせいきょくにっぽう 開成局日報 767
かいせいきょくべっぽう 開成局別報 767
かいせいきょくべっぽうへんさん 改正局別報編纂 329別報を見よ
かいせいじょ 開成所 767
かいせいめい 改姓名 767 改名

かいせん 廻船 1342
廻 艦 廻 漕
廻航
※廻は辶＋囘

かいせん 改選 767
かいせん 海川 767
がいせん 凱旋 767 凱陣
かいせんこう 海川口
かいせんこまわりせん 海川小廻船 768 ※廻は辶＋囘
かいそ 改租 723 地租改正
かいそう 会葬 1306
かいそう 廻漕 1307 運送　廻航

※廻は辶＋囘
かいそう 改葬 724 改式
かいそう 海草 724 採藻
かいそう 廻送
かいぞう 改造 724 修復
かいそうしき 会葬式 1306
かいそうせん 廻漕船 1308 ※廻は辶＋囘
かいそうせん 廻送船 1308 ※廻は辶＋囘
かいそん 廻村 1308 ※廻は辶＋囘
かいたい 解隊 718 除隊
かいだい 改題 719
かいだい 海内
かいたく 開拓 719
かいたくごんしょうしゅてん 開拓権少主典
かいたくし 開拓使 720 北海道
かいたくじかん 開拓次官 723
かいたくしかんとう 開拓使官等 1420
かいたくしげっきゅう 開拓使月給 1612
かいたくしじむしょうてい 開拓使事務章程 2728
かいたくししょくせい 開拓使職制 2639
かいたくしちょうかん 開拓使長官 720 長官 開拓督

務
かいたくしん 開拓神 723
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かいたくちょうかん 開拓長官 720 長官 開拓督

務
かいたくとくむ 開拓督務 720 開拓長官
かいたくはんがん 開拓判官 160判官を見よ
かいたくひ 開拓費 723
かいたつ 廻達 1306 廻章

※廻は辶＋囘
かいたて 飼立
かいち 廻致
かいちく 改築 715
かいちょう 会長 1305
かいちょう 開帳 714
かいちょく 戒飾
かいてい 戒釱 756 首鉗　手鉗
かいてい 海底 756
かいていでんしん 海底伝信 758
かいていでんしん 海底電信 758
かいていりつれい 改定律例 756 新律綱領 刑

法
かいてん 開店 759
かいとう 廻答 1305 ※廻は辶＋囘
かいどう 会堂 1305
かいどう 海道 714 諸道
かいどう 街道 714 諸道　往還
がいとう 外套 1306
がいとうかけ 外套掛ケ 1306
かいとり 買取 886
かいとりにん 買取人 887
かいにん 解任 710 解傭
かいのう 皆納 724 未納
がいのう 外嚢 1308 畳紙
かいのうちょう 皆納帳 759
かいば 飼葉 886
かいはい 改廃 710
かいはつ 開発 710 開墾
かいはん 開版 710 出版　刊行
がいばんしゅう 外番衆 1305 勤番
かいひ 開扉 765 開帳
かいひ 開扉 766
がいひ 概費 765

かいひょう 罫表 1560
罫 表 （ け い
ひょう）を見
よ

かいふ 甲斐府 887
かいふう 開封 751
かいふうまる 快風丸 1320
かいへい 会兵 1305 会津

かいへい 解兵 711 解 除 免 役
解役

かいへい 海兵 711 水兵
かいへいたい 海兵隊 713
かいへいとんえい 海兵屯営 713
かいへいぶ 海兵部 714
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かいほう 解放 710 無 罪 決 放

放免　解散
かいほう 開報 710
かいぼう 解剖 711
かいまい 廻米 1311 貢米　廻漕

※廻は辶＋囘
がいむ 外務 1308 外国事務
がいむか 外務課 1308
がいむかんいんりょひ 外務官員旅費 590
がいむきょう 外務卿 1308 卿
がいむしょう 外務省 1309 諸省　各省
がいむしょうかんいんとうきゅう 外務省官員等級 403
がいむしょうかんとう 外務省官等 1417
がいむしょうげっきゅう 外務省月給 1607
がいむしょうじむしょうてい 外務省事務章程 2723
がいむしょうじむそうさい 外務省事務総裁 1311
がいむしょうしょくせい 外務省職制 2635
がいむぶ 外務部 1308
かいめい 改名 761 改称　改姓名
かいめいがっこう 開明学校 762
かいめん 海面 762
がいもく 概目 765
かいもん 開門 766
かいもんかん 海門艦 766
かいゆ 快癒 1339
かいよう 解傭 718 解任
かいらん 廻覧 1308 ※廻は辶＋囘
かいり 海里 715
かいりく 海陸 715
かいりくぐん 海陸軍 715 陸海軍
かいりくぐんけいりつ 海陸軍刑律 715 軍律　刑法

かいりくぐんけいりつへんせい 海陸軍刑律編制 715海陸軍刑律を見よ
かいりくぐんむがかり 海陸軍務掛 715
かいりくぐんむそうとく 海陸軍務総督 715
かいりょう 改良 715
かいれき 改暦 723 本 暦 略 暦

暦道
かいれき 界暦
かいわん 海湾 716
かいん 加印 768
かいん 過員 1342 余員
かえい 嘉永 850
かえち 替地 781 地所替
かえち 換地
かえち 交地
がえん 賀宴 850 宴会
かおう 花押 1374
かおく 家屋 790 家作　建物
かおくはらいさげ 家屋払下 790家屋を見よ
かかい 河海 790 河渠
かかえいれ 抱入 790
かかく 価格 791 価位
かかく 家格 791
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かがく 課額 1345
ががく 雅楽 791 音楽

ががくし 雅楽師 791雅楽師長を見よ
ががくしちょう 雅楽師長 791
ががくしふくちょう 雅楽師副長 791雅楽師長を見よ

ががくしゅ 雅楽手 791雅楽師長を見よ

ががくせい 雅楽生 791雅楽師長を見よ
ががくちょう 雅楽長 791
かかくひょう 価格表 791 価位
かがみごおり 香我美郡 792
かがりび 篝火 790
かがわけん 香川県 790
かき 夏季 851
かき 家記 851 家伝
がぎ 賀儀 852
かきいれ 書入 852
かきいれしち 書入質 852
かきかえ 書換 853
かきかえ 書替 853
かきそんじ 書損
かきつけ 書付 854 辞令
かきとめゆうびん 書留郵便 853 郵便
かきぼう 夏季帽 1235
かきゅう 下級 854
かきゅうさっしょうにんりつ 窩弓殺傷人律 1374
かきょ 河渠 854 河海

かぎょう 家業 841 生 業 営 業
産業　渡世

かぎょう 稼業 841 家業
かぎょう 稼行 841 家業
かぎょうひょう 課業表 1372
かきょく 課局 1374 局課
かきょく 下局
がくい 学位 815 学士
かくえい 各営 924艦船営を見よ
かくえき 各駅 832 宿駅
かくがい 廓外 1370
がくがいけいひ 額外経費
がくがいじょうのうきん 額外上納金 829
がくがいじょうひ 額外常費 829
がくぎょう 学業 830 学術
かくげつ 各月 830 毎月

かくけん 各県 830 諸 県 府 県
府藩県

かくけんとうきょうしゅっちょう
じょ 各県東京出張所 1765府県東京出張所を見よ
かくご 格護 831
かくし 各紙 833 別紙
がくし 学士 833
がくし 学資 833 学費
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がくし 楽師 817楽長を見よ
がくじ 学事 834
がくしきん 学資金 833 学費
がくじちょう 楽次長 817楽長を見よ
かくしつ 各室 835
がくじねんぽう 学事年報 835
がくしゃ 学舎 835 学校
がくしゅ 楽手 837
かくしゅう 各宗 835 諸宗
がくしゅういん 学習院 836
がくじゅく 学塾 837 家塾　私塾
がくじゅつ 学術 837
かくしゅへい 各種兵 837 兵卒　兵隊
がくしょ 楽所 834
かくしょう 各省 836 各 庁 諸 省

官省
かくしょう 確証 834
がくしん 学神 837
がくじん 楽人
がくせい 学制 838
がくせい 学生 840 生徒
がくせい 楽生 840
がくせいしょうい 学生少尉 840 生徒少尉
かくそく 榷束 826
がくそく 学則 826 教則
かくたい 各隊 825 鎮台　近衛
がくたい 楽隊 826 軍楽隊
かくだいくけいししゅっちょうじょ 各大区警視出張所 826
かくだいくやくしょ 各大区役所 826
がくたいじちょう 楽隊次長 817楽長を見よ
がくたいせいと 楽隊生徒 826
がくたいちょう 楽隊長 817楽長を見よ
かくたけん 角田県 826
かくち 各地 817
かくちほういしきかいいじょうれい 各地方違式詿違条例 55違式詿違条例を見よ
かくちほうはくらんかい 各地方博覧会 129
かくちゅう 廓中 1370 廓内
かくちょう 各庁 817
がくちょう 楽長 817
かくちょうかぎり 各庁限 819 艦船限雇入
かくちょうかわせかた 各庁為換方 775為換方を見よ
かくちんしかんちょうへいか 各鎮師管徴兵課 819
かくつう 各通 826
がくどう 楽道 817 音楽　雅楽
かくない 郭内 1370 廓中
かくにん 確認 816
かくのうこ 格納庫 827 倉庫
かくは 各派 815

かくはん 各藩 815
諸 藩 列 藩
藩 藩々 府
藩県

がくひ 学費 837 学資　学資金
かくひょう 各表 817 諸表
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かくへいか 各兵科 314兵科を見よ
がくむ 学務 827
がくむいいん 学務委員 827
がくむか 学務課 828
かぐら 神楽 827 神楽道

かぐらどう 神楽道 827 神楽 元神楽
家

かくりょう 各寮 826 諸寮
がくりょがた 学侶方 819
がくりょく 学力 819
がくれい 学齢 826
かけあい 掛合 841 照会　問合
かけあい 懸合 841 照会　問合
かけあいしょ 掛合書 841 照会　問合
かけあらため 掛改 841
かけい 家系 840 家譜
かけいほごきん 家計保護金 840
かけいほごきんとりあつかい 家計保護金取扱 840家計保護金を見よ
かけおち 闕落 841 逃亡　失踪
かけがみ 掛紙
かけきり 駆切 842
がけち 崖地 841
かけつけ 駈付 841
かけひも 掛紐 842
かけまい 欠米 841
かけや 掛屋 841
かげん 訛言 1372
かげんざいれい 加減罪例 842
かご 過誤 1373 過失　失錯
かご 駕籠 846
かこいきんこく 囲金穀 850 貯蓄　積穀
かこいまい 囲米 850
かこう 河港 846 治 河 治 水

川々
かこう 火工 1373
がこう 画工 1373
かこうかちょう 火工下長 1374火工教頭を見よ
かこうきょうとう 火工教頭 1374
かこうしょ 火巧所 1374
かこうそつ 火工卒 1374
かこうちょう 火工長 1374火工教頭を見よ
かこうどうろとうきゅう 河港道路等級 407
かごしっさく 過誤失錯 1373 過失　失錯

かごしま 鹿児島 847 鹿児島県 九
州　西南

かごしまえいしょ 鹿児島営所 850 鎮台
かごしまきかいじょ 鹿児島機械所 850
かごしまぎゃくとせいとうしまつへ
んしゅう

鹿児島逆徒征討始
末編輯 847鹿児島を見よ

かごしまけん 鹿児島県 849 鹿児島
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かごしまじんぐう 鹿児島神宮 850 官社 官国幣

社
かごしませいぞうしょ 鹿児島製造所 850
かごしまぞうせんじょ 鹿児島造船所 848
かごしまぞくしょう 鹿児島属廠 849
かごしまはん 鹿児島藩 848 薩藩　松平
かごぜい 駕籠税 850
かさい 火災 1374 失火　出火
かざい 家財 851 財産

かさく 家作 851 家 屋 建 物
建家

かさくはらいさげ 家作払下 851家作を見よ
かさだかふうぶつ 嵩高封物 851 御用便 御用

状
かさまつけん 笠松県 851
かさまつさいばんしょ 笠松裁判所 851
かさまはん 笠間藩 851
かざりお 飾緒 851
かざりおはらいさげ 飾緒払下 851飾緒を見よ
かざりおびはらいさげ 飾帯払下 2626飾帯を見よ
かざりげ 飾毛 851 前立
かさん 加算 851
かし 下仕 876
かし 下士 857 下等士官
かし 家士 856 家来
かし 河岸
かじ 家事 876
かしいか 下士以下 857 下等士官
かしいかかんせんのりくみてんじょ
う

下士以下艦船乗組
転乗 862

かしいかしょくりょうまかないりょ
う 下士以下食料賄料 863
かしいかてちょう 下士以下手帳 862
かしいかてちょうとりあつかい 下士以下手帖取扱 2010手帖を見よ
かしいかひょうしょうぜんこうしょ
う

下士以下標章善行
章 861

かしいかりょこうしょうひょう 下士以下旅行証票 862
かしいかりょひにっとう 下士以下旅費日当 862
かしいかりれき 下士以下履歴 862
かしいかろくせいほうきゅうきゅう
よ

下士以下禄制俸給
給与 857

かしいっとうきゅうていいん 下士一等給定員 863
かじいのみや 梶井宮 786
かしかり 貸借 879
かしかん 下士官 857 下等士官
かしきん 貸金 884
かしきんぎん 貸金銀 884
かしきんこく 貸金穀 884
かしこどころ 賢所 882
かしさげ 貸下 882 貸附
かしさげきん 貸下金 882 貸附
かしさげきんおよびはいしゃくきん
じょうのう

貸下金及拝借金上
納 2568

かしさげきんへんのう 貸下金返納 882貸下を見よ
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かしさげこく 貸下穀 882 貸附
かしさげまい 貸下米 884
かしさげりょう 貸下料 884 貸渡料
かしさげりょうおよびはいしゃく
りょうじょうのう

貸下料及拝借料上
納 2568

かしざしき 貸座敷 884
かじじょう 鍛冶場 787
かしじょくん 下士叙勲 876

かしぞく 華士族 1348
諸 侯 諸 藩
華士族禄税則
華士族平民身
代限規則

かしぞくそつねがいうかがいとどけ 華士族卒願伺届 1196
かしぞくそつはんざい 華士族卒犯罪 168
かしぞくへいみんしんだいかぎりき
そく

華士族平民身代限
規則 1375 身代限

かしぞくろくぜいそく 華士族禄税則 1375 家禄税
かしそつ 下士卒 857 下等士官
かしそつえんしゅう 下士卒演習 871
かしそつえんぜつちょうもん 下士卒演説聴聞 871
かしそつきせいききょう 下士卒帰省帰郷 871
かしそつきたいふくたい 下士卒帰隊復隊 871
かしそつきゅうか 下士卒休暇 871
かしそつしぼうしぼつ 下士卒死亡死没 873
かしそつしょうしゅう 下士卒召集 3163召集を見よ
かしそつじょたいきせきめんえきめ
んかん

下士卒除隊帰籍免
役免官 865

かしそつじんいんじんめい 下士卒人員人名 873
かしそつしんじゅつきん 下士卒賑恤金 874
かしそつしんじょういどう 下士卒身上異動 874
かしそつしんたいちゅっちょく 下士卒進退黜陟 874
かしそつちゃくふくぼうふくせいふ
くそう

下士卒著服帽服制
服装 867

かしそつちょうばつ 下士卒懲罰 458懲罰を見よ
かしそつつみきん 下士卒積金 868
かしそつとうぼう 下士卒逃亡 865
かしそつにんようせんきょ 下士卒任用選挙 864
かしそつはんざい 下士卒犯罪 863
かしそつびょういんにゅうたいいん 下士卒病院入退院 875
かしそつふくえきさいふくえき 下士卒服役再服役 869
かしそつふじょきん 下士卒扶助金 1788扶助金を見よ
かしそつぶんかめいかてんかてん
しょく

下士卒分課命課転
科転職 870

かしそつへいきだんやく 下士卒兵器弾薬 864
かしそつほうしょう 下士卒褒賞 864
かしそつまいそうおよびまいそうち
りょう

下士卒埋葬及埋葬
地料 868

かしそつめいぼ 下士卒名簿 872
かしだし 貸出 881
かしだしきん 貸出金 881 貸下金
かしち 河岸地 877
かしち 貸地 877
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かじちょう 鍛冶長 1051
鍛冶長（たん
やちょう）を
見よ

かしちょうぼ 下士徴募 863
かしつ 過失 1375 過誤失錯 失

錯
かしつけ 貸付 881
かしつけ 貸附 881 貸下
かしつけがかり 貸付掛 882
かしつけきん 貸付金 881 貸下
かしつけきんへんのう 貸附金返納 881貸附を見よ
かしつけこく 貸付穀 881 貸下
かしつけしょ 貸付所 882
かしとりあつかい 下士取扱 857下士を見よ
かしにゅうがくけんさ 下士入学検査 863
かしば 河岸場 876
かしぶんかんしがんおよびさいよう 下士文官志願及採用 875

かしましゃ 鹿島社 882 官社 官国幣
社

かしまはん 鹿島藩 882
かしゃく 呵責 882
かじゅく 家塾 885 私塾
かしゅつ 課出 1375
かじょ 家女 786
かしょう 嘉奨 880
かしょう 火焼 1378 火葬
かじょう 過上 1375
かしょうまい 嘉祥米 881
かしょせん 過書船 1375
かしりょう 菓子料 1375
かしわざきけん 柏崎県 876
かしわたし 貸渡 877
かしわたしきん 貸渡金 879 貸出金
かしわたしりょう 貸渡料 879 貸下料
かしわばらはん 柏原藩 876
かしん 河身 885
かすがかん 春日艦 891
かすがさい 春日祭 892
かずさのくに 上総国 797
かずみや 和宮 797 静寛院宮 親

子内親王
かせい 加勢 891
かぜい 家税 891
かぜい 課税 1378
がせい 賀正 891 参賀　拝賀
かせき 家籍 891 家族　戸籍
かせぎかた 稼方 891 稼業
かせぎにん 稼人 891 稼業
かせきへんにゅう 家籍編入 891家籍を見よ
かせつ 架設 891 電信
かそう 火葬 1347 火焼
がそう 駕送
がぞう 画像 1348
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かそうりょう 火葬料 1347 火焼

かそく 加息 795 加 納 利 足
利金

かぞく 家族 795 家内　家籍
かぞく 家属 795 家内　家籍

かぞく 華族 1348
諸 侯 諸 藩
華士族禄税則
華士族平民身
代限規則

かぞくいんきょふくしょく 華族隠居復飾 1349
かぞくえんぐみこんいん 華族縁組婚姻 1355
かぞくかいかん 華族会館 1358
かぞくかいしょう 華族改称 1350
かぞくかじんしょくいん 華族家人職員 1351
かぞくかとくそうぞく 華族家督相続 1350
かぞくかろくおよびしょうてんろく
ほうかん

華族家禄及賞典禄
奉還 243奉還を見よ

かぞくきはんきゆう 華族帰藩帰邑 1356
かぞくきゅうじょきん 華族救助金 1356
かぞくきょく 華族局 1358
かぞくきろくおよびほうもつしらべ 華族記録及宝物調 1356
かぞくきんえんはいかん 華族禁苑拝観 1356
かぞくきんぎんたいしゃくおよびそ
しょう

華族金銀貸借及訴
訟 1356

かぞくけんじょうぶつけんきん
しゅっきん

華族献上物献金出
金 1354

かぞくげんぷく 華族元服 1354
かぞくごもんつうこう 華族御門通行 1355
かぞくさんだいおよびてんきうかが
い 華族参内及天機伺 1355
かぞくしゅうがくきそくおよびがく
じ

華族就学規則及学
事 1357

かぞくしゅせんたまわりかた 華族酒饌賜方 1357
かぞくじょうよじょうば 華族乗輿乗馬 1357
かぞくしょくぎょう 華族職業 1357
かぞくしんたいうかがい 華族進退伺 1358
かぞくせきじ 華族席次 1358
かぞくだっせきとうぼう 華族脱籍逃亡 1353
かぞくちゃくようふく 華族著用服 1349
かぞくちょうかいれい 華族懲戒例 1358
かぞくていたく 華族邸宅 1355
かぞくとうきょうじゅうきょ 華族東京住居 1349
かぞくにんほてんめん 華族任補転免 1349
かぞくねがいうかがいとどけ 華族願伺届 1353
かぞくはんざい 華族犯罪 1349
かぞくふじょきん 家族扶助金 1788扶助金を見よ
かぞくふじょまい 家族扶助米 1788扶助米を見よ
かぞくぶちょうきょく 華族部長局 1358
かぞくぶちょうきょくほうきゅう 華族部長局俸給 261
かぞくふれがしら 華族触頭 1354
かぞくぶんけおよびそうせき 華族分家及送籍 1355
かぞくりょうちりょうみん 華族領地領民 1350
かぞくりょひ 華族旅費 1350
かぞくりれき 華族履歴 1350
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かぞくれい 華族令 1358 栄爵
かぞくろくせい 華族禄制 78禄制を見よ
かたいし 堅石 793 石山
かたいふ 下大夫 792 大夫士
かたいれ 肩入 792
かたがき 肩書 793
かたかな 片仮名 793
かたくら 片倉 794
かたくりょう 家宅料 794 宅料
かたじるし 肩印 794 肩章
かたたがえ 方違 793
かたつ 下達
かたな 刀 794 帯刀　提刀
がだば 駕駄馬 793
かちくでんせんびょう 家畜伝染病 2056伝染病を見よ
かちじ 家知事 787 家令　知家事
かちやまはん 加知山藩 787
かちょう 課長 1345
かちょう 蚊帳 787
かちょうきん 過超金 1374
かちょうのみや 華頂宮 1345
かっか 各科 828
かっか 各課 829 各局　課局
がっか 学科 829 学業
がっか 学課 829 学科
かっかん 各官 829 五官
がっき 楽器 832
かっきょく 各局 832 各 課 局 課

諸局
かっく 各区 828
がっく 学区 828
がっくとりしまり 学区取締 828 学務委員
がっくとりしまりほうきゅう 学区取締俸給 261
かっけびょう 脚気病 797
かっこう 各港 831
かっこう 割交

がっこう 学校 819

大学 大学東
校 大学南校
大学寮代 大
学句読所 医
学所 語学所
洋学所 理学
所 開 成 所
中 学 小 学
私学 皇学所
漢学所 学舎
教育令

がっこう、せいとおよびそつぎょう
しょうしょしょじのものしょぶん

学校、生徒及卒業
証書所持ノ者処分 2657

がっこうきょういん 学校教員 1627教員を見よ
がっこうきょうし 学校教師 1644教師を見よ
がっこうじしょ 学校地所 824学校を見よ
がっこうじしょ 学校地所 547地所を見よ
がっこうしょくいん 学校職員 824
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がっこうちょう 学校長 825 校長
がっこうにゅうがくきんし 学校入学禁止 822
がっこうにゅうひ 学校入費 205
がっこうへきふ 学校ヘ寄附 823
かっこく 各国 831 外国　海外
かっこくきしょう 各国旗章 2325旗章を見よ
かっこくきょりゅうち 各国居留地 2222居留地を見よ
かっこくぐんかんしょうせん 各国軍艦商船 1499軍艦を見よ
かっこくこうし 各国公使 1871公使を見よ
かっこくこうしかん 各国公使館 1878公使館を見よ
かっこくざいりゅうこうしりょうじ 各国在留公使領事 1871公使を見よ
かっこくさけんはしゅつ 各国差遣派出 2145差遣を見よ
かっこくしゅしゅつにゅうぶっぴん 各国輸出入物品 2892輸出入を見よ
かっこくじょうやくならびにこうさ
い 各国条約並交際 1997条約を見よ

かっこくじん 各国人 832 外国人 内外
国人

かっこくじんとりあつかい 各国人取扱 832各国人を見よ
かっこくせいふ 各国政府 3109政府を見よ
かっこくはしゅつ 各国派出 142派出を見よ
かっこくりゅうがくせい 各国留学生 603留学を見よ
かっこくりょうじ 各国領事 635領事を見よ
がっこしゅ 楽鼓手 832
かっさんひょう 括算表 1358
かつじ 活字 1358
かつしかけん 葛飾県 797 ※葛は草冠に

「曷」
がっしゅうこく 合衆国 797 亜米利加国
がっしゅく 合宿 797
かっちゅう 甲冑 797
かってさく 勝手作 797
かつどう 喝道 797 ※喝のつくり

は「曷」
かっぱんじょ 活版所
がっぴ 月日 1358 年月日
かっぷる カップル 797 カーヘル
がっぺい 合併 796 合村　分合
がっぺいふきょう 合併布教 796
かっぽう 割烹 796
かっぽうすけ 割烹介 796割烹を見よ
かっぽうふ 割烹夫 796
かつやまはん 勝山藩 797
かつらぎかん 葛城艦 797葛は草冠に曷
かつらのみや 桂宮 797
かつらりきゅう 桂離宮 797
かてい 家丁 842家扶を見よ
かてい 課程 1374
かてい 仮定
かでん 家伝 850 家譜
かど 廉
かとう 火盗
かとうきゅう 下等給 783 下等俸
かとうきよまさ 加藤清正 783
かとうしかん 下等士官 783 下士　下士官
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かとうほう 下等俸 783 下等給
かときん 過渡金 1345
かとく 家督 785
かとくそうぞく 家督相続 785
かどづけ 門付 783
かどまし 廉増 786
かとりしゃ 香取社 783 官社 官国幣

社
かない 家内 798 家族　家属
かながわけん 神奈川県 798
かながわさいばんしょ 神奈川裁判所 799 横浜裁判所
かながわふ 神奈川府 798
かながわほうだい 神奈川砲台 124砲台を見よ
かながわほうとん 神奈川砲墩 118 ※墩は「敦」

の下に「土」
かながわみなと 神奈川港 799
かなぐ 金具 799
かなざわえいしょ 金沢営所 799
かなざわけん 金沢県 799
かなざわはん 金沢藩 799
かなもの 鉄物 799
かなものはらいさげ 鉄物払下 799鉄物を見よ
かにん 家人 780 家来
かね 鐘 2589鐘鼓を見よ
かねつき 鐘撞
かねばこ 金箱 798
かねばこ 金筺 798
かのう 加納 799 加息
かのう 過納 1358 誤納
かのうはん 加納藩 799
かばとしゅうじかん 樺戸集治監 772 集治監
かばね 尸 774
かばん 加番 780 勤番
かひょう 華表 349
がひょう 賀表 781
がひょうしょしき 賀表書式 781
かふ 家扶 842
かふ 家譜 842 家系　系譜
かふ 寡婦 1372 遺妻
かふ 火夫 1372 水火夫
かぶ 歌舞 842
かぶ 株 843 株式
かぶかんさつ 株鑑札 914鑑札を見よ
かふくかん 下副官 843
かぶしきとりひき 株式取引 844
かぶしきとりひきじょ 株式取引所 845
かぶしきとりひきじょうれい 株式取引条令 844
かぶしきとりひきじょじょうれい 株式取引所条令 844
かぶしきばいばい 株式売買 844株式取引を見よ
かふじちょう 火夫次長 1373火夫長を見よ
かふちょう 火夫長 1373
かふちょうぞく 火夫長属 1373火夫長を見よ
かぶぬし 株主 843
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かへい 貨幣 1342
通貨 旧金銀
旧銅貨 旧鉄
銭　鐚銭

かへいあらためじょ 貨幣改所 1345
かへいけいさんすいとうれいそく 貨幣計算出納例則 1344
かへいし 貨幣司 1345 寮司
かへいじょうれい 貨幣条例 1344
がほ 牙保 780
かほう 加俸 780 俸給　増俸
かほうひょう 加俸表 780 俸給　増俸
かほうわたしかた 加俸渡方 780加俸を見よ
かぼく 家僕 781 家来　隨従
かまくら 鎌倉 840
かまくらぐう 鎌倉宮 840 大塔宮
かまくらござん 鎌倉五山 840
かみ 正 855
かみ 頭 855
かみ 督 855
かみいんかん 紙印鑑 856 印鑑
かみしも 上下 856
かみすわえき 上諏訪駅 856
かみつけ 上毛
かみのさんよ 上ノ参与 856 参与
かみのやまはん 上山藩 856
かみやまけん 神山県 856
かみゆい 髪結 856
かみるい 紙類 856
かむりがさ カムリ笠 800 著帽　頭巾
かめい 家名 854 家督
かめおかはん 亀岡藩 855
かめだい 甕代 855
かめだはん 亀田藩 855
かめやまはん 亀山藩 855
かめん 仮免 855
かも 賀茂 889
かも 加茂
かもかたはん 鴨方藩 890
かもがわ 賀茂川 890
かもく 科目 1376
かもく 課目 1375
かもくへんにゅう 科目編入 1376科目を見よ
かもさい 賀茂祭 889
かもしゃ 賀茂社 889
かもつ 貨物 1373 荷物
かもつとりあつかい 貨物取扱 1373貨物を見よ
かもでんそう 賀茂伝奏 889
かもわけいかずちじんじゃ 賀茂別雷神社
かもん 下問 890 言上
かもん 家紋 891 菊御紋
かやく 火薬 1371 弾薬
かやく 課役 1371 賦課
かやくうんぱんきそく 火薬運搬規則 1371
かやくこ 火薬庫 1371
かやくこけんせんきそく 火薬庫圏線規則 1372
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かやくせいぞうしょ 火薬製造所 1372
かやくとりしまり 火薬取締 1371火薬を見よ
かやくとりしまりきそく 火薬取締規則 1371
かやくはらいさげ 火薬払下 1371火薬を見よ
かやの 茅野 840
かやのまぐさばひいれとりしまり 茅野秣場火入取締 3005火入を見よ
かよいせいと 通生徒 792 通学
かよいちょう 通帳 792
がらすしょうじ 硝子障子 800
がらすせいぞうしょ 硝子製造所 800
からすやまはん 烏山藩 800
からたいほう 鎕大砲 968大砲を見よ
からつはん 唐津藩 799
からふと 樺太 799
からふと 唐太
からふとかいたくし 樺太開拓使 799樺太島を見よ
からふととう 樺太島 799
からめとり 搦捕 800 召捕
からもん 唐門 800
かり 下吏 787
かりあげ 借上 789
かりあずかり 仮預リ 2574上納金を見よ
かりあずかりてがた 仮預リ手形 1985手形を見よ
かりあずけ 仮預ケ 2574上納金を見よ
かりいれ 借入 787 貸借
かりいれきん 借入金 787 貸借
かりうけ 借受 788
かりうけ 借請 788
かりうけきん 借受金 788
かりうけりょう 借受料 788
かりうまつなぎ 仮馬繋 1271馬繋を見よ
かりおさめ 仮納 788
かりかいぎ 仮会議 1493軍法会議を見よ
かりかいぎきょく 仮会議局 789
かりかんそう 仮檻倉 906檻倉を見よ
かりき 雁来
かりぎちょう 仮議長 2213議長を見よ
かりぎぬ 狩衣 789
かりげ 刈毛 789
かりこうきょ 仮皇居 1367皇居を見よ
かりこうきょう 仮口供 1869口供を見よ
かりしゅつごく 仮出獄 789
かりしょうけん 仮証券 2580証券を見よ
かりしょうしょ 仮証書 2604証書を見よ
かりじょうやく 仮条約 1997条約を見よ
かりしんでん 仮神殿 2978神殿を見よ
かりせんじ 仮宣旨 3191宣旨を見よ
かりたごおり 刈田郡 788
かりとう 仮灯 378灯台を見よ
かりとうだい 仮灯台 378灯台を見よ
かりとうみょう 仮灯明 407灯明を見よ
かりとうみょうだい 仮灯明台 408灯明台を見よ
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かりとり 刈取 788
かりぬし 借主 788
かりばし 仮橋 788
かりばらい 仮払 787
かりばらいしらべちょう 仮払調帳 788
かりびょういん 仮病院 3021病院を見よ
かりひょうちゅう 仮標柱 643里程を見よ
かりふぉるにあしゅう 加利福尼州
かりぶんえい 仮分営 1804分営を見よ
かりへいえい 仮兵営 316兵営を見よ
かりもん 仮門 789
かりやはん 刈谷藩 789
かりゅうかん 仮留監 788
かりょう 家領 789
かりょう 科料 1345
かりょう 課僚 1347
かりょう 過料 1345
かりょうばっきんおよびぞうしょく
きんじょうのう

科料罰金及贓贖金
上納 2572

かりわたし 仮渡 788
かるわざし 軽業師
かるわざし 軽態師

かれい 家令 794 知家事 家知
事

かろく 家禄 768
禄 本禄 禄
扶 持 禄 米
禄高　秩禄

かろくぜい 家禄税 771 禄税
かろくひきかえこうさい 家禄引換公債 1858公債を見よ
かろくひきかえこうさいしょうしょ 家禄引換公債証書 1858
かろくほうかん 家禄奉還 770 賞典禄奉還

かろくほうかんきん 家禄奉還金 770家禄奉還を見よ
かろくわたしかた 家禄渡方 768家禄を見よ
かわ 革 772
かわ 皮 772 皮製
かわがわ 川々 773 河港　堤防
かわきゃはん 皮脚半 775
かわぐ 革具 774
かわこうかけ 皮甲掛 774
かわごえちん 川越賃 774
かわごえはん 川越藩 774
かわすじ 川筋 780 川船
かわせ 為替 775
かわせ 為換 775
かわせい 皮製 775
かわせがいしゃ 為換会社 778
かわせがいしゃ 為替会社 778
かわせかた 為換方 775 為替座
かわせかた 為替方 775 為替座
かわせきって 為換切手 779
かわせきって 為替切手 779
かわせきっぷ 為換切符 779
かわせきん 為替金 780
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かわせきんけん 為換金券 779
かわせけん 為換券 779
かわせざ 為換座 779 為替方
かわせざ 為替座 779 為替方
かわせしょうしょ 為換証書 780
かわせてがた 為換手形 779
かわせてがた 為替手形 779
かわせてん 為替店 779
かわちけん 河内県 772
かわづかえ 川支 774
かわば 川場 772 渡場 渡船場

渡船賃
かわばめんち 川場免地 772
かわひがしれんぺいじょう 河東練兵場 1071練兵場を見よ
かわふね 川船 774 川筋
かわや 厠 774
かわやなぎ 水楊木 774
かわよけ 川除 774
かわらはん 香春藩 774
かん 官 1378 官名

かんい 官位 1378
位 階 叙 位
百 官 位 記
僧位

かんい 簡易 892 簡略
かんい 艦位 892 艦船
かんいそうとう 官位相当 1379 相当

かんいん 官印 1382 印 章 名 印
職印

かんいん 官員 1382 官吏
かんいんいんかん 官員印鑑 61
かんいんいんかんいんしょうおうい
ん 官員印鑑印章押印 1383
かんいんえいふつこくゆうせんげん
かのりくみ

官員英仏国郵船減
価乗組 1402

かんいんきせいとうじびょうきりょ
うよう

官員帰省湯治病気
療養 1404

かんいんきゅうか 官員休暇 1403
かんいんきんだきんたいしらべ 官員勤惰勤怠調 1405
かんいんくだされものわたしかた 官員被下物渡方 1469被下物を見よ
かんいんけらい 官員家来 1400
かんいんけんきんしゅっきん 官員献金出金 1401
かんいんこうたいこうかん 官員交代交換 1397
かんいんこせき 官員戸籍 1402
かんいんざいきん 官員在勤 1402
かんいんさんちょうはいがさんぱい
さんこうおよびしゅくし

官員参朝拝賀参拝
参向 1403

かんいんししゅくにん 官員止宿人 1400
かんいんしゅくしゅしんしゅしゅせ
んりょう

官員祝酒神酒酒饌
料 1407

かんいんしゅくしょきょしょ 官員宿所居所 1407
かんいんしゅくだい 官員宿代 1406
かんいんしゅっきょうしゅっぷ 官員出京出府 1406
かんいんしゅっとうしゅっきん 官員出頭出勤 1406
かんいんしょうこんしゃごうし 官員招魂社合祀 1409
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かんいんしょうばいえいぎょう 官員商売営業 1409
かんいんしょうよ 官員賞与 1405
かんいんじょうれい 官員条例 1402
かんいんしょくいんろく 官員職員録 2622職員録を見よ
かんいんしょくむきんむじむ 官員職務勤務事務 1405
かんいんしょじょうおよびでんぽう 官員書状及電報 1406
かんいんじょふくしゅっし 官員除服出仕 1389
かんいんしょろうふさん 官員所労不参 1405
かんいんじんがさはっぴちょうちん 官員陣笠法被提灯 1389
かんいんじんめいじんいんおよびぞ
うげん

官員人名人員及増
減 1407

かんいんせいめいねんれい 官員姓名年齢 1409
かんいんせきじゅん 官員席順 1409
かんいんたいざいしょおよびしんた
いうかがい

官員待罪書及進退
伺 1397

かんいんたちあい 官員立会 1397
かんいんたまわりものおよびしきん 官員賜物及賜金 1397
かんいんちゃくようふく 官員著用服 1401
かんいんつうこうかんさついんかん 官員通行鑑札印鑑 1399
かんいんとうようとりあつかい 官員登用取扱 1382官員を見よ
かんいんにもつ 官員荷物 1385
かんいんにんめんてんしょく 官員任免転職 1385
かんいんねがいうかがいとどけ 官員願伺届 1399
かんいんのみや 閑院宮 893 宮　皇族
かんいんはいしゃく 官員拝借 1384
かんいんはんざいおよびしょくざい
きん 官員犯罪及贖罪金 1384
かんいんふくせい 官員服制 1401
かんいんふくむがいそく 官員服務概則 1401
かんいんぶんかおよびめいか 官員分課及命課 1402
かんいんほうきゅうてあておよびひ
つぼくだい

官員俸給手当及筆
墨代 1387

かんいんぼうちょう 官員傍聴 1387
かんいんりょこうしゅっちょうじゅ
んかいはしゅつ

官員旅行出張巡廻
派出 1390 ※廻は辶＋囘

かんいんりょひにっとう 官員旅費日当 1395
かんいんりれきしょ 官員履歴書 1396
かんいんろく 官員録 1409 職員録

かんえい 官営 1453 官普請 営繕
修繕

かんえきにんぷししょうてあて 官役人夫死傷手当 1453
かんえん 観苑 1781吹上を見よ
かんか 官家 1429 宮　堂上
かんか 干戈 910
かんか 管下 1429 管内
かんかい 勧解 1430
かんかい 官廨 1429 官庁
かんがい 管外 1443 他管
かんかいけんすうひょう 勧解件数表 1431
かんかいひょう 勧解表 1431
かんがくしょ 漢学所 904 学校

かんかつ 管轄 1431 支 配 附 属
所轄
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かんかつがえ 管轄替 1432
地所替 貫属
替 所 管 換
所轄換

かんがっこう 官学校 819学校を見よ
かんかつだか 管轄高 1433
かんかつちょう 管轄庁 1432 地方庁 府県

庁　管庁
かんかん 艦艦 904 艦船　諸艦

かんき 官記 1454 位 記 辞 令
宣旨

かんきゅう 官給 1455 官 費 俸 給
給与　官品

かんきゅうひん 官給品 1455 官 費 俸 給
給与　官品

かんきょ 官許 1454 免許　許可
かんぎょ 還御 1454 著輦　還幸
かんぎょう 勧業 1444
かんぎょう 換業 1444
かんぎょういいん 勧業委員 1444
かんぎょうか 勧業課 1446
かんぎょうかい 勧業会 1447
かんぎょうけんさ 勧業検査 1674
かんぎょうし 勧業司 1447
かんぎょうしほんきん 勧業資本金 1444
かんぎょうしもんかい 勧業諮問会 1447
かんぎょうはくらんかい 勧業博覧会 1445
かんぎょうはくらんかいしょうはい
とうきゅう

勧業博覧会賞牌等
級 407

かんぎょうりょう 勧業寮 1446
かんきょく 姦曲 919
かんきん 官金 1455 定額金 用金

金穀　金銀

がんきん 贋金 919
悪 金 贋 札
贋 造 二 分 判
贋造金銀銅貨

がんきんおよびがんぞうびょうかい
しへいしょぶん

贋金及贋造描改紙
幣処分 2658

かんきんとりあつかい 官金取扱 1455官金を見よ
かんきんとりしまり 官金取締 1455官金を見よ
がんきんとりしまり 贋金取締 919贋金を見よ
がんきんばいばい 贋金売買 919贋金を見よ
かんきんへんのう 官金返納 1455官金を見よ
かんく 管区 1443
がんぐ 玩具 1443
かんくほんちょう 圜区本庁 1443
かんぐん 官軍 1443 諸軍　王師
かんぐんほんぶ 監軍本部 910
かんご 監護 910
かんこう 刊行 903 出 版 上 木

上梓
かんこう 慣行 1435
かんこう 還幸 1433 著輦　還御
かんこう 漢口
かんごういんかん 勘合印鑑 913 印鑑　合鑑
かんこうりてい 間行里程 910
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かんこうりょう 勧工寮 1447
かんごく 監獄 911 囚獄
かんごく 管獄 1448
かんごくきょく 監獄局 912
かんごくじむ 監獄事務 2713
かんごくしょ 監獄署 912 監獄本支署
かんごくそく 監獄則 912 徒場規則

かんこくへいしゃ 官国幣社 1448
官社 官幣社
国幣社 神社
社寺

かんごくほんししょ 監獄本支署 912 監獄署
かんごけいびわたしひんとりあつか
い

監護警備渡シ品取
扱 910監護を見よ

かんごしゅ 看護手 913
かんごそつ 看護卒 910
かんごちょう 看護長 910
かんさ 勘査 913
かんさ 監査 913
かんさい 官祭 1453
かんさい 関西 1453
かんざい 勧財 1453
かんざい 官材 1454
かんざいか 艦材課 914
かんざいかこいば 艦材囲場 914
かんさいしき 官祭式 1454 神社祭式
かんさいん 監査員 914
かんさきょく 勘査局 919
かんさつ 巻冊 1454
かんさつ 監察 914
かんさつ 鑑札 914 印鑑　門鑑
がんさつ 贋札 918 贋造紙幣
かんさつおよびいんかんふんしつ
しょぶん

鑑札及印鑑紛失処
分 2658

かんさつがかり 監察掛 918
かんさつし 監察使 919
かんさつし 監察司 919 寮司　諸司
かんさつりょう 鑑札料 919
かんし 官私 1456 官有
かんし 官紙 1457
かんし 干支 919
かんし 監視 919
かんじ 官事 1457
かんじ 幹事 920
かんじ 監事 920
かんじ 管事 1457
かんししょぶんとりあつかい 監視処分取扱 919監視を見よ
がんじつ 元日 1438
かんしはらいさげ 官紙払下 1457官紙を見よ
かんしはらいさげとりあつかい 官紙払下取扱 1457官紙を見よ
かんしひょう 監視票 920
かんしぶつふかくひとうりつ 官私物不覚被盗律 1464
かんじほ 幹事補 920幹事を見よ
かんしまかないかた 勘使賄方
かんしゃ 官舎 1458 官宅
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かんしゃ 官社 1458 官国幣社 国

幣社　官幣社
かんじゃ 患者 1459
かんじゃとりあつかい 患者取扱 1459患者を見よ
かんしゃはらいさげ 官舎払下 1457官舎を見よ
かんしゅ 監守 921
かんしゅ 監手 913監査を見よ
かんしゅ 看守 920
かんしゅ 管守 1464
かんしゅう 看囚 920
かんしゅうふくかん 管州副官 1458
かんじゅじ 勧修寺 1464
かんしゅじとうじょうれい 監守自盗条例 922 監守盗常人盗

条例
かんしゅしゃ 監守者 922
かんしゅちょう 看守長 922
かんしゅちょうばつ 看守懲罰 459
かんしゅとう 監守盗 922
かんしゅとうじょうにんとうじょう
れい 監守盗常人盗条例 922 監守自盗条例

かんしゅにん 監守人 922
かんしゅにん 看守人 922
かんしゅふくちょう 看守副長 922看守長を見よ
かんしょ 官書 1457
かんじょ 寛恕 1457 寛典
がんしょ 願書

かんしょう 官省 1461 各 省 諸 省
官庁　各庁

かんしょう 官掌 1458
かんしょう 干渉
かんしょう 関渉
かんじょう 勘定 895 勘定仕上
かんしょういんじむ 官省院事務 2713
かんじょうかた 勘定方
かんしょうきょく 勧商局 1458
かんじょうぐみ 勘定組 901

かんしょうさつ 官省札 1463
太政官札 金
札 民部省札
紙幣　楮幣

かんじょうしあげ 勘定仕上 902 会計年度 会
計上ノ一周年

かんしょうしじしょ 官省使地所 547
かんじょうしほう 勘定仕法 901
かんじょうしょ 勘定書 902
かんじょうちょう 勘定帳 896
かんじょうちょうとりあつかい 勘定帳取扱 896勘定帳を見よ
かんじょうちょうへんにゅう 勘定帳編入 896勘定帳を見よ
かんじょうぶぎょう 勘定奉行 901
かんじょうもくろく 勘定目録 902
かんしょく 官職 1458 職 制 職 員

官制
かんしょざっそく 監署雑則 920 監獄署
かんじん 官人
かんすい 灌水 1469
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かんすう 巻数 1469
かんせい 官制 1468 職員令 職制

官等
がんせい 願請 1468 請願
かんぜいきょく 関税局 1468
かんせつ 官設 1468
かんせん 官船 1468
かんせん 感染 932
かんせん 監船 924
かんせん 艦船 924 艦 艦 軍 艦

諸艦　船艦
かんせん 還遷 1469 遷還

かんせんえい 艦船営 924 艦 艦 軍 艦
諸艦　船艦

かんせんかいけいかいぎおよびすい
とうけんさ

艦船会計会議及出
納検査 1926

かんせんかぎりやといいれ 艦船限雇入 933 所 轄 限 雇 入
准卒

かんせんけいひ 艦船経費 926
かんせんじょういんきゅうか 艦船乗員休暇 928
かんせんじょういんきゅうよおよび
はいしゃく

艦船乗員給与及拝
借 928

かんせんじょういんこうたい 艦船乗員交代 927
かんせんじょういんしぼうおよびき
ふく

艦船乗員死亡及忌
服 930

かんせんじょういんしんたい 艦船乗員進退 930
かんせんじょういんたいけんおよび
ちゃくふく

艦船乗員帯劔及著
服 927

かんせんじょういんにんべつおよび
りれき

艦船乗員人別及履
歴 927

かんせんじょういんはんざいしょぶ
ん 艦船乗員犯罪処分 926
かんせんじょういんびょうきおよび
にゅうたいいん

艦船乗員病気及入
退院 931

かんせんせいぞうしゅうふく 艦船製造修復 932
かんせんつうしゅうつうせんおよび
きゃくしゅう

艦船通舟通船及脚
舟 926

かんせんつりどこ 艦船釣床 924
かんせんていいん 艦船定員 1964定員を見よ
かんせんとうきゅう 艦船等級 925
かんせんにゅうようひん 艦船入用品 925
かんせんのりくみせいと 艦船乗組生徒 933
かんせんようぶつはいたつしょ 艦船用物配達所 933
かんせんりゅうがくせい 官撰留学生 603留学生を見よ
かんせんれいしき 艦船礼式 925
かんそう 監倉 906 監房
かんそう 檻倉 906 監房
がんぞう 贋造 906
がんぞうおよびびょうかいしへい 贋造及描改紙幣 2497
がんぞうかへい 贋造貨幣 907
がんぞうきんぎんどうかしへい 贋造金銀銅貨紙幣 907
がんぞうきんぎんどうかしへいとり
あつかい

贋造金銀銅貨紙幣
取扱 907贋造金銀銅貨紙幣を見よ

がんぞうしへい 贋造紙幣 907
がんぞうにぶばん 贋造二分判 906 二分金
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がんぞうにぶばんばいばい 贋造二分判売買 906贋造二分判を見よ
がんぞうぶつ 贋造物 906
かんぞく 貫属 1438
かんぞく 貫族
かんぞくがえ 貫属替 1440 管轄換
かんぞくたい 貫属隊 1440
かんぞくとりあつかい 貫属取扱 1438貫属を見よ
かんそん 官損 1441
かんそん 旱損 907
かんたい 艦隊 904 艦隊司令官
かんだい 官代
かんたいしき 艦隊指揮 905
かんたいしれいかん 艦隊司令官 905
かんだいにしきちょう 神田錦町
かんたいへんせい 艦隊編制 904艦隊を見よ
かんたいへんにゅう 艦隊編入 904艦隊を見よ
かんたく 官宅 1438 官社
かんたくはらいさげ 官宅払下 1438官宅を見よ
かんだじょうすい 神田上水 906
がんたん 元旦 1438
がんたんしき 元旦式 1438 一 月 一 日 式

新年式

かんち 官地 1421 官有地 官庁
地

かんち 間地 894
かんちはらいさげ 官地払下 1421官地を見よ
かんちゅう 寒中 895
かんちゅう 官中 1424
かんちゅう 艦中 895
かんちょう 官庁 1424
かんちょう 管庁 1424 管轄庁　所管
かんちょう 管長 1422
かんちょう 艦長 894
がんちょう 元朝 1438
かんちょういんかんいしつしょぶん 官庁印鑑遺失処分 61
かんちょうたんしゅうちょう 艦長端舟長 895
かんちょうち 官庁地 1425 官用地 用地

官地
かんちょうもんつうこう 官庁門通行 1172
かんてい 官邸 1453
かんてい 鑑定 913
かんていにん 鑑定人 913 評価人
かんていやく 鑑定役 913
かんていやくみならい 鑑定役見習 913鑑定役を見よ
かんてきそつ 監的卒 913
かんてん 寛典 1453 寛宥　寛恕

かんとう 官等 1416
官 制 等 級
等 給 職 制
職員令

かんとう 竿灯 893 灯竿
かんとう 艦等 892 艦船
かんとう 関東 1421
かんどう 間道 894
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かんとうかんさつし 関東監察使 1421
かんとうひょう 官等表 1416
かんとく 監督 894
かんとくいっとう 監督一等 894監督を見よ
かんとくさんとう 監督三等 894監督を見よ
かんとくし 監督司 894 寮司　諸司
かんとくちょう 監督長 894監督を見よ
かんとくにとう 監督二等 894監督を見よ
かんとくぶ 監督部 894
かんとくほ 監督補 894監督を見よ
かんない 監内 907 監房
かんない 管内 1441 管下
かんない 艦内 907
かんない 檻内
かんないかっぽう 艦内割烹 907
かんないかっぽうすけ 艦内割烹介 907
かんないきょうじゅやく 艦内教授役 908
かんないきょうじゅやくすけ 艦内教授役介 908艦内教授役を見よ
かんないちゅうさい 艦内厨宰 907
かんなめさい 神嘗祭 909
かんならいきょうかい 神習教会 909
かんならいは 神習派 909
かんにん 官人 1413 官員

かんぬし 神主 903
神 官 神 職
祠 官 祠 掌
社人

かんのう 勧農 1443
かんのう 還納 1442 返納
かんのうきょく 勧農局 1443
かんのうりょう 勧農寮 1443
かんば 官馬 1412 馬匹　軍馬
かんばとりあつかい 官馬取扱 1412官馬を見よ
かんばへんのう 官馬返納 1412官馬を見よ
かんばん 看板 893
かんばん 官版 1413 出版
かんぱんじちょう 甲板次長 893甲板長を見よ
かんぱんしょ 完版所
かんぱんちょう 甲板長 893
かんぱんちょうぞく 甲板長属 893甲板長を見よ
かんぴ 官費 1464
かんぴせい 官費生 1467
かんぴせいと 官費生徒 1467
かんびょう 看病 922 病気
がんびょう 眼病 923
かんびょうそつ 看病卒 923
かんびょうにん 看病人 923
かんびょうにんすけ 看病人介 923看病人長を見よ
かんびょうにんちょう 看病人長 923
かんびょうふ 看病夫 924
かんびょうふすけ 看病夫介 924
かんびょうふちょう 看病夫長 924
かんびょうふちょうすけ 看病夫長介 924
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かんぴりゅうがくせい 官費留学生 603留学を見よ
かんぴん 官品 1467 官給品
かんぷ 官府 1447 院省使府県
かんぷ 還付 1447
かんぷ 還附 1447
かんぶか 監部課 910
かんぷく 官服 1447 服制　衣冠
かんふしん 官普請 1447 官営　堤防
かんぶつ 官物 1447 官品　官給
かんべ 神部 893
かんぺいし 官幣使 1415 奉幣使 班幣

使　勅使

かんぺいしき 観兵式 1416 分列式 飾隊
式　整列式

かんぺいしゃ 官幣社 1415 官国幣社 官
社

かんぺいしょうしゃ 官幣小社 1415官幣社を見よ
かんぺいたいしゃ 官幣大社 1415官幣社を見よ
かんぺいちゅうしゃ 官幣中社 1415官幣社を見よ
かんべはん 神戸藩 893
かんぼう 官房 1415
かんぼう 監房 893 監倉
かんぽう 官報 1414 日誌
かんぽうはっこう 官報発行 1414官報を見よ
かんぼく 官牧 1415 牧場
かんぼつ 官没 1414 没官　没収
かんぼつぶっぴんとりあつかい 官没物品取扱 1715物品を見よ
かんみん 官民 1456 官有
がんみん 頑民 1457
かんむ 艦務 910 乗艦
かんむり 冠 910 衣冠
かんめ 貫目 1456
かんめあらためしょ 貫目改所 1456
かんめい 官名 1456 官
かんめいろく 官名録 1456
かんもく 灌沐 1467
かんもん 喚問 1467 召喚　呼出
かんもん 関門 1468
かんもんつうこう 関門通行 1173
かんゆう 官有 1380 官私
かんゆう 寛宥 1380 寛典　赦宥
かんゆうざいさん 官有財産 1381
かんゆうさんりん 官有山林 1382 山林

かんゆうち 官有地 1380 地 所 土 地
官地

かんゆうちはらいさげ 官有地払下 1380官有地を見よ
かんゆうちへんにゅう 官有地編入 1380官有地を見よ
かんゆうひん 官有品 1437
かんゆうぶつ 官有物 1381
かんよう 官用 1436
かんよう 換用 1435 代用
かんよう 函容 904
かんようかいし 官用界紙 762界紙を見よ
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かんようち 官用地 1436 官地 官庁地

土地　地所
かんようちとりあつかい 官用地取扱 1436官用地を見よ
かんようひん 官用品 1437
かんようまる 函容丸 904
かんらん 観覧 1443 縦覧
かんり 官吏 1382
かんり 監吏 903
かんりおんきゅうれい 官吏恩給令 697
かんりおんきゅうれい 官吏恩給令 1426
かんりかん 管理官 1426
がんりきん 元利金 1426
かんりこうていよびだし 官吏公廷呼出 1409
かんりしざいしょくれいず 官吏私罪贖例図 1426
かんりじゅざいじょうれい 官吏受財条例 1427
かんりしょくざいれいず 官吏贖罪例図 1426
かんりちょうかいれい 官吏懲戒例 1425
かんりつがくむきょく 官立学務局 1426
かんりつがっこう 官立学校 819学校を見よ
かんりつしはんがっこう 官立師範学校 2474師範学校を見よ
かんりつしょがっこう 官立諸学校 819学校を見よ
かんりつびょういん 官立病院 3021病院を見よ
かんりとりあつかい 官吏取扱 1382官員を見よ
かんりばつほうれいず 官吏罰俸例図 1425
かんりはんこうざい 官吏犯公罪 1425 同僚犯公罪
かんりはんこうざいじょうれい 官吏犯公罪条例 1425 同僚犯公罪
かんりはんざい 官吏犯罪 168
かんりはんしざいりつ 官吏犯私罪律 1425
かんりひしょくじょうれい 官吏非職条例 1427
かんりふくむきりつ 官吏服務紀律 1426
かんりほ 監吏補 903
かんりゃく 簡略 903 簡易
かんりょう 管領 1426
かんりょうのみや 管領宮 1426
かんりん 官林 1427 山林　森林
かんりん 官廩
かんりんかんしゅにん 官林監守人 1429 山守
かんりんしゅうにゅうきんとりあつ
かい 官林収入金取扱 1427官林を見よ
かんりんしゅしゅかん 監臨主守官 903
かんりんとりあつかい 官林取扱 1427官林を見よ
かんりんはらいさげ 官林払下 1427
かんりんへんにゅう 官林編入 1427官林を見よ
かんりんほごひ 官林保護費 1429
かんりんまる 咸臨丸 903
かんろく 官禄 1410 俸 給 月 給

月俸　給料

かんろくしゃ 還禄者 770家禄奉還を見よ
かんろくぜい 官禄税 1411
かんろくわたしかた 官禄渡方 1410官禄を見よ
き
きあへんとりあつかいきそく 生鴉片取扱規則 2318
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ぎあん 議案 2318 原案
ぎあんか 議案課 2319
ぎあんきょく 議案局 2319
きいと 生糸 2203
きいとあらためかいしゃ 生糸改会社 2204
きいとあらためかいしゃいんかん 生糸改会社印鑑 62
きいとあらためしょ 生糸改所 2205
きいといんし 生糸印紙 2203生糸を見よ
きいとせい 生糸製 2204
きいととりしまり 生糸取締 2203生糸を見よ
きいとばいばい 生糸売買 2203生糸を見よ
きいのくに 紀伊国 2205
ぎいん 議員 2205 議官
ぎいん 議院 2206 地方官会議院
ぎいんきそく 議院規則 2206
ぎいんけんぽう 議院憲法 2206
きえん 棄捐 2316
きおう 既往 2219
ぎおんしゃ 祇園社 2219 ※祇は「示」

の左に「氏」
ぎおんのすだいば 祇園洲台場

きか 旗下 2219
中大夫 下大
夫 家来 旧
旗下

きか 麾下 2219
きが 起臥 2272
きかい 器械 2219
きかい 機械 2219
きかいこ 器械庫 2221
きかいしょ 機械所 2221
きかいとりあつかい 器械取扱 2219器械を見よ
きがいひん 危害品 2221
きかん 旗艦 2221
きかん 帰艦 2221 乗艦
ぎかん 技監 2221
ぎかん 議官 2272 議員
きかんか 機関科 2273
きかんがっこう 機関学校 2272
きかんこうしゅ 機関工手 2273機関工上長を見よ
きかんこうじょうちょう 機関工上長 2273
きかんこうせい 機関工生 2274
きかんこうちょう 機関工長 2273機関工上長を見よ
きかんし 機関司 2274
きかんし 機関士 2274
きかんしふく 機関士副 2274
きかんしほ 機関士補 2274
きかんしゅ 機関手 2275
きがんしょ 祈願所 2274
きかんしょうかん 機関少監 2273機関大監を見よ
きかんせいと 機関生徒 2275
きかんそうかん 機関総監 2273
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きかんたいかん 機関大監 2273
きかんちゅうかん 機関中監 2273機関大監を見よ
きかんぶ 機関部 2273
ぎかんほ 議官補 2272議官を見よ
きかんほんぶ 機関本部 2272
きき 汽機 2319
ぎぎ 疑義 2319 疑問
ききゃく 棄却 2324
ききやく 聞役 2324
ききゅう 帰休 2320
ききゅうへい 帰休兵 2320
ききょう 帰京 2321
ききょう 帰郷 2322 帰 国 帰 県

在郷　郷里
きぎょうこうさい 起業公債 1856公債を見よ
きぎょうこうさいしょうしょ 起業公債証書 1860
きぎょほう 騎馭法 2319
ききん 基金 2324 元金
きぐ 器具 2272
きくごおり 企救郡
きくごく 鞠獄
きくごくし 鞫獄司 2275
きくごもん 菊御紋 2275 旗 章 御 紋

菊章
きくごもんとりしまり 菊御紋取締 2275菊御紋を見よ
きくしょう 菊章 2276 菊御紋　御紋
きくちたけとき 菊池武時 2272
きくてい 菊亭 2276
きぐひょう 器具表 2272
きくまはん 菊間藩 2275
きくもん 菊紋 2275 旗 章 御 紋

菊章
きくもん 鞫問 2276 糺問　訊問
きくもんしょ 鞫問所 2276
ぎげい 技芸 2296
きげつ 期月 2296 期限
ぎけつ 議決 2296 決議　議定
ぎけつがく 議決額 2296 決議　議定
きけつかん 已決監 2297
きけつしゅう 既決囚 2297 囚 徒 囚 人

罪囚

きけつしゅう 已決囚 2297 囚 徒 囚 人
罪囚

きけつはんざいひょう 既決犯罪表 2297
きけん 帰県 2297 帰国　帰郷
きげん 期限 2298 期月
きげん 紀元 2300
きげんせつ 紀元節 2300 三大節
きこう 帰校 2221
きこう 帰港 2315
きこう 気候 2315
きこう 起功 2315
きごう 旗号 2315
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きごう 徽号 2315
きごう 記号 2315 日ノ丸
きごうほう 起号砲

きこく 帰国 2315 帰 藩 帰 郷
帰邑

きさい 記載 2319 登載　掲載
きさらづけん 木更津県 2319
きさん 起算 2319 計算
きし 己巳 2324
きじ 記事 2324
ぎし 技師 2324
ぎじ 議事 2325 会議
ぎしき 儀式 2329
ぎじきそく 議事規則 2330 議院規則
ぎじきょく 議事局 2330
ぎじしょ 議事所 2332
ぎじていさいとりしらべしょ 議事体裁取調所 2329 議事取調局

ぎじとりしらべきょく 議事取調局 2325 議事体裁取調
局

ぎじにっき 議事日期
きしのわだはん 岸和田藩 2328
きしゃ 帰社 2329
きしゃ 汽車 2328 鉄道
ぎしゅ 技手 2330
きしゅくしゃ 寄宿舎 2332
きしゅくりょう 寄宿寮 2332
ぎじゅつ 技術 2330 工 術 芸 員

技芸
ぎじゅつかた 技術方 2330
ぎじゅつかん 技術官 2330
ぎしゅみならい 技手見習 2330技手を見よ
きじゅん 帰順 2332

きしょう 旗章 2325
御旗 旗 軍
旗 大旌 旗
旌 船印 槍
印

きしょう 徽章 2327 服制
きしょう 毀傷 2325
きしょう 帰商 2325
ぎしょう 偽証 2328
ぎじょう 戯場 2328 芝居　劇場
ぎじょう 議定 2215
ぎじょうかん 議定官 2215
ぎじょうたい 儀仗隊 2214
きしょうとりあつかい 旗章取扱 2325旗章を見よ
ぎじょうへい 儀仗兵 2214
きしん 忌辰 2209
きじん 帰陣 2216 凱旋
きず 傷
きず 疵
きせい 旗旌 2335 旗章
きせい 帰省 2333 帰郷　帰国
ぎせい 技生 2335
ぎせい 議政 2335
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ぎせい 議生 2335
きせいか 基整課 2336
ぎせいかん 議政官 2336
きせき 帰籍 2336 編 籍 復 籍

帰入
ぎぜつ 義絶 2336
きせん 汽船 2336 蒸気船 船舶

商船　郵船
きせんこめだい 木銭米代 2337
きせんとりしまり 汽船取締 2336汽船を見よ
きそう 帰葬 2234 葬送
きそう 起草 2234
ぎそう 議奏 2234
ぎそう 艤装 2234
ぎぞう 偽造 2234 贋造
ぎぞうこくとしょうしゃくじょうれ
い 偽造斛斗秤尺条例 2234
ぎぞうほうかじょうれい 偽造宝貨条例 2234
ぎぞうほうかりつ 偽造宝貨律 2234 宝貨偽造律
きそく 規則 2234
きぞく 帰俗 2236 還 俗 復 飾

僧業
きぞく 貴族 2236
ぎそくか 儀則課 2236
きそん 毀損 2236
きたあめりかしゅう 北亜墨利加洲 2233 亜米利加国
きたい 帰隊 2233 復隊
ぎだか 偽高 2233
きたしらかわのみや 北白川宮 2233
きたのてんまんぐう 北野天満宮 2233
きたみのくに 北見国 2233
きたもろかたぐん 北諸県郡 2234
きちじ 吉事 2216
きちゃく 帰著 2216 発著
きちゅう 癸丑 2214
きちょう 帰朝 2317
ぎちょう 技長 2214
ぎちょう 議長 2213
きちょうとどけ 帰朝届 2317
きつえん 喫烟 2236 煙草　吸烟
きつか 乞暇 2236
きっかしょう 菊花章 2275
きっかだいじゅしょう 菊花大綬章 2275
きづがわ 木津川 2236
きつきはん 杵築藩 2238
きっすいいん 吉水院
きって 切手 2237 小切手　切符
きってうりさばきしょ 切手売捌所 2238
きってはらいさげしょ 切手払下所 2238
きってわたしかた 切手渡方 2237切手を見よ
きつねした 狐下 2236
きつのけんえい 吉巻纓 2236
きっぷ 切符 2236 切手
きっぷく 吉服 2236
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きてい 規定 2317
きてい 規程
きてい 期程
ぎてい 擬定
ぎてい 議定 2317
ぎてい 議定
きていか 規定課 2317
きていきょく 規程局 2317
ぎていしょ 議定書 2317
きてん 軌典
きでんほう 帰田法 2318
きど 木戸 2212
きとう 祈禱 2212 禁厭祈禳
きとく 危篤 2212
きとく 奇特 2212
きなん 危難 2238
きにち 忌日 2209
きにゅう 帰入 2209 帰籍
きにゅう 記入 2209
きぬがわ 鬼怒川 2219

きねんさい 祈年祭 429
祈年祭（とし
ご い の ま つ
り）を見よ

きねんさい 紀年祭 2238
きのう 帰農 2271 帰籍
きば 騎馬 2208 乗馬
きはつぶつ 揮発物 2209
きはん 帰藩 2209 帰国
きひ 規避 2332 徴兵
きびき 忌引 2332 忌服
きびき 季引
きひん 器品 2332
きひんとりしまり 器品取締 2332器品を見よ
きふ 寄附 2301 手伝　出金
きふきん 寄附金 2301 手伝　出金
きぶく 忌服 2313 服忌
ぎふけん 岐阜県 2313
きふちょう 寄附帳 2303
きぶつ 器物 2313
きぶつ 奇物 2313
きぶつはらいさげ 器物払下 2313器物を見よ
きふまい 寄附米 2313
きへい 騎兵 2210
きへいえい 騎兵営 2212
きへいか 騎兵科 2212
きへいけんえつし 騎兵検閲使 2212
きへいしょ 騎兵所
きへいたい 騎兵隊 2210
きへいたいへんにゅう 騎兵隊編入 2210騎兵を見よ
きへいないむしょ 騎兵内務書 2212
きべは 木辺派 2212
きぼ 記簿 2209
ぎぼく 義僕 2210
きぼほう 記簿法 2209
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きみさわごおり 君沢郡 2324
きみつ 機密 2324
きみゃく 気脈 2324
ぎむ 義務 2238
きめい 忌明 2324
きめい 記名 2324
きもいり 肝煎 2332
きもいりすけ 肝煎介 2332肝煎を見よ
ぎもん 疑問 2332 疑義
きやく 規約 2295 宗規　告達
きゃくしゅう 脚舟 2296
ぎゃくと 逆徒 2295 賊 徒 兇 徒

暴徒
ぎゃくととりしまり 逆徒取締 2295逆徒を見よ
きゃくふ 脚夫 2295
きゃくふちん 脚夫賃 2295
きゃっか 却下 2295
きゃはん 脚半 2276 麻脚絆
きゆう 帰邑 2205 帰藩　帰国
きゅういかい 旧位階 17位階を見よ
きゅうえき 休役 2263
ぎゅうえき 牛疫 2269 疫牛
きゅうえん 救援 2263 救護

きゅうか 休暇 2247
休 日 休 業
休 息 賜 暇
乞暇

きゅうがく 給額 2303
きゅうかごしまはん 旧鹿児島藩 848鹿児島藩を見よ
きゅうかねがいうかがいとどけ 宮家願伺届 1199
きゅうかへい 旧貨幣 2259
きゅうかわしき 旧川敷 2258
きゅうかん 旧慣 2259
きゅうかんいん 旧官員 2259
きゅうかんじん 旧官人 2260
きゅうかんぜい 旧慣税 2260
きゅうかんめい 旧官名 2259
きゅうき 旧器 2263
きゅうき 旧記 2263
きゅうきか 旧旗下 2263 旗下
きゅうきく 糺鞫 2264 糺問
きゅうぎょう 休業 2260 休止　休暇
きゅうきん 給金 2314
きゅうきんぎんかへい 旧金銀貨幣 2264 旧金銀
きゅうきんわたしかた 給金渡方 2314給金を見よ
きゅうぐんりつ 旧軍律 2260
きゅうけい 休刑 2260 刑罰
きゅうけい 求刑 2260
きゅうけいだい 旧境内 2260
きゅうけいりつ 旧刑律 2260
きゅうけらい 旧家来 2260 家臣
きゅうけん 旧県 2262
きゅうご 救護 2263 救助　救援
きゅうこう 救荒 2259 救助
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きゅうこうさい 旧公債 1856公債を見よ
きゅうこく 給穀 2314 扶持　養老
きゅうこのえへい 旧近衛兵 1885近衛を見よ
きゅうし 休止 2265 休業
きゅうじ 救治 2246 救済　救療
きゅうじ 給仕 2314
きゅうじつ 休日 2267 休暇　休業
きゅうじとう 旧地頭 2246
きゅうしゃ 厩舎 2268
ぎゅうしゃ 牛車 2268
きゅうしゃじりょう 旧社寺領 2268
きゅうしゃにん 旧社人 2268 旧神官
きゅうしゅう 旧習 2268
きゅうしゅう 九州 2267 西 国 西 南

鹿児島
きゅうしゅげん 旧修験 2269 修験宗

きゅうじゅつ 救恤 2268 賑 恤 賑 救
恤救

きゅうじょ 宮女 2246 女官

きゅうじょ 救助 2265 恤 救 賑 恤
賑救　救援

きゅうしょうけんかいし 旧証券界紙 2587証券界紙を見よ
きゅうじょきん 救助金 2267
きゅうしょけん 旧諸県 2267
きゅうしょはん 旧諸藩 2266 諸藩
きゅうじょまい 救助米 2267
きゅうじょれい 給助例 2315
きゅうしん 旧臣 2269 家 来 家 臣

旧幕臣
きゅうじんえい 旧陣営 2247 営所
きゅうしんかん 旧神官 2269 旧社人
きゅうしんかんはいとうろく 旧神官配当禄 2269
きゅうしんかんはいとうろくこうさ
い 旧神官配当禄公債 1856公債を見よ
きゅうしんかんはいとうろくこうさ
いしょうしょ

旧神官配当禄公債
証書 1856

きゅうしんしゃくどりょう 旧新尺度量 2269
きゅうしんちょうぐみ 旧新徴組 2942新徴組を見よ
きゅうせい 救済 2271 救治　救療
きゅうせき 休戚 2271
きゅうせき 旧籍 2271 族籍　身分
きゅうせき 旧跡 2271 古跡
きゅうそく 休息 2259 休暇
きゅうそく 急速 2313 至急
きゅうだい 及第 2310 試験
きゅうだん 糺弾 2258 糺問
きゅうたんべつ 旧段別 1049段別を見よ
きゅうちじ 旧知事 2247 旧藩主
きゅうちゅう 宮中 2246 禁裏　禁中
きゅうちゅうきんばん 宮中勤番 2247
きゅうてっせん 旧鉄銭 2263 鐚銭
きゅうでん 宮殿 2263 皇城　皇居
きゅうどう 旧道 2246 街道　往還
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ぎゅうとう 牛痘 2246 種痘
きゅうどうか 旧銅貨 2246
きゅうどうかこうかんききんとりあ
つかい

旧銅貨交換基金取
扱 2246旧銅貨を見よ

ぎゅうとうたねつぎしょ 牛痘種継所 2246
ぎゅうとん 牛豚 2246
ぎゅうば 牛馬 2238 牛 疫 牛 病

牝牛　疫牛
きゅうはく 休泊 2239 宿泊　旅宿
きゅうばく 旧幕 2240 元幕府
きゅうばくしん 旧幕臣 2241 旧臣
きゅうばくふ 旧幕府 2240 元幕府
きゅうばくり 旧幕吏 2240
ぎゅうばしょぶん 牛馬処分 2662
ぎゅうばばいばい 牛馬売買 2239
ぎゅうばばいばいいんかん 牛馬売買印鑑 65

きゅうはん 旧藩 2241
諸藩 藩 列
藩 藩札 各
藩 旧 藩 々
旧藩札

きゅうはんかしさげきん 旧藩貸下金 2243 貸下金
きゅうはんけん 旧藩県 2244
きゅうはんこうさいしょうけんてん
ばいとりしまり

旧藩公債証券典売
取締 1856公債を見よ

きゅうはんさつ 旧藩札 2244 藩札　紙幣
きゅうはんしゅ 旧藩主 2245 藩知事
きゅうはんぱん 旧藩々 2243 藩々
きゅうはんぱんかしつけきんこくと
りたてほうそく

旧藩々貸附金穀取
立法則 2243

きゅうはんぱんふさいしょうかん
しょぶん

旧藩々負債償還処
分 2243 負債　藩債

きゅうはんめい 旧藩名 2245
ぎゅうびょう 牛病 2269 疫牛
きゅうふ 旧府 2240
きゅうふけん 旧府県 2263 府藩県

きゅうぶつ 旧物 2263 宝 物 什 器
什物

きゅうふはんけん 旧府藩県 2262 旧諸県 旧県
旧府県

きゅうへい 救弊 2245
きゅうほう 臼砲 2239
きゅうほう 急報 2303
きゅうほう 給俸 2303 俸 給 給 与

給養　月俸
きゅうほう 旧法 2245 旧刑律
きゅうほうだい 旧砲台 124砲台を見よ
きゅうぼつぞうもつじょうれい 給没贓物条例 2302
きゅうぼつぞうもつりつじょうれい 給没贓物律条例 2302
きゅうほんじょう 旧本城 2245
きゅうほんまる 旧本丸 2245
きゅうまい 給米 2313 六尺給米
きゅうみん 窮民 2264 貧民
きゅうむ 急務 2313
きゅうもん 九門 2269 宮門
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きゅうもん 宮門 2270 九門　御門
きゅうもん 糾問 2270
きゅうもん 糺問 2270 尋 問 訊 問

糺鞫　糺弾
きゅうもんがかり 糺問掛 2271
きゅうもんし 糺問司 2271 寮司　諸司
きゅうもんしゅっちょうしょ 糺問出張所 2271
きゅうもんはんじ 糺問判事 2271 予審判事

きゅうよ 給与 2303 支 給 給 料
給養

きゅうよう 給養 2309 給与
きゅうようひょう 給養表 2309 給与

きゅうよひょう 給与表 2303 支 給 給 料
給養

きゅうよひん 給与品 2309
きゅうりちょう（がい） 久離帳（外）
きゅうりつ 旧律 2247 旧軍律
きゅうりゅうきゅうはん 旧琉球藩 607琉球藩を見よ
きゅうりょう 救療 2259 救済　救治

きゅうりょう 給料 2310
月 給 年 俸
俸 給 給 俸
給額

きゅうりょうぞう 給料増 2313 増 給 増 俸
加俸

きゅうりょうわたしかた 給料渡方 2310給料を見よ
きゅうろく 給禄 2302 扶持　家禄
きゅうろく 旧禄 2238 禄高　家禄
ぎょい 御医 2222 侍医
きょう 卿 2276
きょういき 疆域 2225
きょういく 教育 1624 教旨
きょういくえんかくし 教育沿革史 1626
きょういくえんかくしへんさん 教育沿革史編纂 1626教育沿革史を見よ
きょういくかい 教育会 1625
きょういくざっし 教育雑誌 1626
きょういくじむぎかい 教育事務議会 1626
きょういくしょ 教育所
きょういくはくぶつかん 教育博物館 1625
きょういくれい 教育令 1625
きょういん 教員 1627 教官　職員
きょういん 教院 1626
きょういんこうしゅうじょ 教員講習所 1628
きょうえつ 恐悦 2226 参賀
きょうおう 饗応 2226
きょうおうごこくじ 教王護国寺 1539
きょうかい 教会 1641
きょうかいしょ 教会所 1642
きょうかいたいい 教会大意 1642
きょうかしょ 教科書 1642
きょうかようずしょ 教科用図書 1642
きょうかん 教官 1643 教員
きょうかんぼう 卿官房 1415官房を見よ
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きょうぎ 協議 1649 照 会 掛 合

相談　問合
きょうぎ 教義 1644

きょうぎひ 協議費 1650
区費 区入費
区町村費 民
費

きょうきゅう 供給 2228
きょうけ 京家 2290
ぎょうけい 行啓 2290
ぎょうけいにゅうひ 行啓入費 208
きょうげん 狂言 2292
ぎょうこう 行幸 2284 東 幸 再 幸

臨幸　親臨
きょうこうひきかた 凶荒引方 2226 凶歳租税延納
きょうさいそぜいえんのう 凶歳租税延納 2228 凶荒引方
きょうさいそぜいえんのうねがいと
りあつかい

凶歳租税延納願取
扱 1148租税を見よ

きょうし 教師 1644 外国人
きょうし 教旨 1644 教育
きょうじ 梟示 1647 断頭　斬首
きょうしかん 教師館 1648
きょうしゅ 梟首 1647 断頭　斬首
きょうじゅ 教授 1648
きょうしゅう 協修 1650
きょうじゅうふわ 脅従附和 1650
きょうじゅつ 矜恤
きょうじゅほ 教授補 1648教授を見よ
きょうじゅん 恭順 2229
ぎょうじょう 行状 2292 品行
きょうしんかい 共進会 2229
ぎょうすう 行数 2295
きょうせい 教正 1649 教導職
ぎょうせい 業生 1650
ぎょうせい 行政 2293 施政
ぎょうせいかん 行政官 2293
ぎょうせいかんいんかん 行政官印鑑 65
ぎょうせいかんしはい 行政官支配 2294
ぎょうせいかんづき 行政官附 2294
ぎょうせいかんりふくむきりつ 行政官吏服務紀律 2294
ぎょうせいけいさつ 行政警察 2294
ぎょうせいさいばん 行政裁判 2294 訴訟　詞訟
ぎょうせいじむ 行政事務 2294
ぎょうせいしょくむ 行政職務 2294
きょうせんひ 供饌費 2230
きょうそ 教祖 1639
きょうそうぼち 共葬墓地 2226 墓地　墓所
きょうそく 教則 1639
きょうだい 兄弟 1573兄弟（けいてい）を見よ
きょうち 京地 2277京都を見よ
きょうと 京都 2277 西京　京都府
きょうと 兇徒 2225 賊徒　暴徒
きょうどう 教導 1628
きょうどう 嚮導 2225
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きょうどううんしゅかいしゃ 共同運輸会社 2225
きょうどうき 嚮導旗 2225 軍旗　旗章
きょうどうごうぎしょ 教導合議所 1631
きょうどうしょく 教導職 1632
きょうどうしょくおよびだいきょう
いんじむしょうてい

教導職及大教院事
務章程 2728

きょうどうしょくかんちょういんか
ん 教導職管長印鑑 62
きょうどうしょくけんさ 教導職検査 1674
きょうどうしょくしほ 教導職試補 1635
きょうどうしょくじむ 教導職事務 2718
きょうどうしょくはしゅつ 教導職派出 143
きょうどうしょくはんざい 教導職犯罪 171
きょうどうしょくりょひ 教導職旅費 592
きょうどうたい 教導隊 1629
きょうどうだん 教導団 1629
きょうどうだんへんにゅう 教導団編入 1629教導団を見よ
きょうどうとりしまり 教導取締 1628
きょうとかりてんましょ 京都仮伝馬所 2279 京 都 伝 馬 町

京都宿駅役所
きょうとごしょ 京都御所 2283
きょうとさいばんしょ 京都裁判所 2283
きょうとしちゅうとりしまり 京都市中取締 2283
きょうとしゅうしゅう 兇徒聚衆 2225 賊徒　暴徒

きょうとしゅくえきやくしょ 京都宿駅役所 2284 京 都 伝 馬 所
京都仮伝馬所

きょうとしゅっちょうしょ 京都出張所 2283
きょうとてんましょ 京都伝馬所 2283 京都仮伝馬所

京都宿駅役所
きょうとはくらんかい 京都博覧会 132
きょうとふ 京都府 2280 京都
きょうとべんかんでんたつしょ 京都弁官伝達所 2279
きょうとぼうきょにゅうひ 京都暴挙入費 207
ぎょうにんかた 行人方 2277
きょうはい 狂悖 2277
きょうぶしょう 教部省 1643
ぎょうぶしょう 刑部省 2292 諸省　官省
きょうぶしょうじむしょうてい 教部省事務章程 2726
きょうぶしょうしょくせい 教部省職制 2637
ぎょうぶしょうだんじょうだいいん
かん 刑部省弾正台印鑑 65
きょうぶせいひょう 共武政表 2226
きょうぶせいひょうへんさん 共武政表編纂 2226共武政表を見よ
きょうへい 強兵 2225
きょうほう 凶報 2225 忌服
きょうほう 教法 1628
ぎょうほうのけん 行法ノ権 2277
きょうます 京枡 2290
ぎょうむ 業務 1649
きょうむしゅっちょうしょ 教務出張所 1641
きょうむしょ 教務所 1641
きょうめいぐう 恭明宮 2228
きょうゆ 教諭 1644
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ぎょうゆ 暁諭 1644 説諭
きょうゆう 共有 2225
きょうゆうぶつ 共有物 2225
きょうよう 供用 2226
きょうり 郷里 2225 帰郷　在郷
きょうりつしょうがっこう 共立小学校 3143小学校を見よ
きょうりつじょがっこう 共立女学校 454女学校を見よ
きょうりつようがっこう 共立洋学校 940洋学校を見よ
きょうりょう 橋梁 1637 橋々　橋銭
きょうりょく 協力 1649 一致
ぎょうれつ 行列 2289 供人数

きょうれん 教練 1639 操 練 調 練
練兵

きょうわせいじ 共和政治 2226
きょうわせいふ 共和政府 2226
きょか 挙家 2225 全戸　絶家

きょか 許可 2223 官 許 免 許
差許

きょかい 巨魁 2230 賊魁　賊徒
ぎょき 御諱 2232 皇諱
ぎょぎょ 漁魚 2232 捕魚　漁業
ぎょぎょう 漁業 2231 漁魚　捕魚
ぎょぎょうしゃ 漁業者 2231
きょく 局 2230 局課　課局
きょくいん 局印 2230
きょくか 局課 2230 課局　局
きょくがいちゅうりつ 局外中立 2231
ぎょくざ 玉座 2231
きょくじ 局侍
きょくしょ 曲所 2231
きょくすう 曲数 2231
きょくちゅう 局中 2230
きょくちょう 局長 2230 長
きょくめい 局名 2231
きょこんしょうしょ 許婚証書 2232 結 婚 婚 嫁

婚姻
きよさきはん 清崎藩 2232
きょしたい 居之隊 2232
ぎょしゃ 馭者 2232
きょじゅう 居住 2222 住 居 住 所

居所

きょじゅうち 居住地 2222 居 宅 邸 宅
武家地　町地

きょじゅうてい 居住邸 2222 居 宅 邸 宅
武家地　町地

きょしょ 居所 2232 住 所 住 居
宿所

きょじょう 許状 2232
きよすえはん 清末藩 2233
きょせつ 巨刹 2233 寺院

きょそう 居喪 2225 忌 中 喪 中
服忌　忌服

きょそうはんかんりつ 居喪犯姦律 2225
ぎょそつ 馭卒 2225
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きょたく 居宅 2225
ぎょふく 御服 2232 御夏服
ぎょぶつ 御物 2231 勅封
ぎょみ 魚味 2232
ぎょみん 漁民 2232 漁業者　海業
ぎょめい 御名 2232 御諱
きょり 距離 2222
きょりゅう 居留 2222
きょりゅうち 居留地 2222
ぎょりょう 漁猟 2225
きりかえ 切替 2216
きりかね 霧鐘 2216
きりぐみ 切組 2218
きりしたん 切支丹 2218 耶蘇宗　異宗
きりしたんしゅう 切支丹宗 2218 耶蘇宗　異宗
きりそえ 切添 2216
きりそえち 切添地 2216
きりつ 紀律 2216
きりつ 規律 2216
ぎりつ 擬律 2216 援引
ぎりつあん 擬律案 2217
きりつきん 基立金 2217 資本金
きりはなし 切放 2216 解放　決放
きりはんがた 切判形 2216
きりひらき 切開 2219
きりぶ 切歩 2218
きりぶえ 霧笛 2218
きりぼうかご 切棒駕籠 2216
きりゅう 寄留 2217
きりゅうち 寄留地 2218
きりゅうりょこういんかん 寄留旅行印鑑 65
きろく 記録 2206
きろくか 記録課 2208
きろくきょく 記録局 2208
きろくへんしゅう 記録編輯 2206記録を見よ
きろくりょう 記録寮 2208
きん 禁 2372 停 止 差 止

禁制
きんいちりょう 金壱両 2337 壱両
きんいん 金員 2337 金穀　金額
きんえん 禁苑 2365
きんえん 金円 2365 金穀
きんえんきじょう 禁厭祈禳 2365 祈禱
きんか 近火 2355 出火　失火
きんか 金貨 2356
ぎんか 銀貨 2356 銀額
きんかい 近海 2340
きんがく 勤学 2351 修業
きんがく 金額 2351 金員
ぎんがく 銀額 2352 銀貨
きんかくたい 金革隊 2352
きんかた 金方 2340
きんき 錦旗 2369 御旗
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きんきゅう 金給 2369 金禄
きんぎん 金銀 2369 金穀　金銭
きんぎんあらためかた 金銀改方 2371
きんぎんかへい 金銀貨幣 2371
きんぎんざ 金銀座 2371 金銀銭製局
きんぎんせん 金銀銭 2370
きんぎんせんせいきょく 金銀銭製局 2372 金銀座

きんぎんどう 金銀銅 2370 銀地金 古銅
地銅　金属

きんぎんどうか 金銀銅貨 2370
きんぎんどうせん 金銀銅銭 2370
きんぎんどうばいばい 金銀銅売買 2370金銀銅を見よ
きんぎんどうへい 金銀銅幣 2370
きんぎんとりあつかい 金銀取扱 2369金銀を見よ
きんぎんばいばい 金銀売買 2369金銀を見よ
きんぎんべいさつ 金銀米札 2370
きんぎんへんのう 金銀返納 2369金銀を見よ
きんぎんもくはい 金銀木杯 2371
きんけん 勤倹 2356
きんけん 金券 2356
きんけんしらべちょう 金券調帳 2357
きんけんへんのう 金券返納 2356金券を見よ
きんこ 禁錮 2357
きんこ 金庫 2357
ぎんこう 銀行 2340
ぎんこういてんおよびがっぺい 銀行移転及合併 2341
ぎんこうか 銀行家 2351
ぎんこうがかり 銀行掛 2350
ぎんこうかんきんとりあつかいおよ
びしょうけんいんしうりさばき

銀行官金取扱及証
券印紙売捌 2349

ぎんこうきっておよびてがた 銀行切手及手形 2349
ぎんこうきょく 銀行局 2351
ぎんこうけん 銀行券 2351
ぎんこうけんさ 銀行検査 2350
ぎんこうけんさ 銀行検査 1675検査を見よ
ぎんこうさてんおよびしゅっちょう
しょはいし

銀行鎖店及出張所
廃止 2348

ぎんこうさてんしょぶん 銀行鎖店処分 2340銀行を見よ
ぎんこうしへいていとうこうさい
しょうしょ

銀行紙幣抵当公債
証書 2346

ぎんこうしへいひきかえおよびしょ
うきゃく

銀行紙幣引換及消
却 2345

ぎんこうしへいみほんおよびふんし
つ

銀行紙幣見本及紛
失 2346

ぎんこうじょうれいおよびどうせい
き 銀行条例及同成規 2341
ぎんこうせつりつおよびしへいはっ
こう

銀行設立及紙幣発
行 2341

ぎんこうたいい 銀行大意 2351
きんこうばんこくはくらんかい 金工万国博覧会 2358
きんこく 金穀 2358 米 穀 金 銀

米金　金銭
きんごく 禁獄 2364
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きんこくこうしゃくきょうゆうぶつ
とりあつかい

金穀公借共有物取
扱 2225共有物を見よ

きんごくしゅうとりあつかい 禁獄囚取扱 2364禁獄を見よ
きんこくすいとうしょ 金穀出納所 2365
きんこくすいとうとりあつかい 金穀出納取扱 2358金穀を見よ
きんこくたいしゃくしょぶん 金穀貸借処分 2663
きんごくにん 禁獄人 2364
きんこくのうふつとりあつかい 金穀納払取扱 2358金穀を見よ
きんこくへんのう 金穀返納 2358金穀を見よ
きんこにん 禁錮人 2357
きんこふく 禁錮服 2365

きんさつ 金札 2366
太政官札 紙
幣 楮幣 民
部省札 官省
札

ぎんさつ 銀札 2368
きんさつあらためしょ 金札改所 2368
きんさつし 金札紙 2368 地紙
きんさつはっこう 金札発行 2366金札を見よ
きんさつひきかえきめいこうさい 金札引換記名公債 1856公債を見よ
きんさつひきかえこうさい 金札引換公債 1856公債を見よ
きんさつへんのう 金札返納 2366金札を見よ
きんさつわたしかた 金札渡方 2366金札を見よ
きんざん 金山 2368 銀山　鉱山
ぎんざん 銀山 2368 鉱山
きんし 勤仕 2375 勤続

きんし 禁止 2372 停 止 差 止
禁制

ぎんじがね 銀地金 450地金を見よ
きんしゅ 金主 2376 負債
きんしゅう 禁囚 2375
きんじゅう 禽獣 2376
きんじゅう 近習 2376
きんしゅうしょぐう 禁囚所遇 2376
きんしゅるい 金種類 2828種類を見よ
きんしょくじ 錦織寺

きんしろく 勤仕録 2375 勤怠改 出勤
簿

きんしん 謹慎 2376
きんしん 近臣 2376
きんす 金子 2378 金 穀 金 銀

金員
きんせい 禁制 2377 禁止
きんせい 金星 2377
きんせん 金線 2378
きんせん 金銭 2377 金穀　金銀
ぎんせん 銀線 2378
きんせんとりあつかい 金銭取扱 2377金銭を見よ
きんぞう 金蔵 2353 浅 草 米 金 蔵

浅草御蔵納

きんぞく 勤続 2353 満年賜金 賜
物　被下物

きんぞく 金属 2353 金銀銅
きんだ 勤惰
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きんたい 勤怠 2352 出勤簿
きんだい 禁内
ぎんだい 銀台 2352 贋金　悪金
きんたいあらため 勤怠改 2352 勤怠調
きんたいしらべ 勤怠調 2352 勤怠改

きんたいぼ 勤怠簿 2352 出勤簿 勤仕
録

きんだか 金高 2353
きんだとりしらべちょう 勤惰取調帳 2352 出勤簿
きんちゅう 禁中 2339 御所　宮中
きんのう 勤王 2340 金労

きんのう 金納 2353
永代納 石代
納 永納 代
納

きんばん 勤番 2338
きんぶせんじ 金峰山寺
きんぺい 金幣 2339
きんぼう 近傍 2339
きんぼう 近方 2339
ぎんみ 吟味 2372
ぎんみねがい 吟味願 2372
ぎんみねがいとりあつかい 吟味願取扱 2372吟味願を見よ
きんむ 勤務 2354
ぎんめ 銀目 2372 銀名
ぎんめい 銀名 2372 銀目
きんよう 緊要 2365
きんり 禁裏 2339
きんりょう 斤両 2340
きんりょう 斤量 2340
きんりょう 近陵 2340 御陵
きんろう 勤労 2338 勤王
きんろく 金禄 2338 金給
きんろくこうさい 金禄公債 1856公債を見よ
きんろくこうさいしょうしょ 金禄公債証書 1860
きんろくしらべちょう 金禄調帳 2338
きんわん 近湾 2340
く
くいき 区域 1295
くいん 躯員 1295
ぐういき 宮域 1477
ぐうじ 宮司 1477 神官
くうしょう 宮掌 1477
くうせん 空船 1477
くうち 空地 1477
くうはつ 空発 1477 馬　空砲
くうほう 空砲 1477 空発
くうまい 空米
くえき 苦役 1483
くえき 駆役 1483
くかい 区会 1478 区町村会
くかく 区画 1478
くかくひょう 区画表 1478
くきゅうしゅっし 九級出仕 2868出仕を見よ
くきゅうしょうてんほ 九級掌典補 2593掌典を見よ

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 77



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
くぎょう 公卿 1849公卿（こうけい）を見よ
くぐん 区郡 1479
くぐんぶかい 区郡部会 1479
ぐけい 具慶 1480
くこちょう 区戸長 1299
くこちょうのとりあつかい 区戸長ノ取扱 1299区長を見よ
くさいばんしょ 区裁判所 1484
くさいばんしょちょう 区裁判所長 1484
くさえい 草永 1484
くさせん 草銭 1484
くさせんば 草銭場 1485
くさたか 草高 1484
くさとり 草取 1484
くさわけ 草分 1484
くじ 公事
くじそしょう 公事訴訟 1486
くじでいり 公事出入 1486 訴訟
ぐじょう 具上 1486
ぐじょう 具状 1486
ぐじょうかいし 具状界紙 1486
ぐじょうけいし 具状罫紙 1486
くじょうはいてい 九条廃帝 1483
ぐじょうはん 郡上藩 1513
くしょき 区書記 1513郡区書記を見よ
くしらはん 櫛羅藩 1486
くしろのくに 釧路国 1485
ぐしん 具申 1486
くずいと 屑糸 1487
くすのきしゃ 楠社 1487
くすのきちゅうじょう 楠中将 1487
くぜ 久世 1487 関宿藩
くだされかた 被下方 1469
くだされきそく 被下規則 1469 被下物　賜物
くだされきん 被下金 1469
くだされせん 被下銭 1470
くだされひん 被下品 1469 被下規則 賜

物　賜金
くだされまいきん 被下米金 1469
くだされもの 被下物 1469 被下規則 賜

物　賜金
くちえらぶじま 口永良部島
くちづけ 口附 1301
くちのしま 口ノ島
くちまい 口米 1302 協議費
くちまいえい 口米永 1302
くちむき 口向
くちむけ 口向 1301
くちょう 区長 1299 郡長　戸長
くちょうそん 区町村 1301
くちょうそんかい 区町村会 1301 区会　町村会
くちょうそんぴ 区町村費 1302 区入費
くちよせ 口寄 1301

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 78



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
くつ 沓 1470
くつ 靴 1470
くつした 靴下 1471
くつずみ 靴墨 1471
くつずみりょう 沓墨料 1471
くつだい 沓代 1470
くつだいわたしかた 沓代渡方 1470靴を見よ
くつはけ 沓刷毛 1471
くつはけ 靴刷毛 1471
くでん 口伝 1483
くとうかん 九等官 1298 官等
くとうかんり 九等監吏 903監吏を見よ
くとうぎしゅ 九等技手 2330技手を見よ
くとうけいしぞく 九等警視属 1593警視属を見よ
くとうけいぶ 九等警部 1566警部を見よ
くとうしゅぜいかんり 九等主税監吏 2894主税官を見よ
くとうしゅぜいぞく 九等主税属 2894主税官を見よ
くとうしょ 句読所
くとうしょきせい 九等書記生 2676書記生を見よ
くとうぞく 九等属 1131属を見よ
くないきょう 宮内卿 1472 卿

くないしょう 宮内省 1472 内廷職 諸省
官省　各省

くないしょうかんいんとうきゅう 宮内省官員等級 406
くないしょうかんとう 宮内省官等 1419
くないしょうしちょう 宮内省支庁 1475
くないしょうじむしょうてい 宮内省事務章程 2727
くないしょうしょくせい 宮内省職制 2638
くにえず 国絵図 1298
くにざかい 国境
くにたかぐんそんとりしらべしょ 国高郡村取調書 1297 高国郡村名帳
くにのみや 久邇宮 1297 伏見朝彦
くにみとうげ 国見峠 1298
くにやく 国役 1297
くにやくきん 国役金 1297

くにゅうひ 区入費 1297
協議費 区費
区町村費 民
費

くのへけん 九戸県 1478
くばんだいたい 九番大隊 985大隊を見よ
くひ 区費 1487 区入費
くびかせ 首鉗 1487 戒釱
くびきごおり 頚城郡 1487
ぐぶ 供奉 1481
ぐぶいん 供奉員 1481
ぐぶいんげっきゅう 供奉員月給 1614
くぶん 区分 1483
くぶんひょう 区分表 1483
くべつ 区別 1298 地所名称区別
くぼたはん 久保田藩 1298 佐竹
くまがやけん 熊谷県 1479
くまもと 熊本 1480
くまもとえいじゅぶしょ 熊本衛戍部署 1480
くまもとけん 熊本県 1480
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くまもとちんだい 熊本鎮台 1479 鎮台
くまもとはん 熊本藩 1479
くみあい 組合 1485
くみかえ 組替
くみかえ 組換
くみがしら 組頭 1485
くみがしら 与頭
くみはまけん 久美浜県 1485
くやくしょ 区役所 1479 郡役所
くらい 位 1475 位階
くらおおい 鞍覆 1476
くらしきけん 倉敷県 1476
くらしきりょう 蔵敷料 1476
くらした 鞍下
くらどころ 蔵所 1476
くらのかみ 内蔵頭 1476
くらばん 倉番 1476 倉廩番
くらばん 蔵番 1476 倉廩番
くらまい 蔵米 1476 廩米
くらまえきって 蔵前切手 1476
くらまえにゅうよう 蔵前入用 1476
くらもの 蔵物 1477
くらやしき 蔵屋敷 1476
くらりょう 内蔵寮 1476
くりあげわたし 繰上渡 1304
くりかえ 繰換 1303
くりかえ 繰替 1303
くりかえかし 繰替貸 1304
くりかえかしひきんとりあつかい 繰替貸費金取扱 1304繰替貸を見よ
くりかえきん 繰替金 1304
くりかえきんとりあつかい 繰替金取扱 1304繰替金を見よ
くりかえばらい 繰替払 1304
くりかえわたし 繰替渡 1304
くりかた 繰方 1304
くりこし 繰越 1304
くりこみ 繰込 1304
くりるしょとう クリル諸島 1302
くるっぷほう クルップ砲 1304
くるま 車 1304 車税
くるまどめ 車留 1305
くるまやちょう 車屋町
くるまよせ 車寄 1305 御車寄
くるめはん 久留米藩 1305
くるりはん 久留里藩 1304
くろいしけん 黒石県 1296
くろいしはん 黒石藩 1296
くろうどどころ 蔵人所 1476
くろかわはん 黒川藩 1296
くろぎわ 畔際 1296 畦畔
くろごしょ 黒御所 1296
くろずみこうしゃ 黒住講社 1296
くろだ 黒田 1296
くろばねはん 黒羽藩 1296
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くわ 桑 1296
くわした 鍬下 1296
くわしたねんき 鍬下年季 1296
くわちゃ 桑茶
くわな 桑名 1296
くわなはん 桑名藩 1296
くわのむら 桑野村 1296
くわむらごおり 桑村郡 1296
ぐん 郡 1487 郡区
くんい 勲位 1487 有位　帯勲
ぐんい 軍医 1487
ぐんいか 軍医科 1490
ぐんいがくしゃ 軍医学舎 1489
ぐんいがっこう 軍医学校 1489
ぐんいかん 軍医監 1489
ぐんいこうしゅうせい 軍医講習生 1492
ぐんいしほ 軍医試補 1487軍医を見よ
ぐんいしょうかん 軍医少監 1489軍医監を見よ
ぐんいせいと 軍医生徒 1492
ぐんいそうかん 軍医総監 1490
ぐんいたいかん 軍医大監 1489軍医監を見よ
ぐんいちゅうかん 軍医中監 1489軍医監を見よ
ぐんいちょう 軍医長 1489
ぐんいのかみ 軍医頭 1490
ぐんいぶ 軍医部 1491
ぐんいふく 軍医副 1487軍医を見よ
ぐんいほ 軍医補 1487軍医を見よ
ぐんいほんぶ 軍医本部 1488
ぐんいりょう 軍医寮 1489
ぐんが 軍衙
ぐんかい 郡界 1497
ぐんがく 軍楽 1498
ぐんがくか 軍楽科 1498
ぐんがくじちょう 軍楽次長 1498軍楽長を見よ
ぐんがくせいと 軍楽生徒 1499
ぐんがくたい 軍楽隊 1498
ぐんがくちょう 軍楽長 1498
ぐんがくぶ 軍楽部 1499
ぐんかん 軍監 1499
ぐんかん 軍管 1508 師管
ぐんかん 軍艦 1499 艦船
ぐんかんていりつ 軍艦定律 1502 軍律　懲罰
ぐんき 軍旗 1510 旗章　旗
ぐんぎ 軍議 1511
ぐんきょう 郡境 1511 郡界
ぐんく 郡区 1508 区郡
ぐんくしょき 郡区書記 1513 書記
ぐんくちょう 郡区長 1494 区長
ぐんくちょうそんへんせい 郡区町村編制 1508
ぐんくやくしょ 郡区役所 1509
ぐんけん 郡県 1509

くんこう 勲功 1510
有 功 偉 勲
功労 褒勲功
軍功
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ぐんこう 群行 1498
ぐんこう 軍功 1510 勲 功 有 功

偉勲　功労
くんこうしき 勲功式 1510
くんさんとう 勲三等 1510
ぐんし 軍士 1511 兵 士 兵 員

兵隊

ぐんし 軍資 1511
軍資金 海軍
資 金 軍 費
調達金

ぐんじ 軍事 1511 帯勲
ぐんじか 軍事課 1513
ぐんしきん 軍資金 1513 海軍資金
ぐんしきんじょうのう 軍資金上納 2572
ぐんじそうさい 軍事総裁 1513 大総督
くんしちとう 勲七等 1511
ぐんじびょういん 軍事病院 1514 本病院　病院
ぐんじぶ 軍事部 1513
くんしゅ 君主 1514
くんしょう 勲章 1512
ぐんじよう 軍事用 1513
くんしょうねんきんちだつていしと
りあつかい

勲章年金褫奪停止
取扱 1512勲章を見よ

ぐんしょき 郡書記 1513 書記
ぐんしん 群臣 1514 諸臣
ぐんじん 軍人 1514 軍人軍属
ぐんしんおまつり 軍神御祭 1516
ぐんじんぐんぞく 軍人軍属 1516 軍人
ぐんじんぐんぞくおよびちょうへい
しょぶん

軍人軍属及徴兵処
分 2659

ぐんじんぐんぞくとりあつかい 軍人軍属取扱 1517軍人軍属を見よ
ぐんじんぐんぞくはんざい 軍人軍属犯罪 169
ぐんじんぐんぞくほばく 軍人軍属捕縛 228
ぐんじんけんさ 軍人検査 1674
ぐんじんはんざいりつ 軍人犯罪律 1516
ぐんせき 軍籍 1520
ぐんそう 軍曹 1504
ぐんそう 軍装 1505 服装
ぐんそうりょう 軍装料 1505 製服料

ぐんそん 郡村 1505 村市 国郡組
替

ぐんそんちそちょう 郡村地租帳 1505
ぐんそんちょう 郡村町 1505 村市　町村
ぐんたい 軍隊 1503

くんたくごおり 君沢郡 2324
君沢郡（きみ
さわごおり）
を見よ

ぐんだん 軍団 1503
ぐんちょう 郡長 1494 区長
くんどう 訓導 1494
ぐんとう 軍刀 1494
ぐんば 軍馬 1492 官馬　馬匹
ぐんばきょく 軍馬局 1492
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ぐんばはんそく 軍馬蕃息

ぐんぴ 軍費 1520 調達金 軍資
海軍資金

ぐんぶかい 郡部会 1510
ぐんぷく 軍服 1509 陣服 軍帽服

服制
ぐんぼう 軍帽 1492
ぐんぽうかいぎ 軍法会議 1493
ぐんぼうきょく 軍防局 1493
ぐんぼうじむきょく 軍防事務局 1493
ぐんぼうふく 軍帽服 1492 陣服　服制
ぐんぼうふくばいばい 軍帽服売買 82
ぐんまけん 群馬県 1509
ぐんむかん 軍務官 1505
ぐんむきょく 軍務局 1506
ぐんめい 郡名 1511
ぐんやく 軍役 1509 服役
ぐんやくしょ 郡役所 1509
ぐんようじゅう 軍用銃 1503 銃砲
ぐんようじゅうばいばい 軍用銃売買 1503軍用銃を見よ
ぐんようじゅうばいばいとりあつか
い 軍用銃売買取扱 1503軍用銃を見よ
ぐんようでんしんがかり 軍用電信掛 1502
ぐんようでんしんぎしゅ 軍用電信技手 1502
ぐんようでんしんたい 軍用電信隊 1502
ぐんようでんしんたいへんせい 軍用電信隊編制 1502軍用電信隊を見よ
ぐんようぶっぴん 軍用物品 1502
ぐんり 軍吏 1496
ぐんりしほ 軍吏試補 1496軍吏を見よ
ぐんりせい 軍吏正 1496軍吏を見よ
ぐんりつ 軍律 1496 読法 海陸軍

刑律
ぐんりつかいていとりしらべがかり 軍律改定取調掛 1497
ぐんりふく 軍吏副 1496軍吏を見よ
ぐんりほ 軍吏補 1496軍吏を見よ
ぐんれつ 軍列 1503 供奉

くんれん 訓練 1503 操 縦 練 兵
演習　調練

くんろくとう 勲六等 1492
け
けい 恵 1555
げいいん 芸員 1555 技術　工術

けいえい 警衛 1570 警固 警戒兵
守衛　取締

けいえいぶ 経営部 1572
けいえいへい 警衛兵 1570 警固 警戒兵

守衛　取締
けいおうさんねん 慶応三年 1561
けいおうよねん 慶応四年 1561
けいかい 境界 1561 国界　郡界
けいかい 経界 1561 国界　郡界
けいがい 境外 1565 境内
けいかいへい 警戒兵 1562 警衛
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けいかく 計画 1565
けいかん 計官 1565
けいかんぐんり 計官軍吏 1565
けいき 刑期 1583
げいぎ 芸妓 1583 女芸者
げいぎぜい 芸妓税 1584
けいきどう 京畿道
けいきへい 軽騎兵 1583
けいきょう 景況 1583
けいきんこ 軽禁錮 1584
けいけん 経験 1566
けいげん 軽減 1566 減軽　減等
けいこ 稽古 1569
けいご 警固 1569
けいこうてんのう 慶光天皇 1565
けいこかん 稽古艦 1569 練習艦

けいごく 繋獄 1569 入 檻 入 牢
在檻

けいこしかん 稽古士官 1569
けいこにん 稽古人 1569
けいこねがい 稽古願 1569
けいこはじめ 稽古始 1569
けいさい 掲載 1573 登載
けいざい 経済 1573
けいざい 軽罪 1573 微罪
けいざいさいばんしょ 軽罪裁判所 1574 裁判所
けいさか 警査課 1581
けいさつ 警察 1574
けいさつかん 警察官 1577
けいさつかんり 警察官吏 1577
けいさつかんりょひ 警察官旅費 591
けいさつげっぽう 警察月報 1605月報を見よ
けいさつし 警察使 1578
けいさつしゅっちょうしょ 警察出張所 1579
けいさつしょ 警察所 1579
けいさつしょ 警察署 1578
けいさつじょうとりあつかい 警察上取扱 1574警察を見よ
けいさつちょうしゃけんちくしゅう
ぜんひ

警察庁舎建築修繕
費 1576

けいさつひ 警察費 1579
けいさつふくし 警察副使 1578
けいさつぶんしょ 警察分署 1578
けいさつほんしょ 警察本署 1576
けいさつれんごうかい 警察聯合会 1577
けいさん 計算 1581 算出　算則
けいさんか 計算課 1583
けいさんがかり 計算掛 1583
けいさんかちょう 計算課長 1583
けいさんしょ 計算書 1583
けいさんちょう 計算帳 1583
けいさんひょう 計算表 1582
けいし 刑死 1587
けいし 経伺 1587
けいし 継嗣 1587 相続　相続人
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けいし 罫紙 1585 界紙
けいし 警視 1584 警視官
けいし 京師
けいじ 刑事 1587
けいじ 掲示 1589
けいじ 携持
けいしかん 警視官 1593
けいしかんはしゅつ 警視官派出 142
けいしきょく 警視局 1593
けいじきょく 刑事局 1594
けいじじょう 掲示場 1589
けいしそうかん 警視総監 1593
けいしぞく 警視属 1593
けいしちょう 警視庁 1591
けいしちょう 警視長 1591
けいしちょうおよびけいさつじむ 警視庁及警察事務 2717
けいしちょうかんとう 警視庁官等 1420
けいしちょうげっきゅう 警視庁月給 1612
けいしちょうじむしょうてい 警視庁事務章程 2728
けいしちょうしょくせい 警視庁職制 2639
けいじとりあつかい 刑事取扱 1587刑事を見よ
けいじひょう 刑事表 1587
けいしふくそうかん 警視副総監 1593警視総監を見よ
けいしぶんしょ 警視分署 1593
けいしほ 警視補 1591
けいじゅう 携銃 1593
けいじゅうはん 軽重犯
けいしょう 軽賞 1592 賞与
けいじょう 刑場 1593
けいじょう 景状 1583
けいしんがんしょほう 敬慎願書法 1594
けいしんきょうかい 敬神教会 1594
けいすう 計数 1603 罫表
げいせつ 迎接
けいせつじゅんさつしゅっちょう
じょ 京摂巡察出張所 1603
けいせん 罫箋 1560 計数
けいせんれいど 経線零度 1561経度を見よ
けいそう 競漕 1565 競闘遊戯
けいそう 軽装 1565
けいぞう 計贓 1565
けいたい 携帯 1562
けいだい 境内 1563 境外
けいだいがい 境内外 1563 境外
けいちょう 軽重 1561 軽罪　重罪
けいてい 兄弟 1573
けいてん 刑典 1573
けいてん 経典 1573
けいてん 軽典 1573 寛典
けいど 経度 1561
げいどう 芸道 1561
けいとうゆうぎ 競闘遊戯 1561
げいにん 芸人 1557
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けいば 競馬 1555
けいはくれんしゅうかん 繋泊練習艦 1073練習艦を見よ
けいばじょう 競馬場 1557
けいばつ 刑罰 1556
けいはん 畦畔 1557 畔際
けいはん 京阪
けいはんちしゅへんにゅう 畦畔地種編入 1557畦畔を見よ
けいひ 経費 1594 定額
けいび 警備 1603
けいひがいもく 経費概目 1603
けいひかもくじょうれい 経費科目条例 1603
けいひきん 経費金 1594 定額
けいひきんししゅつじょうき 経費金支出条規 1603
けいひきんへんのう 経費金返納 1594経費を見よ
けいびひん 警備品 1603
けいひへんのう 経費返納 1594経費を見よ
けいひょう 罫表 1560 計数
けいひょう 計表 1560
けいひわたしかた 経費渡方 1594経費を見よ
けいふ 系譜 1566 家譜　家系
けいふ 継父 1566
けいぶ 警部 1566
けいぶしほ 警部試補 1566警部を見よ
けいぶじゅんさきゅうよきそく 警部巡査給与規則 1569
けいぶちょう 警部長 1568
けいぶほ 警部補 1566警部を見よ
けいべつ 軽蔑 1560
けいほ 卿輔
けいぼ 継母 1557

けいほう 刑法 1558
海 陸 軍 刑 律
軍律 新律綱
領 刑律 改
定律例

けいほう 警報 1557
けいほうかん 刑法官 1558
けいほうきょく 刑法局 1559
けいほうじむがかり 刑法事務掛 1559
けいほうじむきょく 刑法事務局 1559
けいほうじむそうとく 刑法事務総督 1559
けいほうふそく 刑法附則 1559
けいほがかり 警保掛 1557 警察官
けいほきょく 警保局 1557
けいほきょくちょう 警保局長 1558
けいほへいか 軽歩兵科 1557
けいほりょう 警保寮 1557
けいめい 刑名 1584
けいやく 契約 1565 約定　定約
けいよ 刑余 1562
けいよう 掲揚 1562
けいり 経理 1561
けいり 警吏 1561
けいりく 刑戮 1556
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けいりつ 刑律 1561
新律綱領 海
陸軍刑律 改
定律例　刑法

けいりつしょ 刑律書 1561
新律綱領 海
陸軍刑律 改
定律例　刑法

けいりほ 警吏補 1561警吏を見よ
げいりょう 芸料 1565
げいりょうほう 鯨猟法 1565
けいれい 敬礼 1564
けいれいしき 敬礼式 1564 礼式
けが 怪我 1605 負傷　創痍
けがえさく 毛替作 1605
げきしょう 劇症 1651
げきじょう 劇場 1651 芝居　戯場
げきやく 劇薬 1650 劇品
げぎょう 下行 1650
げぎょうまい 下行米 1650
げぐう 外宮 1649 神宮 伊勢両

宮
けごんしゅう 華厳宗 1650
げざ 下座 1650
けしいん 消印 1651
げしゅく 下宿 1651 外宿
げじょう 下乗 1604 乗輿　乗馬
げすい 下水 1651 溝渠
けつあん 結案
けついん 欠員 1605
けついん 闕員 1605
けっかく 闕画 1616
げつがく 月額 1622
けつぎ 決議 1621 議決

げっきゅう 月給 1606
俸 給 官 禄
禄 制 給 与
等級　給料

げっきゅうろく 月給録 1621
げっきゅうわたしかた 月給渡方 1606月俸を見よ

げっきん 月金 1606
俸 給 官 禄
禄 制 給 与
等級　給料

げっけいひょう 月計表 1617
げっけんかい 撃劔会 1617
けっこう 決行 1616
けっこん 結婚 1617 婚姻

けっさい 潔斎 1618 神 斎 散 斎
致斎　御禊

けっさく 結柵 1618
げっさく 月朔 1618 朔日

けっさん 決算 1618 勘定仕上 精
算

けっさんちょう 決算帳 1621
けっさんひょう 決算表 1620
けっさんほうこくしょ 決算報告書 1620
げつじ 月次
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けっしがたき 難決 1621
けっしゃ 結社 1621
けっしゅう 結集 1622
けっしょぶつ 闕所物 1621 財産没籍
けっせき 欠席
けっせきさいばん 闕席裁判 1622
けっせきにん 闕席人 1622
けってい 決定 1618
けっと ケツト 1616
けっとう 血統 1616
げっぴ 月費 1622
げっぴょう 月表 1616
げっぷ 月賦 1617 月割
けつぶんれい 結文例 1617
けっぽう 決放 1605 放 免 解 放

赦免

げっぽう 月俸 1606
俸 給 官 禄
禄 制 給 与
等級　給料

げっぽう 月報 1605 報告
げっぽうきそく 月俸規則 1615 月俸　俸給
げっぽうひょう 月報表 1605 報告
けつぼうひん 欠乏品 1616
けつぼうひん 闕乏品 1616
けっぽん 欠本 1616
けつやく 結約 1616 条 約 約 定

契約
げばげじょう 下馬下乗 1604 乗輿　乗馬
げはん 下坂
げまいへいきんそうば 下米平均相場 1649 相場

けらい 家来 1622
家 僕 家 臣
家 令 家 扶
陪従

げろう 下臈 1603
けん 剣 1651
けん 県 1651 諸 県 各 県

府県　府藩県
げんあんがく 原案額 1672
けんい 権威 1651 威権
けんい 険易
けんいん 検印 1651

げんいん 現員 1652
人 数 人 員
員 数 現 数
現在員

けんいんかいし 検印界紙 1652
けんいんちょう 検印帖 1652
けんいんちょう 検印帳 1652

げんいんひょう 現員表 1652
人 数 人 員
員 数 現 数
現在員

げんえき 元役 1671 服役
げんえき 減役 1671
げんえき 現役 1671 服役
けんえきしょ 検疫所 1671
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けんえきていせんきそく 検疫停船規則 1671
けんえきほう 検疫法 1671
けんえつ 検閲 1669
けんえつし 検閲使 1670
けんえつしき 検閲式 1671
げんか 原価 1660
げんか 減価 1660 減却
げんか 厳科 1664 厳刑
けんがいこく 遣外国 1664 派遣
けんがいこくしさい 遣外国使祭 1664
けんがく 建学 1661
けんがく 見学 1661
げんがく 減額 1661 節 減 節 倹

簡略　省略
けんかん 兼官 1664 兼任
けんかん 検官 1665
けんかん 献艦 1661
けんかん 県官 1665 府県
けんかん 検緘
げんかん 玄関 1665
けんかんにんきれい 県官任期例 1665
けんかんにんきれいしょぶん 県官任期例処分 1665県官任期例を見よ
げんかんばん 玄関番 1665
けんぎ 建議 1679 建白　建言
けんぎ 権義 1679
げんき 原器 1679
けんぎしょ 建議書 1679 建白　建言
げんきゃく 減却 1679 減価
けんきゅう 研究 1679 修業
げんきゅう 減給 1679
げんきゅうへんのう 減給返納 1679減給を見よ
けんぎょう 検校 1667 盲人

けんきん 兼勤 1679 兼 職 兼 務
兼帯

けんきん 献金 1680 献納
けんきん 兼勤
げんきん 厳禁 1680 禁止
げんきん 現金 1681
けんきんじょうのう 献金上納 2573
げんきんのうふつがかり 現金納払掛 1681
げんきんのうふつきょく 現金納払局 1681
げんきんのうふつとりあつかい 現金納払取扱 1681現金を見よ
けんく 献供 1664

けんくんしゃ 建勲社 1038
建勲社（たけ
いさおしゃ）
を見よ

げんけい 厳刑 1666
げんけい 減軽 1666 減免　軽減
げんけいしょ 現計書 1666
げんげつばいばい 限月売買 1666
けんげん 建言 1667 建白　言上
けんげん 権限 1667
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けんげん 献言 1668 建 言 建 白

言上
げんご 言語 1653
けんこう 兼行 1661
けんこう 権衡 1661 度量衡　秤
げんこう 原稿 1669 草稿　稿本
けんこうかん 乾行艦 1661
げんこうはん 現行犯 1661
げんこくしょ 原告書 1669
げんこくだか 現石高 1669
げんこん 現今
けんさ 検査 1672
けんざい 献材 1677
げんざいいん 現在員 1677 現員
げんさいばんしょ 原裁判所 1677
げんざいひょう 現在表 1677 現員
けんさいん 検査員 1677
けんさかん 検査官 1678
けんさかんほ 検査官補 1678検査官を見よ
けんさきょく 検査局 1678
けんさしょ 検査所 1678 検査場
けんさしょう 検査証 1678
けんさつ 検察 1678
けんさつかん 検察官 1678 検事
けんさにん 検査人 1677
けんさば 検査場 1677 検査所
けんさりょう 検査寮 1677 諸寮
げんさん 元山
げんさんしん 元山津 1678
げんさんほう 減算法 1678
けんし 検使 1682 検視
けんし 検屍 1682
けんし 検視 1682 検屍
けんじ 検事 1682 検察官
げんし 原紙 1685
けんじきょく 検事局 1690
げんしさい 元始祭 1689
けんじちょう 検事長 1686
けんじほ 検事補 1686
けんしゃ 県社 1689 府県社
けんじゅう 拳銃 1689
げんじゅつ 現術

けんじょ 蠲除 1657 除 税 減 租
免除

げんしょ 原書 1687 洋書　書籍
げんじょ 減除 1662 租税
けんしょう 県掌 1687
けんしょう 検証 1687
けんしょう 肩章 1687 肩印
けんしょう 懸章 1687
けんじょう 券状 1687 券面　地券
けんじょう 献上 1687
げんしょう 減省 1661 節 減 節 倹

簡略　省略
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読み 表記 掲載頁* 参照
げんしょう 現象 1689
けんしょうはらいさげ 懸章払下 1687
けんじょうもの 献上物 1687
けんしょくひょう 兼職表 1689 兼務　兼勤
げんすい 元帥 1692
けんすう 件数 1692
げんすう 現数 1693 現員
けんぜい 県税 1691 府県税
げんぜい 減税 1691
げんせき 原籍 1692 本籍
けんせつ 建設 1691 建築
けんせん 圏線 1692
げんそ 減租 1662 租税
けんそう 喧噪 1663
けんそうじょう 剣槍場
けんぞうぶつ 建造物 1663
げんぞく 還俗 1663 復 飾 帰 俗

僧業
けんたい 兼帯 1662
けんだい 兼題 1662
けんちきょく 県治局
けんちく 建築 1657 建設　新築
けんちくか 建築課 1659
けんちくしょ 建築署 1659
けんちくそつ 建築卒 1659
けんちじ 県知事 1660 知県事

けんちじょうれい 県治条例 1659 職員令 府県
官制

げんちょ 玄猪 1657
けんちょう 県庁 1659 府県庁
けんつり 剣釣 1663
けんてい 検丁 1671
けんてい 検定 1672
けんどう 県道 1657
げんとう 減等 1657
げんとう 舷灯 1657
げんとうひょう 減等表 1657
けんにん 兼任 1654 兼官　兼職
げんにんかん 現任官 1655
けんにんじは 建仁寺派 1655
けんのう 献納 1663 献金
げんば 現馬 1653 官馬　馬匹
げんば 現場 1653
けんぱく 建白 1653 献言　建言
けんぱくしょ 建白書 1653 献言　建言

げんばばいばい 現場売買 1666限月売買を見よ
けんび 献備 1664
けんぴ 県費 1690
げんぴ 現費 1690
げんひこくにん 原被告人 1691
けんひも 剣紐 1691
げんぴょう 元標 1657
けんぴん 献品 1691
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げんぴん 現品 1691 現服　現物
けんぶ 検部 1668
げんぷく 元服 1668
げんぷく 現服 1668 現物　現品
げんぶつ 現物 1668 現服　現品
げんぶまる 玄武丸 1669
けんぶん 見分 1669
けんぺい 憲兵 1655
けんぺいか 憲兵科 1657
けんぺいそつとりあつかい 憲兵卒取扱 1655憲兵を見よ
けんぺいたいへんせい 憲兵隊編制 1655憲兵を見よ
けんほ 兼補 1655
けんぽう 憲法 1655
けんまい 献米 1666 献金
げんまい 現米 1666
けんみ 検見 1682
げんみょうてんのう 元明天皇 1682
けんむ 兼務 1664 兼職　兼勤
けんむか 検務課 1664
けんめい 県名 1682
けんめん 券面 1682 地券　券状
げんめん 減免 1682 寛典
けんもく 件目 1691
けんもつ 献物 1687
けんもん 見聞 1691 聴聞　傍聴
けんもんろく 見聞録 1691
げんや 原野 1666 山林　山野
げんゆ 原由 1682
けんよう 兼傭 1662
けんよう 兼用 1662
けんよう 豢養 1662
けんり 権利 1660
けんれい 県令 1662 知県事 県知

事　知事
げんろ 言路 1653
げんろういん 元老院 1653
げんろういんかんとう 元老院官等 1420
げんろういんじむしょうてい 元老院事務章程 2727
げんろういんしょくせい 元老院職制 2639
こ

こ 子 1809 子 女 私 生
私生子

ごい 五位 1809 従五位
こいしかわやくえん 小石川薬園 1809
こいずみはん 小泉藩 1809
こいん 小印 1809 見留印　認印
こう 絞 800
ごうあく 強悪 812
こうい 行為 800 品行　行止
ごういつきんばん 合一勤番 1907 勤番
こういん 勾引 1828
こういん 拘引 1828 拘留　留置
こういんじょう 拘引状 1828 令状
ごういんしょうもん 郷印証文 800
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こううんがっこう 広運学校 1362
こううんかん 広運館 1362
こうえき 公益 1856
こうえき 港役
こうえきちょう 工役長 1856
こうえん 後宴 1856
こうえん 公園 1856
こうえんじしょ 公園地所 549
こうおつしょくいんぼ 甲乙職員簿 2622職員録を見よ
こうか 公課 1846
ごうか 合家 1908
こうかい 公廨 1837
こうかい 航海 1837 外国　海外

こうかいこうしょう 航海公証 1839 航 海 外 国
海外

こうかいじょうやく 航海条約 1997条約を見よ
こうかいれんしゅうかん 航海練習艦 1839
こうがく 公学 1839
ごうかく 合格 1908
こうがくしょ 皇学所 1359
こうがくせいと 工学生徒 1840
こうかくてんのう 光格天皇 1359
こうがくりょう 工学寮 1840
こうがっこう 工学校 1839
ごうがっこう 郷学校 819学校を見よ
こうかひょう 考科表 1846
こうかん 後官 1846
こうかん 交換 804 引換

こうかん 公館 1846 公使館 領事
館

こうかん 高官 1846
こうかん 更換
こうかんがんきん 交換元金 807
こうかんききん 交換基金 807
こうかんきん 交換金 807
こうかんずみ 交換済 804 引換
こうかんだいきん 交換代金 807
こうき 皇諱 1367 御諱
こうぎ 公議 1866
こうぎ 講義 1866 講釈　開講
ごうぎ 合議 1909
こうぎしょ 公議所 1869
こうぎせい 講義生 1870
こうぎにん 公議人 1866
こうきゅう 購求 1869
こうきょ 溝渠 1867

こうきょ 皇居 1367
御 所 皇 宮
皇城 赤坂離
宮

こうきょ 薨去 1867 逝去
こうきょう 口供 1869 口書
こうぎょう 宏業 1850
こうぎょう 工業 1850
こうぎょう 行業 810 稼業
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こうぎょう 鉱業 1362
こうぎょう 坑業 810
こうぎょう 皇業
こうぎょうがっこう 工業学校 1850
こうぎょうしゃ 坑業者 810
こうぎょうにん 坑業人 810
こうぎょうねがい 坑業願 810
こうぎょうば 工業場 1878
こうぎょうひ 興業費 1851 作業費
こうぎょうひ 工業費 1851
こうぎょうめいさいひょう 坑業明細表 810
こうきょごぞうえいじむきょく 皇居御造営事務局 1369
こうきょぞうえいじむきょく 皇居造営事務局 1369
こうきょぞうえいじむそうさい 皇居造営事務総裁 1369
こうきん 拘禁 1870 入檻

こうきん 貢金 1870 貢租金 租米
金

こうきんじょうのうかたとりあつか
い 貢金上納方取扱 1870貢金を見よ
こうく 坑区 804
こうぐ 工具 1846
こうぐ 香具 1846
こうぐう 皇宮 1362 皇 居 御 所

皇城
こうぐし 香具師 1846
こうくぜい 坑区税 804
こうぐん 行軍 808
ごうぐん 合郡 1908
こうぐんしき 行軍式 809 兵式
こうけ 高家 1849
こうけい 公卿 1849 堂上
こうけい 行刑 809
こうげい 工芸 1850
ごうけいちょう 合計帳 1908
こうけいひょう 行刑表 810
ごうけいひょう 合計表 1908
こうけはたもと 高家旗下
こうけん 公権 1851
こうけん 貢献 1851 献上　献物
こうけん 後見 1851
こうげん 荒原 1362 荒蕪地
こうけんにん 後見人 1851
こうこう 航行 1839 廻航
こうこう 鑛砿 1362
こうごう 甲号 844
こうごう 皇后 1363
こうごうぐう 皇后宮 1363 女御入内 立

后　中宮
こうごうぐう 皇后宮
こうごうぐうしき 皇后宮職 1364
こうごうぐうすけ 皇后宮亮 3215亮を見よ
こうごうぐうだいぶ 皇后宮大夫 1000大夫を見よ
こうこがく 考古学 1856
こうこく 公告 1856
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こうこくいっち 皇国一致 1364 上下一致
こうこくちし 皇国地誌 1364 地誌

こうこくちしへんしゅう 皇国地誌編集 1364皇国地誌を見よ
こうさい 交際 812 外交
こうさい 公債 1856
こうざい 公罪 1865 待罪 進退伺

犯罪　犯公罪
こうざい 絞罪 800
ごうさい 合祭 1909 合祀
こうさいがかり 公債掛 1865
こうさいしょうしょ 公債証書 1856
こうさいしょうしょおよびもときん
りしわたしかた

公債証書及元金利
子渡方 1856公債を見よ

こうさいしょうしょていとう 公債証書抵当 1857
こうさいしょうしょばいばい 公債証書売買 1856公債を見よ
こうさいしょうしょはっこう 公債証書発行 1856公債を見よ
こうさいひ 交際費 813
こうさく 工作 1866
こうさく 耕作 813
こうさく 篝柵 1866
こうさくきょく 工作局 1866
こうざぐん 高座郡
こうさつ 高札 1865 制札
こうさつば 高札場 1866 掲示場

こうざん 鉱山 1365 坑 法 金 山
銀山　銅山

こうざん 礦山 1365 坑 法 金 山
銀山　銅山

こうざんがかり 鉱山掛 1366
こうざんきょく 鉱山局 1366
こうざんし 鉱山司 1366 寮司　諸司
こうざんし 鉱山志 1367
こうざんしへんしゅう 鉱山志編輯 1367鉱山志を見よ
こうざんしゃっくぜい 鉱山借区税 1367
こうざんぜい 礦山税 1367
こうざんりょう 鉱山寮 1366
こうし 公使 1871 大 使 使 節

修信使
こうし 公私 1874
こうし 孝子 814
こうし 行止 814 行為
こうし 貢士 1870
こうじ 公事 1874
こうじ 工事 1874
こうじ 小路
ごうし 郷士 814
ごうし 合祀 1909 合祭
ごうじ 合寺 1910
こうしがっこう 公私学校 819学校を見よ
こうしかん 公使館 1878 公館
こうしかんじしょ 公使館地所 549
こうしき 公式 1880 掲示
こうじき 高直
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こうじしっさく 公事失錯 1880 過誤失錯 過

失
こうしつ 後室 1878
こうしゃ 講社 1879
こうしゃ 黌舎
ごうしゃ 郷社 814
こうしゃく 公借 1879
こうしゃく 講釈 1879 講義
こうしゃづき 校舎附 814
こうしゅ 工手 1880
こうしゅう 公衆 1878
こうしゅう 甲州 844
ごうしゅう 豪洲 1878 オースタラリ

ヤ
ごうしゅう 江州
ごうしゅう 豪州・濠州
こうしゅうじょ 講習所 1879
こうしゅうせい 講習生 1879
こうしゅうどう 甲州道 844
ごうしゅうはくらんかい 豪州博覧会 132
こうじゅつ 工術 1880 技術　芸員
こうしゅほ 工手補 1880工手を見よ
こうしょ 公書 1877 公文　公信
こうしょ 口書 1877 口供
こうじょ 工女 1835 女工

こうじょ 皇女 703皇 女 （ お うじょ）を見よ
こうしょう 行商 814
こうしょう 交渉 815 公事出入 訴

訟
こうしょう 公商 1877
こうしょう 公証 1877
こうしょう 工商 1877 農工商
こうしょう 校掌 814
こうじょう 工場 1878
こうじょう 坑場 814
こうじょう 皇城 1369 皇居　御所
こうじょう 礦場 1369
こうしょうじ 興正寺 1879
こうしょうは 興正派 1879
こうしょうばりき 公称馬力 1878
こうしりゅうがくせい 公私留学生 603留学を見よ
こうしりょうじひようかりじょうれ
い

公使領事費用仮条
例 1875

こうしりょうじひようじょうれい 公使領事費用条例 1875
こうしん 公信 1880 公書　公文
こうしん 皇親 1370
こうしん 行進 815
ごうじん 拷訊 1885
こうしんせい 貢進生 1880
ごうしんほう 合信砲 1910
こうずい 洪水 1885 水害
こうすう 校数 815
こうずけのくに 上野国 804
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こうせい 更正 815
こうぜい 貢税
こうせき 考績 1885
こうせき 功績
ごうせっとう 強窃盗 815
こうせん 交戦 815
こうせん 公選 1885
こうせん 口銭 1885
こうせん 工銭 1885 雇工
こうせん 鉱泉 1370 温泉
こうせんほう 公選法 1885
こうそ 公訴 1842
こうそ 控訴 1842 控訴上告手続

こうそ 貢租 1843 貢 米 貢 金
年貢　租税

こうぞ 楮 804
ごうそ 強訴 804
こうそきん 貢租金 1844 貢金　貢米金
こうそく 校則 804
こうそく 港則 1843
こうぞく 皇族 1360 宮
こうぞく 降賊 1843
こうぞくかぞくとりあつかいきそく 皇族華族取扱規則 1362
こうぞくかれいとうきゅう 皇族家令等級 407
こうぞくき 皇族旗 1362
こうぞくせい 鉱属製 1362
こうぞくたいれいはいけんせい 皇族大礼佩剣制 1362
こうぞくたいれいふくせい 皇族大礼服制 1362
こうそさいばんしょ 控訴裁判所 1843 裁判所
こうそじょうこくてつづき 控訴上告手続 1844
こうそまいきん 貢租米金 1844 貢金　貢米金
ごうそん 合村 1908 合併
ごうそんしゃ 郷村社 814
ごうそんたかちょう 郷村高帳 804
ごうそんむらかがみちょう 郷村村鑑帳 804
こうたい 交替 803 交換　交番
こうたい 交代 803 交換　交番
こうたいごうぐう 皇太后宮 1359 大宮
こうたいごうぐうすけ 皇太后宮亮 3215亮を見よ
こうたいごうぐうだいぶ 皇太后宮大夫 1000大夫を見よ
こうたいこうごう 皇太皇后 1359 大宮
こうたいこうごうぐうしき 皇太皇后宮職 1360

こうたいじんぐう 皇太神宮 1360
神宮 伊勢神
宮 内宮 外
宮

こうたいじんぐう 皇大神宮 1360
神宮 伊勢神
宮 内宮 外
宮

こうたくち 耕宅地 802
こうたつ 口達 1841
こうたん 降誕 1841
こうち 耕地 802
こうちけん 高知県 1836
こうちはん 高知藩 1835
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こうちゃせいほうでんしゅうきそく 紅茶製法伝習規則 1836
こうちゅう 講中 1836
こうちょう 工長 1835
こうちょう 校長 802 職 員 職 制

学校長
ごうちょう 郷帳 802
こうちょうすけ 工長介 1835工長を見よ
こうちょきん 公儲金 1836
こうつう 交通 804
こうてい 公庭 1856 白洲　訴廷
こうてい 公廷 1856 白洲　訴廷
こうてい 校訂 812
こうてい 皇帝 1365
こうてつかん 甲鉄艦 844 鉄艦
こうてつかん 厚鉄艦
こうてつぐんかん 甲鉄軍艦
こうてつぐんかん 鉱鉄軍艦
こうてんこうきゅうじょ 皇典講究所 1365
こうとう 勾当 1835 盲人
こうとう 降等 1835 黜等
ごうとう 強盗
ごうとう 劫盗
ごうどう 合同 1908
こうとうしはんがっか 高等師範学科 1835
こうとうしょうぎょうがっこう 高等商業学校 1835
こうとうしょうじ 勾当掌侍 2602掌侍を見よ
ごうとうじょうれい 強盗条例 802
こうどうふっこ 皇道復古 1358
こうどうふっこう 皇道復興 1358
こうとうほういん 高等法院 1835
ごうとうりつ 強盗律 802
こうない 港内 1844
こうないとりしまり 港内取締 1844港内取締規則を見よ
こうないとりしまりきそく 港内取締規則 1844
こうにん 侯人 1830
こうにん 公認 1830
こうのう 公納 1845
こうのうきん 貢納金 1845 上納金 貢租

金
こうのうこくだいそうば 貢納石代相場 1845 相場
こうのうそうば 貢納相場 1845 相場
こうのだい 国府台
こうのてんじ 督典侍 804
こうばい 公売 1828
こうばいしょぶんとりあつかい 公売処分取扱 1828公売を見よ
こうはく 侯伯 1829 諸侯　大名

こうばん 交番 801 警 衛 守 衛
交代

こうはんいいわたししょ 公判言渡書 1829 宣告書
こうはんひょう 公判表 1829
こうひ 公費 1881 府県費 区費

民費
こうひ 口碑 1881
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こうひ 后妃 1880
こうひ 工費 1881
こうひ 皇妃 1370
こうびぐん 後備軍 1882 後備兵 後備

隊
こうびぐんくいん 後備軍躯員 1884
こうびぐんしれいぶ 後備軍司令部 1884
こうびぐんとりあつかい 後備軍取扱 1882後備軍を見よ
こうびぐんへんにゅう 後備軍編入 1882後備軍を見よ
こうひせいと 公費生徒 1884 公学

こうびたい 後備隊 1881 後備兵 後備
軍

ごうひつけんじょう 合筆券状 1910
こうびへい 後備兵 1881 後備隊 後備

軍
こうふ 後夫 1851 入夫　夫
こうふ 交付 811 下渡

こうふ 公布 1851 布 告 布 達
達　告示

こうふ 工夫 1851
こうぶきょう 工部卿 1852 工部省
こうふきん 交付金 812 下渡金
こうふく 降伏 1852
こうふくにん 降伏人 1852 降賊
こうふじょう 甲府城 844 城郭

こうぶしょう 工部省 1853 諸 省 官 省
各省　各庁

こうぶしょういんかん 工部省印鑑 62
こうぶしょうかんいんとうきゅう 工部省官員等級 405
こうぶしょうかんとう 工部省官等 1419
こうぶしょうげっきゅう 工部省月給 1611
こうぶしょうじむしょうてい 工部省事務章程 2726
こうぶしょうしょくせい 工部省職制 2637
こうぶしょうしんにんせんきょほう 工部省新任撰挙法 1855
こうぶだいがっこう 工部大学校 1852
こうぶち 荒蕪地 1362
こうぶちはらいさげ 荒蕪地払下 1363荒蕪地を見よ
こうぶつ 坑物 811
こうぶつぜい 坑物税 812
こうぶはじめ 講武初 1852 陸軍始 海軍

始
こうぶふもうち 荒蕪不毛地 1362
こうぶふもうちはらいさげ 荒蕪不毛地払下 1363荒蕪地を見よ
こうぶん 公文 1855 文書 願伺届

公書　公用
こうぶんてんのう 弘文天皇 1856
こうべ 神戸 801 兵庫港
こうへい 工兵 1830
こうへいか 工兵科 1834
こうへいかいぎ 工兵会議 1834
こうへいきょく 工兵局 1834
こうへいぐつ 工兵靴
こうへいたい 工兵隊 1830
こうへいないむしょ 工兵内務書 1834
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こうへいほうめん 工兵方面 1832
こうへいほうめんほんしょ 工兵方面本署 1834
こうべほうだい 神戸砲台 124砲台を見よ
こうべりんじかいぐんじむきょく 神戸臨時海軍事務

局 652臨時海軍事務局を見よ
こうほう 坑法 801
こうほう 功俸 1830

ごうほう 号礟 1829
※礟は石へん
に「馬」＋
「交」

ごうほう 号砲 1829
こうほきてい 行歩規程 801
こうほしゃ 候補者 1830
こうほん 稿本 1830 原稿　草稿
こうまい 貢米 1847 廻米
こうまいあつかいじょ 貢米扱所 1849
こうまいうんちんわたしかた 貢米運賃渡方 1847貢米を見よ
こうまいきん 貢米金 1870 貢租金 租米

金
こうまいじょうのうかいしょ 貢米上納会所 1849
こうみょうてんのう 孝明天皇 813 先帝
こうむ 公務 1845
こうむきょく 公務局 1845
こうむとりあつかい 公務取扱 1845公務を見よ
こうむにん 公務人 1845
こうめ 小梅
こうめい 校名 813
ごうもん 拷問 1885
こうもんは 興門派 1885
こうやさん 高野山 1846 金剛峰寺
こうやまき 高野牧 809
こうやまき 高野牧 1846 三牧
こうゆう 公有 1828
こうよう 公用 1840 御 用 公 文

公事
こうよう 効用 803
こうようとちかいあげきそく 公用土地買上規則 1841
こうようにん 公用人 1840
こうらい 後来
こうり 小売 1836
ごうりき 合力
こうりつがっこう 公立学校 819学校を見よ
こうりつしはんがっこう 公立師範学校 2474師範学校を見よ
こうりつしょうがっこう 公立小学校 3143小学校を見よ
こうりつしょうぎょうがっこう 公立商業学校 2580商業学校を見よ
こうりつしょじゃくかん 公立書籍館 2683書籍館を見よ
こうりつしょっこうがっこう 公立職工学校 2633職工学校を見よ

こうりつせんもんがっこう 公立専門学校 3193専門学校を見よ
こうりつちゅうがっこう 公立中学校 501中学校を見よ
こうりつのうがっこう 公立農学校 1290農学校を見よ
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こうりつびょういん 公立病院 3021病院を見よ
こうりつようちえん 公立幼穉園 1950幼穉園を見よ
こうりゅう 拘留 1836 拘引
こうりゅうとりあつかい 拘留取扱 1836拘留を見よ
こうりゅうひょう 拘留表 1837
こうりょ 行旅 802
こうりょしぼうにんとりあつかい 行旅死亡人取扱 802行旅を見よ
こうりょびょうにんとりあつかい 行旅病人取扱 802行旅を見よ
こうるい 湟塁 1359
こうれい 皇霊 1360
ごうれい 号令 1842
こうれいさい 皇霊祭 1360
ごうれいし 号令詞 1842
こうれきのもの 弘暦者 1842
こうろ 航路 1828
こうろう 功労 1828 勲功式
こうろく 講録 1828
こうわん 港湾 1837
こえ 肥 1911
ごえい 護衛 1911 警衛　護送
ごえいにん 護衛人 1911 警衛　護送
ごえいへい 護衛兵 1810
ごえんしょう 御炎焼
ごえんしんしへい 五円新紙幣 2487紙幣を見よ
こおりやまはん 郡山藩 1810
こが 古河
こかい 湖海 1816
ごかい 誤解 1817
ごがく 語学 1817
ごがくこう 語学校 1817
ごがくしょ 語学所 1817
こがたりょきゃくきせん 小形旅客汽船 1817
こがねはら 小金原 1817
こがねまき 小金牧 1817
こがはん 古河藩 1817
ごかめやまいんてんのう 後亀山院天皇 1817

ごかん 五官 1893
神祇官 会計
官 軍 務 官
外国官 刑法
官

ごかんじょうちょう 御勘定帳 896勘定帳を見よ
こき 古器 1912
こき 古規 1912
ごき 誤毀 1912
ごきげんうかがい 御機嫌伺 1913 天機伺
こぎしんごんしゅう 古義真言宗 2977真言宗を見よ
こぎって 小切手 1912
ごきゅうしゅっし 五級出仕 2869出仕を見よ
ごきゅうしょうてんほ 五級掌典補 2593掌典を見よ
ごきょ 誤挙 1912
ごきょうたい 護境隊 1912
こきん 古金 1913
こきんぎん 古金銀 1913 貨幣　旧貨幣
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こきんぎんのうにゅうしょうけんわ
たしかた

古金銀納入証券渡
方 1913古金銀を見よ

こきんぎんるいとりあつかい 古金銀類取扱 1913古金銀を見よ
こくあんぼうがい 国安妨害 1899
こくい 国威 1890
ごくいん 極印 1890 検印
ごくうまい 御供米 1898
こくおん 国恩 1893
こくぐん 国軍 1898
こくぐんかい 国郡界 1893 郡界　境界
こくぐんく 国郡区 1898
こくぐんくみかえ 国郡組替 1898 郡村
こくご 国語 1898
こくさい 告祭 1899
こくさいきょく 国債局 1900
こくさいのかみ 国債頭 1900
こくさいりょう 国債寮 1899
こくさん 国産 1900
こくし 国史 1902
こくじ 告示 1902
こくじ 国事 1902 国事犯
ごくし 獄司 1903 司獄官
ごくじけいひょう 獄事計表 1904
こくじごようがかり 国事御用掛 1904
こくじはっこう 告示発行 1902告示を見よ
こくじはん 国事犯 1903 国事
こくしへんしゅう 国史編輯 1902国史を見よ
ごくしゃ 獄舎 1904
ごくしゅう 獄囚 1904 囚人 在監人

入牢
こくしょ 国書 1903
こくしょ 酷暑 1903
こくしょう 国章 1904 国旗
こくすう 穀数 1906
こくすう 石数 1906
こくぜ 国是 1904
こくぜい 国税 1905
こくぜいきん 国税金 1905
こくぜいきんとりあつかい 国税金取扱 1905国税金を見よ
こくぜいちょうしゅうひ 国税徴収費 1905
こくぜいへんにゅう 国税編入 1905国税を見よ
こくせん 国船 1906 内国船
こくそ 告訴 1896
こくそ 告愬 1897 訴訟
ごくそく 獄則 1897 監獄則

こくだい 石代 1894 定石代 安石
代

こくたいがく 国体学 1895
こくたいしんろん 国体新論 1895
こくだいそうば 石代相場 1895 相場

こくだいのう 石代納 1894 定石代 安石
代

こくだか 石高 1895
こくだかはいしゃく 石高拝借 1896 金札
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こくだかはいしゃくきんへんのう 石高拝借金返納 1896石高拝借を見よ
こくだかわっぷ 石高割賦 1896 金札
こくたつ 告達 1896
こくち 告知 1892
ごくちゅう 獄中 1892
こくてん 国典 1899 国法
こくどう 国道 1892
こくどほあん 国土保安 1892 土砂
こくない 国内 1897
こくないかいそうきそく 国内廻漕規則 1897 ※廻は辶＋囘
こくないよう 国内用 1897
こくはつ 告発 1891
ごくひ 獄費 1904 監獄費

こくへいしゃ 国幣社 1891 官社 官国幣
社

こくへいしょうしゃ 国幣小社 1891国幣社を見よ
こくへいたいしゃ 国幣大社 1891国幣社を見よ
こくへいちゅうしゃ 国幣中社 1891国幣社を見よ
こくほう 国宝 1891 宝物
こくほう 国法 1891 国典
こくほん 刻本 1891
こくみん 国民 1902 内国人 内外

国人　御国人
こくみんぐん 国民軍 1902
こくみんせいていぼ 国民成丁簿 1902
こくめい 国名 1901 分国
こくもつ 穀物 1904 貯蓄
こくゆ 告諭 1901 説諭
こくゆたいい 告諭大意 1901
こくらおり 小倉織 1898
こくらけん 小倉県 1898
こくらじ 小倉地 1897
ごくり 獄吏 1892 捕亡費
こくりつぎんこう 国立銀行 2340銀行を見よ
こくりつぎんこうじょうれい 国立銀行条例 1892
こくりつぎんこうせいき 国立銀行成規 1892
こくりつぎんこうほうこく 国立銀行報告 252
こくりょく 国力 1892
こくるいはたばこなたねきょうしん
かい

穀類葉煙草菜種共
進会 1893

ごくろう 極老 1891 養老
ごけい 御系 1907
ごけい 御禊 1907
こけいしょ 沽計書 1907
ごけいじょうれい 五刑条例 1907
こけんぜい 沽券税 1907
こけんばいばい 沽券売買 1907沽券税を見よ
ごこう 五港 1910
ごこうごんいんてんのう 後光厳院天皇 1893
ごこく 誤刻 1910
ごこく 御国
ごこくじ 護国寺 1910
ごこくせいじゅく 五穀成熟 1910
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こごしょ 小御所 1911
こころえ 心得 1910 心得勤
こころえがき 心得書 1910
こころえづとめ 心得勤 1910
ごさいもん 御祭文 1911
ごさがいんてんのう 後嵯峨院天皇 1911
こさかこうざん 小坂鉱山
こさくにん 小作人 1912
ごさくらまちてんのう 後桜町天皇 1912
ごさた 御沙汰 1911
こさつ 故殺 1911
こさつ 小札 1911
ごさんじょういんてんのう 後三条院天皇 1912
こじ 孤児 1915 幼児
ごじ 誤字 1915
ごしきねん 御式年 2812式年を見よ
ごしごう 御諡号 1916 御諡
こしこく 越石 1916 飛地
こじごく 小地獄 1815
こしざし 腰指 1917
こしだかひょう 越高表 1916
ごしちにちのほう 後七日ノ法 1915
こじちょう 鼓次長 1814鼓長を見よ
こしつ 痼疾 1916
ごじっこく 五十石 1916
ごしはっとう 御歯髪塔
こしゃ 古社 1916
ごしゃ 御赦 1916 罪一等 大赦

特赦
ごしゃ 誤写 1916
こしゅ 戸主 1917
こしゅ 鼓手 1918
ごしゅ 御酒 1918
こしゅう 古宗 1916
ごしゅうかん 五週間 1916
ごじゅうにち 五十日 1916
ごじゅんこうねがいうかがいとどけ 御巡幸願伺届 1199

ごしょ 御所 1915
皇居 大宮御
所 青山御所
禁中

こしょう 故障 1915
こしょう 湖沼 1924
ごじょうかん 御乗艦 1916 御召艦
こじょうきせん 小蒸汽船 2599蒸気を見よ
ごじょうけん 五条県 1911
ごしょごう 御所号 1916
こしょじゃく 古書籍 1916 書籍
こしょるい 古書類 1915
こじんとうかちょうざいぶつりつ 雇人盗家長財物律 1523雇人を見よ
ごしんぺい 御親兵 1918 近衛
ごしんぺいがかり 御親兵掛 1918
こすい 湖水 1927
こすう 戸数 1927
こすうわり 戸数割 1927
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こずかい 小遣 1826
こずかい 小仕 1826
こずかい 小使 1826
こすげけん 小菅県 1927
こせき 古蹟 1924 古墳

こせき 戸籍 1924
移 籍 入 籍
転 籍 脱 籍
復籍　族籍

こせきかいせいしょ 戸籍改正所 1926
こせききょく 戸籍局 1926
こせきし 戸籍司 1927
こせきしほうしょ 戸籍仕法書 1927
こせきひょう 戸籍表 1926
こせきへんせい 戸籍編制 1924戸籍を見よ
こせきほう 戸籍法 1926
こせきりょう 戸籍寮 1926
ごせつ 五節 1924
ごせっく 五節句 1924
こせん 湖川 1927
こせんつうこう 湖川通行 1175
ごそう 護送 1825 護衛
ごそうにん 護送人 1825 護衛
ごそうへい 護送兵 1810
ごそつ 護卒 1825
ごだい 御題 679御 題 （ お だい）を見よ
ごだいたい 五大隊 985大隊を見よ
ごだつ 誤脱 1822
ごちてい 御治定
こちょう 戸長 1811
こちょう 鼓長 1814
ごちょう 伍長 1814 下士
ごちょういじょう 五庁以上 1815
こちょうほうきゅう 戸長俸給 1811戸長を見よ
こちょうやくば 戸長役場 1815
ごついさい 御追祭
こっかい 国会 1898
こっかい 国界 1893 郡界　境界
こつかっぱら 小塚原 1826
こっき 国旗 1900 旗章　国章
こっきしょう 国旗章 1900 旗章　国章
ごつきのわとうりょう 後月輪東陵 1827 御陵
こっきょう 国境 1893 郡界　境界
こっく 穀供 1898
こっけん 国憲 1898
こっこ 国庫 1898 国庫下渡金

こっこきんとりあつかい 国庫金取扱 1899国庫金取扱所を見よ
こっこきんとりあつかいしょ 国庫金取扱所 1899
こっこさげわたしきん 国庫下渡金 1898
こっこすいとうじょうき 国庫出納条規 1899
こつじき 乞食 1827
こづつみ 小包 1827
こつにく 骨肉 1826
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こてはしむら 犢橋村
ごてん 御殿 1911
こてんせき 古典籍 1911 書籍
こどう 古銅 1811 銅　金銀銅
ごとう 五島 1811
ごとうえきていかん 五等駅逓官 1954駅逓官を見よ
ごとうかん 五等官 1811 官等　官制
ごとうかんり 五等監吏 903監吏を見よ
ごとうぎかん 五等議官 2272議官を見よ
ごとうぎしゅ 五等技手 2330技手を見よ
ごとうきょうかん 五等教官 1643教官を見よ
ごとうぎょしゃ 五等馭者 2232馭者を見よ
ごとうくんどう 五等訓導 1494訓導を見よ
ごとうけいし 五等警視 1584警視を見よ
ごとうけいしぞく 五等警視属 1593警視属を見よ
ごとうけいぶ 五等警部 1566警部を見よ
ごとうこうちょう 五等工長 1835工長を見よ
ごとうし 五等師 25一等師を見よ
ごとうじい 五等侍医 2454侍医を見よ
ごとうじこう 五等侍講 2805侍講を見よ
ごとうしゅぜいかんり 五等主税監吏 2894主税官を見よ
ごとうしゅぜいぞく 五等主税属 2894主税官を見よ
ごとうしゅちょう 五等守長 2826守長を見よ
ごとうしゅっし 五等出仕 2869出仕を見よ
ごとうしょうき 五等掌記 2596掌記を見よ
ごとうしょき 五等書記 2671書記を見よ
ごとうしょきせい 五等書記生 2676書記生を見よ
ごとうぞく 五等属 1131属を見よ
ごとうはんじ 五等判事 175判事を見よ
ごとうぶっきれい 五等服忌例 1811 服忌
ごとうやくざいせい 五等薬剤生 1529薬剤生を見よ
ごとうれいじん 五等伶人 1064伶人を見よ
ことがら 事柄 1811
ことにむら 琴似村
こどねり 小舎人 361舎人を見よ
ごとばいんてんのう 後鳥羽院天皇 1811
こにもつ 小荷物 1810
ごのう 誤納 1827
このえ 近衛 1885 御親兵
このえきょく 近衛局 1890
このえしゅえいたい 近衛守衛隊 1890
このえじょうれい 近衛条例 1890
このえたい 近衛隊 1885 御親兵
このえたいへんにゅう 近衛隊編入 1886近衛を見よ
このえととく 近衛都督 1890 近衛条例
このえびょういん 近衛病院 1890
このえへい 近衛兵 1885 御親兵
このえへいへんにゅう 近衛兵編入 1886近衛を見よ
ごはい 御拝 1809 参 拝 親 祭

祭典
ごはいしき 御拝式 1810
こはかり 小秤 1810
ごはっとう 御髪塔
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こばん 小番 1810
ごばんだいたい 五番大隊 985大隊を見よ
ごばんほうたい 五番砲隊 123砲隊を見よ
ごひゃくえん 五百円 1918
ごひゃくこくづみ 五百石積 1918
ごびゅう 誤謬 1918
ごぶいち 五分一 1907
こぶくろまち 小袋町
こぶつ 古物 1908
こぶつしょうとりしまり 古物商取締 1908古物商取締条例を見よ
こぶつしょうとりしまりじょうれい 古物商取締条例 1908
ごぶどおり 五分通 1907 半租
こふん 古墳 1910 古蹟
ごへい 護兵 1810
こまつはん 小松藩 1907
こまばしけんじょう 駒場試験場 1907
こまばの 駒場野 1906
こまばのうがっこう 駒場農学校 1906
こまばののうがっこう 駒場野農学校 1906
こまばのれんぺいじょう 駒場野練兵場 1906
こまるちょうちん 小丸提灯 1993提灯を見よ
こまわり 小廻 1907 ※廻は辶＋囘
こまわりせん 小廻船 1907 ※廻は辶＋囘
ごみため 塵芥溜 1914
こみまい 込米 1914
こむぎ 小麦 1827
こめ 米 1914 米 油 米 麦

米穀
こめあぶらげんげつばいばい 米油限月売買 1914
こめあぶらげんげつばいばいとりし
まり 米油限月売買取締 1914米油限月売買を見よ
こめかいしょ 米会所 1914 米商会所
こめそうば 米相場 1914 相場
こもの 小者 1918
こものなり 小物成 1919
こものはん 菰野藩 1919
ごももぞのいんてんのう 後桃園院天皇 1919
こもろはん 小諸藩 1918
こもん 顧問 1919
ごもん 御紋 1924 菊御紋

ごもん 御門 1919
宮 門 九 門
門 鑑 印 鑑
鑑札

ごもんかん 御門鑑 1919
こもんじょ 古文書 1924
ごもんつうこう 御門通行 1169
ごもんつうこういんかん 御門通行印鑑 62
こや 小屋 1906
こやがけ 小屋掛 1906
こやがけりょう 小屋掛料 1906
こやしょくりょう 小夜食料
ごよう 御用 1817
ごよううま 御用馬
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ごようおお 御用多 1819
ごようがかり 御用掛 1819
ごようしまい 御用仕舞 1821 休暇
ごようしょ 御用書 1820
ごようじょう 御用状 1820
ごようせん 御用船 1822
ごようせんとりしまり 御用船取締 1822御用船を見よ
ごようたいざい 御用滞在 1820
ごようち 御用地 1819 官用地
ごようちはらいさげ 御用地払下 1819御用地を見よ
ごようちょうちん 御用提灯 1820
ごようど 御用度 1819
ごようはじめ 御用初 1819 政始
ごようひきゃく 御用飛脚 1821 御用便
ごようびん 御用便 1821 御用飛脚
ごようめし 御用召 1820
ごようもの 御用物 1821
こよみしゅっぱんいんし 暦出版印紙 286本暦を見よ
こらいのせいしき 古来ノ制式 1827
ごらん 御覧 1827 天覧　叡覧
ごりいがい 五里以外 1815
ごりがいうんちん 五里外運賃 1815
ごりがいだちん 五里外駄賃 1815
ごりょう 御料 1824 御領　天領

ごりょう 御領 1816 御 預 取 締
天領　御料

ごりょう 五両 1047太政官札を見よ
ごりょうえじ 御陵衛士
ごりょうかく 五稜廓 1815 城郭

ごりょうしょ 御領所 1816 御 預 取 締
天領　御料

ごりょうしょ 御料所 1824 天領　御料

ごりょうち 御領地 1816 御 預 取 締
天領　御料

ごりょうとりしまり 御領取締 355
こるさこふ 哥爾薩
これい 古礼 1822
ごれいさい 御例祭

これら 虎列剌 1822
伝染病 流行
病 悪疫 悪
病

これらびょう 虎列剌病 1822
伝染病 流行
病 悪疫 悪
病

これらびょうとりあつかい 虎列剌病取扱 1822虎列剌病を見よ
これらびょうにゅうひ 虎列剌病入費 207
ころもはん 挙母藩 1809
こわきだに 小涌谷 1816
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こんいん 婚姻 1927

縁 組 縁 付
結 婚 婚 礼
婚 娶 改 嫁
再 嫁 配 偶
婿養子 入夫
夫 妻 本妻
後妻

ごんいん 権員
ごんうどねり 権内舎人 1260内舎人を見よ
こんえ 混穢 1929 産穢　服忌
こんか 婚嫁 1928 婚姻
ごんかん 権官 1928
ごんかん 権巫 2420御巫を見よ
ごんかんじ 権幹事 920幹事を見よ
ごんかんじ 権監事 920監事を見よ
ごんぐうじ 権宮司 1477宮司を見よ
ごんくちょう 権区長 1299区長を見よ
ごんくんどう 権訓導 1494訓導を見よ
ごんけんえつし 権検閲使 1670検閲使を見よ
ごんげんさん 権現山
こんこう 混淆 1928
こんごうかん 金剛艦 1928
こんごうごう 金剛号 1928
こんごうぶじ 金剛峰寺 1928 高野山
ごんさんじ 権参事 2192参事を見よ
こんしゅう 婚娶 1929 婚姻
こんしゅーる 岡士 1929 領事
ごんじょう 言上 1929 下問　対策
ごんしょうがいし 権少外史 1339外史を見よ
ごんしょうき 権少記 3158少記を見よ
ごんしょうぎちょう 権少技長 2214技長を見よ
ごんしょうきょうせい 権少教正 1649教正を見よ
ごんしょうけいし 権少警視 1584警視を見よ
ごんしょうけいぶ 権少警部 1566警部を見よ
ごんしょうけんじ 権少検事 1682検事を見よ
ごんしょうこうぎ 権少講義 1866講義を見よ
ごんしょうさかん 権少属 3157少属を見よ
ごんしょうさかん 権少令史 2141令史を見よ
ごんしょうさかん 権少録 3157少録を見よ
ごんしょうさんじ 権少参事 2192参事を見よ
ごんしょうし 権少史 3159少史を見よ
ごんしょうじ 権掌侍 2602掌侍を見よ
ごんしょうじい 権少侍医 2454侍医を見よ
ごんしょうしゅき 権少主記 2889主記を見よ
ごんしょうしゅてん 権少主典 2888主典を見よ
ごんしょうしゅぼ 権少主簿 2825主簿を見よ
ごんしょうじゅんさつ 権少巡察 2914巡察を見よ
ごんしょうじょう 権少丞 3160少丞を見よ
ごんしょうじょう 権少佑 3163少佑を見よ
ごんしょうじょう 権少祐 3163少祐を見よ
ごんしょうしょうき 権少掌記 2596掌記を見よ
ごんしょうしょうし 権少匠司 2602匠司を見よ
ごんしょうしょきかん 権少書記官 2674書記官を見よ
ごんしょうしょきせい 権少書記生 2676書記生を見よ
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ごんしょうじょきょう 権少助教 2646助教を見よ
ごんしょうしん 権少進 3166少進を見よ
ごんしょうせんきょうし 権少宣教使 3180宣教使を見よ
ごんしょうそ 権少疏 3146少疏を見よ
ごんしょうちゅう 権少忠 3141少忠を見よ
ごんしょうてん 権少典 3157少典を見よ
ごんしょうときべ 権少解部 427解部を見よ
ごんしょうないし 権少内史 1226内史を見よ
ごんしょうはかせ 権少博士 102博士を見よ
ごんしょうはんじ 権少判事 175判事を見よ
ごんしょうほうかん 権少法官 276法官を見よ
こんしん 懇親 1929
ごんすけ 権輔 3214輔を見よ
ごんすけ 権助 3215助を見よ
ごんそうちょう 権曹長 1101曹長を見よ
ごんだいがいし 権大外史 1339外史を見よ
ごんたいき 権大記 1005大記を見よ
ごんだいぎちょう 権大技長 2214技長を見よ
ごんだいきょうせい 権大教正 1649教正を見よ
ごんだいけいし 権大警視 1584警視を見よ
ごんだいけいぶ 権大警部 1566警部を見よ
ごんだいけんじ 権大検事 1682検事を見よ
ごんだいけんぶ 権大検部 1668検部を見よ
ごんだいこうぎ 権大講義 1866講義を見よ
ごんだいさかん 権大属 1004大属を見よ
ごんだいさかん 権大令史 2141令史を見よ
ごんだいさかん 権大録 1004大録を見よ
ごんだいさんじ 権大参事 2192参事を見よ
ごんだいし 権大史 1009大史を見よ
ごんだいじい 権大侍医 2454侍医を見よ
ごんだいしゅき 権大主記 2889主記を見よ
ごんだいしゅてん 権大主典 2888主典を見よ
ごんだいしゅぼ 権大主簿 2825主簿を見よ
ごんだいじゅんさつ 権大巡察 2914巡察を見よ
ごんだいじょう 権大丞 1010大丞を見よ
ごんだいじょう 権大佑 1013大佑を見よ
ごんだいじょう 権大祐 1013大祐を見よ
ごんだいしょうき 権大掌記 2596掌記を見よ
ごんだいしょうし 権大匠司 2602匠司を見よ
ごんだいしょきかん 権大書記官 2674書記官を見よ
ごんだいしょきせい 権大書記生 2676書記生を見よ
ごんだいじょきょう 権大助教 2646助教を見よ
ごんだいしん 権大進 1015大進を見よ
ごんだいせんきょうし 権大宣教使 3180宣教使を見よ
ごんだいそ 権大疏 990大疏を見よ
ごんだいちゅう 権大忠 973大忠を見よ
ごんだいてん 権大典 1002大典を見よ
ごんだいときべ 権大解部 427解部を見よ
ごんだいとねり 権大舎人 361舎人を見よ
ごんだいないし 権大内史 1226内史を見よ
ごんだいはかせ 権大博士 102博士を見よ
ごんだいはんじ 権大判事 175判事を見よ
ごんだいほうかん 権大法官 276法官を見よ
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ごんちじ 権知事 543知事を見よ
ごんちゅうきょうせい 権中教正 1649教正を見よ
ごんちゅうけいし 権中警視 1584警視を見よ
ごんちゅうけいぶ 権中警部 1566警部を見よ
ごんちゅうけんじ 権中検事 1682検事を見よ
ごんちゅうけんぶ 権中検部 1668検部を見よ
ごんちゅうこうぎ 権中講義 1866講義を見よ
ごんちゅうさかん 権中属 508中属を見よ
ごんちゅうさかん 権中録 508中録を見よ
ごんちゅうさかん 権中令史 2141令史を見よ
ごんちゅうしゅき 権中主記 2889主記を見よ
ごんちゅうしゅてん 権中主典 2888主典を見よ
ごんちゅうしょうき 権中掌記 2596掌記を見よ
ごんちゅうしょきせい 権中書記生 2676書記生を見よ
ごんちゅうじょきょう 権中助教 2646助教を見よ
ごんちゅうせんきょうし 権中宣教使 3180宣教使を見よ
ごんちゅうてん 権中典 506中典を見よ
ごんちゅうときべ 権中解部 427解部を見よ
ごんちゅうはかせ 権中博士 102博士を見よ
ごんちゅうはんじ 権中判事 175判事を見よ
ごんちゅうほうかん 権中法官 276法官を見よ
ごんてんじ 権典事 2037典事を見よ
ごんてんじ 権典侍 2037典侍を見よ
ごんないしょうてん 権内掌典 1226内掌典を見よ
ごんにょじゅ 権女嬬 183女嬬を見よ
ごんねぎ 権禰宜 1202禰宜を見よ
ごんのかみ 権正 855正を見よ
ごんのかみ 権頭 855頭を見よ
ごんのじょう 権允 2772允を見よ
こんぱい 婚配 1928 婚姻
ごんはんがん 権判官 160判官を見よ
ごんはんがんじ 権判官事 160判官事を見よ
ごんはんじ 権判事 175判事を見よ
ごんはんふじ 権判府事 163判府事を見よ
ごんひしょかん 権秘書官 3054秘書官を見よ
ごんひょうじ 権評事 3033評事を見よ
ごんべんじ 権弁事 338弁事を見よ
ごんみょうぶ 権命婦 2434命婦を見よ
こんゆ 懇諭 1929 告諭
こんれい 婚礼 1928 婚姻
ごんれい 権令 1059令を見よ
さ
さーべる 洋剣 2146
さい 差違 2078 差等

さい 妻 2077
妻 妾 妻 子
遺 妻 夫 妻
夫婦

ざいあん 罪案 2119
ざいい 在位 2078 有位
さいえい 再営 2114 造営
ざいえい 在営 2114
さいえき 再役 2112 服役
ざいえき 在役 2114 服役　再服役
ざいえきほう 在役俸 2114 俸給　給与
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さいおう 再応 2105 再申
さいおんじ 西園寺 2105
さいか 再嫁 2105 再婚
ざいか 罪科 2109 犯罪
さいかい 西海 2114 西南　鹿児島
ざいがいかいけいぶ 在外会計部 2109
ざいかいがいこうかんけいひ 在海外公館経費 1602
さいかいちんじゅふ 西海鎮守府 2105 鎮守府
さいかいどうちんだい 西海道鎮台 2105 鎮台
さいかもく 細科目 1376科目を見よ

さいかん 佐尉官 2140
大 佐 中 佐
少 佐 武 官
士官 上長官
将校

さいかん 再感 2106 再発
さいがん 再願 2109 再服役
ざいかん 剤官 2110
ざいかん 在官 2109
ざいかんにん 在監人 2106 囚人
ざいかんふく 剤官副 2110剤官を見よ
ざいかんほ 剤官補 2110剤官を見よ
さいきょう 西京 2121 京都
ざいきょう 在京 2122
ざいきょう 在郷 2121 郷里　帰郷
さいきょじょうけいし 裁許状罫紙 2121 訴訟用罫紙
さいきょようけいし 裁許用罫紙 2121 訴訟用罫紙
さいきん 再勤 2122 再任

ざいきん 在勤 2122 在 職 在 留
駐留

さいけい 歳計 2111 歳入歳出
さいけつ 裁決 2111 裁令
さいこう 再興 2113
さいこう 再幸 2105 東幸　行幸
さいごう 西郷 2106
ざいごう 在郷
さいごおり 佐位郡 2113
さいこく 西国 2114 西南　鹿児島
さいこくぼうとはんざい 西国暴徒犯罪 171
さいこん 再建 2114
さいこん 再婚 2114 再嫁
ざいさん 財産 2120
さいし 妻子 2125
さいし 祭資 2125 吊祭　祭資料

さいし 祭祀 2115 祭 式 親 祭
合祀

さいし 祭粢 2125 吊祭　祭資料
さいじ 祭事 2125
さいしき 祭式 2129 祭 典 祭 祀

祭典式
さいしけん 再試験 2128
さいじつ 祭日 2127
さいしゅ 債主 2129
さいしゅ 採取 2129 採藻　試堀
さいしゅ 祭主 2129

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 112



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
ざいしゅう 罪囚 2127 囚徒　罪人
さいしゅぼ 債主簿 2129
さいじょ 妻女 2103
さいしょう 妻妾 2131 妻

さいじょう 斎場 2379斎 場 （ ゆ にわ）を見よ
ざいじょう 罪状 2125 犯状
さいじょうはん 西条藩 2115
さいしょく 彩色
ざいしょく 在職 2126 在勤　在官
さいしりょう 祭資料 2126 吊祭
さいしりょう 祭祀料 2126 吊祭
さいしりょう 祭粢料 2126 吊祭
さいしん 再審 2129
さいしん 再申 2129 再聴
さいじんこう 祭神考 2130
さいしんねがい 再審願 2130
さいせい 再婿 2130
さいせいいっち 祭政一致 2130
ざいせき 罪跡 2131
さいそ 再訴 2108
さいそう 採藻 2108 採取
さいそう 洒掃
さいぞう 再造 2109 建築
さいそく 催促 2109
さいたい 妻帯 2107
さいだい 菜代 2107
さいたつ 再達
さいたまけん 埼玉県 2107
さいたまけんかりちょう 埼玉県仮庁

さいち 采地 2103 采 邑 知 行
領地

さいてん 祭典 2115 祭 式 親 祭
合祀

さいてんしき 祭典式 2119 祭式
さいと 再渡
ざいと 罪徒 2103 罪囚
さいにゅう 歳入 2100 歳入歳出
さいにゅうさいしゅつ 歳入歳出 2101 歳計　歳費
さいにゅうしゅつ 歳入出 2101 歳計　歳費
さいにゅうしゅつけっさんほうこく 歳入出決算報告 252
さいにん 再任 2102 再勤
ざいにん 在任 2102
ざいにん 罪人 2102 罪 囚 罪 犯

犯罪人
ざいにんいちじりゅうちにゅうひ 罪人一時留置入費 207
ざいにんきょほりつ 罪人拒捕律 2103
さいはつ 再発 2103 再感
さいはん 再版 2078
さいばん 裁判 2078 聴 訟 断 獄

裁判事務

ざいはん 罪犯 2084 犯 罪 罪 人
罪囚　罪

さいばんおよびけんさつかんじむ 裁判及検察官事務 2720
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さいばんかいぎ 裁判会議 2085
さいはんかとうざいれいじょうれい 再犯加等罪例条例 2085
さいばんかん 裁判官 2086
さいばんけん 裁判権 2086 裁判事務
さいばんけんげん 裁判権限 2086 裁判事務
さいばんしちょう 裁判支庁 2086裁判所を見よ
さいばんじむ 裁判事務 2099 裁判権限 聴

訟　断獄
さいばんじむがかり 裁判事務掛 2099
さいばんしょ 裁判所 2086 裁判庁
さいばんしょいんかんいんしょうお
よびいんえい

裁判所印鑑印章及
印影 2090

さいばんしょおよびしちょうはいち
かんかつ

裁判所及支庁廃置
管轄 2090

さいばんしょかいちょう 裁判所開庁 2094
さいばんしょかんいんおよびしょく
いんこうせき

裁判所官員及職員
考績 2097

さいばんしょごようじょうていそう
はんれい

裁判所御用状逓送
凡例 2098

さいばんしょじしょ 裁判所地所 549
さいばんしょしょくせいしょうてい 裁判所職制章程 2098
さいばんしょしょぞくだいげんにん
きそく

裁判所所属代言人
規則 2098

さいばんしょしょちょう 裁判所所長 2099
さいばんしょたてものじしょ 裁判所建物地所 2096
さいばんしょちょう 裁判所長 2099
さいばんしょとりしまり 裁判所取締 2086裁判所を見よ
さいばんしょとりしまり 裁判所取締 2094
さいばんしょぼうちょう 裁判所傍聴 2094
さいばんちょう 裁判庁 2085 裁判所
さいばんちょう 裁判長 2085
さいばんとうけいざいりょう 裁判統計材料 2108材料を見よ
ざいはんとりあつかい 罪犯取扱 2084罪犯を見よ
さいばんひ 裁判費 2100
さいばんひょう 裁判表 2078 聴 訟 断 獄

裁判事務
さいばんひよう 裁判費用 2100
ざいはんひょう 罪犯表 2084 犯 罪 罪 人

罪囚　罪
さいひ 歳費 2130 経費
さいぶ 西部 2111
さいふく 祭服 2111
さいふくえき 再服役 2112 服役
ざいふけんごくしゅうとひ 在府県獄囚徒費 2112
ざいふけんごくしゅうとひとりあつ
かい

在府県獄囚徒費取
扱 2112在府県獄囚徒費を見よ

ざいふごきょう 宰府五卿 2113
さいぶんけ 再分家 2113 分家
さいほう 祭砲 2078
さいほうしゅ 裁縫手 2103
さいほうりょう 裁縫料 2103 仕立料
さいまつ 歳末 2110 年末　歳暮
ざいむか 財務課 2109
ざいむぶ 財務部 2109
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ざいめい 罪名 2125 刑名
さいもく 細目 2130
ざいもく 材木 2130 木材

ざいもく 罪目 54違式詿違条例を見よ
さいもっぽ 済物浦 2130
さいゆう 采邑 2078 領地　采地
さいよう 採用 2106 登用　任用
さいりつ 再立 2103
ざいりゅう 在留 2103 居留
ざいりゅうこく 在留国 2104
ざいりゅうち 在留地 2104 居留地
ざいりょう 材料 2108 史料　志料
さいれい 祭礼 2108
さいれい 裁令 2108
さいん 左院 2131 太政官
さいんじむそうさい 左院事務総裁 2131
さえきはん 佐伯藩 2131
さかい 酒井 2132
さかいがわ 境川 2135
さかいけん 堺県 2135
さかいこう 坂井港 2132
さかいこう 阪井港 2132
さががわ 嵯峨川 2133
さがけん 佐賀県 2133 佐賀ノ役
さかしたごもん 坂下御門 2135 諸門　御門
さがせいとうき 佐賀征討記 2136
さかたけん 酒田県 2133
さがのえき 佐賀ノ役 2133 佐賀県
さがはん 佐嘉藩 2132 肥前藩
さがはん 佐賀藩 2132 肥前藩
さがみのくに 相模国 2135 相州
さかわがわ 酒勾川 2132

さかん 佐官 2140
大 佐 中 佐
少 佐 武 官
士官 上長官
将校

さかん 属 2141 属 （ ぞ く ）
大属

さかん 令史 2141
さかん 録 2141 属 （ ぞ く ）

大録
さぎ 詐偽 2146
さぎ 詐欺 2146
さぎざい 詐偽罪 2147
さきどりけん 先取権 2146
さきのうだいじん 前右大臣 2146
さきぶれ 先触 2147
さぎょうば 作業場
さぎりつ 詐偽律 2146
さきん 砂金
さくかい 鑿開 2141 開墾
さくぎょう 作業 2142
さくぎょうひ 作業費 2142
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さくじがかり 作事掛 2142
さくじかた 作事方 2142
さくじつ 朔日 1163朔日（ついたち）を見よ
さくじやくなみ 作事役並
さくち 削地 2140
さくつけ 作付 2141
さくとく 作徳 2140
さくとくまい 作徳米 2140
さくへい 鑿平 2140 開墾　鑿開

さくぼう 朔望 2140 月 朔 節 朔
朔日　十五日

さくら 佐倉 2141
さくらいはん 桜井藩 2142
さくらごう 桜号 2142
さくらじょう 佐倉城 2142 城郭
さくらじょうはらいさげ 佐倉城払下 2142佐倉城を見よ
さくらはん 佐倉藩 2142
さくらまき 佐倉牧 2141
ざぐりいと 坐繰糸

さけ 酒 2142 清 酒 酒 造
酒類

さげがたな 提刀 2145 刀
さげふだ 下ゲ札 2145 付箋
さげもどし 下戻 2145
さけるい 酒類 2829酒類（しゅるい）を見よ
さげわたし 下渡 2143
さげわたしきん 下渡金 2144
さけん 差遣 2145 派 遣 派 出

出張
さげんちょく 左舷直 2146
ささげつつ 捧銃 2146 礼式　敬礼式
ささやまはん 篠山藩 2146
ざじ 座次 2147 座 順 席 順

席次
さしいだすべし 可差出
さしいれ 差入 2147
さしいれもの 差入物 2147
さしおさえ 差押 2150
さしがさ 差傘 2150 手傘
さしがみ 差紙 2150 呼出状　令状
さじき 桟敷 2151
さしこ 差袴 2150 服制
さしず 差図 2150 指揮
さしず 指図 2150 指揮
さしぞえにん 差添人 2150
さしたて 差立
さしつぎ 差継 2151
さしつのり 差募
さしとめ 差止 2147 停止　禁止
さしとめ 差留 2147 停止　禁止
さしぬき 差貫 2150 服制
さしぬき 指貫 2150 服制
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さしひかえ 差扣 2154
さしひかえ 指扣 2154
さしひきしょ 差引書 2154
さしふだしょくいんろく 差札職員録 2622職員録を見よ
さしまい 差米 2151
さしましきん 差増金
さしまたがる 差跨
さしむかい 差向

さしゆるし 差許 2151 差 免 （ さ め
ん）

さしゆるし 差免 2151 差 免 （ さ め
ん）

ざじゅん 座順 2154 席次　座次
ざぞう 坐贓 2136
さだいじん 左大臣 2136
さたけ 佐竹 2136 久保田藩
さだめさんさつ 定三札 2136 高札　制札
ざっきゅう 雑給 2137
ざつぐ 雑具 2137
さっこう 刷行 2137 翻刻
ざっこく 雑穀 2137
ざっし 雑誌 2137 雑報

ざっしざっぽうはっこう 雑誌雑報発行 2137雑誌、雑報を見よ

ざつしゅうにゅう 雑収入 2138 雑入 税外収
入

ざつしゅうにゅうきん 雑収入金 2138 雑入 税外収
入

ざっしゅぜい 雑種税 2139
ざっしょう 雑掌 2138雑掌長を見よ
ざっしょうちょう 雑掌長 2138
ざつぜい 雑税 2139
ざつぜいちょう 雑税帳 2139
ざつにゅう 雑入 2136 雑収入
さっぱん 薩藩 2136 鹿児島藩
ざっぱんりつしっかじょうれい 雑犯律失火条例 2136
ざっぴ 雑費 2139 入費　費用
ざっぽう 雑報 2137 雑誌
さっぽろけん 札幌県 2136
さっぽろじんじゃ 札幌神社 2136 官国幣社
さっぽろほんどう 札幌本道 2136
ざつむ 雑務 2137
さてつ 砂鉄
さてん 鎖店 2348銀行を見よ
さとう 差等 2132 差違
さとう 砂糖 2132
さとうばいばい 砂糖売買 2132砂糖を見よ
さとかた 里方 2131 実家
さどけん 佐渡県 2132
さどさいばんしょ 佐渡裁判所 2132
さどはらはん 佐土原藩 2131
さぬきはん 佐貫藩 2132
さねとみ 実美 2140 三条 宰府五

卿
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さのはん 佐野藩 2140
さはい 差配 2131 支配
さばえはん 鯖江藩 2131
さはりん 薩哈連
さぶらい 侍 2146

さめん 差免 2147
免 職 転 免
任 免 差 免
（ さ し ゆ る
し）

さやじ 佐屋路 2142
さやまはん 狭山藩 2142
さらし 晒 2140
さらしなごおり 更級郡 2140
さる 沙流
さるしま 猿島
さるる 猿留
されきとりば 砂礫取場
さわのぶよし 澤宣嘉
さわみや 稠宮 2132 有栖川宮
さんい 三尉 2154
さんいんどう 山陰道 2154
さんえ 産穢 2180 混穢
さんか 三課 2177
さんが 参賀 2167 参 内 参 朝

拝賀
さんが 山河 2167
さんかい 参会 2177
ざんがく 残額 2171 残余
さんがくしょ 三学所 2172
さんかくそくりょう 三角測量 2171
さんかん 参官 2177
さんぎ 参議 2188
さんきゅうけんじほ 三級検事補 1682検事を見よ
さんきゅうしゅっし 三級出仕 2868出仕を見よ
さんきゅうしょうてんほ 三級掌典補 2593掌典を見よ
さんきゅうはんじほ 三級判事補 175判事を見よ
さんきゅうひしょ 三級秘書 3050秘書を見よ
さんぎょう 産業 2178 生 業 営 業

勧業
さんぎょう 蚕業 2178
さんぎょうかんせつのじむしょぶん 産業官設ノ事務処分 2178産業を見よ

さんぎょうきりつきん 産業基立金 2178 生 業 営 業
勧業

さんきん 参勤 2191 参候
さんきん 参覲 2191 参朝　朝覲
ざんきん 残金 2191 残余　残額
ざんきんしょぶん 残金処分 2191残金を見よ
ざんきんへんのう 残金返納 2191残金を見よ
さんぐん 参軍 2177
さんけい 参詣 2177
さんこう 参候 2180
さんこう 参向 2180
さんざ 参座 2187
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ざんざい 斬罪 2188
さんし 参仕 2192 参 集 出 仕

出頭
さんし 蚕紙 2176 蚕種
さんじ 参事 2192
さんじいん 参事院 2193
さんじいんぎちょう 参事院議長 2193
さんしかん 三司官 2196
さんしゅ 蚕種 2199 蚕紙　夏蚕
ざんしゅ 斬首 2188
さんしゅいんし 蚕種印紙 2199蚕種を見よ
さんしゅう 参集 2196
さんしゅうかん 三週間 2196
さんじゅうにちかん 三十日間 2199
さんじゅうばんじん 三十番神 2199
さんじゅうろくちょういちり 三十六町一里 2199
さんしゅがみ 蚕種紙
さんしゅだいそうだいげっきゅう 蚕種大総代月給 1614
さんしゅだいそうだいじむ 蚕種大総代事務 2712
さんしゅだいそうだいりょひ 蚕種大総代旅費 592
さんしゅつ 産出 2202
さんしゅつ 算出 2202 計算　算則
さんじゅつ 算術 2203
さんしゅとりしまり 蚕種取締 2199蚕種を見よ
さんしゅならびにきいとあらため
しょ 蚕種並生糸改所 2203
さんしゅばいばい 蚕種売買 2199蚕種を見よ
さんじょ 刪除

さんしょう 参省 2196 出 頭 不 参
出省

さんじょう 三条 2187 実美
さんじょう 参上 2193 参内　参入
さんしょうじ 三掌侍 2602掌侍を見よ

さんじょうちょう 三上長 2194
掌砲上長 水
夫上長 木工
上長

さんじょうのきょうそく 三条ノ教則 2187
さんしょく 三職 2195
さんせい 参政 2203
さんせつがひょう 三節賀表 781賀表を見よ
さんそく 算則 2175 計算　算出
ざんぞく 残賊 2175 散乱
さんそん 山村 2176
さんだい 参内 2173 参 入 参 朝

参上
さんだいいか 三代以下 2175
さんだいいじょう 三代以上 2175
さんだいせつ 三大節 2175 新年 紀元節

天長節
さんだいそうおん 三代相恩 2175
さんだはん 三田藩 2175
さんちょう 参朝 2180 参 内 参 入

参賀
さんちょうはばかり 参朝憚 2185
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さんてい 算定 2180
さんてんじ 三典侍 2037典侍を見よ
さんとう 三島 2164 伊豆七島
さんとう 三等 2164
ざんとう 残党 2164 散乱
さんとうえきていかん 三等駅逓官 1954駅逓官を見よ
さんとうかいぐんしょう 三等海軍将 743海軍将を見よ
さんとうかし 三等下士 857下士を見よ
さんとうかん 三等官 2164 官等
さんとうかんご 三等監護 910監護を見よ
さんとうかんごしゅ 三等看護手 913看護手を見よ
さんとうかんごちょう 三等看護長 910看護長を見よ
さんとうかんしゅ 三等監守 921監守を見よ
さんとうかんびょうにん 三等看病人 923看病人を見よ
さんとうかんり 三等監吏 903監吏を見よ
さんとうかんりほ 三等監吏補 903監吏補を見よ
さんとうぎいん 三等議員 2205議員を見よ
さんとうぎかん 三等議官 2272議官を見よ
さんとうぎし 三等技師 2324技師を見よ
さんとうぎしゅ 三等技手 2330技手を見よ
さんとうぎせい 三等議生 2335議生を見よ
さんとうぎちょう 三等技長 2214技長を見よ
さんとうきょうかん 三等教官 1643教官を見よ
さんとうきょうしゅう 三等協修 1650協修を見よ
さんとうきょうゆ 三等教諭 1644教諭を見よ
さんとうぎょしゃ 三等馭者 2232馭者を見よ
さんとうぐんい 三等軍医 1487軍医を見よ
さんとうくんどう 三等訓導 1494訓導を見よ
さんとうけいし 三等警視 1584警視を見よ
さんとうけいしぞく 三等警視属 1593警視属を見よ
さんとうけいぶ 三等警部 1566警部を見よ
さんとうけんさかん 三等検査官 1678検査官を見よ
さんとうこうしゅ 三等工手 1880工手を見よ
さんとうこうちょう 三等工長 1835工長を見よ
さんとうごくし 三等獄司 1903獄司を見よ
さんとうざいかん 三等剤官 2110剤官を見よ
さんとうさいばんしょ 三等裁判所 2086裁判所を見よ
さんとうし 三等師 25一等師を見よ
さんとうじい 三等侍医 2454侍医を見よ
さんとうじこう 三等侍講 2805侍講を見よ
さんとうしゅうせん 三等修撰 2754修撰を見よ
さんとうしゅぜいかん 三等主税官 2894主税官を見よ
さんとうしゅぜいかんり 三等主税監吏 2894主税官を見よ
さんとうしゅぜいかんりほ 三等主税監吏補 2894主税監吏補を見よ
さんとうしゅぜいぞく 三等主税属 2894主税官を見よ
さんとうしゅちょう 三等守長 2826守長を見よ
さんとうしゅっし 三等出仕 2868出仕を見よ
さんとうじゅんさ 三等巡査 2908巡査を見よ
さんとうしょう 三等症 2165
さんとうしょうき 三等掌記 2596掌記を見よ
さんとうしょうけいぶ 三等少警部 1566警部を見よ
さんとうしょうてん 三等掌典 2593掌典を見よ
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さんとうしょき 三等書記 2671書記を見よ
さんとうしょきかん 三等書記官 2674書記官を見よ
さんとうしょきせい 三等書記生 2676書記生を見よ
さんとうじょきょうゆ 三等助教諭 1644教諭を見よ
さんとうすいらいこうしゅ 三等水雷工手 3207水雷工手を見よ
さんとうぞく 三等属 1131属を見よ
さんとうだいけいぶ 三等大警部 1566警部を見よ
さんとうちけんじ 三等知県事 535知県事を見よ
さんとうちゅうけいぶ 三等中警部 1566警部を見よ
さんとうつこうど 三等仕人 1166仕人を見よ
さんとうばい 三等馬医 82馬医を見よ
さんとうはんけんじ 三等判県事 161判県事を見よ
さんとうはんじ 三等判事 175判事を見よ
さんとうひっき 三等筆記 3018筆記を見よ
さんとうひっせい 三等筆生 3018筆生を見よ
さんとうへいそう 三等兵曹 313兵曹を見よ
さんとうべんかん 三等弁官 2110弁官を見よ
さんとうへんしゅうかん 三等編修官 340編修官を見よ
さんとうほうせいかん 三等法制官 277法制官を見よ
さんとうもっこうちょうぞく 三等木工長属 3065木工長を見よ
さんとうやくかん 三等訳官 1528訳官を見よ
さんとうやくざいかん 三等薬剤官 1529薬剤官を見よ
さんとうやくざいせい 三等薬剤生 1529薬剤生を見よ
さんとうりくぐんしょう 三等陸軍将 629陸軍将を見よ
さんとうりゅう 三等流 2164
さんとうりょう 三等寮 2164
さんとうれいいん 三等伶員 1059伶員を見よ
さんとうれいじん 三等伶人 1064伶人を見よ
さんとじょうひきゃく 三都定飛脚 3048飛脚を見よ
さんない 山内

さんにゅう 参入 2161 参 内 参 朝
参賀

さんのへけん 三戸県 2177
さんば 産婆 2154
さんぱい 参拝 2154 御拝
さんばし 桟橋 2161
さんぱつ 散髪 2160 断髪　頭髪
さんばん 参番 2161 勤番
さんばんしょ 三番所 2161
さんばんほうたい 三番砲隊 123砲隊を見よ
さんぴつ 算筆 2203
さんぷ 三府 2178
さんぶいちまい 三分一米 2178
さんふく 三副 2179 秘書副 主計

副　軍医副
さんふさん 参不参 2179 不参
さんぶつ 産物 2178 物産
さんぶつかいしょ 産物会所 2179
さんぶつばいばい 産物売買 2178産物を見よ
さんぶつひょう 産物表 2179 物産表
さんぷならびにかいこうじょうとり
しまり 三府並開港場取締 2178三府を見よ
さんぷやくひんとりしまり 三府薬品取締 1529薬品を見よ
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さんふらんしすこ 桑法朗西斯哥 2179
さんふらんしすこ 桑港

さんぺい 三兵 2164 歩 兵 騎 兵
砲兵

さんぺいほんぶ 三兵本部 2164
さんぽ 散歩 2161 遊歩
さんぼう 参謀 2161
ざんぼう 讒謗 2162 讒謗律
さんぼうか 参謀科 2163
さんぽうがくしょ 三方楽所 2163
さんぼうかん 参謀官 2163 参謀
さんぼうきょく 参謀局 2163
さんぼうちょう 参謀長 2162
さんぼうぶ 参謀部 2163
さんぽうへい 山砲兵 2160
さんぼうほんぶ 参謀本部 2162
さんぼうほんぶじちょう 参謀本部次長 2162参謀本部長を見よ
さんぼうほんぶちょう 参謀本部長 2162
ざんぼうりつ 讒謗律 2162
さんぼく 三牧 2164
さんぼん 三品 2164
さんみのつぼね 三位局 2191
さんみょうぶ 三命婦 2434命婦を見よ
ざんむ 残務 2176
ざんむとりあつかい 残務取扱 2176残務を見よ
さんもんとは 三門徒派 2203
さんや 山野 2177 山林　原野
さんやく 三役 2177
さんよ 参与 2172
ざんよ 残余 2172 残金
ざんよきんしょぶん 残余金処分 2172残余を見よ
さんよやくしょ 参与役所 2173
さんらん 散乱 2176 残党　残賊
さんらんし 蚕卵紙 2176 蚕種

さんりく 三陸 2165 陸 前 陸 中
陸奥

さんりくじゅんさつし 三陸巡察使 2165
さんりょう 山陵 2442御陵（みささぎ）を見よ 陵墓　近陵

さんりん 山林 2165 官林
さんりんがかり 山林掛 2166
さんりんきょうしんかい 山林共進会 2166
さんりんきょく 山林局 2166
さんりんじむしょ 山林事務所 2167
さんれつ 参列 2175
さんろ 山路 2154
し
し 司 2453 諸司　寮司

し 士 2454
士 族 上 士
平 士 士 分
家士　士民

し 死 2454 致命　死亡
じあい 地合 536
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しあげかんじょう 仕上勘定 2808 勘定仕上
しい 旨意 2454 旨趣
じい 侍医 2454
しいじょう 死以上 2454 死 罪 死 刑

死囚
しいっとう 死一等 2454 罪一等　減等
しいやはん 椎谷藩 2931

じいん 寺院 2454
諸 山 諸 寺
社 寺 仏 閣
本寺　末寺

じいん 自印 2454 実印　印
じいんごう 寺院号 2458 寺号　寺名
じいんとりしまり 寺院取締 2454寺院を見よ
じいんりょう 寺院寮 2458
しう 祠宇 2728 神祠　仏堂
しえき 使役 2806

しえつ 私謁 2806
賄賂　面接
※謁のつくり
は「曷」

しお 塩 2477
しおいり 潮入
しおた 塩田
しおのみさき 汐岬
しか 師家 2510
しか 賜暇 2510 休暇　乞暇
しが 支衙
じか 時価 2510 時之相場
じか 自家 2510
しがい 市街 2510
しがいじしょくひ 市街地所区費 549
しがいち 市街地 2511
しがいはらいさげ 市街払下 2510市街を見よ
しがく 私学 2513 学校　私塾
しがく 視学 2514
じかく 寺格 2514
しがけん 滋賀県 2514
しかづの 鹿角
じがね 地金 450 地銅
しかまけん 飾磨県 2514
じがみ 地紙 451 金札紙
しかりょう 鹿猟 2511
しかん 史官 2764
しかん 士官 2758 武官 下等士

官　下士
しかん 師官 2765
しかん 祠官 2764 神官
しがん 志願 2765 志願生徒
じかん 次官 2766
しかんがっこう 士官学校 2767
しかんがっこうせいと 士官学校生徒 2768 士官見習生徒
しかんしつ 士官室 2769
しがんしゃ 志願者 2765 志願生徒
しかんじゅうぼく 士官従僕 2735従僕を見よ
しかんせいと 士官生徒 2768 士官見習生徒
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しがんせいと 志願生徒 2769

しかんちんだい 四管鎮台 2508
東京鎮台 大
阪鎮台 鎮西
鎮台 東北鎮
台

しかんとりあつかい 士官取扱 2758士官を見よ
しがんへい 志願兵 2767
しかんみならいせいと 士官見習生徒 2769 士官学校

しかんみならいせいととりあつかい 士官見習生徒取扱 2769士官見習生徒を見よ
しき 四季 2810
しき 指揮 2810 指 令 指 図

指揮官
しき 指揮 2812 司令官
じきうけとり 直請取 540
じきうり 直売 540
しきかん 指揮官 2812 司令官
しきかんたんしゅうちょう 指揮官端舟長 2813
しきじつ 式日 2820 節朔
じきしはい 直支配 541 支配
しきしょう 職掌 2820
じきそ 直訴 540 訴訟
しきそうばがき 四季相場書 2812
じきたつ 直達 540
しきち 敷地 2810 土地　地所
じきちょう 直丁 540
しきねん 式年 2812 祭典
しきねんさい 式年祭 2812 祭典
じきのう 直納 540
しきぶかん 式部官 2820
しきぶきょく 式部局 2820
しきぶしょく 式部職 2820
しきぶのかみ 式部頭
しきぶりょう 式部寮 2819 諸寮
しきもく 式目 2820
しきもの 敷物 2820
しきゅう 支給 2813 給与
しきゅう 至急 2819
しぎゅう 死牛 2812
しきゅうけんじほ 四級検事補 1686検事補を見よ
しきゅうしゅっし 四級出仕 2869出仕を見よ
しきゅうしょうてんほ 四級掌典補 2593掌典を見よ
しきゅうはんじほ 四級判事補 175判事を見よ
しきょ 死去 2811 死 没 死 亡

死失　死後
しぎょう 試業 2791 試験
じぎょう 事業 2791
じぎょうふく 事業服 2792 仕事服
しきょく 支局 2812
しきり 仕切 2811
しきれい 式礼 2812 礼式
しきん 私金 2820
しきん 資金 2820 資本　学資金
しきん 賜金 2821

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 124



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
しきんわたしかた 資金渡方 2820資金を見よ
しくつ 試堀 2769 問堀　採堀
じげ 地下 530
しけい 司契 2791
しけい 死刑 2791 死罪　死
しけいふく 司契副 2791司契を見よ
しげこないしんのう 薫子内親王 2792 梅宮
じげしだい 地下次第 531
じげしだいへんしゅう 地下次第編輯 531地下次第を見よ
じげそうば 地下相場 1083相場を見よ
しげのみや 滋宮 2791 韶子内親王
しげはらはん 重原藩 2791
しけん 試検 2792 試業　検査
しけん 試験 2792 試業　検査
じけん 事件 2796
しけんがかり 試験掛 2798
しけんじょ 試験所 2798
しけんじょう 試験場 2798
しけんずみ 試験済 2792 試業　検査
じけんひょう 事件表 2796
しご 死後 2804
じこ 事故 2804 故障
じこ 自己 2804 自身
じご 爾後
しこう 祗候 2805
しこう 施行 2511
じこう 事項 2805 事件
じこう 侍講 2805
じごう 寺号 2805 寺院号　寺名
しこうずみ 施行済 2513
じごうほう 時号砲 2806 号砲
しごくかん 司獄官 2806 獄吏　獄司
しごとふく 仕事服 2804 事業服
しさい 仔細 2808
しさい 子細 2808
しさい 私祭 2808 社費
しざい 死罪 2808 死刑
しざい 私罪 2808 犯私罪
じさい 自祭 2809
しざいしゅう 死罪囚 2809
しさつ 視察 2810
じさつ 自殺 2810 自尽
じさん 持参 539 携帯　所持
じさんなん 二三男 2711
しし 嗣子 2919 相続人 総領

嫡男　長男

しじ 施治 2501 施 政 施 術
治療　療治

じし 児子 2920
じし 地子 544 地租
じじじゅう 次侍従 2923侍従を見よ
ししつ 死失 2922 死 亡 死 去

死没
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じしつ 地質 550 地合
じじつ 事実 2922
じじつ 時日 2922
しじつがん 資治通鑑
ししどはん 宍戸藩 2920
ししのうぎょうもんどう 斯氏農業問答 2923
ししのうしょ 斯氏農書 2923
ししへんしゅうひ 史誌編輯費 2920
ししゃ 支社 2923 支店
ししゃ 死者 2923
ししゃく 私借 2925
ししゃくかんぶつりつ 私借官物律 2925
ししゃごにゅう 四捨五入 2925
じしゃぶぎょう 寺社奉行 2925
じしゃりょう 寺社領 2923 社寺領 社領

寺領
ししゅ 旨趣 2926
ししゅ 賜酒 2925 酒肴料
じしゅ 事主 2926
じしゅ 自首 2926 自訴
ししゅう 死囚 2809
じじゅう 侍従 2922
じじゅうしほ 侍従試補 2922侍従を見よ
じじゅうしょく 侍従職 2923
じじゅうちょう 侍従長 2922侍従を見よ
じじゅうばんちょう 侍従番長 2922侍従を見よ
ししゅく 止宿 2926 休泊　宿泊
しじゅく 私塾 2927 私学

ししゅくしょ 止宿所 2927 宿 所 居 所
住所

ししゅくにん 止宿人 2927
ししゅつ 支出 2926
しじゅつ 施術 2926 施治
ししゅりょう 賜酒料 2925 酒肴料

しじゅん 諮詢 2928 諮 問 下 問
詢問

しじょ 子女 2502 子弟
じしょ 自書 2920 自筆　手記

じしょ 地所 544

土地 官有地
官用地 民有
地 私 有 地
荒蕪地 不毛
地 荒地 開
墾地 埋立地
払下地

ししょう 使掌 2920
ししょう 史生 2923
ししょう 支消 2933 償却

ししょう 死傷 2920 戦 死 傷 痍
負傷

ししょう 詞訟 2923 訴訟　争訟
ししょう 祠掌 2764祠官を見よ
しじょう 史乗 2694 旧 記 志 料

記録

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 126



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
しじょう 私状 2611
しじょう 試場 2798

しじょうちょう 四上長 2922
掌砲上長 水
兵上長 木工
上長 機関工
上長

ししょうとりあつかい 詞訟取扱 2923詞訟を見よ
じしょがえ 地所替 550 管轄地 管轄

替　替地
じしょかしわたし 地所貸渡 546
ししょく 師職 2922
じしょしちいれかきいれきそく 地所質入書入規則 550 地所
じしょしょゆう 地所所有 546
ししょじん 士庶人 2922
じしょぞうまい 地所蔵米 550
じしょたてものしょぶん 地所建物処分 2656
じしょばいばい 地所売買 544地所を見よ
じしょばいばいじょうとじょうじゅ 地所売買譲渡譲受 544
じしょはらいさげ 地所払下 544地所を見よ
じしょひきあてしちいれかきいれ 地所引当質入書入 547
じしょふよ 地所附与 546
じしょへんかん 地所変換 546
じしょみょうだいにん 地所名代人 546
じしょめいしょうくべつ 地所名称区別 550
ししん 始審 2928
じしん 自身 2928 自己
じじん 自尽 2928 自殺
ししんさいばんしょ 始審裁判所 2928 裁判所

ししんのう 四親王 2928
有栖川宮 桂
宮 伏 見 宮
閑院宮　親王

しすう 紙数 2933
じすう 字数 2933
しずおかえき 静岡駅 2704
しずおかけん 静岡県 2704 県
しずおかはん 静岡藩 2703 徳川　府中藩
しせい 私生 2932
しせい 賜姓 2932
しせいさいばんしょ 市政裁判所 2933
しせいし 私生子 2932
しせいじゅんじょ 施政順序 2933 施治
しせき 士籍 2933 士族
じせき 事蹟 2933
しせきへんにゅう 士籍編入 2933士籍を見よ
しせつ 使節 2933 公 使 大 使

修信使
しせつしょうこんじょう 私設招魂場 3150招魂場を見よ
しせつてつどう 私設鉄道 1986鉄道を見よ
しせつとうだいふひょう 私設灯台浮標 378灯台を見よ
しせん 支線 2933
しせん 私線 2933
しせん 私選 2933
しせん 賜饌 2933 酒饌料
しそ 私訴 2694

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 127



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
じそ 自訴 2694 自首
しそう 死葬 2694
じそう 自葬 2695
しぞく 士族 2695 士　士分
しぞくそつ 士族卒 2695 士　士分
しぞくたい 士族隊 2702 貫属隊
しそん 子孫 2702
じそん 自村 2702
したい 屍体 2688 遺骸　遺屍
したい 死体 2688 遺骸　遺屍
じたい 字体 2688 書体
じたい 辞退 2688
じだい 地代 490
じだいきん 地代金 491
したいけんさ 死体検査 1675
したぎ 下着 2690 襦袢
したく 支度 2689 旅費　路費
したく 私宅 2689 自宅　私邸
じたく 自宅 2689 私宅　私邸
したくきん 支度金 2689 旅費　路費
したぐさ 下草 2689
したくだい 支度代 2689
したくりょう 支度料 2689 旅費　路費
したけんさ 下検査 2689 下調
したこずかい 下小使 2689
したしらべ 下調 2690 下検査　予審
したためりょう 認料 2688 訴訟入費
したて 仕立 2690 仕付
したてだい 仕立代 2690
したてりょう 仕立料 2690
じだん 示談 2690 相対　相談

しちいれ 質入 2501 質 地 質 物
書入質　抵当

しちきゅう 七級 1632教導職を見よ
しちきゅうしゅっし 七級出仕 2869出仕を見よ
しちきゅうしょうてんほ 七級掌典補 2593掌典を見よ
しちくとうだい 私築灯台 378灯台を見よ
しちぐんかん 七軍管 2505
しちじ 質地 2502 質入
しちしゅう 七宗 2507
しちじゅうにけん 七十二県 2507
しちじゅっさいいじょう 七十歳以上 2507 極老
しちせき 七夕 2508
しちせつ 七節 2507 五節
しちとう 七島 2502 三島
しちとうかん 七等官 2502 官等
しちとうかんり 七等監吏 903監吏を見よ
しちとうぎしゅ 七等技手 2330技手を見よ
しちとうくんどう 七等訓導 1494訓導を見よ
しちとうけいしぞく 七等警視属 1593警視属を見よ
しちとうけいぶ 七等警部 1566警部を見よ
しちとうしゅぜいかんり 七等主税監吏 2894主税官を見よ
しちとうしゅぜいぞく 七等主税属 2894主税官を見よ
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しちとうしゅちょう 七等守長 2826守長を見よ
しちとうしょうき 七等掌記 2596掌記を見よ
しちとうしょき 七等書記 2671書記を見よ
しちとうしょきせい 七等書記生 2676書記生を見よ
しちとうぞく 七等属 1131属を見よ
しちとうはんじ 七等判事 175判事を見よ
しちのへけん 七戸県 2505
しちのへはん 七戸藩 2505
しちもの 質物 2507 質地　質入

しちやとりしまり 質屋取締 2505質屋取締条例を見よ
しちやとりしまりじょうれい 質屋取締条例 2505
しちゅう 市中 2504
しちゅうしゅうぜいちょう 市中収税帳 2505
しちゅうとりしまり 市中取締 2504
しちゅうとりしまりやくしょ 市中取締役所 2505
しちょう 仕丁 2505

しちょう 四長 2503
掌砲長 水兵
長 木 工 長
機関工長

しちょう 支庁 2506 出張所
じちょう 次長 2503
しちょうか 輜重科 2503
しちょうきしょう 輜重旗章 2504
しちょうしゅそつ 輜重輸卒 2504
しちょうたい 輜重隊 2503
しちょうちょう 支庁長 2507
しちょうへい 輜重兵 2503
しちょうへいか 輜重兵科 2503

しちんだい 四鎮台 2508
東京鎮台 大
阪鎮台 鎮西
鎮台 東北鎮
台

じついん 実印 2702 名印　自印
しっか 失火 2707 出火　近火
じっか 実家 2704 里方
しっかい 悉皆
じっかん 十干 2705 干支
じっかんもん 拾貫文 2707
しっき 漆器 2708
しづきはん 志筑藩 2708
じっきゅうしゅっし 十級出仕 2869出仕を見よ
じっきゅうしょうてんほ 十級掌典補 2593掌典を見よ
しつけ 仕付 2707 仕立
じっけつ 実決 2707
じつげつのきんき 日月ノ錦旗 2707
じっけんよう 実験用 2707
しっこう 執行 2704
じっこうきょうかい 実行教会 2705
じっこうは 実行派 2705
しっさく 失錯 2708 過誤　過失
しつじ 執事 2708
じっし 実子 2708
じっし 実施 2709 施行
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しっせい 執政 2710
しっそ 質素 2705 倹約　節倹
しっそう 執奏 2706
しっそう 失踪 2705 逃亡　行衛
じっそく 実測 2706 測量
しったつ 執達 2705 進達
じっちえんしゅう 実地演習 2703 演習
じってい 実弟 2708 兄弟　弟
じっとうかん 十等官 2703 官等
じっとうぎしゅ 十等技手 2330技手を見よ
じっとうけいしぞく 十等警視属 1593警視属を見よ
じっとうけいぶ 十等警部 1566警部を見よ
じっとうしゅぜいぞく 十等主税属 2894主税官を見よ
じっとうしょきせい 十等書記生 2676書記生を見よ
じっとうぞく 十等属 1131属を見よ
しつないしゃてきば 室内射的場 2707
しつないじゅう 室内銃 2706
しっぴ 失費 2709 旅費　日当
じっぴ 実費 2709 現費

しっぷすぷろてすと シップスプロテス
ト 3179船難報告を見よ

しっぺい 疾病 2702 病気
じつぼ 実母 2702 母

しつぼう 失亡 2702 亡 失 紛 失
遺失

じつみょう 実名 2708 苗字名 姓名
氏名

しつむ 執務 2707 服務
しつもん 質問 2709
じつよう 実用 2705 不用
してい 使丁 2806 小使
してい 子弟 2807 子女
してい 指定 2807
してい 私邸 2807 私宅　邸宅
してい 賜邸 2807
してん 支店 2808 支社　分店
してん 祀典 2808 祭典
じてんしゃ 自転車 2808
しとう 四等 2500
しとう 私闘 2500
じどう 児童 2500 子 弟 子 女

幼児　幼童
しとうえきていかん 四等駅逓官 1954駅逓官を見よ
しとうかん 四等官 2500 官等
しとうかんご 四等監護 910監護を見よ
しとうかんしゅ 四等監守 921監守を見よ
しとうかんり 四等監吏 903監吏を見よ
しとうかんりほ 四等監吏補 903監吏補を見よ
しとうぎかん 四等議官 2272議官を見よ
しとうぎし 四等技師 2324技師を見よ
しとうぎしゅ 四等技手 2330技手を見よ
しとうぎちょう 四等技長 2214技長を見よ
しとうきょうかん 四等教官 1643教官を見よ
しとうぎょしゃ 四等馭者 2232馭者を見よ
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しどうきん 祠堂金 2501
しとうくんどう 四等訓導 1494訓導を見よ
しとうけいし 四等警視 1584警視を見よ
しとうけいしぞく 四等警視属 1593警視属を見よ
しとうけいぶ 四等警部 1566警部を見よ
しとうけんさかん 四等検査官 1678検査官を見よ
しとうこうちょう 四等工長 1835工長を見よ
しとうし 四等師 25一等師を見よ
しとうじい 四等侍医 2454侍医を見よ
しとうじこう 四等侍講 2805侍講を見よ
しとうしゅぜいかん 四等主税官 2894主税官を見よ
しとうしゅぜいかんり 四等主税監吏 2894主税官を見よ
しとうしゅぜいかんりほ 四等主税監吏補 2894主税官監吏補を見よ
しとうしゅぜいぞく 四等主税属 2894主税官を見よ
しとうしゅちょう 四等守長 2826守長を見よ
しとうしゅっし 四等出仕 2869出仕を見よ
しとうじゅんさ 四等巡査 2908巡査を見よ
しとうしょうき 四等掌記 2596掌記を見よ
しとうしょうてん 四等掌典 2593掌典を見よ
しとうしょき 四等書記 2671書記を見よ
しとうしょきせい 四等書記生 2676書記生を見よ
しとうぞく 四等属 1131属を見よ
しとうはんじ 四等判事 175判事を見よ
しとうへんしゅうかん 四等編修官 340編修官を見よ
しとうほうせいかん 四等法制官 277法制官を見よ
しとうやくかん 四等訳官 1528訳官を見よ
しとうやくざいせい 四等薬剤生 1529薬剤生を見よ
しとうれいいん 四等伶員 1059伶員を見よ
しとうれいじん 四等伶人 1064伶人を見よ
しどにーふ シドニー府 2500
しな 支那 2710 清国
しなかい 支那海 2710
しながわけん 品川県 2710
しながわこう 品川港 2710 品海
しながわだまり 品川溜 2710
しなこう 支那行 2710
しなじん 支那人 2710 清国人
しなのがわ 信濃川 2710
しなののくに 信濃国 2710
しなもの 品物 2711 賜物　物品
じなん 次男 2711
じなん 二男 2711
じぬし 地主 449
しのうこうしょう 士農工商 2758 士民　士庶人
しのろえき 篠路駅 2758
じば 自馬 2459 手馬

しはい 支配 2459 配 下 管 轄
附属　取締

しばい 芝居 2464 戯場　劇場

しはいしょ 支配所 2465 支配地 取締
附属　管轄

しはいせき 支配籍 2466
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しはいち 支配地 2465 管 轄 取 締

附属　支配所
しばさんないぞくしゃ 芝山内属舎 1142属舎を見よ
しばさんないぞくしゃはらいさげ 芝山内属舎払下 1142属舎を見よ
しばさんないりょうしゃ 芝山内寮舎 1142属舎を見よ
しばしんせんざ 芝新銭座
しばたじょう 新発田城 2466 城郭
しばたはん 新発田藩 2466
しばばし 芝橋
しばむらはん 芝村藩 2470
しばやまはん 柴山藩 2474
しはらい 仕払 2466 仕 賄 支 弁

支払

しはらい 支払 2466 支 弁 支 出
仕払

しはらいかんじょうちょう 仕払勘定帳 2470
しはらいきん 仕払金 2466
しはらいちょう 仕払帳 2470
しはらいひょう 仕払表 2470
しはらいめいさいしわけしょ 仕払明細仕訳書 2470
しはらいめいさいひょう 仕払明細表 2470
しばりきゅう 芝離宮 2466 離宮
しはん 四犯 2474
しはん 私版 2474 版権　出版
しばん 司番 2474 寮司番
しはんがっか 師範学科 2476
しはんがっこう 師範学校 2474
しはんがっこうそつぎょうせいは
しゅつ

師範学校卒業生派
出 143

しはんせいと 師範生徒 2477
しひ 私費 2929 自費
しび 紙尾 2930
じひ 自費 2930 私費　自弁
じひかいがいりゅうがくせい 自費海外留学生 603留学を見よ
しひせいと 私費生徒 2931
じひせいと 自費生徒 2931
じひつ 自筆 2931 自書
じひょう 辞表 2498
しひりゅうがくせい 私費留学生 603留学を見よ
しぶ 使部 2798
しふく 私服 2800
じふくかん 次副官 1738副官を見よ
しふけん 使府県 2801 府県
しふけんちょう 使府県庁 2801 府県庁
じふしん 自普請 2803
しふはんけんがいひょう 使府藩県概表 2799
しぶん 士分 2803 士

しぶんかん 四文官 2803 軍 医 秘 書
主計　機関士
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しへい 紙幣 2487

楮 幣 金 札
銀札 太政官
札 民部省札
官省札 藩札
旧藩札 銭札
新円札 金券
証券

しへいおよびしへいじゅんびきん
じょうのう

紙幣及紙幣準備金
上納 2573

しへいきょく 紙幣局 2498
しへいけんさ 紙幣検査 1675
しへいこうかんひきかえつうようき
んし

紙幣交換引換通用
禁止 2493

しへいし 紙幣司 2498
しへいしょうき 紙幣焼棄 2496
しへいしょうけんこうかんにゅうひ 紙幣証券交換入費 208
しへいだい 賜餅代 2497
しへいはっこう 紙幣発行 2487紙幣を見よ
しへいはっこうおよびみほん 紙幣発行及見本 2488
しへいふんしつとうなん 紙幣紛失盗難 2495
しへいりょう 紙幣寮 2497
しへいりょう 賜餅料 2497
しべりや シベリヤ 2498
しべん 支弁 2498 支払　支出
じべん 自弁 2500 自費
しほ 試補 2477
じほ 侍補 2478
しほう 仕法 2479
しほう 司法 2479
しほう 私報 2479
しほう 私法 2479

しぼう 死亡 2470
戦死 死 死
没 死去 死
失

しぼうあと 死亡跡 2470
戦死 死 死
没 死去 死
失

しほうがえ 仕法替 2480 兵制
しほうがき 仕法書
しほうかんいんはしゅつ 司法官員派出 143
しほうかんり 司法官吏 2480
しほうきょう 司法卿 2481 卿　省卿
しほうけいさつ 司法警察 2480
しほうけいさつかん 司法警察官 2481

しぼうしゃ 死亡者 2470
戦死 死 死
没 死去 死
失

しほうしょう 司法省 2482 諸省　官省
しほうしょうかんいんとうきゅう 司法省官員等級 405
しほうしょうかんとう 司法省官等 1419
しほうしょうけいひ 司法省経費 1602
しほうしょうげっきゅう 司法省月給 1611
しほうしょうさいばんしょ 司法省裁判所 2486
しほうしょうじむしょうてい 司法省事務章程 2727
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しほうしょうしょくせい 司法省職制 2638
しほうしょうにっし 司法省日誌 2486
しほうしょうにっしへんしゅう 司法省日誌編輯 2486司法省日誌を見よ
しほうしょうりょひ 司法省旅費 593
しほうしょうりんじさいばんしょ 司法省臨時裁判所 2486
しほうしょくむていせい 司法職務定制 2482
じほうだいこ 時報太鼓 2479 鐘皷　時号砲
しぼうとどけ 死亡届 2473
しぼうにん 死亡人 2473
しほうのけん 司法ノ権 2480
しほうはい 四方拝 2479
しぼうひょう 死亡表 2473
しほうぶ 司法部 2481
しぼつ 死没 2478 戦 死 死 亡

死去
しぼりあぶら 絞油 2478
しぼりあぶらぜい 絞油税 2478
しほん 資本 2486 資金
しほんきん 資本金 2486 資金
しほんきんへんのう 資本金返納 2486資本金を見よ
しま 島 2790
しまい 姊妹 2790 姊　弟妹
しまかない 仕賄 2790 仕払　仕弁
しまじま 島々 2791 七島
しまだ 島田 2790
しまだぐみ 島田組 2790
しまつ 始末 2790
しまづ 島津 2790
しまづひさみつ 島津久光
しまねけん 島根県 2790
しまのくに 志摩国 2791
しまばらはん 島原藩 2790
じまま 自侭
しままつえき 島松駅 2791
しまりむき 締向 2790 取締
じみ 地味
しみずちょう 清水町
しみずもん 清水門 2919
じみょういん 持明院 542

しみん 士民 2919
士農工商 庶
民 士 庶 人
衆庶

じむ 事務 2712 事務章程
じむか 事務課 2722
じむかかり 事務掛 2722
じむしょ 事務所 2722

じむしょうてい 事務章程 2722
職員令 職制
職 務 職 掌
分掌　事務

じむそうさい 事務総裁 2722
じむそうしょく 事務総職 2722
じむとりあつかい 事務取扱 2712事務を見よ
じむはんげき 事務繁劇 2722 御用多
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しめい 氏名 2918 姓名　苗字名
じめい 寺名 2919 寺院号　寺号
じめん 地面 542 地所　土地
しもうさのくに 下総国 2932
しもしづはら 下志津原 2932
しもだてはん 下館藩 2931
しもつけのくに 下野国 2931
しもつま 下妻
しもつまはん 下妻藩 2931
しものさんよ 下ノ参与 2931 参与
しものせき 下ノ関 2931
しもふりだいじゅう 霜降大絨 2931
しもん 諮問 2932 諮 詢 下 問

詢問
しもんかい 諮問会 2932
しゃが 車駕 2771
しゃかく 社格 2771 官社　神社
しゃがちん 車駕賃 2771
しゃがりょう 車駕料 2771
しゃき 謝餽
しゃぎ 謝儀 2783
しゃぎほうしょうとりあつかい 謝儀褒賞取扱 2783謝儀を見よ
しゃきん 砂金 2783
しゃきん 砂金
じゃくかふ 若火夫 2780
しゃくこ 借庫 2780
しゃくざい 借財 2780 負債
しやくじょう 司薬場 2780
じゃくすいふ 若水夫 2781
じゃくすいへい 若水兵 2781
しゃくたく 借宅 2778 居宅
しゃくたくりょう 借宅料 2778 宅料　宿代
しゃくちりょう 借地料 2778 地代　拝借料
しゃくど 尺度 2778 度量衡
じゃくねん 若年 2779
しゃくようしょうしょ 借用証書 2778 連借証書
しゃくらん 借覧 2779
しゃくらんりょう 借覧料 2779
しゃくりょう 酌量 2778
じゃくれい 弱齢 2779
しゃけ 社家 2781 社人　神官
しゃけい 社景 2781
じゃこうのましこう 麝香間祗候 2781
じゃこうのまづめ 麝香間詰 2781
しゃざい 謝罪 2783
しゃし 社司 2784 社家　社人

しゃじ 社寺 2784
大 社 古 社
諸 社 神 社
寺 院 仏 閣
諸寺　諸山

しゃじ、じゅうしょく、そうりょ
しょぶん

社寺、住職、僧侶
処分 2663

しゃじがかり 社寺掛 2788
しゃじきょく 社寺局 2788
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しゃじけいだいばつぼくとりあつか
い 社寺境内伐木取扱 104伐木を見よ
しゃじさいばんしょ 社寺裁判所 2788
しゃじせい 写字生 2788
しゃじていげんろく 社寺逓減禄 2787
しゃじとりあつかい 社寺取扱 2784社寺を見よ
しゃじねがいうかがいとどけ 社寺願伺届 1199
じゃしゅうもん 邪宗門 2788
しゃじりょう 社寺領 2787 寺社領
しゃじろく 社寺禄 2787
しゃしん 写真 2788
しゃしんじょうれい 写真条例 2789
しゃぜい 車税 2789
しゃそう 社僧 2771
しゃだん 社壇 2771
しゃち 社地 2771 境内地
しゃちょう 舎長 2771
しゃちょう 社長 2771
しゃつ シャツ 2772 襦袢
しゃっく 借区 2779 坑法
しゃっくこうぎょうめいさいひょう
はらいさげ

借区坑業明細表払
下 2779借区を見よ

しゃっくぜい 借区税 2780 坑区税
しゃてき 射的 2782 的打
しゃてきじょうふだんけんじょ 射的場阜弾見所
しゃてきば 射的場 2783
しゃてつ 砂鉄 2782
しゃてつ 砂鉄

しゃてん 赦典 2783 大 赦 特 赦
特典

しゃでん 社伝 2783
しゃでん 社殿 2783 神殿
しゃとう 社頭 2771
しゃない 舎内 2772
しゃにゅう 社入 2770
しゃにゅうきん 社入金 2770
しゃにん 社人 2770 社家 旧社人

旧神官
しゃば 車馬 2770 諸車　車
しゃひ 社費 2789
しゃぼん 石鹸 2770
しゃみつきょく 舎密局
しゃむ 社務 2772
しゃむ 暹羅
しゃむしょ 社務所 2772
しゃめん 赦免 2784 赦 宥 宥 免

放免

しゃゆう 赦宥 2770 宥 免 放 免
赦令　赦免

しゃよう 社用 2771
しゃりょう 社領 2787 寺社領
しゃりょう 車輌 2771 諸車　車

しゃれい 赦令 2771 大 赦 特 赦
赦典
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しゃんはい 上海 2789
しゃんはいこう 上海行 2790 支那行
しゅい 趣意 2823 旨趣
じゅい 儒医 2823
しゅいん 朱印 2823 判物

しゅいんち 朱印地 2823 社寺領 寺社
領

しゆう 私有 2454
じゆう 事由 2874
じゆう 自由 2874
じゅうい 獣医 2729
じゅういっきゅうしゅっし 十一級出仕 2869出仕を見よ
じゅういっせつ 十一説 2799
じゅういっとうかん 十一等官 2798 官等
じゅういとりしまり 獣医取締 2729獣医を見よ
じゅういりょひ 獣医旅費 594
しゅうえき 収益 2744
じゅうえきしょひ 獣疫諸費 2744
しゅうかい 集会 2800
しゅうかいしき 終会式 2741 閉会式 閉場

式
しゅうかいじょうれい 集会条例 2800
しゅうかいとりしまり 集会取締 2800集会を見よ
しゅうかく 収獲 2741
しゅうがく 就学 2737 入学
しゅうがく 修学 2737 修行　修業
しゅうがくいんりきゅう 修学院離宮 2737 離宮
しゅうがくじょう 修学場 2737
しゅうかん 習慣 2801 旧慣
じゅうかん 縦観 2741
しゅうかんじょう 収監状 2737 令状
じゅうがんださつ 銃丸打殺 2741 死刑　銃手
しゅうき 宗規 2744 宗制　宗則

しゅうぎ 祝儀 2744 御 祝 祝 詞
歳末

じゅうき 什器 2802 什物
じゅうき 戎器 2745 兵器　武器
じゅうき 銃器 2745 銃砲
しゅうぎいん 集議院 2802
しゅうきく 醔麹 2745
しゅうきくえいぎょうぜい 醔麹営業税 2746
しゅうきくえいぎょうぜいそくとり
あつかい 醔麹営業税則取扱 2746 醔麹営業税則

を見よ
しゅうきけんえつ 秋季検閲 2746 検閲
しゅうきこうれいさい 秋季皇霊祭 2745 皇霊祭
しゅうぎしょ 集議所
しゅうぎたい 集義隊 2803
じゅうきょ 住居 508 居住　宿所
しゅうぎょう 就業 2742
しゅうぎょう 執業
しゅうきょく 宗局 2745
じゅうぐん 従軍 2741 従行　従兵
じゅうぐんきしょう 従軍記章 2742
じゅうぐんはい 従軍牌 2742

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 137



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
じゅうけいぶくしゃ 重軽服者 505

しゅうげき 襲撃 2801
征 討 征 伐
誅 伐 討 伐
追 討 打 払
親征　東征

しゅうけつ 終決 2742 判決　終審
しゅうけつ 終結 2742 判決　終審
じゅうけん 銃剣 2743
じゅうこう 従行 2737 従軍
じゅうこうかちょう 銃工下長 2743銃工長を見よ
しゅうごうしょ 集合所 2801
しゅうこうじょうき 修好条規 2743
しゅうこうじょうやく 修好条約 1997条約を見よ
じゅうこうちょう 銃工長 2743
じゅうごきゅうしゅっし 十五級出仕 2869出仕を見よ
しゅうごく 囚獄 2743 監獄　集治監
じゅうこく 重刻 506 翻刻　出版
しゅうごくか 囚獄課 2743
しゅうごくし 囚獄司 2743 寮司　諸司
しゅうごくしょ 囚獄署 2744 監獄署
じゅうごとうかん 十五等官 2801 官等
じゅうごにち 十五日 2801 朔望
じゅうごばんだいたい 十五番大隊 985大隊を見よ
じゅうざい 重罪 506 重犯
じゅうざいさいばんしょ 重罪裁判所 507
じゅうざいしゅう 重罪囚 507
じゅうざいはん 重罪犯 506 重犯
じゅうさんきゅうしゅっし 十三級出仕 2869出仕を見よ
じゅうさんとうかん 十三等官 2801 官等

しゅうし 収支 2747 収 入 支 出
出納　収出

しゅうし 修史 2747
しゅうし 祝詞 2746 祝儀　歳末
じゅうじ 住持 499 住職
じゅうじ 従事 2747
しゅうしかん 修史館 2749
しゅうじかん 集治監 2799 仮留監
じゅうしきゅうしゅっし 十四級出仕 2869出仕を見よ
しゅうしきょく 修史局 2750
しゅうしげんけいしょ 収支現計書 2749
じゅうしちせつ 十七説 2803
じゅうしちとうかん 十七等官 2803 官等
じゅうしちばんだいたい 十七番大隊 985大隊を見よ
じゅうしとうかん 十四等官 2803 官等
しゅうしひょう 収支票 2748
じゅうしゃ 従者 2749 家 来 家 僕

従僕
しゅうじゅ 収受
じゅうしゅ 銃手 2750 銃丸打殺
しゅうしゅう 蒐輯 2750 編纂
しゅうしゅう 蒐集 2750 編纂
しゅうしゅう 聚集
しゅうしゅつ 収出 2750 収支　出納
しゅうしょ 衆庶 2748 庶人　人民
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じゅうしょ 住所 508 居住　宿所
しゅうしょう 袖章 2748 袖印
しゅうしょく 収贖 2749
しゅうしょく 就職 2749
じゅうしょく 住職 510 住持
しゅうしょくきん 収贖金 2749
しゅうしん 終審 2750 終結
しゅうしん 終身 2750

しゅうじん 囚人 2751
囚徒 懲役人
徒刑囚 罪囚
在監人

じゅうじん 銃陣 2737
しゅうしんし 修信使 2753 公使　使節
しゅうしんちょうえき 終身懲役 2752 懲役終身
しゅうじんちょうばつ 囚人懲罰 459
しゅうじんはんざい 囚人犯罪 171
しゅうじんびょうしとりあつかい 囚人病死取扱 2751囚人を見よ
しゅうしんふち 終身扶持 2752
しゅうしんろく 終身禄 2752
しゅうせい 宗制 2753 宗規　宗則
しゅうせい 修正 2753
しゅうぜい 収税 2753 税金　収入
しゅうぜいいいん 収税委員 2754
しゅうぜいか 収税課 2754
しゅうせいかん 集成館 2803
しゅうぜいきん 収税金 2754
しゅうせいこうしゃ 修成講社 2754
しゅうぜいぞく 収税属 2754収税長を見よ
しゅうぜいちょう 収税帳 2754
しゅうぜいちょう 収税長 2754
しゅうぜいひょう 収税表 2754
しゅうせき 就籍 2754 定籍
しゅうせん 修撰 2754
しゅうせん 舟船 2754 船舶　船印

しゅうぜん 修繕 2755
営 繕 取 繕
修 復 修 築
修路

しゅうせんじょ 修船所 2758 造船場 造船
所　修船場

しゅうぜんにゅうひ 修繕入費 2757 営繕費 修復
費　修築費

しゅうせんねがい 修船願 2758 修復

しゅうせんば 修船場 2758 造船場 造船
所　修船所

しゅうぜんひ 修繕費 2757 営繕費 修復
費　修築費

じゅうそう 住僧 505 住職
しゅうそく 宗則 2739 宗規　宗制
しゅうぞく 襲族 2800
じゅうたい 銃隊 2737
じゅうだい 重大 503
しゅうだんかい 集談会 2800
しゅうち 周知 2736 布告
しゅうち 修治 2736
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しゆうち 私有地 2454 民有地 地所

所有地
しゅうちかん 集治監

しゅうちく 修築 2736 修 路 修 繕
営繕　取繕

じゅうちく 獣畜 2737 獣類

しゅうちくひ 修築費 2736 修 路 修 繕
営繕　取繕

じゅうちゅうたい 銃中隊 2736 銃隊

しゅうと 囚徒 2735 囚人 懲役人
徒刑人　罪囚

しゅうと 舅 2735
しゅうとひ 囚徒費 2736
じゅうにきゅうしゅっし 十二級出仕 2869出仕を見よ
じゅうにとうかん 十二等官 2799 官等

しゅうにゅう 収入 2731
収 納 徴 収
雑収入 税外
収入

しゅうにゅうきん 収入金 2734 上納金

しゅうのう 収納 2739 年 貢 収 入
領収

しゅうのうきん 収納金 2741
しゅうのうまい 収納米 2741
しゅうは 宗派 2729
しゅうばく 就縛 2731 捕縛　召捕
しゅうはん 囚犯 2731
しゅうばん 週番 2731
じゅうはん 重犯 498 重罪犯
じゅうびょう 重病 512 病気
じゅうぶいちだいず 十分一大豆 2801
じゅうぶく 重服 505

じゅうへい 従兵 2735
兵 隊 兵 士
兵 員 人 数
人 員 官 軍
諸軍

しゅうほ 修補 2735 修復　修理
しゅうほう 襲封 2799 領地

じゅうほう 縦放 2735 決 放 解 放
放免

じゅうほう 銃包 2729
じゅうほう 銃砲 2729 銃器
じゅうほうとりあつかい 銃砲取扱 2729銃砲を見よ
じゅうほうとりしまり 銃砲取締 2729銃砲を見よ
じゅうほうばいばい 銃砲売買 2729銃砲を見よ
じゅうぼく 従僕 2735 従者
じゅうほへい 重歩兵 498
しゅうめい 宗名 2746
じゅうもつ 什物 2803 什器
じゅうもつちょう 什物帳 2803
じゅうもつとりしまり 什物取締 2803什物を見よ
しゅうもん 宗門 2753 戸籍
しゅうもんにんべつちょう 宗門人別帳 2753
しゅうゆう 周遊 2746
じゅうよう 充用 2737 流用　差継
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じゅうらん 縦覧 2741 拝見　拝観

じゅうりょう 銃猟 2738 職 猟 遊 猟
鳥獣猟

じゅうりょうぜい 銃猟税 2739
じゅうりょうめんじょうとりあつか
い 銃猟免状取扱 2738銃猟を見よ
じゅうるい 獣類 2737 獣畜
しゅうれん 収斂 2739 ※斂は僉＋欠

しゅうろ 修路 2729 修 築 修 復
修繕

しゅうろく 収禄 2729 禄
じゅうろくとうかん 十六等官 2799 官等

しゅえい 守衛 2887 警 衛 警 固
警戒

しゅえいたい 守衛隊 2888
しゅえいへい 守衛兵 2888 警戒兵
しゅかん 主管 2877 主務　掌管
しゅき 主記 2889 自書
しゅき 手記 2889
じゅぎょ 入御 2889
しゅぎょう 修業 2884 修学
しゅぎょう 修行 2884 修学
じゅぎょう 授業 2884
しゅくう 宿鵜

しゅくえき 宿駅 2879 駅 法 宿 村
駅々

しゅくえきつぎ 宿駅継 2879
しゅくえきにゅうひ 宿駅入費 208
しゅくえきにんばならびにじんりき
しゃとうとりしまり

宿駅人馬並人力車
等取締 213人馬を見よ

しゅくえきやくしょ 宿駅役所 2880
しゅくが 宿駕 2877
しゅくかごりょう 宿駕籠料 2877
じゅくぎ 熟議 2880 協議　熟談
じゅくじ 熟字 2880
しゅくじつ 祝日 2881 祭日

しゅくしゅ 祝酒 2881 酒 饌 酒 肴
御酒

しゅくじゅきん 祝寿金 2882 養老金
しゅくじゅく 宿々 2882
しゅくしゅだいりょう 祝酒代料 2882
しゅくしゅりょう 祝酒料 2882 酒饌料 酒肴

料

しゅくしょ 宿所 2880
住 所 住 居
居 所 居 住
止宿所

しゅくじょせいきん 宿助成金 2880
しゅくじんしょ 宿陣所
じゅくせい 塾生 2882
しゅくそうぞくかさくりょう 宿相続家作料 2878 宿助成金
しゅくそん 宿村 2878 宿駅
しゅくそんおくり 宿村送 2879
しゅくそんつぎ 宿村継 2879
しゅくだい 宿代 2877 借宅料　宅料
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じゅくだん 熟談 2878 相 談 協 議

熟議

しゅくちょく 宿直 2876 当 直 当 番
週番　宿直料

しゅくちょくりょう 宿直料 2877
しゅくつぎ 宿継 2879
しゅくはく 宿泊 2876 休 泊 外 宿

止宿
しゅくばじょせいきん 宿場助成金 2880
しゅくはつ 祝発 2874 祝砲　礼砲
しゅくへい 宿弊 2876 弊害　弊習

しゅくほう 祝砲 2874 礼 砲 祝 発
応砲

しゅくほうしき 祝砲式 2874 礼 砲 祝 発
応砲

しゅくやくにん 宿役人 2879
しゅくりょう 宿料 2878 旅籠賃 旅籠

料　木銭米代
しゅけい 主計 2882
しゅけい 修禊 2882 御禊
じゅげい 樹芸 2883
しゅけいか 主計科 2883
しゅけいか 主計課 2883
しゅけいがくしゃ 主計学舎 2883
しゅけいかん 主計官 2883 会計官
しゅけいかん 主計監 2882主計を見よ
しゅげいしゃ 殊芸者 2884
しゅけいしょうかん 主計少監 2882主計を見よ
しゅけいそうかん 主計総監 2883
しゅけいだいかん 主計大監 2882主計を見よ
しゅけいちゅうかん 主計中監 2882主計を見よ
しゅけいちょう 主計長 2883
しゅけいぶ 主計部 2883
しゅけいふく 主計副 2882主計を見よ
しゅけいほ 主計補 2882主計を見よ
しゅけいほんぶ 主計本部 2883
しゅげんしゅう 修験宗 2884 旧修験
しゅげんどう 修験道 2884 旧修験
じゅけんにんこころえ 受験人心得 2884
しゅこ 守戸 2886
しゅこう 酒肴 2830 御酒　酒饌
じゅごう 准后 2887 大宮
しゅこうりょう 酒肴料 2831 酒饌料

しゅこくいんじょち 朱黒印除地 2823 社寺領 寺社
領

しゅこくいんち 朱黒印地 2823 社寺領 寺社
領

しゅこくいんちばいばい 朱黒印地売買 2823朱印地を見よ
しゅごしょく 守護職 2887
しゅごふにゅう 守護不入 2887
しゅざ 朱座 2889
じゅざい 受財 2889
じゅさん 授産 2889
じゅさんきょく 授産局 2889
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じゅさんしょ 授産所 2889
じゅさんじょう 授産場 2889
じゅさんみ 従三位 2889
しゅし 主旨 2889
しゅじ 主事 2889
じゅしちい 従七位 2890
じゅじゅ 授受 2890
しゅしゅかん 主守官 2893
しゅしゅつ 輸出 2890 津 出 貿 易

輸出入税

しゅしゅつにゅう 輸出入 2892 輸 出 輸 入
貿易

しゅしゅつにゅうぜい 輸出入税 2893 出港税　輸出
しゅしゅつにゅうとりあつかい 輸出入取扱 2892輸出入を見よ
しゅしゅつにゅうひんけんさ 輸出入品検査 1675
しゅしょ 朱書 2890 指令
しゅしょう 主掌 2890
じゅしょう 受傷 2890 負傷
しゅしん 守辰 2893
しゅじん 主人 2893
じゅすい 入水 2900 溺死
しゅぜい 取税 2894 税法
しゅぜいかん 主税官 2894
しゅぜいかんちょう 主税官長 2894主税官を見よ
しゅぜいかんていやく 主税鑑定役 2894
しゅぜいかんていやくみならい 主税鑑定役見習 2894主税鑑定役を見よ
しゅぜいかんり 主税監吏 2894主税官を見よ
しゅぜいかんりほ 主税監吏補 2894
しゅぜいきょく 主税局 2894
しゅぜいぞく 主税属 2894主税官を見よ
しゅぜいひょう 主税表 2754
じゅせき 樹石 2894
しゅせつ 取設
しゅせん 守線 2895

しゅせん 酒饌 2895
酺 宴 酒 肴
祝酒 酒饌料
賜酒

しゅせんきょく 主船局 2899
しゅせんだいりょう 酒饌代料 2896 酒肴料
しゅせんにん 守線人 2895
しゅせんりょう 主船寮 2898
しゅせんりょう 酒饌料 2896 酒肴料
しゅそう 輸送 2833 運送　逓送

しゅぞう 酒造 2833 清 酒 濁 酒
酒類税

しゅぞうけんさ 酒造検査 1675
しゅぞうぜい 酒造税 2835 酒 類 酒 造

酒類税
しゅぞうぜいそくとりあつかい 酒造税則取扱 2835酒造税を見よ
しゅぞうそのほかとりしまり 酒造其外取締 2833酒造を見よ
しゅそつ 守卒 2833
じゅちく 樹竹 2827 樹木
しゅちゅう 主厨 2827
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しゅちょう 守丁 2827
しゅちょう 守長 2826
しゅつえい 出営 2864
しゅつえんだか 出塩高 2864
しゅっか 出火 2860 失火　近火
じゅつかひょう 術科表 2861
しゅつがん 出願 2861 願出

じゅっきゅう 恤救 2864 救 助 救 恤
賑救　賑恤

じゅっきゅう 恤窮 2864 救 助 救 恤
賑救　賑恤

じゅっきゅうまい 恤救米 2865 救助米
しゅつぎょ 出御 2864 臨御
しゅっきょう 出京 2865 上京　出府

しゅっきん 出勤 2866
参 集 参 勤
出 仕 出 頭
出 務 参 仕
参入

しゅっきん 出金 2867 寄附　献納
しゅつぎん 出銀 2867
じゅっきん 恤金 2868 賑恤金

しゅっきんぼ 出勤簿 2867 勤怠簿 勤怠
改　勤仕録

じゅっきんれい 恤金令 2868 賑恤金
しゅつぐん 出軍 2863 出兵　従軍

しゅっけつ 出闕 2863
出勤簿 勤怠
簿 勤 仕 録
出闕

しゅっこう 出港 2863
しゅっこう 出航 2863 出帆
しゅっこうぜい 出港税 2863
しゅつごく 出獄 2864 出牢
しゅつざ 出座 2864 出頭
しゅっさん 出産 2864 分娩　出生

しゅっし 出仕 2868
出 頭 出 務
出 勤 参 勤
参集

しゅっしょう 出省 2859 出 頭 出 仕
出勤

しゅっしょう 出生 2870 出産　分娩
しゅつじん 出陣 2857 出兵　出軍

しゅっせい 出征 2872 出 兵 出 軍
出張

しゅっせき 出席 2873 出 勤 出 頭
臨席　出座

しゅっせん 出船 2873
しゅっそ 出訴 2858 訴訟　訴出
しゅっそきげん 出訴期限 2859
しゅっそとりあつかい 出訴取扱 2858出訴を見よ
しゅったつ 出立 2857 出発　発足

しゅっちゃく 出着 2857 発 著 出 発
到著

しゅっちょう 出張 2844
出 兵 派 遣
派 出 出 役
出征
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しゅっちょうさいばんしょ 出張裁判所 2853
しゅっちょうしょ 出張所 2853
しゅってい 出廷 2864 出頭　呼出

しゅっとう 出頭 2840 出 仕 出 務
出勤

しゅつにゅう 出入 2839 出港
しゅつにゅうにんざいれい 出入人罪例 2840
しゅっぱつ 出発 2835 発 足 出 立

発著　出着
しゅっぱん 出帆 2835 出港　出航

しゅっぱん 出版 2836
開 版 刊 行
飜 刻 重 刻
上 梓 上 木
上版　新著

しゅっぱんけんさ 出版検査 1675
しゅっぱんしゃ 出版者 2836
しゅっぱんじょうれい 出版条例 2838
しゅっぱんにん 出版人 2836
しゅっぴん 出品 2870 物品
しゅっぷ 出府 2863 上京　出京

しゅっぺい 出兵 2840 出 張 出 陣
出軍　出征

しゅつむ 出務 2859 出 頭 出 仕
出勤

しゅつやく 出役 2863 出張
しゅつれん 出輦 2857 発輦
しゅつろう 出牢 2835 出獄
しゅてん 主典 2888
しゅとう 種痘 2826 牛痘
しゅとういきそく 種痘医規則 2826
しゅとうきそく 種痘規則 2826 牛痘
しゅとうきょく 種痘局 2826
しゅとうしょ 種痘所 2826
しゅとうふ 守灯夫 2826
しゅにゅう 輸入 2824 貿易　輸出入
しゅにん 主任 2824 主務
じゅのう 受納 2873
じゅのうしょうしょ 受納証書 2873 請取証書 領

収証書
じゅばん 襦袢 2824 シャツ
じゅひ 受否 2893 受理　不受理
しゅびき 朱引
しゅびきないがい 朱引内外 2893
しゅぶ 守部 2884
しゅふく 修復 2884 営 繕 取 繕

修繕　修船

しゅふく 修覆 2884 営 繕 取 繕
修繕　修船

しゅふくかん 修復艦 2885
しゅふくせん 修復船 2886
しゅふくひ 修覆費 2886 修繕費
しゅふくりょう 修覆料 2886 修理料
しゅふくりょう 修復料 2886 修理料
じゅふじゅ 受不受 2886
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しゅへい 守兵 2825 番兵
じゅへい 戍兵 2825 留戍
しゅぼ 主簿 2825
しゅほう 首報 2825 訴出　訴人
しゅぼう 首謀 2825 巨魁　賊魁
しゅむ 主務 2874 主任　主管

じゅもく 樹木 2894
樹 林 樹 竹
樹 石 木 竹
竹木

じゅもくはらいさげ 樹木払下 2894
しゅもん 守門 2894
しゅもん 朱紋 2894
じゅよ 授与 2831
じゅよ 入輿
じゅよう 需用 2831 入用
じゅよう 需要
じゅようひょう 需用表 2832
じゅよしき 授与式 2832
じゅらく 入洛 2873 入京　上京
しゅり 主理 2827
しゅり 修理 2827 修補
じゅり 受理 2827 取揚　受否
しゅりしき 修理職
しゅりひ 修理費 2828
しゅりょう 酒料 2831 酒饌料
じゅりょう 受領 2828
じゅりょうしょう 受領証 2828
じゅりょうち 受領地 2828
しゅりりょう 修理料 2828 修復料
じゅりん 樹林 2828
しゅるい 種類 2828
しゅるい 酒類 2829 酒造
しゅるいぜい 酒類税 2829 酒造税
しゅるいぜいそくとりあつかい 酒類税則取扱 2829酒類税を見よ
じゅろう 入牢 2823 入獄
じゅろくい 従六位 2823 六位
しゅろづな 棕梠綱

じゅんかい 順廻 2903 廻達
※廻は辶＋囘

じゅんかい 巡廻 2904
巡 視 出 張
巡村
※廻は辶＋囘

じゅんかいさいばん 巡廻裁判 2906 ※廻は辶＋囘
じゅんかいはんじ 巡廻判事 2906 ※廻は辶＋囘
じゅんかん 准官 2906 准席
じゅんかんさんぼう 准官参謀 2907
じゅんかんさんぼうか 准官参謀科 2907
じゅんかんとう 准官等 2907
じゅんかんり 准官吏 2907 准奏任 准判

任
じゅんき 準器 2915
しゅんきこうれいさい 春季皇霊祭 2915 皇霊祭
じゅんぎゃく 順逆 2915 方向　進止
じゅんきょ 准許
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じゅんけい 閏刑 2907
じゅんけいじょう 閏刑条 2907
じゅんけいりつ 閏刑律 2907
じゅんげつ 閏月 2907
じゅんけん 巡検 2907 巡察
しゅんこう 竣工
しゅんこう 竣功
じゅんこう 巡幸 2901 行幸
じゅんこう 巡航 2908 廻航
じゅんこう 遵行 2901
じゅんこう 巡行
じゅんこく 准刻 2908 出版

じゅんこく 殉国 2908 殉 難 戦 死
戦没

じゅんこくきょく 准刻局 2908
じゅんさ 巡査 2908 邏 卒 番 人

捕亡吏
じゅんさかんしゅきゅうじょれい 巡査看守給助例 2914
じゅんさけんさ 巡査検査 1675
じゅんさそうちょう 巡査総長 2914
じゅんさちょう 巡査長 2914巡査総長を見よ
じゅんさちょうばつ 巡査懲罰 459
じゅんさちょうばつきん 巡査懲罰金 2914
じゅんさちょうばつれい 巡査懲罰例 2913
じゅんさつ 巡察 2914 巡 邏 視 察

巡廻　巡検
じゅんさつし 巡察使 2915
じゅんさつぞく 巡察属 2915
じゅんさつだんじょう 巡察弾正 2915
じゅんさふくそうちょう 巡査副総長 2914巡査総長を見よ

じゅんさふくちょう 巡査副長 2914巡査総長を見よ

じゅんさぶちょう 巡査部長 2914巡査総長を見よ
じゅんさほんぶ 巡査本部 2913
じゅんし 巡視 2915 巡察　巡廻
じゅんじ 順次 2916 列順　列次
じゅんしかん 准士官 2916
じゅんしゅ 遵守 2918
じゅんじょ 順序 2916
じゅんしょうい 准少尉 2918
じゅんしょうこう 准将校 2916 同等官 相当

官
じゅんせき 准席 2918 准官
じゅんせき 順席 2918 席順
じゅんせんしゅう 准撰修 2918
じゅんそうにん 准奏任 2904 奏任
じゅんそつ 准卒 2903
じゅんそん 巡村 2904 巡廻　出張
じゅんたつ 順達 2903 廻達
じゅんちょくさいしゃ 准勅祭社 2900 勅祭神社
じゅんとくいんてんのう 順徳院天皇 2900
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じゅんとくぎょうせい 准得業生 2900
じゅんなん 殉難 2904 戦 死 戦 没

殉国
じゅんにんてんのう 淳仁天皇 2900
じゅんはん 准判 2900 公事出入 裁

判
じゅんはんにん 准判任 2900 判任
じゅんびきん 準備金 2918
しゅんぷうまる 春風丸 2908
じゅんぽう 遵奉 2918
じゅんもん 詢問 2918 諮問
じゅんもんせき 准門跡 2918
じゅんようし 順養子 2903
じゅんようてっかん 巡洋鉄艦 2903
じゅんら 巡邏 2904 巡察
じゅんらへい 巡邏兵 2904
じゅんらん 巡覧 2904 遊覧
じゅんり 巡吏 2900
じゅんりくぐんさいかん 准陸軍佐尉官 2901
じゅんりくぐんたいさ 准陸軍大佐 2901
じゅんりくぐんぶかん 准陸軍武官 2901
じゅんりゅうげんないろうしつしゅ
うしょくれいず

準流限内老疾収贖
例図 2901

じゅんりゅうにん 准流人 2900
じゅんりゅうほう 准流法 2901
じゅんろ 順路 2900 道筋
しよ 賜与 2514 賞与　賞賜
しょい 所為 2514 所業
じょい 叙位 2514 叙任　任叙
しょう 少副 3167
しょう 妾 3167
しよう 使用 2539
しよう 私用 2540
しよう 資用 2540 費用　軍資
じょう 允 2772
じよう 寺用 2540
じよう 自用 2540

しょうい 傷痍 2540
創 傷 瘡 痍
傷 処 負 傷
死傷

しょうい 少尉 3134 士 官 尉 官
将校

しょうい 照依
じょうい 浄衣 2772
しょういかん 少医監 20医監を見よ
しょういしほ 少尉試補 3136 少尉補
しょういほ 少尉補 3135 少尉試補
しょういん 省員 2772
しょういん 証印 2541
じょういん 乗員 2542 乗 組 乗 艦

定員
しょういんぜい 証印税 2543
しょういんねがい 証印願 2541
しょうえいぜん 小営繕 1942営繕を見よ
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じょうえいのう 定永納 519
しょうえき 償役 2593
しょうか 商家 2557 商人
しょうか 正貨 2773 銀貨　洋銀
しょうかい 商会 2577
しょうかい 照会 3147 掛 合 問 合

照知
しょうがい 傷害 2557 狼籍　殺害
しょうがい 障碍
しょうがい 障害
しょうがい 障礙
しょうがいし 少外史 1339外史を見よ
しょうかいじょ 商会所 2577
しょうかいにん 紹介人 3141
しょうがく 小学 3141 学校　小学校
じょうかく 城廓 2774
じょうかく 城郭 2774
しょうがくいたくきん 小学委托金 3142 小学補助金
しょうがくきょういん 小学教員 3144 小学訓導
しょうがくきょうかしょ 小学教科書 3145
しょうがくきょうかしょはらいさげ 小学教科書払下 3145小学教科書を見よ
しょうがくきょうそく 小学教則 3144
じょうがくきん 常額金 2560 定額金
じょうがくきんわたしかた 常額金渡方 2560常額金を見よ
しょうがくくんどう 小学訓導 3144 小学教員
しょうがくしはんがっこう 小学師範学校 3146 師範学校
しょうがくとくぎょう 小学督業 3143
しょうがくどくほん 小学読本 3143
しょうがくふじょきん 小学扶助金 3142 小学補助金
しょうがくほじょきん 小学補助金 3142 小学委托金
しょうがくようしょ 小学用書 3145
しょうかしつ 小過失 1375過失を見よ
しょうがつがんじつ 正月元日 2773 一月一日 元

旦
しょうがっく 小学区 3144 学区

しょうがっこう 小学校 3143 学 校 学 制
小学　教育令

しょうがっこうきょういん 小学校教員 3144 小学訓導
しょうがっこうきょうかようずしょ 小学校教科用図書 3144 小学教科書
しょうがっこうきょうそく 小学校教則 3144
しょうがっこうとりしらべごようが
かり 小学校取調御用掛 3144
しょうがっこうほじょきん 小学校補助金 3142 小学委托金

しょうがつしき 正月式 2773 新年式 新歳
式

しょうかへい 正貨幣 2773 銀貨　洋銀
しょうかもく 小科目 1376科目を見よ
しょうかん 償還 2577 償却
しょうかん 召喚 3148 呼出

しょうかん 将官 2578 大 将 中 将
少将　将校

しょうかん 小艦 3146 艦船
しょうかん 少監 3146
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じょうかん 乗艦 2560
乗 組 乗 込
乗 員 乗 退
転乗

じょうかん 丞官
じょうがん 情願
じょうかんかいぐんせいととりしま
り 乗艦海軍生徒取締 3079生徒を見よ
しょうかんきん 償還金 2578
しょうかんじょう 召喚状 3148 令 状 差 紙

呼出状

しょうかんたいしき 小艦隊指揮 905艦隊指揮を見よ
しょうかんたいしょくれい 将官退職令 2578
しょうかんたいしれいかん 小艦隊司令官 905艦隊司令官を見よ
しょうかんべ 少神部 893神部を見よ
しょうき 少記 3158
しょうき 掌記 2596
しょうき 省旗 2776 海軍旗
しょうき 正忌 2775 服忌　忌服

しょうぎ 娼妓 2596 遊 女 売 女
飯盛

じょうき 条規 2003 条約　条則

じょうき 蒸気 2599 汽 船 艦 船
商船　船舶

じょうきうんそうせん 蒸気運送船 2597 蒸気船 汽船
運送船

しょうぎかん 少技監 2221技監を見よ
しょうぎかん 少議官 2272議官を見よ
しょうきかんし 少機関士 2274機関士を見よ
しょうきぎょぶつ 焼毀御物 3158
じょうききりぶえ 蒸気霧笛 2599
しょうぎし 少技師 2324技師を見よ
しょうぎしゅ 少技手 2330技手を見よ
しょうぎせい 少技生 2335技生を見よ
しょうぎせい 少議生 2335議生を見よ
しょうきせん 小汽船 2336汽船を見よ
じょうきせん 蒸気船 2599 汽 船 艦 船

商船　船舶
しょうぎちょう 少技長 2214技長を見よ
しょうきゃく 償却 2598 消却
しょうきゃく 消却 3158 償却
しょうきゃく 焼却 3158
しょうきゃく 銷却 3158 償却

しょうきゅう 昇級 2599 進 級 昇 給
昇進

しょうきゅう 昇給 2599 昇 進 進 級
昇級

じょうきゅう 上級 2599
じょうぎょ 乗御
しょうぎょう 商業 2579 商売　商賈

じょうきょう 上京 2597 入 京 入 洛
出京　出府

じょうきょう 情況 2776 景況
しょうきょういん 小教院 1626教院を見よ
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しょうぎょうがっこう 商業学校 2580
しょうきょうじゅ 少教授 1648教授を見よ
しょうきょうせい 少教正 1649教正を見よ
じょうきょく 上局 2597
じょうきょくかいぎ 上局会議 2597
しょうぎょしゃ 少馭者 2232馭者を見よ
しょうきん 賞金 2601 褒 賞 賞 与

賞賜
しょうきん 正金 2776 金貨　正貨
しょうきんだかんしょうけん 正金兌換証券 2580証券を見よ
じょうきんのう 定金納 519
しょうく 小区 3147
しょうぐうじ 少宮司 1477宮司を見よ
しょうくちょう 小区長 1299区長を見よ
しょうぐんい 少軍医 1487軍医を見よ
しょうくんきょく 賞勲局 2578
しょうくんじむきょく 賞勲事務局 2578
しょうぐんしょく 将軍職 2578
しょうくんねんきん 賞勲年金 1211年金を見よ
しょうぐんのみや 将軍宮 2578 軍事総裁
しょうけ 小家 3148
しょうけいし 少警視 1584警視を見よ
じょうけいちょう 上計帳 2579
じょうげいっち 上下一致 2579 皇国一致
しょうけいぶ 少警部 1566警部を見よ
じょうげしかん 上下士官 2758士官を見よ
しょうげぼく 障碍木 2579 竹木
じょうげわしん 上下和親 2579
しょうけん 証券 2580 銀行券 洋銀

券
じょうけん 条件 2001
じょうげん 上元 2583 五節　七節
しょうけんいんし 証券印紙 2583 証券界紙

しょうけんいんしがかり 証券印紙掛 2585証券印紙を見よ 官員

しょうけんいんしぜい 証券印紙税 2585
しょうけんいんしはっこう 証券印紙発行 2583証券印紙を見よ
しょうけんいんぜい 証券印税 2585
しょうけんかいし 証券界紙 2587 証券印紙 証

券印税
しょうけんじ 少検事 1682検事を見よ
しょうけんはっこう 証券発行 2580証券を見よ
しょうけんへんのう 証券返納 2580証券を見よ
しょうこ 商賈 2589 商 売 商 人

商業
しょうこ 称呼 2587 称号

しょうこ 証拠 2589 証憑 証拠物
憑拠

しょうこ 鐘皷 2589 太皷　梵鐘
しょうこ 小戸
しょうご 正午 2775 時号砲　天文
しょうごいんのみや 聖護院宮 2775
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しょうこう 将校 2557 将 官 佐 官

尉官　准将校

しょうこう 昇降 2590
退 出 退 散
出 頭 出 仕
参仕

しょうこう 消耗 3148
しょうこう 秤衡
しょうごう 称号 2589
じょうこう 城江
しょうこういんのみや 照高院宮 3148
しょうこうぎ 少講義 1866講義を見よ
しょうこうぎせい 少講義生 1870講義生を見よ
しょうこうぐち 昇降口 2591
しょうこうさくてい 傷項策定 2591
しょうこうしゅ 少工手 1835工長を見よ
しょうこうじょ 昇降所 2591
しょうこうちょう 少工長 1835工長を見よ
しょうこうちょうすけ 少工長介 1835工長を見よ
しょうこうとりあつかい 将校取扱 2557将校を見よ
しょうこうひん 消耗品 3148
しょうこうひんりょう 消耗品料 3148
しょうこうひんわたしかた 消耗品渡方 3148消耗品を見よ
しょうこきん 証拠金 2593
しょうごく 生国 2775
じょうこく 上告 2591 上訴
しょうこくじは 相国寺派 2593
じょうこくしゃ 上告者 2593
じょうこくじょう 上告状 2593
しょうごくしんりひょう 訟獄審理表 2775
じょうこくだい 定石代 518
じょうこくとりあつかい 上告取扱 2591上告を見よ
しょうこぶつ 証拠物 2593
しょうごん 正権
しょうこんさい 招魂祭 3148 招魂社
しょうこんしき 招魂式 3157
しょうこんしゃ 招魂社 3150 招魂場 招魂

祭
しょうこんしゃとりしまり 招魂社取締 3150招魂社を見よ
しょうこんしゃひ 招魂社費 3157
しょうこんじょう 招魂場 3150 招魂社
しょうごんてんじ 正権典事

しょうさ 少佐 3157 佐官 上長官
将校

じょうさい 上裁 2596 上 請 裁 可
天裁

じょうざい 杖罪 481 笞 刑 笞 罪
笞杖

しょうさかん 少属 3157
しょうさかん 少令史 2141令史を見よ
しょうさかん 少録 3157
しょうさんじ 少参事 2192参事を見よ
しょうし 傷死 2602 戦 没 傷 痍

討死　死傷
しょうし 匠司 2602
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しょうし 将士 2602 兵士
しょうし 少史 3159
しょうし 少師 3159
しょうし 賞詞 2602 褒詞

しょうし 賞賜 2602 賞 金 賞 品
賞与

しょうし 鈔史 3159
しょうじ 尚侍 2602
しょうじ 掌侍 2602
しょうじ 小路

じょうし 上梓 2604 上 木 出 版
上版

じょうし 上司 2604
じょうし 上士 2603 士
じょうし 上巳 2602
じょうし 城市 2777
しょうじい 少侍医 1454侍医を見よ
しょうしがく 少視学 2514視学を見よ
じょうしかん 上士官 2553 士官
じょうしきひ 定式費 521 定額常費
しょうしちい 正七位 2777
しょうしつ 焼失 3161 兵 燹 兵 火

炎上
じょうじつ 定日 519
しょうじつはにじゅうよじをもって
するのじょう

称日者以二十四時
条 2611

じょうじはん 常事犯 2604
しょうしへんさん 鈔史編纂 3159鈔史を見よ
しょうしほ 匠司補 2602匠司を見よ
しょうしゃ 商社 2611 商会

じょうしゃ 乗車 2611 乗 馬 乗 輿
下馬下乗

じょうしゃく 定尺 521
しょうしゃじせい 少写字生 2788写字生を見よ
しょうしゅ 嘯聚
じょうしゅ 城主 2777
しょうしゅう 召集 3163 召募
しょうしゅう 礁洲 3162

しょうじゅう 小銃 3162
砲 発 発 銃
発 砲 銃 砲
鳥打

しょうしゅうへい 召集兵 3163 召募
しょうしゅき 少主記 2889主記を見よ
しょうしゅけい 少主計 2882主計を見よ
じょうしゅこ 醸酒戸
しょうしゅつ 抄出 3166
しょうしゅてん 少主典 2888主典を見よ
しょうしゅぼ 少主簿 2825主簿を見よ
しょうしゅり 少主理 2827主理を見よ
しょうじゅんさつ 少巡察 2914巡察を見よ
しょうしょ 傷処 2611 傷 痍 瘡 痍

創傷

しょうしょ 証書 2604 証文 公債証
書
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しょうしょ 詔書 3159 詔 勅語 勅

旨　勅書
しようしょ 仕様書 2560 仕様帳
しようしょ 私用書 2611
じょうしょ 上書 2611
じょうしょ 浄書 2777
しょうしょう 少将 3160 将官　将校
しょうしょう 省掌 2777
しょうじょう 少丞 3160
しょうじょう 少佑 3163
しょうじょう 少祐 3163
しょうじょう 証状 2611
しようじょう 私用状 2611
じょうしょう 丞相 2611
しょうしょうき 少掌記 2596掌記を見よ
しょうしょうし 少匠司 2602匠司を見よ
しょうじょうじは 誠照寺派 2778
しょうしょうてん 少掌典 2593掌典を見よ
しょうじょうろう 小上臈 2544上臈を見よ
しょうしょき 少書記 2671書記を見よ
しょうしょきかん 少書記官 2674書記官を見よ
しょうしょきせい 少書記生 2676書記生を見よ
しょうじょきょう 少助教 2646助教を見よ
じょうしょとりあつかい 上書取扱 2611上書を見よ
しょうしれい 少司令 2690司令を見よ
しょうしん 少進 3166
しょうしん 昇進 2612 昇 給 進 級

昇級
しょうしん 正辰 2777 正忌
じょうしん 上申 2612 上請　具申
じょうじん 常人 2613
しょうしんさい 正辰祭 2777 正忌
じょうしんしょ 上申書 2612 上請　具申
じょうじんとうじょうれい 常人盗条例 2613
しょうず 小豆 3147
じょうすい 上水 2620
じょうせい 上請 2618 上申　上裁
じょうぜい 常税 522
しょうせき 硝石 3166
じょうせき 上席 2618 席 次 座 順

班次
しょうせきしょう 硝石床
しょうせきせいぞうねがいとりあつ
かい 硝石製造願取扱 3166硝石を見よ
しょうせつもく 小節目 3133節目を見よ
しょうせん 商船 2619
じょうせん 乗船 2620 船 税 商 船

船舶
しょうせんがっこう 商船学校 2620
しょうせんきょうし 少宣教使 3180宣教使を見よ
しょうせんぐう 正遷宮 2778
じょうせんしょうしょ 乗船証書 2620
しょうせんないはんざい 商船内犯罪 171
しょうそ 少疏 3146
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じょうそ 上訴 2566 上告
じょうぞう 醸造 516
しょうそういん 正倉院 2772
じょうぞうぜい 醸造税 516 酒造 酒類税

醤油
じょうそく 条則 1997 条規
しょうたい 小隊 3146
しょうたい 尚泰 2565 琉球藩
しょうたいか 小隊科 3146
しょうたいしれい 小隊司令 3146
しょうだいず 正大豆 991大豆を見よ
しょうたいちょう 小隊長 3146
しょうたいづき 小隊附 3146
しょうだくしょ 承諾書 2565
しょうたつ 昇達 2565
しょうたんしゅうちょう 少端舟長 1056端舟長を見よ
じょうだんのま 上段ノ間 2565
しょうち 照知 3141 照会
じょうち 上知 2555 上地
じょうち 上地 2553 上知　上邸
じょうち 場地
じょうちいいん 常置委員 2555
じょうちじしょ 上知地所 549
しょうちつ 賞秩 2556 賞禄　賞典禄
じょうちとりあつかいにゅうひ 上知取扱入費 208
しょうちゅう 少忠 3141
しょうちゅう 焼酎 3141
しようちょう 仕様帳 2555 仕様書

じょうちょうかん 上長官 2556 大 佐 中 佐
少佐　将校

しょうちょうしょ 証徴書 2556
じょうちりん 上知林 2555 官林
じょうづかい 定使 518
しょうてい 章程 2722事務章程を見よ

しょうてい 訟廷 2775 白洲 裁判所
公廷

じょうてい 上邸 2593 藩邸　上地
しょうてん 商店 2593 商業
しょうてん 少典 3157
しょうてん 掌典 2593
しょうてん 賞典 2593 賞与　賞典米
しょうでん 昇殿 2594
しょうてんい 少典医 2018典医を見よ
しょうてんきん 賞典金 2596 賞金　賞典
しょうてんちょう 掌典長 2593掌典を見よ
しょうてんほ 掌典補 2593掌典を見よ
しょうてんまい 賞典米 2595 賞典禄
しょうてんまいわたしかた 賞典米渡方 2595賞典米を見よ
しょうてんろく 賞典禄 2594 賞 禄 賞 秩

賞典米
しょうてんろくおよびしゅうろく
しょぶん 賞典禄及収禄処分 2663
しょうてんろくほうかん 賞典禄奉還 2595
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しょうとう 檣灯 2551
じょうとう 上棟 2551
じょうとうかんご 上等監護 2551
じょうとうきゅう 上等給 2553 俸給
じょうとうさいばんしょ 上等裁判所 2552 裁判所
じょうとうしかん 上等士官 2553 士官
じょうとうそつ 上等卒 2551 下士卒
しょうときべ 少解部 427解部を見よ
しょうとくがく 少督学 419督学を見よ
しょうとくぎょうせい 少得業生 421得業生を見よ
しょうどくほう 消毒法 3141
しょうどくやく 消毒薬 3141
じょうどしゅう 浄土宗 2772
しょうとつ 衝突 2551
じょうとひんおよびじょうようしょ
ひんわたしかた

譲渡品及定用諸品
渡方 2380譲渡品を見よ

じょうない 城内 2773 皇城　城門
しょうないし 少内史 1226内史を見よ
しょうないじょうれい 省内条例 2773 兵部省
しょうないはん 庄内藩 2566 酒井
しょうに 小弐 3137
しようにゅうひちょう 仕様入費帳 2548
しょうにん 商人 2548 商 売 商 家

町人
しょうにん 承認 2549
しょうにん 証人 2548 保証人　証明
しょうにんしょ 承認書 2549
しょうにんならびにむざいかいほう
のもの

証人並無罪解放ノ
者 593

しょうのう 正納 2773
じょうのう 上納 2566 返納　上納金
じょうのうき 上納記 2574
じょうのうきん 上納金 2574
じょうのうきん 定納金 519
じょうのうきんこく 上納金穀 2574
じょうのうしょうしょ 上納証書 2576
じょうのうちょう 上納帳 2574

じょうば 乗馬 2544
下馬下乗 乗
輿 乗車 乗
用

しょうはい 証牌 2546
しょうはい 賞盃 2546 賞与 金銀木

杯
しょうはい 賞牌 2546
しょうばい 商売 2546 商人　商業
しょうはいしきんひ 賞盃賜金費 2546
しょうはかせ 少博士 102博士を見よ
じょうばきゅう 乗馬厩 2547
しょうはく 商舶 2547 商船
しょうはくらんかい 小博覧会 129博覧会を見よ
じょうばしようれい 乗馬飼養令 2547
じょうばぜい 乗馬税 2547
しょうばつ 賞罰 2547
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しょうはん 小藩 3137
諸 藩 各 藩
列 藩 藩 々
諸侯　侯伯

じょうばん 上版 2547 上 木 上 梓
出版

じょうばん 常番 2547 門番　立番
しょうはんがん 少判官 160判官を見よ
しょうはんじ 少判事 175判事を見よ
じょうはんしけい 上半紙罫 2547
じょうひ 冗費 2613
じょうひ 常費 2613 経費
じょうひ 定費 521 定額常費
じょうび 常備 2613
じょうびかし 常備下士 2615 下士
じょうびかん 常備艦 2616
しょうひきん 銷費金
じょうびきん 常備金 2617
じょうびぐん 常備軍 2617
しょうひし 少秘史 3049秘史を見よ
しょうひしょ 少秘書 3050秘書を見よ
しょうひつ 少弼 3166
じょうびならびにほじゅうへいとり
あつかい 常備並補充兵取扱 2614常備兵を見よ
じょうびへい 常備兵 2614
しょうひょう 商標 2550
しょうひょう 証票 2550
しょうひょう 礁標 3140 浮標
しょうひょう 証憑 2616 証拠　憑拠
しょうひん 商品 2617
しょうひん 賞品 2617 賞与
しようびん 私用便 2611
じようひん 自用品 2617
じょうびん 定便 522 御用便
じょうひんさんしゅ 上品蚕種 2617 蚕種
じょうふ 定府 518 住居　在住
じょうぶ 上武
しょうふく 承服 2587 不服
じょうふく 常服 2587
しょうぶんか 小分課 1796分課を見よ
しょうへい 鍬兵 3140
しょうへい 哨兵 3140 番兵
しょうへいがっこう 昌平学校 2550
じょうへいきょく 常平局 2550
しょうへいこう 昌平黌 2550
しょうへいまる 昇平丸 2550
しょうべん 少弁 3141
しょうべんむし 少弁務使 336弁務使を見よ
しょうぼ 召募 3137 募 集 召 集

徴募
じょうほ 城堡 2774
しょうぼう 消防 3139
しょうぼう 焼亡 3161
しょうほうかん 少法官 276法官を見よ
しょうほうし 商法司 2550
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しょうほうじちょう 掌砲次長 2547掌砲上長を見よ
しょうほうしょうじょう 掌砲証状 2547
しょうぼうしょうしれい 消防少司令 3140
しょうほうじょうちょう 掌砲上長 2547
しょうぼうしれいちょう 消防司令長 3140
しょうぼうしれいふくちょう 消防司令副長 3140消防司令長を見よ

しょうぼうだいしれい 消防大司令 3140消防司令長を見よ

しょうぼうちゅうしれい 消防中司令 3140消防司令長を見よ

しょうほうちょう 掌砲長 2547掌砲上長を見よ
しょうぼうちょう 消防長 3140
しょうほうちょうぞく 掌砲長属 2547掌砲上長を見よ
しょうぼうほんしょ 消防本署 3140
じょうぼく 上木 2549 出 版 上 梓

上版
しょうまい 正米 2775
しょうまいのう 正米納 2775
じょうまいへいきんそうば 上米平均相場 2579
しょうみょう 小名 3159 諸 侯 諸 藩

小藩
しょうむ 掌務 2577 職務
じょうむ 常務 2577 事務　掌務
しょうむきょく 商務局 2577
じょうむとりあつかい 常務取扱 2577常務を見よ
しょうめい 証明 2601 証人
しょうめいじょう 証明状 2602
しょうめつ 消滅 3158
じょうめん 定免 519 免
しようもくろみちょう 仕様目論見帳 2618
しょうもん 省門 2778
しょうもん 証文 2618 証書 郷印証

文
じょうもん 城門 2778 御門　城内
しょうや 庄屋 2579
しょうや 荘屋 2579
じょうやく 条約 1997 条規　定約

じょうやく 定約 518 約 定 契 約
条約

しょうやくかん 少訳官 1528訳官を見よ
じょうやくみさいこくじん 条約未済国人 2000
じょうやとい 常雇 2579 定雇　雇
じょうやとい 定雇 518
しょうゆ 醤油 2601
しょうゆう 少輔 3136

しょうよ 賞与 2562
褒 章 褒 賞
褒 品 賞 金
賞 賜 賞 品
賞典

しょうよ 賞誉 2562
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じょうよ 乗輿 2564 乗 馬 乗 車

下馬下乗
じょうよ 剰余 2564 残余
じょうよ 譲与 2772 譲渡
じょうよう 乗用 2565
じょうよう 常用 2565
じょうようちくぞうがかり 常用築造掛 2565
じょうようひん 常用品 2565 物品
じょうようひん 定用品 516
しょうよしょぶん 賞与処分 2562賞与を見よ
しょうよとりあつかい 賞与取扱 2562賞与を見よ
しょうらい 将来 2576
じょうらん 擾乱 2773
しょうり 小吏 3141
じょうりく 上陸 2556
しょうりつ 商律
じょうりつ 常律 2556 普通刑法
しようりょう 使用料 266
しようりょう 仕用料 266
しょうりょうだな 精霊棚
しょうりょうちょう 少寮長 1067寮長を見よ
じょうるい 城塁 2774
じょうるり 浄瑠璃 2772
しょうれい 奨励 2565
じょうれい 条例 1996
しょうれいじん 少伶人 1064伶人を見よ
しょうれつは 勝劣派 2565
しょうれんいん 青蓮院
じょうろう 上臈 2544
しょうろうちょう 檣楼長 2544
しょうろうちょうぞく 檣楼長属 2544檣楼長を見よ
しょうろく 抄録 3136
しょうろく 賞禄 2544 賞秩　賞典禄
しょうろくじ 少録事 78録事を見よ
しょおう 諸王 2533 宮　皇族
しょか 諸科 2624 兵科
しょか 諸貨 2624 貨幣
しょが 書画 2624
しょかい 署廨
じょがいじゅう 除害銃 454
しょかかり 諸掛

しょかかりもの 諸懸物 2533 高掛三役 諸
役

しょがく 諸学 2534 学術
しょかしさげきんとりあつかい 諸貸下金取扱 882貸下を見よ
しょかつがえ 所轄換 2533 所管換

しょかつかぎりやといいれ 所轄限雇入 2534 艦 船 限 雇 入
准卒

しょかつかぎりやといいれ 所轄限傭入 2534 艦 船 限 雇 入
准卒

じょがっこう 女学校 454
しょかつち 所轄地 2533
しょかつちょう 所轄長 2533 所管長官
しょかつへんかん 所轄変換 2533 所管換
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しょかん 所管 2624
しょかん 暑寒 2535
しょかん 書簡 2535 書状　書通
しょかん 書翰 2535 書状　書通
しょかん 諸官 2624 五官　六官

しょかん 諸艦 2534 艦 船 艦 々
軍艦

しょかん 諸関 2624 関所　関門
しょかんいんめんかんのせつたまわ
りものきそく

諸官員免官ノ節賜
物 1037賜物を見よ

しょかんかいぶんしょじょうしんき
そく

諸官廨文書上申規
則 2625

しょかんがえ 所管換 2625 所轄換
しょかんし 書翰使 2535
しょかんせんしゅうふくとりあつか
い 諸艦船修復取扱 924艦船を見よ
しょかんちょうかん 所管長官 2625 所轄長
しょかんちょうしんちくとりあつか
い 諸官庁新築取扱 2942新築を見よ
しょかんてんかん 所管転換 2625 所轄換
しょき 暑気 1903酷暑を見よ
しょき 書記 2671
しょき 諸旗 2674 旗章
しょきかん 書記官 2674
しょきかんちょう 書記官長 2676
しょききょく 書記局 2676
しょきせい 書記生 2676
しょきみならいとりあつかい 書記見習取扱 2671書記見習を見よ
じょきゃく 除却 489
しょぎょう 所業 2647 所為
じょきょう 助教 2646
じょきょうじゅ 助教授 1648教授を見よ
じょきょうゆ 助教諭 1644教諭を見よ
しょきょく 諸局 2674 各 局 局 課

課局　局
しょぐ 諸具 2620
しょくいん 職印 2621 官 印 役 印

印章

しょくいん 職員 2621 職 制 官 員
官等　等級

しょくいんげっきゅうろく 職員月給録 2624
しょくいんひょう 職員表 2623
しょくいんれい 職員令 2623 官 制 政 体

職制
しょくいんろく 職員録 2622 官員録
しょくいんろくへんしゅう 職員録編輯 2622職員録を見よ
しょくか 職課 2631 命課　分課
しょくぎょう 職業 2631 産業　営業
しょくげん 職限 2632 権限
しょくざい 贖罪 2633 贓贖
しょくざいきん 贖罪金 2633 贖金
しょくざいしゅうしょくきん 贖罪収贖金 2633 贖金
しょくざいしゅうしょくれい 贖罪収贖例 2633
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しょくざいれい 贖罪例 2633
しょくさん 殖産 2633 物産
しょくし 職司 2634
しょくしゅ 触手 2634
しょくしょう 職掌 2634 職務

しょくせい 職制 2634

三 職 官 等
官 制 等 級
等 給 職 員
職員令 事務
章程　職務

しょくせいひょう 職制表 2641
しょくせいりつ 職制律 2641
しょくたい 飾帯 2626
しょくたいこうぐんしき 飾隊行軍式 2626
しょくたいしき 飾隊式 2626 分列式 観兵

式　整列式
しょくたいようはいしき 飾隊遥拝式 2626
しょくたくりょう 食卓料 2626 食器料
しょくにん 職人 2624
しょくにん 職任 2624 職務
しょくばいじょ 食売女 2624
しょくふだ 食札 2632
しょくぶん 職分 2632 営業
しょくぶんひょう 職分表 1926戸籍表を見よ
しょくみん 殖民

しょくむ 職務 2628
職任 事務章
程 職制 職
掌　掌務

しょくむがかり 職務掛 2631
しょくむとりあつかい 職務取扱 2628職務を見よ
しょくむひょう 職務表 2631
しょくめい 職名 2634
しょくめいひょう 職名表 2634
しょくりょう 職猟 2628 遊猟　鳥獣猟
しょくりょう 食料 2627 賄料
しょくりょうわたしかた 食料渡方 2627食料を見よ
しょくりん 植林 2624
しょぐん 諸軍 2641 官 軍 進 軍

諸兵
じょくん 助訓 2642
じょくん 叙勲 2642 叙賜　叙授
しょけ 諸家 2642
しょけい 処刑 2643 処分
しょげいがっこう 諸芸学校 2644
しょけいじん 処刑人 2645 処決囚
しょけいずみ 処刑済 2645
じょけいばつごうもん 除刑罰拷問 1556刑罰を見よ
しょけつ 処決 2649処分を見よ
しょけつしゅう 処決囚 2646
しょけつひょう 処決表 2645 諸表

しょけん 諸県 2647 各 県 府 県
府藩県　県

しょこ 諸庫 2665
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しょこう 諸侯 2666
諸 藩 藩 屏
藩主 諸藩主
諸侯列 大名
小名　侯伯

しょこう 諸工 2670 職工
しょこう 諸港 2669 各港
じょこうきょうじょう 女工教場 489
しょこうさいしょうしょとりあつか
い 諸公債証書取扱 1856公債を見よ
しょこうすいかふがかり 諸工水火夫掛 2670
じょこうば 女工場 489
しょこく 諸国 2670 各国　国々
しょこくだんか 諸国檀家 2671
しょこくぶっさんつみにあらためば
んしょ

諸国物産積荷改番
所 2671

じょこしゅ 女戸主 489 婦女

しょざい 所在 2671 住 所 住 居
居所　居住

しょさげい 所作芸
しょざん 諸山 2671 寺院　諸寺
じょさん 除算 489
しょし 庶子 2678
しょし 諸司 2678 司　寮司
しょじ 所持 2527 所有
しょじ 庶事 2678 庶務
しょじ 諸寺 2678 寺院　諸山
じょし 叙賜 2678 叙勲
じょじ 序次
しょじきん 所持金 2529
じょししはんがっこう 女子師範学校 2474師範学校を見よ
しょしだい 所司代 2679
しょじひん 所持品 2529
じよしむら 地吉村
しょしゃ 諸社 2679 神社
しょしゃ 諸車 2679 車　車税

しょじゃく 書籍 2680 洋 書 原 書
書類　図書

じょしゃく 叙爵 2683 栄爵　華族令
しょじゃくか 書籍課 2683
しょじゃくかん 書籍館 2683 図書館 書籍

室
しょじゃくしつ 書籍室 2684
しょじゃくでいりとりしまり 書籍出入取締 2680書籍を見よ
しょじゃくはらいさげ 書籍払下 2680書籍を見よ
しょじゃくはらいさげとりあつかい 書籍払下取扱 2680書籍を見よ
じょしゅ 助手 2684
じょじゅ 叙授 2678 叙勲
しょしゅう 諸宗 2679 各宗
しょしゅうにゅうきんじょうのおう 諸収入金上納 2574
しょしゅうにゅうきんとりあつかい 諸収入金取扱 2734収入金を見よ
しょしょう 諸商 2679
しょしょう 諸省 2679 各 省 省 寮

官省
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しょじょう 書状 2678
しょしょうじむしょうていつうそく 諸省事務章程通則 2680 事務章程
しょしょく 諸職 2679
しょしん 諸臣 2684 群臣
しょせい 書生 2687 生徒
しょぜい 諸税 2687 租税　年貢
じょせい 女婿 490
じょぜい 除税 490 免除
じょせいきん 助成金 2688
しょぜいけんさ 諸税検査 1675
しょせき 書籍
じょせき 除籍 490
じょせきしゃ 除籍者 490
しょせん 諸川 2688 川々

しょせん 諸船 2688

通船 蒸気船
汽船 帆前船
風帆船 商船
外国船 船舶
川 船 渡 船
商舶

しょせんとりしまり 諸船取締 2688諸船を見よ
しょそうふく 初装服 2537 初任
しょぞく 所属 2537
じょぞく 除族 456

しょそつ 諸卒 2537
諸 兵 兵 卒
兵 士 兵 隊
下士

しょそん 書損 2537
じょそん 女孫 457
しょたい 書体 2535 字体　文体
しょたい 諸隊 2535 兵隊　各隊

じょたい 除隊 454 免 役 服 役
解隊

じょたいとりあつかい 除隊取扱 454除隊を見よ
しょたいふ 諸大夫 2536 中大夫 下大

夫
しょたつ 諸達 2536 達書
しょだん 処断 2649処分を見よ
しょだん 所断
じょだん 除団 456
しょち 処置 2649処分を見よ
しょち 所置
じょち 除地 452
しょちゅう 暑中 2528 暑気
しょちょう 所長 2528
しょちょう 署長 2528
しょちょう 諸庁 2529 各庁
しょつう 書通 2538 書翰　書状
しょっかんひょう 職官表 2631 職員表
しょっき 食器 2633
しょっきしき 職記式 2633 官 記 宣 旨

辞令書
しょっきりょう 食器料 2633 食卓料
しょっきん 贖金 2633 贖罪金
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しょっけん 職権 2632
しょっこう 職工 2632
しょっこうがっこう 職工学校 2633
しょどう 諸道 2526 街道　海道
しょどうつうこう 諸道通行 1174
しょどうつうこういんかん 諸道通行印鑑 65
じょどく 除毒 452
しょにん 初任 2523 初装服
しょにん 諸人 2523 衆庶
じょにん 叙任 2523 任叙
しょばつ 処罰 2649処分を見よ

しょはらい 諸払 2516
支 払 支 弁
仕 払 払 物
渡方

しょはん 所犯 2523

しょはん 諸藩 2516

諸侯 藩 各
藩 列藩 藩
屏 大名 諸侯
列 小 名
藩々　旧藩

しょはんとりしまりおううかくけん
きそく

諸藩取締奥羽各県
規則 2516諸藩を見よ

しょひ 諸費 2684
雑 費 入 用
費 用 入 費
経費

しょひょう 諸標 2526
しょひょう 諸表 2525 表
しょひん 諸品 2685 物品　品物
しょひんにゅうさつはらいさげ 諸品入札払下 2685諸品を見よ
しょひんばいはんのいんかん 諸品買販ノ印鑑 66
しょひんわたしかた 諸品渡方 2685諸品を見よ
じょふくしゅっし 除服出仕 488
しょぶん 処分 2649 処刑
しょぶんずみ 処分済 2665

しょへい 諸兵 2524
兵 隊 兵 員
兵 卒 兵 士
諸卒

しょぼ 諸簿 2524 帳簿
しょほうこくとりあつかい 諸報告取扱 247報告を見よ
しょみん 庶民 2678 士民
しょむ 所務 2538 執務
しょむ 庶務 2538 庶事
しょむ 諸務 2538 事務　庶務
しょむ 処務 2538 執務
しょむか 庶務課 2538
しょむき 諸向 2538
しょむきょく 庶務局 2538
しょむし 庶務司 2539
しょめい 署名 2677 記名
じょめい 除名 490
しょめいしき 署名式 2677
しょめん 書面 2677 書類
しょもく 書目 2686
しょもつ 書物 2686 書類
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しょもん 諸門 2686 宮 門 九 門

御門
しょやく 諸役 2642 民費
しょやくめんきょ 諸役免許 2642
しょやくめんじょ 諸役免除 2642
しょやとい 諸傭 2642 傭
しょゆう 所有 2515 所持
しょゆうざん 所有山 2515
しょゆうしゅ 所有主 2515 持主　事主
しょゆうち 所有地 2515 私有地
しょゆうぶつ 所有物 2515
しょよう 所傭 2642
しょよう 所用 2535
しょよう 諸用 2535
しょよう 所要
しょりょう 所領 2530
しょりょう 諸寮 2536 寮司　省寮
しょりょう 諸陵 2530 山陵　陵墓
しょりょうがかり 諸陵掛 2530
しょりょうしきょく 諸寮司局 2536
しょりょうりょう 諸陵寮 2530 諸陵　寮司

しょるい 書類 2530 書 物 書 面
書籍

しょるいかんこうばいばい 書類刊行売買 2530書類を見よ
しょろう 所労 2515 病気
しらかわけん 白河県 2711
しらかわけん 白川県 2712
しらかわじょう 白川城 2712
しらす 白洲 2712 訟 廷 公 廷

法衙

しらみねぐう 白峯宮 2712 官社 官国幣
社

じり 事理 2508
しりつがっこう 私立学校 819学校を見よ
しりつぎんこう 私立銀行 2340銀行を見よ
しりつしょうがっこう 私立小学校 3143小学校を見よ
しりつしょじゃくかん 私立書籍館 2683書籍館を見よ
しりつせいようがたぞうせんじょ 私立西洋形造船所 1129造船所を見よ
しりつちゅうがっこう 私立中学校 501中学校を見よ
しりつびょういん 私立病院 3021病院を見よ
しりつようちえん 私立幼穉園 1950幼穉園を見よ
しりべしのくに 後志国 2508
しりょう 史料 2694 旧 記 志 料

記録
しりょう 志料 2694 材料
しりょう 私領 2508 自領
しりょう 資料 2694 材料
しりょう 飼料 1270
じりょう 自領 2508 私領
しりょうち 賜領地 2508
しりょく 資力 2508 無力　無資力
しるし 望竿 2508 オトシアナ
しるしばんてん 印半纏 2508 法被
しれい 司令 2690
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しれい 指令 2690 指揮　差図
しれい 詞令 2692 辞令

じれい 辞令 2692
宣 旨 補 状
任 状 達 書
官 記 詞 令
奉文

しれいあん 指令案 2694
しれいかん 司令官 2694
しれいし 司令士 2694
しれいしょ 指令書 2690 指揮　差図
しれいしょ 詞令書 2692 辞令

じれいしょ 辞令書 2692
宣 旨 補 状
任 状 達 書
官 記 詞 令
奉文

しれいしょう 指令抄 2693
しれいちょう 司令長 2693
しれいちょうかん 司令長官 2693
しれいぶ 司令部 2694
しれいふくかん 司令副官 2694
しれいふくちょう 司令副長 2693司令長を見よ
しれいろく 指令録 2693
しろいくまげ 白熊毛 2458 前立
しろいしけん 白石県 2459
しろいしじょう 白石城 2459 城郭
しろいしはん 白石藩 2458
しろいろふく 白色服 2458 白地
じろく 寺禄 2459
しろざけ 白酒 2459 酒造
しろじ 白地 2459 白色服
しろづめまい 城詰米 2459
しろひも 白紐 2459
しろもめん 白木綿 2459
しろらしゃ 白絨 2459
しろりんねる 白リンネル 2459
しわけ 仕訳 2508 内訳
しわけしょ 仕訳書 2508
しわけちょう 仕訳帳 2508
しんあん 審案 2979

じんいん 人員 2933
兵 隊 兵 士
兵 員 人 数
乗員　定員

じんいんきょく 人員局 2938
じんいんひょう 人員表 2937 人名表

しんえい 新営 2977 新 築 建 築
築造

じんえい 陣営 568 兵営
じんえいがかり 陣営掛 568
じんえいかた 陣営方 568
しんえんさつ 新円札 2977 紙幣
しんか 新架 2949 架設
しんか 新貨 2963 正貨
じんか 人家 2949
しんかい 新開 2949 開発　開墾
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じんかい 塵芥 553
じんがさ 陣笠 553
しんかじょうれい 新貨条例 2964
しんかはっこう 新貨発行 2963新貨を見よ
しんかへい 新貨幣 2963 正貨
しんがぽーる 新嘉坡
しんかわしき 新川敷 2949
しんかん 信管 2965 信号

しんかん 神官 2965 神 主 神 職
祠官　社人

しんかん 身幹 2952
しんかん 宸翰 2950 詔 書 勅 書

勅諭
しんがん 心願 2965
しんかんきょうどうしょくかんとう 神官教導職官等 1421
しんかんきょうどうしょくしょくせ
い 神官教導職職制 2641
しんかんきょうどうしょくとうきゅ
う 神官教導職等級 406
しんかんげっきゅう 神官月給 1614
しんかんそうりょじゅうしょくはん
ざい 神官僧侶住職犯罪 171
しんかんほうきゅう 神官俸給 2965神官を見よ
しんかんほうむきそく 神官奉務規則 2969
しんかんもん 新関門 2969 関 門 関 所

番所
しんかんりょひ 神官旅費 594
しんき 伸期 2980
しんき 新器 2980
しんき 新規 2981
じんぎかん 神祇官 2982 ※祇は示＋氏
じんぎしき 神祇式 2985 ※祇は示＋氏
じんぎじむかかり 神祇事務掛 2984 ※祇は示＋氏

じんぎじむきょく 神祇事務局 2984 神祇官
※祇は示＋氏

じんぎじむそうとく 神祇事務総督 2984 ※祇は示＋氏
じんぎしょう 神祇省 2984 ※祇は示＋氏
しんぎは 新義派 2977真言宗を見よ
しんきはいめい 新規拝命 2938 新任　初任

しんきゅう 賑救 2982 救 助 救 恤
恤救

しんきゅうこうさい 新旧公債 1856公債を見よ
しんきゅうこうさいしょうしょ 新旧公債証書 1863
しんきゅうじょうれい 進級条例 2984
しんきゅうどうか 新旧銅貨 2982 銅貨

しんきゅうほう 新旧法 2982 新律綱領 刑
法　改定律例

しんきん 神勤 2985 神職
しんきんせん 新金銭 2985 新貨幣
しんぐ 寝具 2963
じんぐ 陣具 567

じんぐう 神宮 2969
両 宮 内 宮
外 宮 大 廟
官社　神領
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じんぐうきょうかい 神宮教会 2971
じんぐうじょうきょうべん 神宮上卿弁 2971
じんぐうは 神宮派 2971
しんぐうはん 新宮藩 2971
しんぐん 進軍 2972 進発　出兵
しんぐんかん 新軍艦 2972 新造　新製
じんげいかん 迅鯨艦 2972
じんげいごう 迅鯨号 2972
しんけん 新県 2972
しんこう 進航 2975 通航
しんごう 神号 2975
しんごう 信号 2975 信号旗

じんこう 人口 2976 人 別 人 員
戸口

しんごうき 信号旗 2976 信号
しんこうさい 新公債 1856公債を見よ
しんごうじちょう 信号次長 2976信号長を見よ
しんごうしょ 信号書 2975 信号旗
しんごうちゅう 信号柱 2976
しんごうちょう 信号長 2976
しんごうちょうぞく 信号長属 2976信号長を見よ
しんこうにん 信向人 2976
しんごうほう 信号法 2975 信号旗
しんこく 新刻 2977 出版　准刻
しんこく 清国
しんごんしゅう 真言宗 2977 高野山
しんごんみょうぶ 新権命婦 2434命婦を見よ
しんさ 審査 2979
しんさい 神祭 2979 親祭
しんさい 神斎 2979 神事

しんさい 親祭 2979 祭 典 神 斎
神事

しんさい 親裁 2980 万 機 親 聴
宸断　天裁

じんざい 人材 2980
しんさいしき 新歳式 2980 新年式 正月

式
しんさかん 審査官 2980
しんさつ 診察 2980
しんさつりょう 診察料 2980
しんし 神祠 2992 祠宇
しんし 進止 2992 順逆
しんじ 審事 2992
しんじ 神事 2992 神斎
しんしき 新式 3000
じんじつ 人日 2996
しんしへい 新紙幣 2487紙幣を見よ
しんじほ 審事補 2992審事を見よ

じんじゃ 神社 2996

神 宮 社 寺
神 祠 官 社
官国幣社 府
藩県社 郷村
社

じんじゃかいせいきそく 神社改正規則 2999
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しんしゃく 斟酌 2999
じんじゃけいひ 神社経費 1602
じんじゃさいしき 神社祭式 2999 祭式
じんじゃにゅうひ 神社入費 208
しんしゅう 真宗 2996
しんじゅつ 賑恤 3000 救恤　救助
しんじゅつきん 賑恤金 3000 積置金
しんじゅつきんわたしかた 賑恤金渡方 3000賑恤金を見よ
しんじゅつつみきん 賑恤積金 3000 積置金
しんしゅりょう 神酒料 3000
しんしょ 信書 2995 書状
しんしょう 新称 2995 新設
しんじょう 身上 2995 身分　一身上
じんじょう 尋常 2995 通常　平常

しんじょうさい 神嘗祭 909
神嘗祭（かん
なめさい）を
見よ

しんしょうじ 新掌侍 2602掌侍を見よ
しんじょうはん 新荘藩 2995
しんじょうやくしょ 新定約書
しんしょく 神職 2995 神官　神勤

しんじょこうちょう 槙筎工長 1536
槙筎工長（ま
い は だ こ う
ちょう）を見
よ

しんじょこうちょうぞく 槙筎工長属 1536
槙筎工長（ま
い は だ こ う
ちょう）を見
よ

じんしん 人心 3001
じんしん 人身 3001
じんしん 壬申
じんしんばいばい 人身売買 3001人身を見よ
しんすいしき 進水式 3004 船卸式 水卸

式
しんせい 申請 3001
しんせい 親征 3002
しんせい 新製 3002 新造
しんぜい 新税 3003 租税

しんせいきん 賑済金 3003 賑恤金 救助
金　施金

しんぜいしこうにゅうひ 新税施行入費 208
しんせいたいい 真政大意 3003
しんせいは 真盛派 3003
しんせいはいがしき 新正拝賀式 3003 新年拝賀式
しんせき 親戚 3003 親族
しんせつ 新設 3003 新称
しんせん 神饌 3003
しんせん 新鐫
じんせん 仁川
しんせんざ 新銭座 3004
しんせんりょう 神饌料 3003
しんせんりょだん 新撰旅団 3004
しんぞう 新造 2958 新製
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しんそうさい 神葬祭 2958
しんそうさいとりあつかい 神葬祭取扱 2958神葬祭を見よ
しんそうち 神葬地 2958 墓地
しんそうまる 神倉丸 2958
しんぞく 親属 2958 親戚
しんぞく 親族 2958 親戚
しんたい 神体 2950
しんたい 身体 2952
しんたい 進退 2950 黜 陟 任 免

転免
じんたい 人体 2952 死体　人物
しんたいうかがい 進退伺 2955 待罪書
しんたいうかがいおよびちょうかい
しょぶん 進退伺及懲戒処分 2664
しんだいかぎり 身代限 2953 分散
しんだいかぎりおよびこうばいしょ
ぶん 身代限及公売処分 2664
しんたいとりあつかい 進退取扱 2950進退を見よ
しんたいろく 進退録 2953
しんたく 親拆 2957 親展
しんたつ 進達 2956
しんたつ 申達
しんたつしょ 進達書 2956
しんたん 薪炭 2957
しんだん 診断 2957
しんだん 宸断 2957 親裁
しんだん 申談
しんだんしょ 診断書 2957
しんだんしょうしょ 診断証書 2957
しんち 針治 2942
しんちく 新築 2942 建 築 築 造

新営
しんちょ 新著 2942 著書　出版
しんちょう 新調 2977
しんちょう 申牒 2977 通牒　移牒

しんちょう 親聴 2943 親 裁 宸 断
万機

しんちょうぐみ 新徴組 2942
しんちょうぼ 新徴募 2942 生 兵 新 兵

新募兵
しんてん 親展 2978 親拆
しんでん 神殿 2978 社殿
しんでん 新殿 2979 大宮御所
しんてんじ 新典侍 2037典侍を見よ
しんとう 神道 2941
しんどう 新道 2941
しんとうくろずみは 神道黒住派 2942
しんとうしゅうせいは 神道修成派 2942
しんとうみたけは 神道御嶽派 2942
しんとくき 神徳記 2942
しんないぶし 新内節 2961
しんにん 新任 2939 初任
しんねん 新年 2959
しんねんえん 新年宴 2960
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しんねんえんかい 新年宴会 2960

しんねんしき 新年式 2961
正月式 新歳
式 新正拝賀
式

しんねんはいがしき 新年拝賀式 2959 新正拝賀式

しんのう 親王 2947 諸王 宮 内
親王

しんのうしょめいしき 親王署名式 2949
しんのうもとだいじんとりあつかい 親王元大臣取扱 2947親王を見よ
しんのみはしら 心御柱 2963
じんば 人馬
しんぱいしき 神拝式 2939
しんはいめい 新拝命 2939 新任　初任
しんぱつ 進発 2939 進軍　出陣
しんはつめい 新発明 2939 発明
しんはつめいひん 新発明品 2939 発明

しんぱん 審判 2939 審 理 裁 判
准判

しんび 辛未
しんびょう 新苗 3001 牛痘
じんぷく 陣服 568 軍服
しんぶつ 神仏 2972
じんぶつ 人物 2973 人体
しんぶつごう 神仏号 2975
しんぶんげんこうていそうきそく 新聞原稿逓送規則 2973
しんぶんし 新聞紙 2973
しんぶんしかいいれとりあつかい 新聞紙買入取扱 2973新聞紙を見よ
しんぶんしじょうれい 新聞紙条例 2974
しんぶんしはっこう 新聞紙発行 2973新聞紙を見よ
しんぶんしはっこうじょうもく 新聞紙発行条目 2974
しんぶんじょうれい 新聞条例 2974
しんぺい 新兵 2941 生兵　新徴募
しんぺいとりあつかい 新兵取扱 2941新兵を見よ
しんぽ 新補 2940 補任

しんぽう 申報 2940 通 報 上 申
報告

しんほうせいてい 新法制定 2941
しんぼへい 新募兵 2940 新徴募
しんみょうぶ 新命婦 2434命婦を見よ

じんみん 人民 2986
億 兆 士 民
庶 民 万 世
衆庶　内国人

じんむてい 神武帝 2961
じんむてんのう 神武天皇 2961
じんめい 人名 2985 人 員 兵 員

兵隊
じんめい 人命 2985
しんめいぐう 神明宮 2986
じんめいしょ 人名書 2985
しんめいちょう 神名牒 2986
じんめいひょう 人名表 2986 人員表

しんもん 審問 3001 審 理 訊 問
糺問

じんもん 尋問 3001
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じんもん 訊問 3001 審 問 審 理

糺問
じんや 陣屋 567
しんよとぎょ 神輿渡御 2950
しんらん 親鸞 2961
しんり 審理 2943 審 問 糺 問

訊問
じんりきしゃ 人力車 2946
じんりきしゃぜい 人力車税 2946
しんりきょく 審理局 2946
しんりつ 新律 2944 新律綱領

しんりつこうりょう 新律綱領 2944 改定律例 刑
法

しんりつへんしゅう 新律編修 2944新律を見よ
しんりつめいれい 新律名例
しんりひょう 審理表 2943
しんりょう 神領 2946 社領 寺社領

社寺領

しんりん 森林 2947 官 林 民 林
山林

しんりん 申稟 2947 上申　開申

しんりん 親臨 2947 臨 幸 行 幸
東幸　出御

しんれい 神霊 2958 皇霊
しんれい 申令
しんれつかぞく 新列華族
す
すいえい 垂纓 3210
すいえい 水泳 3210 游泳　水練
すいえん 吹烟 3210 煙草　喫烟
すいか 水火 3208 水災
すいがい 水害 3199 水災
すいがいそうけいひょう 水害総計表 3199
すいがいひょう 水害表 3199
すいかさい 水火災 3211 水火

すいかふ 水火夫 3208 水 兵 水 卒
若火夫

すいかんそんだか 水旱損高 3200
すいきゅう 推糺 3211 糺 問 尋 問

審問　審理
すいこう 水行
ずいこう 隨行 3199
すいさい 水災 3211 水火
すいさん 水産 3211
すいさんはくらんかい 水産博覧会 3211
すいさんはくらんかい 水産博覧会 133
すいさんはくらんかいじむしょ 水産博覧会事務所 3211
すいさんぶつ 水産物 3211
すいじがかり 炊事掛 3212
すいしていとく 水師提督 3212
すいじふく 炊事服 3212
すいしゃ 水車 3212
ずいじゅう 隨従 3212 家 来 家 僕

従者
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すいぜいてんのう 綏靖天皇 3212
すいそつ 水卒 3207 水兵　海兵
すいてい 水靛 3211
すいていでんしん 水底電信 3211 海底電信
すいとう 出納 3200 納払

ずいどう 隧道 433隧道（とんねる）を見よ
すいとうか 出納課 3206
すいとうかんじょうちょう 出納勘定帳 3204 勘定帳
すいとうきょく 出納局 3206
すいとうし 出納司 3207
すいとうとりあつかい 出納取扱 3200出納を見よ
すいとうりょう 出納寮 3205 諸寮
すいとうりょうしゅっちょうしょ 出納寮出張所 3206
すいはい 水配 3196
すいばらけん 水原県 3196
すいふ 水夫 3208 水 兵 水 卒

若火夫
すいぶ 綏撫 3210
すいふじちょう 水夫次長 3210水夫上長を見よ

すいふじょうちょう 水夫上長 3210 三上長 四上
長

すいふちょう 水夫長 3210水夫上長を見よ

すいふちょうぞく 水夫長属 3210水夫上長を見よ

すいへい 水兵 3196 海 兵 水 卒
水勇

すいへいかりとんしゅうしょ 水兵仮屯集所 3198
すいへいかりぶんえい 水兵仮分営 3198
すいへいじちょう 水兵次長 3198水兵上長を見よ
すいへいじょうちょう 水兵上長 3198
すいへいちょう 水兵長 3198水兵上長を見よ

すいへいちょうぞく 水兵長属 3198水兵上長を見よ
すいへいとんえい 水兵屯営 3198
すいへいとんしゅうしょ 水兵屯集所 3198 水兵仮屯集所
すいへいぶ 水兵部 3198 水兵本部
すいへいぶんえい 水兵分営 3198
すいへいほんえい 水兵本営 3197 艦船営
すいへいほんぶ 水兵本部 3197 水兵部
すいへいれんしゅうしょ 水兵練習所 3198
すいめん 水面 3212 海面

すいもん 推問 3211 糺 問 尋 問
審問　審理

すいゆう 水勇 3212
すいらいか 水雷火 3207
すいらいきかん 水雷機関 3207
すいらいきょく 水雷局 3207
すいらいこうしゅ 水雷工手 3207
すいらいじゅつれんしゅうがかり 水雷術練習掛 3207
すいらいせいぞうきょく 水雷製造局 3208
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すいらいれんしゅうじょ 水雷練習所 3207
すいり 水利 3199 治水　治河
すいり 水理 3199 治水　治河
すいりどこうかい 水利土功会 3199
すいりょうひょう 水量標 3199 石柱
すいりょうますぐみ 水量枡組 3199 度量衡
すいろ 水路 3194
すいろきょく 水路局 3195
すいろし 水路司 3196
すいろりょう 水路寮 3195
すうい 数位 3213
すういすこく 瑞西国 3213
すうぇーでんこく 瑞典国
すうえーでんのるうぇーこく 瑞典那威国 3213
すうえーでんのるうぇーこく 瑞典那耳回国 3213 ※回は冂＋巳
すうかん 数官 3213
すうじ 数字 3214
すうにん 数人 3213 数名

すうみつごんしょうし 枢密権少史 3214枢密大史を見よ

すうみつごんだいし 枢密権大史 3214枢密大史を見よ
すうみつしかん 枢密史官 3214
すうみつしょうし 枢密少史 3214枢密大史を見よ
すうみつだいし 枢密大史 3214
すうめい 数名 3213
すうよう 枢要 3213
すえおき 据置 3216
すえつけ 据附
ずが 図画 1184 図面
ずかい 図解 1165
すかがわ 須賀川
すき 主基 3218
すぎうち 杉打 3218
すきこみ 漉込 3218
すきたて 漉立 3218
ずきん 頭巾 1187頭 巾 （ づ きん）を見よ
すくいすじ 救筋 3214 救助
すけ 輔 3214 大輔
すけ 助 3215
すけ 弼 3215 大弼
すけ 亮 3215
すけごう 助郷 3215 宿駅　人馬
すけひとしんのう 典仁親王 3216
ずこう 図工 1185
すざかはん 須坂藩 3218
すじかいばし 筋違橋
すじかいもん 筋違門
ずしょ 図書 1189
ずしょかん 図書館 1191
ずしょきょく 図書局 1191
ずしょはらいさげ 図書払下 1189
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ずしょりょう 図書寮 1191
すじんてんのう 崇神天皇 3219
すずがもり 鈴ヶ森 3219
ずせき 図籍
すぞう 酢造 3213 酢元
すたんする スタンスル 3213
すち 須知 3213
すておきひん 捨置品 3217 盗贓品
すてご 棄児 3217
すてごよういく 棄児養育 3217
すてごよういくまい 棄児養育米 3217
すてもの 捨物 3218
すとくてい 崇徳帝 3212
すとくてんのう 崇徳天皇 3212
すないどるじゅう スナイドル銃 3213
すひょう 洲標 3212 浮標　瀬標
すぺいんこく 是班牙国 3212
すぺいんこく 西班牙国 3212
ずぼん ヅボン 1164
すみかた 済方 3218 返済
すみくちしょうしょ 済口証書 3219
すみこないしんのう 淑子内親王 3219 桂宮
すみだがわ 隅田川 3218
すみび 炭火 3219
すみよし 住吉 3218
ずめん 図面 1188 絵図
すもう 相撲 3214
すもう 角力
すもうとり 角力取 3214 力士
すもうば 角力場 3214
すもと 酢元 3219 酢造
すりぞん 刷損 3213
すりつけぎ 摺附木 3213
すりもの 摺物 3213 出版
するがだいふくろまち 駿河台袋町
するがのくに 駿河国 3213
すわら 須原
すんぽう 寸法 3219
せ
せいいこ 正衣袴 3076 服制　制帽
せいいものいれ 正衣物入
せいいん 正院 3074 太政官
ぜいいん 税印 3076
せいう 晴雨 3106
せいか 正貨 2773正貨（しょうか）を見よ
ぜいがいしゅうにゅう 税外収入 3106 収入
ぜいがく 税額 3098
せいがくきょくしゅっちょうしょ 星学局出張所 3098
せいかくじょう 製革場

せいかへい 正貨幣 2773正貨（しょうか）を見よ
せいがん 請願 3106 願
ぜいかん 税関 3107 海関
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せいかんいんのみや 静寛院宮 3107 和宮 親子内

親王
ぜいかんしゅっちょうしょ 税関出張所 3107 海関
せいかんとう 征韓党 3098
せいき 成規 3118
せいき 政揆 3118
せいぎ 正義 3118
せいきかん 清輝艦 3118
せいきゅう 請求 3119 申請
せいきゅうけん 請求券 3120
せいきゅうけんはっこう 請求券発行 3120請求券を見よ
せいきゅうしょ 請求書 3120
せいきょ 逝去 3118 薨去

せいぎょう 生業 3108 営 業 産 業
生計

せいぎょう 成業 3109 卒業
せいきん 精勤 3120
ぜいきん 税金 3120 税銀 租税金

入費
ぜいぎん 税銀 3121 船税　税金
ぜいきんあずかりしょ 税金預リ所 3121
ぜいぎんし 税銀司 3122
せいきんしょうしょ 精勤証書 3122
せいくん 請訓 3108 内訓
せいぐんい 正軍衣 3108 軍服　服制
せいけい 生計 3108 生業
せいげつ 生月 3108 生年月
せいけん 正劔 3109
せいげん 制限 3109 定限
せいけんへんじょう 政権返上 3109 大政返上
せいけんほうき 政権奉帰 3109 大政返上
せいご 正誤 3113
せいこう 性行 3098 品行　行状
せいこく 清国 3113 支那
せいこくおよびちょうせんこくざい
りゅうにほんじんとりしまり

清国及朝鮮国在留
日本人取締 180日本国人を見よ

せいこくおよびちょうせんこくざい
りゅうにほんじんとりしまりきそく

清国及朝鮮国在留
日本人取締規則 3114

せいこくざいりゅうにほんじんここ
ろえかたきそく

清国在留日本人心
得方規則 3114

せいこくじん 清国人 3114 支那人
せいさく 製作 3115 製造
せいさくがくきょうじょう 製作学教場 3116
せいさくしょ 製作所 3116
せいさくひ 製作費 3116
せいさくひん 製作品 3116 製造品
せいさくりょう 製作寮 3116 諸寮
せいさつ 制札 3115 高札
せいさん 製産 3116 物産　生産
せいさん 生産 3117 産出
せいさん 精算 3117 決算
せいさんきょく 精算局 3118
せいさんし 正算司 3118
せいさんちょう 精算帳 3117 清帳
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せいさんちょう 清算帳 3117 清帳
せいさんちょう 正算帳 3117 清帳
せいざんは 西山派 3117
せいさんひきたてきんかしわたしか
いしょ

生産引立金貸渡会
所 3118

せいし 姓氏 3123 姓名
せいし 姓尸 3123 姓名
せいし 製糸 3124 生糸
せいし 誓紙 3124
せいじ 政事 3124 政務
せいじ 政治
せいしき 制式 3125
せいしき 正式 3124
せいしつ 性質 3124
せいじつ 生日 3124 生月

せいじはじめ 政事始 1543
政始（まつり
ごとはじめ）
を見よ

せいしゅ 清酒 3125 酒造　酒類
せいしゅう 世襲 3124
せいしょう 星章 3124 前章
せいじょう 正条 3115 断罪
せいじょう 西城 3124 東京城
せいしょく 盛殖 3124 繁殖
せいず 製図 3105
せいせい 西征 3126 鹿児島 西国

九州
せいせいしょういんろく 聖世紹胤録 3127
せいせいしょういんろくはっこう 聖世紹胤録録発行 3127聖世紹胤録を見よ
せいせいぶんせきしょ 精製分析所 3127
せいせき 成績 3127
せいせん 精選 3127 撰挙
せいせん 精撰 3127 撰挙
せいそ 正租 3102 租税
せいぞう 製造 3102 製作
せいぞうしょ 製造所 3104
せいぞうひん 製造品 3105 製作品
ぜいそく 税則 3105
せいそくか 正則科 3105
せいそちょう 正租帳 3102
せいそもくろく 正租目録 3105
せいたい 政体 3101
せいちゃ 製茶 3097 茶　茶業
せいちゃきょうしんかい 製茶共進会 3098
せいちゃきょうしんかいじむしょ 製茶共進会事務所 3098
せいちゃばいばい 製茶売買 3097製茶を見よ
せいちょう 政庁 3098
せいちょう 清帳 3097 清算帳
ぜいちょう 税帳 3097
せいてつしょ 製鉄所 3115
せいてつりょう 製鉄寮 3115
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せいと 生徒 3079
貢進生 留学
生 官 費 生
講習生 貸費
生

せいど 制度 3092 制例
せいとう 征討 3092 征伐
せいとうさんぐん 征討参軍 3096 参軍
せいとうじむ 征討事務 2722
せいとうそうとく 征討総督 3095
せいとうひ 征討費 3097
せいとうひそうりじむきょく 征討費総理事務局 3097
せいとうりくぐんじむしょ 征討陸軍事務所 3095
せいとうりくぐんじむしょ 征討陸軍事務所 623
せいどきょく 制度局 3097
せいとけんさ 生徒検査 1676
せいとしつ 生徒室 3097
せいどじむきょく 制度事務局 3097
せいとしょうい 生徒少尉 3097
せいどとりしらべがかり 制度取調掛 3092
せいどとりしらべきょく 制度取調局 3092
せいどりょう 制度寮 3092
せいどりょうがかり 制度寮掛 3092
せいどりょうそうとく 制度寮総督 3092
せいとりょひ 生徒旅費 594
せいなん 西南 3126 鹿児島 西国

九州
せいねんげつ 生年月 3105 生月
せいねんしゃ 青年舎 3105
ぜいのう 税納 3105 納税

せいばつ 征伐 3076
征 討 親 征
東 征 討 伐
誅伐

せいひょう 政表 3078
せいひょう 製氷 3125
ぜいひょう 税表 3078
せいひょうか 政表課 3079
せいひょうけんさ 製氷検査 1677
せいひょうへんせい 政表編製 3078政表を見よ
せいひん 清貧 3125 救助
せいふ 政府 3109
せいふく 制服 3111 服 制 正 帽

正衣袴　正服

せいふく 正副 3110 扣 写 本紙
副本　添書

せいふく 正服 3110
正帽 正衣袴
礼 服 制 服
服制

せいふく 清服 3110 礼服
せいふくりょう 製服料 3112 服料
せいふくりょうへんのう 製服料返納 3112製服料を見よ
せいへい 生兵 3078 新兵
せいぼ 歳暮 3077 歳末　年末
せいほう 製方 3077
せいぼう 制帽 3077 服制　制帽
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せいぼう 正帽 3076
ぜいほう 税法 3077 取税
せいほん 製本 3078
せいみきょく 舎密局 3123
せいむ 政務 3105 政事
ぜいむ 税務 3106
せいめい 姓名 3122 姓尸 苗字名

名字　名印
ぜいめい 税名 3123 税目
ぜいもく 税目 3125 税名
ぜいもくちょう 税目帳 3125
せいもん 誓文 3126
せいもんし 誓文紙 3126
せいもんちょう 誓文帖 3126
せいやく 製薬 3108
せいやく 誓約 3108
せいやくがく 製薬学 3108
せいやくし 製薬士 3108
せいようがたきせん 西洋形汽船 2336汽船を見よ
せいようがたけんこう 西洋形権衡 3098 度量衡　権衡
せいようがたじょうきせん 西洋形蒸気船 2599蒸気を見よ
せいようがたしょうせん 西洋形商船 3099 西洋形船
せいようがたせん 西洋形船 3100 西洋形商船
せいようがたせんぱく 西洋形船舶 3171船舶を見よ
せいようがたせんぱくけんさ 西洋形船舶検査 3100
せいようがたぞうせんしょ 西洋形造船所 3099
せいようがたにほんせん 西洋形日本船 3099 外国形日本船
せいようがたはかり 西洋形秤 3098 度量衡　権衡
せいようがたふうはんせん 西洋形風帆船 1724風帆船を見よ
せいようがみ 西洋紙 3101
せいようしょじゃく 西洋書籍 3101 洋書　原書

せいようじん 西洋人 3101 外国人 各国
人

せいようせん 西洋船 3101 外国船
せいようひかくのしょうごう 西洋比較ノ称号 3101 彼我ノ称呼

せいりゃく 省略 3098
節 略 節 約
節 倹 節 省
節減

せいれい 制例 3101
せいれい 政令 3101
せいれつ 整列 3101 整列式

せいれつしき 整列式 3102 観兵式 飾隊
式　分列式

せがれ 倅 3128 嫡 男 嫡 子
長男

せきい 席位 3167 席順　席次
せきえき 関駅
せきざい 石材 3169 石山

せきじ 席次 3169 座 順 座 位
位次　席位

せきしつ 石室 3170
せきじゅん 席順 3170 座順
せきたん 石炭 3167
せきたんおきば 石炭置場 3168
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せきたんこ 石炭庫 3168
せきたんさん 石炭酸 3168
せきたんば 石炭場 3168
せきたんゆ 石炭油 3168 石油取締規則
せきたんようしょ 石炭用所 3168
せきちゅう 石柱 3167 水量標
せきはい 籍牌 3167
せきはん 赤飯 3167
せきひ 堰樋 3170 樋

せきひんしゃ 赤貧者 3170 貧 民 窮 民
貧困

せきふ 責付 3168
せきべつ 惜別 3167
せきもり 堰守 3171
せきやどはん 関宿藩 3168 久世
せきゆけんさ 石油検査 1677
せきゆとりしまり 石油取締 3169石油取締規則を見よ
せきゆとりしまりきそく 石油取締規則 3169
せきりょう 積量 3167
せきん 施金 3171 救助金
せこ 勢子 3167
ぜぜはん 膳所藩 3171
せちえ 節会 3128
ぜっか 絶家 3129 族称
せっかい 摂海 3130
せつがい 殺害 3130
せつがい 切害 3130
せっかん 摂関 3131
せっきょう 説教 3131 説法
せっきょうしょ 説教所 3131
せっきん 接近 3132
せっけん 石鹸
せっけん 節倹 3131 省略　減額
せつげん 節減 3131

せっさく 節朔 3132
月朔 五節句
七 節 朔 望
十五日 式日
節日

せつじ 節次
せつじつ 節日 3133 式日
せっしゃ 摂社 3133
せっしょう 摂政 3133
せっせい 摂生 3133 衛生

せっせい 節省 3133 倹 約 節 略
節減

せっち 設置 3129
せっつかん 摂津艦 3130
せっつけん 摂津県 3130
せっつのくに 摂津国 3130
せっとう 窃盗 3129
せっとう 節刀
せっとうじょうれい 窃盗条例 3129
せっとうりつ 窃盗律 3129
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せっぱんだか 折半高 3129
せつふ 接附 3131 引渡
せっぷ 節婦 3131
せっぽう 説法 3129 説教
せつむ 摂務 3130
せつめいしょ 説明書 3133
せつもく 節目 3133
せつやく 節約 3131 節略
せつゆ 説諭 3132
せつりゃく 節略 3129 節 倹 節 省

節約　省略
せつろくもんりゅう 摂籙門流 3129
せとがわ 瀬戸川 3128
ぜにきって 銭切手 3127
ぜにけん 銭券 3127 銭札
ぜにけんはっこう 銭券発行 3127銭券を見よ
ぜにさつ 銭札 3127 銭券
ぜにそうば 銭相場 3127
ぜにばこ 銭函
せのう 脊嚢 3166 背嚢
せひょう 瀬標 3127 浮標　礁標
せまい 施米 3167
せめうま 責馬 3171 馬上　乗馬
せりうり 糶売 3128
せりょう 施療 3129 療養
せわやく 世話役 3128
せんい 船位 3171 艦位
せんえき 戦役 3182 戦争
せんえん 遷延 3182
ぜんか 前科 3179 前罪
せんかく 船客 3176 停船
せんかし 仙過紙 3179
せんかん 船艦 3176 艦 船 商 船

船舶　諸船
せんかん 遷還 3179 還遷
せんき 戦記 3184
せんぎ 詮議 3184

せんきょ 撰挙 3184
任 用 登 用
抜 擢 撰 用
人 撰 採 用
公選　撰擢

せんきょ 薦挙 3184
任 用 登 用
抜 擢 撰 用
人 撰 採 用
公選　撰擢

せんきょ 選挙 3184
任 用 登 用
抜 擢 撰 用
人 撰 採 用
公選　撰擢

せんきょ 船渠
せんきょう 宣教 3180
せんきょうがかり 宣教掛 3180 宣教使
せんきょうごんはんがん 宣教権判官 3180宣教使を見よ
せんきょうし 宣教使 3180
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せんきょうじかん 宣教次官 3180宣教使を見よ
せんきょうちょうかん 宣教長官 3180宣教使を見よ
せんきょうはんがん 宣教判官 3180宣教使を見よ
せんきょぐじょう 選挙具状 3187 具状界紙
せんきょぐじょうし 選挙具状紙 3187 具状界紙
せんきょじょう 選挙状 3188
せんきょじょう 撰挙状 3188
せんきょじょう 薦挙状 3188
せんきょにん 選挙人 3187
せんきょひょう 選挙表 3187
せんく 先駆 3179 前駆
ぜんく 前駆 3179 先駆
せんぐう 遷宮 3179 遷座
せんげ 宣下 3179
ぜんげつみまん 全月未満 3180
ぜんけんべんりだいじん 全権弁理大臣 334弁理大臣を見よ
ぜんこ 全戸 3181 挙家
せんこう 戦功 3182
ぜんこうしょう 善行章 3176
せんこく 宣告 3182 申 渡 言 渡

読聞セ
ぜんこく 全国 3182
せんこくあん 宣告案 3182 宣告書

せんこくしょ 宣告書 3182 宣告状 公判
言渡書

せんこくじょう 宣告状 3182 宣告書
せんざ 遷座 3183 遷宮
ぜんざい 前罪 3183 前科
ぜんさいばん 前裁判 3183
せんざん 泉山 3184 御陵　泉涌寺
せんし 戦士 3188 将士　戦功

せんし 戦死 3188
殉 国 殉 難
討 死 戦 没
死傷

せんじ 宣旨 3191
辞 令 補 状
任 状 達 書
官記

せんじ 戦時 3191
ぜんしっせい 前執政 3192
せんじとう 先地頭 3175 旧地頭
せんじへんせい 戦時編制 3191戦時を見よ
ぜんしゃ 繕写 3192
ぜんしゃくげっぽうへんのう 前借月俸返納 1614月俸を見よ
ぜんしゃせい 繕写生 3192
せんしゅう 撰修 3192
ぜんしゅう 禅宗 3192
せんじゅじ 専修寺
せんじゅじは 専修寺派 3193
せんしょう 専掌 3192 専務
せんしょう 船章 3192 船印
ぜんしょう 前章 3192 星章
せんじょく 潜匿 3176 潜伏
せんしんごう 先進号 3193
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せんすいきかい 潜水器械 3194
せんすいきかいしようとりしまり 潜水器械使用取締 3194潜水器械を見よ

せんぜい 船税 3193
筏 船 船冥
加 船 運 上
遊船税　税金

せんせいしょしき 宣誓書式 3194
せんぜいとりあつかい 船税取扱 3193船税を見よ
せんせんのう 先先納 3179
せんそう 戦争 3183 戦闘
せんそうちょう 船艙長 3178
せんそうふ 船艙夫 3178船艙長を見よ
せんぞく 専属 3178
せんたい 戦隊 3177
せんたい 船体 3177
せんだい 先代 3177
せんだいえいじゅぶしょ 仙台衛戍部署 3178
せんだいけん 仙台県 3178
せんだいちんだい 仙台鎮台 3178 鎮台
せんだいはん 仙台藩 3177 伊達
せんたく 選択 3178
せんたく 選擢 3178 任 用 撰 用

選挙
せんたくおんな 洗濯女 3178
せんたくはけ 洗濯刷毛 3178
せんだん 専断 3178
せんち 戦地 3175
せんちゃ 煎茶 3176 茶
せんちょう 船長 3175 艦長
せんてい 撰定 3183
せんてい 選定 3183
せんてい 先帝 3182 孝明天皇
せんとう 戦闘 3175 戦役　戦争
せんとう 船灯 3175 舷灯
せんなんしょうしょ 船難証書 3179
せんなんほうこく 船難報告 253報告を見よ 難船　難破船
せんなんほうこく 船難報告 3179
せんにゅうじ 泉涌寺
せんにん 専任 3174
せんにん 撰任 3174 任用　撰挙
せんにんかん 先任官 3174
せんにんどうしん 千人同心 3174 同心
せんのう 先納 3179
せんばい 専売 3171

せんぱく 船舶 3171

艦 船 商 船
船艦 西洋形
船 風 帆 船
蒸気船 諸艦
船 日本形船
停 船 諸 船
汽船　船税

せんぱくけんさ 船舶検査 1677
せんぱくしゅつにゅうならびにみつ
ばいとりしまり

船舶出入並密売取
締 3171船舶を見よ
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せんぱくしんごうしょはっこう 船舶信号書発行 3171船舶を見よ
せんぱくせいぞうへんこうこうきゅ
うほうこく

船舶製造変更購求
報告 253報告を見よ

せんぱくばいばい 船舶売買 3171船舶を見よ
せんばつ 撰抜 3171 抜擢
せんばつ 選抜 3171 抜擢
せんぱつ 先発 3171
せんぷ 宣布 3181
せんぷ 先夫 3181 前夫
ぜんぶ 膳部 3181
ぜんぷ 前夫 3181 先夫
せんぷく 潜伏 3181 潜匿
せんぶし 宣撫使
せんぽう 先鋒 3175
ぜんぼうふ 前亡夫 3181 先夫

せんぼつ 戦没 3174 殉 難 殉 国
戦死

せんみょう 宣命 3188
せんむ 専務 3179
せんめい 船名 3188
せんもんがくむきょく 専門学務局 3193
せんもんがっこう 専門学校 3193
せんゆうじ 泉涌寺 3188 菊御紋　泉山
せんよう 宣揚 3177
せんよう 撰用 3177 選挙　抜擢
ぜんり 前利 3176 利足
せんろ 線路 3171
せんろ 船路 3171 航路
せんわく 煽惑 3176
そ
そう 宗 1082 厳原藩
そうあん 草案 1121 草稿
そうあん 草按
そうい 僧位 1082 僧尼　僧侶

そうい 瘡痍 1083 創 傷 傷 痍
傷所

ぞうい 贈遺 1083
ぞうい 造意 1083
ぞういん 増員 1083 増置　増加
ぞういんひょう 増員表 1083 増置　増加
そうえい 創営 1120
ぞうえい 造営 1120 造立　増築
そうえつ 総閲 1121
そうおんのもの 相恩者
ぞうか 増加 1106
そうがく 奏楽 1107
ぞうがくきん 増額金 1107
ぞうかしゅ 造靴手 1116
ぞうかだか 増加高 1106
そうかん 僧官 1082 僧尼　僧侶
そうぎ 葬儀 1123葬祭
そうぎし 葬儀師 1124
ぞうきゅう 増給 1123 増 俸 加 俸

増加　増金
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ぞうきゅうわたしかた 増給渡方 1123増給を見よ
そうぎょう 僧業 1117 僧侶
そうきん 葬金 1124 葬式料
そうきん 送金 1124
ぞうきん 増金 1125 加俸
ぞうきん 贓金 1125 贓物
そうぐ 装具 1116
そうけ 宗家 1116 本家
そうげい 送迎 1116 奉送　奉迎
そうけいがく 総計額 1116
そうげいしき 送迎式 1116 奉送　奉迎
そうけいちょう 総計帳 1116
そうけいひょう 総計表 1116
そうけん 創建 1117 創立
ぞうげん 増減 1117
ぞうげんひょう 増減表 1117
そうこ 倉庫 1119
そうご 相互

そうこう 草稿 1120 稿 本 原 稿
草案

ぞうこうじちょう 造綱次長 1120造綱長を見よ
ぞうこうしゅ 造綱手 1120造綱長を見よ
ぞうこうちょう 造綱長 1120
ぞうこうちょうぞく 造綱長属 1120造綱長を見よ
そうこか 倉庫課 1120
そうこきょく 倉庫局 1120
ぞうこくぜい 造石税 1120
そうこくぶん 奏告文 1120
そうこはらいさげ 倉庫払下 1119倉庫を見よ
そうさ 捜査 1121 捜索
そうさい 総裁 1122
そうさい 葬祭 1122 葬儀
そうさいきょく 総裁局 1123
そうさいりゃくしき 葬祭略式 1122
そうさく 捜索 1123 探 索 捕 縛

召捕　捜査
ぞうさく 造作 1123
そうじ 掃除 1100
ぞうし 雑仕 2146
そうしき 葬式 1110 葬儀
そうしきかん 総指揮官 1127
そうしきりょう 葬式料 1127 葬金
そうじじ 総持寺 1103
そうじゅ 奏授 1127 奏任
そうじゅ 桑樹
そうしゅう 相州 1126 相模国
ぞうしゅう 造修 1126
そうしゅういしやまとりしまり 相州石山取締 53石山を見よ
ぞうしょ 蔵書 1125 書籍

そうしょう 創傷 1126 瘡 痍 傷 痍
傷所

そうしょう 喪章 3066喪章（もしょう）を見よ
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そうしょう 争訟 2140 訴 訟 告 愬

争論
そうしょう 総称 1126
そうじょう 騒擾 1126 暴動
ぞうじょうじ 増上寺 1126
そうしょく 装飾 1126
そうしょく 総職
ぞうじょく 蔵匿 1103
ぞうしょくきん 贓贖金 1125 贓物
ぞうしょくじむ 贓贖事務 1126
そうじん 掃塵
そうせい 奏請 1128
そうせき 送籍 1128
そうせき 僧籍 1128 僧侶
そうせつ 創設 1128
ぞうせんきょく 造船局 1128
ぞうせんし 造船司 1129
ぞうせんじょ 造船所 1129
ぞうせんじょう 造船場 1131
ぞうせんりょう 造船寮 1128
そうそう 葬送 1110 葬儀
そうそく 総則 1111
そうぞく 相続 1111 家名　家督
そうぞく 草賊 1111 土寇
そうぞくにん 相続人 1114
そうだい 総代 1107 大総代
そうだいにん 総代人 1107
ぞうだかしわけしょ 増高仕訳書 1107
そうたつ 送達 1107 護送
そうたつきん 送達金 1124
そうたつしょ 送達書 1108
そうたつちん 送達賃 1107 護送
そうたつひ 送達費 1107 護送
そうち 送致 1100 護送
ぞうち 増置 1101 増員　増加
ぞうち 増地
ぞうちく 増築 1103 造営　造立
そうちゃ 桑茶
そうちょう 曹長 1101
そうちょう 総長 1101
そうちょうこころえ 曹長心得 1101曹長を見よ
そうてい 壮丁 1121
そうてい 装蹄 1121
そうでん 相伝 1121
そうと 僧徒 1097 僧尼　僧侶

そうとう 相当 1097 官位相当 同
等官

そうとうかん 相当官 1097 官位相当 同
等官

そうとうしゅう 曹洞宗 1098
そうとうだいか 相当代価 1098
そうとく 総督 1098 大総督
そうとくのみや 総督宮 1099
そうとくふ 総督府 1100 督府
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そうとも 総供 1100 供人数

そうに 僧尼 1085 僧 業 僧 徒
僧侶

そうにん 奏任 1086 奏授
そうにんかん 奏任官 1086 奏授
そうにんかんいかいいきかんきせん
じ

奏任官位階位記官
記宣旨 1087

そうにんかんいろうてあて 奏任官慰労手当 1087
そうにんかんいんえい 奏任官印影 1088
そうにんかんおしゃしんちょうだい 奏任官御写真頂戴 1090
そうにんかんかしこどころさんぱい 奏任官賢所参拝 2154参拝を見よ
そうにんかんきせいおよびおいとま
ねがい

奏任官帰省及御暇
願 1091

そうにんかんげばげじょう 奏任官下馬下乗 1090
そうにんかんごきんかしゅっとう 奏任官御近火出頭 1090
そうにんかんごもんつうこう 奏任官御門通行 1091
そうにんかんさいじょじゅうしゃ
りょひ

奏任官妻女従者旅
費 1091

そうにんかんさんが 奏任官参賀 2167参賀を見よ
そうにんかんさんちょう 奏任官参朝 2180参朝を見よ
そうにんかんしきょ 奏任官死去 1091
そうにんかんしゅくしゅしゅせん
りょう 奏任官祝酒酒饌料 1092
そうにんかんしゅくしょ 奏任官宿所 1092
そうにんかんしゅくちょくおよびべ
んとうりょう

奏任官宿直及弁当
料 1092

そうにんかんしゅっきんしょうよ 奏任官出金賞与 1092
そうにんかんしゅっちょうならびに
ざいきん 奏任官出張並在勤 1091
そうにんかんじょうきょうおよびざ
いきょう 奏任官上京及在京 1091
そうにんかんじょふくしゅっし 奏任官除服出仕 1089
そうにんかんしんたいうかがいおよ
びたいざいしょち

奏任官進退伺及待
罪処置 1092

そうにんかんせいもんちょういん 奏任官誓文調印 3126誓文を見よ
そうにんかんせきじ 奏任官席次 1092
そうにんかんちゃくようふく 奏任官著用服 1089
そうにんかんちょうちん 奏任官提挑灯 1993挑灯を見よ
そうにんかんにんめんてんしょく 奏任官任免転職 1088
そうにんかんねがいうかがいとどけ 奏任官願伺届 1090
そうにんかんはんざいおよびみんじ
かんもん

奏任官犯罪及民事
喚問 1779

そうにんかんふさん 奏任官不参 1779不参を見よ
そうにんかんほうきゅう 奏任官俸給 1089
そうにんかんみょうじつうしょうじ
つめい

奏任官苗字通称実
名 2396苗字を見よ

そうにんかんりれき 奏任官履歴 1089
そうにんかんろくぜい 奏任官禄税 1090
そうのう 送納 1115
そうば 相場 1083
そうばがき 相場書 1084
ぞうはん 蔵版 1085 版権
ぞうひ 増費 1127
そうびょう 宗廟 1127 大廟
そうふ 送附 1119
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そうふう 僧風 1106
そうへい 壮兵 1094
ぞうへい 造幣 1094
ぞうへいきそく 造幣規則 1096
ぞうへいきょく 造兵局 1096 造兵司
ぞうへいきょく 造幣局 1095
ぞうへいし 造兵司 1096 造兵局

ぞうへいじがねうけとりかたきそく 造幣地金受取方規則 450地金を見よ
ぞうへいしょ 造幣所
ぞうへいじょ 造兵所 1097
ぞうへいだいぎし 造兵大技師 2324技師を見よ
ぞうへいりょう 造幣寮 1094
そうほう 双方 1093
ぞうほう 増俸 1093 増 給 加 俸

増加
そうほうていしき 操砲程式 1085
そうほんざん 総本山 1093 本山
そうほんじ 総本寺 1093 本寺
そうみょうだい 総名代 1107 大総代
そうむきょく 総務局 1115
そうむきょくちょう 総務局長 1116
ぞうめんふ 造麺夫 1125
そうもく 草木
そうもくろく 総目録 3062目録を見よ
ぞうもつ 贓物 1127
そうもん 奏聞 1127
そうやしちょう 宗谷支庁 1116
そうり 総理 1103
そうりつ 僧律 1106
そうりつ 創立 1106 創建
ぞうりゅう 造立 1106 造営
そうりゅうかん 蒼竜艦 1105
そうりゅうまる 蒼竜丸 1105
そうりょ 僧侶 1104 僧尼　僧徒
そうりょう 草梁 1105
そうりょうじ 総領事 635領事を見よ
そうりょしんだいかぎりきそく 僧侶身代限規則 1106
そうりん 倉廩 1106 倉庫　蔵番
そうりんばん 倉廩番 1106 倉庫　蔵番

そうれん 操練 1108 調 練 練 兵
演習　訓練

そうれんじょ 操練所 1109
そうれんじょう 操練場 1109 練兵場
そうろく 総録 1083
ぞうろく 増禄 1083 禄
そうろん 争論 2140 争訟
そえがき 添書 1075 奥書
そえかん 添簡 1075
そえかん 添翰 1075
そえじょう 添状 1076
ぞく 属 1131 大属
そくい 即位 1132
そくいしき 即位式 1132
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そくいび 即位日 1133
ぞくいん 属員 1131 大属
ぞくかい 賊魁 1141 賊徒　巨魁
ぞくかん 属官 1131 大属
ぞくぐ 属具 1141
そくし 即死 1142
ぞくしゃ 属舎 1142 官舎　官宅
そくしょう 束装 1142
ぞくしょう 俗称 1142
ぞくせい 賊勢 1142
ぞくせき 族籍 1142
ぞくせき 属籍 1143
ぞくせきひょう 族籍表 1142
ぞくせきへんにゅう 族籍編入 1142族籍を見よ
そくたく 嘱托 1140
そくつう 足痛 1140
そくど 測度 1133

ぞくと 賊徒 1134
賊 軍 賊 魁
悪 徒 逆 徒
盗 賊 兇 徒
草賊　暴徒

そくとう 喞筒 289
ぞくとうりつ 賊盗律 1137
ぞくととりしまり 賊徒取締 1134賊徒を見よ
ぞくなん 賊難 1141
ぞくなんひょう 賊難表 1141
そくのう 即納 1140 即金
ぞくひん 属品 1141
ぞくへい 賊兵 1133 兵火　兵燹
そくほう 測法 1133 測量
ぞくやく 続約 1141
そくりょう 測量 1137 測法
そくりょうか 測量科 1140
そくりょうかん 測量艦 1140
そくりょうし 測量司 1140
そくりょうず 測量図 1140
そくりょうせい 測量生 1140
そくりょうせん 測量船 1140
そけん 訴件 1143
そご 齟齬
そこつ 粗忽 1143 粗暴
そしき 組織 1148

そしょう 訴訟 1143
公 事 裁 判
出 訴 訴 出
争訟

そじょう 訴状 1143
そしょうじょ 訴訟所 1148
そしょうにゅうひ 訴訟入費 1146
そしょうにゅうひ 訴訟入費 206
そしょうひ 訴訟費 1146
そしょうひょう 訴訟表 1147
そしょうほうそうあん 訴訟法草案 1147
そしょうよういんし 訴訟用印紙 1147
そしょうようけいし 訴訟用罫紙 1147

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 189



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
そしょうりつ 訴訟律 1147

そぜい 租税 1148
年 貢 物 成
運上 冥加永
地租

そぜいうかがいとどけしんちょう 租税伺届申牒 1153
そぜいえんのう 租税延納 1155
そぜいおさめかたおよびかんぷ 租税納方及還附 1151
そぜいおさめわけひょう 租税納訳表 1150
そぜいか 租税課 1156
そぜいかんりかんさいん 租税官吏監査員 1154
そぜいきょく 租税局 1157
そぜいきょくちょう 租税局長 1157

そぜいきん 租税金 1148
年 貢 物 成
運上 冥加永
地租

そぜいきんついのうとりあつかい 租税金追納取扱 1148租税を見よ
そぜいこくだいそうば 租税石代相場 1155
そぜいごんのかみ 租税権頭 1157 頭
そぜいし 租税司 1157 寮司　諸司
そぜいじょうのう 租税上納 2569
そぜいじょうのうきんとりしまり 租税上納金取締 2574上納金を見よ
そぜいしょぶん 租税処分 2659
そぜいちょうぼおよびしょひょう 租税帳簿及諸表 1149
そぜいとりあつかい 租税取扱 1148租税を見よ
そぜいのかみ 租税頭 1156 頭
そぜいふのうみのう 租税不納未納 1154
そぜいめんじょめんち 租税免除免地 1155
そぜいよさんけっさんちょうりじゅ
んじょ

租税予算決算調理
順序 1153

そぜいよりくりかえしはらい 租税ヨリ繰替仕払 1153
そぜいりょう 租税寮 1156
そせん 鉏銭 1158 鐚銭　旧鉄銭
そせん 祖先 1158
そつ 帥 1077
そつ 卒 1077 下士　一等卒
そつう 疎通 1080
そつぎょう 卒業 1080
そつぎょうしょうしょ 卒業証書 1081
そつぎょうしょうじょう 卒業証状 1081
そつぎょうせい 卒業生 1080
そつぎょうめんじょう 卒業免状 1080
そっきん 即金 1141 即納
そっきん 息金 1142 利息
そっけつ 即決 1141 裁判
そっけつ 速決 1141 裁判
そっこん 即今
そつぞく 卒族 1080 卒
そつふ 卒夫 1081 下士
そでじるし 袖印 1143 袖章
そとう 訴答 1076
そとうぶんれい 訴答文例 1076
そなえおき 備置 1081
そなえつけ 備附 1081
そなえつけひん 備附品 1081
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そにん 訴人 1075 訴出　首報
そのべはん 園部藩 1131
そびょう 祖廟 1148 墓所
そぼう 粗暴 1075 乱暴　粗忽
そめりょう 染料 1143
そらちしゅうじかん 空知集治監 1082
そりげ 剔毛 789
そんがい 損害 1159
そんがいばいしょう 損害賠償 1159
そんごう 尊号 1159
そんさつ 損札 1159 損紙幣
そんし 村市 1159 村落　村名
そんしつ 損失 1161
そんしへい 損紙幣 1160 損札

そんしゃ 村社 1161 府県社 郷村
社

そんしょ 損所 1161
そんしょう 尊称 1161
そんじょう 存城 1161
そんしょうさつ 損傷札 1159 損紙幣
そんしょうしへい 損傷紙幣 1160
そんしょうしへいこうかんとりあつ
かい 損傷紙幣交換取扱 2487紙幣を見よ
そんじょうち 存城地 1161
そんぞく 尊属 1159
そんち 存置 1158
そんない 村内 1159
そんぱい 存廃 1158
そんぴ 尊卑 1161
そんぼく 損木 1158
そんめい 村名 1159 村落　村市
そんもう 損毛 1161
そんもん 存問 1161
そんよう 存用
そんらく 村落 1159 村名　村市
そんり 村里 1158
そんりゅうようしん 存留養親 1158
た
だあん 駄鞍

たいい 大尉 966 尉 官 士 官
将校

だいいかん 大医監 20医監を見よ
だいいちあずけまいきん 第一預米金 2063預ヶ米金を見よ
だいいちけいえいぶ 第一経営部 1572経営部を見よ
だいいちこうびぐん 第一後備軍 1882後備軍を見よ
だいいちこうびへい 第一後備兵 1881後備兵を見よ
だいいちこうへいほうめんほんしょ 第一工兵方面本署 1834工兵方面本署を見よ
だいいちこくりつぎんこう 第一国立銀行 2340銀行を見よ
だいいちしゅうごうじょ 第一集合所 2801集合所を見よ
だいいちじょうび 第一常備 2613常備を見よ
だいいちじょうびきん 第一常備金 2617常備金を見よ
だいいちだいがっくいがっこう 第一大学区医学校 19医学校を見よ
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だいいちだいがっくだいいちばん
ちゅうがく

第一大学区第一番
中学 500中学を見よ

だいいちだいがっくだいにばんちゅ
うがく

第一大学区第二番
中学 500中学を見よ

だいいちだいがっくとくがくきょく 第一大学区督学局 420督学局を見よ
だいいちだいたい 第一大隊 985大隊を見よ
だいいちちょちくせん 第一貯蓄船 454貯蓄船を見よ
だいいちていぼうかん 第一丁卯艦 1966丁卯艦を見よ
だいいちていぼうまる 第一丁卯丸 1966丁卯艦を見よ
だいいちとねがわせん 第一利根川船 362利根川船を見よ

だいいちとねまる 第一利根丸 362利根川船を見よ
だいいちぶ 第一部 966 東部
だいいちりょだん 第一旅団 580旅団を見よ
だいいちれんたい 第一聯隊 1071聯隊を見よ
だいいっきょく 第一局 966
たいいん 退院 967 病院
たいいん 退隠 967 隠居
たいいんりょう 退隠料 968
たいいんれい 退隠令 967
たいいんれき 太陰暦 968 暦 上 干 支

改暦
だいか 代価 977 代金
たいがい 隊外 994
だいがいし 大外史 1339外史を見よ
だいがえ 代換 979
だいがえ 代替 979
たいがく 退学 979
だいがく 大学 980 東京大学
だいがくくとうじょ 大学句読所 983
だいかくじ 大覚寺 983
たいかくしゃくど 体格尺度 983
だいがくそつぎょうめんじょう 大学卒業免状 982
だいがくとうこう 大学東校 981
だいがくなんこう 大学南校 982
だいがくほんぶ 大学本部 983
だいがくよびもん 大学予備門 982
だいがくりょうだい 大学寮代 982 学校
だいがくりょうちょう 大学寮長 1067寮長を見よ
だいがっく 大学区 983 中学　医学校
だいがっくへんにゅう 大学区編入 983大学区を見よ
だいがっくほんぶ 大学区本部 983
だいがっこう 大学校 981
だいかもく 大科目 1376科目を見よ
たいかん 滞艦 984
たいかん 退艦 983
だいかん 大監 984
だいかんたいしれいかん 大艦隊司令官 905艦隊司令官を見よ
だいかんべ 大神部 893神部を見よ
たいき 大旗 1005 旗　旗章
たいき 大記 1005
たいぎ 太儀 1006 慰労
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たいぎ 大義 1006
だいぎかん 大技監 2221技監を見よ
だいぎかん 大議官 2272議官を見よ
だいきかんし 大機関士 2274機関士を見よ
だいぎし 大技師 2324技師を見よ
だいぎしゅ 大技手 2330技手を見よ
だいぎせい 大技生 2335技生を見よ
だいぎせい 大議生 2335議生を見よ
だいぎちょう 大技長 2214技長を見よ
だいきゅう 大急 1006
たいきょう 滞京 1006
だいきょう 大凶 1006
だいきょう 大教 997
だいきょういん 大教院 1626教院を見よ
だいきょうじゅ 大教授 1648教授を見よ
だいきょうせい 大教正 1649教正を見よ
たいきょく 大曲 1006
だいぎょしゃ 大馭者 2232馭者を見よ
だいきん 代勤 1006
だいきん 代金 1006 代価
だいぎん 代銀 1008 電信賃銭
だいく 大区 994
たいぐう 待遇 996 取扱
だいぐうじ 大宮司 1477宮司を見よ
たいくん 帯勲 996
だいくんい 大勲位 996 勲章
だいぐんい 大軍医 1487軍医を見よ
たいくんしゃ 帯勲者 996
だいくんしょう 大勲章 996 勲章
だいぐんそう 大軍曹 1487軍曹を見よ
だいけいし 大警視 1584警視を見よ
だいけいぶ 大警部 1566警部を見よ
たいけん 帯劔 997 帯 刀 佩 刀

佩劔
たいけん 滞件 997
だいげん 代言 998
だいけんじ 大検事 1682検事を見よ
だいげんすい 大元帥 1692元帥を見よ
だいげんにん 代言人 998
だいげんにんとりあつかい 代言人取扱 998代言人を見よ
だいげんにんはんざい 代言人犯罪 167
だいげんのほう 大元帥法 1000
だいけんぶ 大検部 1668検部を見よ
たいこ 太皷 1001 鐘皷
たいご 隊伍 1001
たいこう 退校 979 退学　放校
たいこう 大綱 1001
たいごう 隊号 1001 砲 隊 大 隊

聯隊　番号
だいこうぎ 大講義 1866講義を見よ
だいこうぎせい 大講義生 1866講義生を見よ
だいこうしゅ 大工手 1835工長を見よ
だいこうちょう 大工長 1835工長を見よ
だいごうれい 大号令 1001
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だいごきょく 第五局 1002
たいごく 大獄 1002
たいごくざいしゅうげんえきれいず 滞獄罪囚減役例図 1002
だいごだいがっくだいいちばんちゅ
うがく

第五大学区第一番
中学 500中学を見よ

だいごてんのう 醍醐天皇 1002
たいごへんにゅう 隊伍編入 1001隊伍を見よ
たいこやぐら 太皷櫓 1001 鐘皷

たいさ 大佐 1002 将校 上長官
佐官

たいさい 大祭 1004 招魂社
たいざい 待罪 1003 進退伺
たいざい 戴罪 1003
たいざい 滞在 1003 滞留
たいさいしき 大祭式 1004
たいざいしょ 待罪書 1003 進退伺
だいさかん 大属 1004
だいさかん 大令史 2141令史を見よ
だいさかん 大録 1004
たいさく 対策 1004
たいさん 退散 1005 退出
だいさんか 第三課 1005
だいさんかくそくりょう 大三角測量 1005
だいさんきょく 第三局 1005
だいさんじ 大参事 2192参事を見よ
だいさんしゅぜいねんぴょう 第三種税年表 1005
だいさんだいがっくだいいちばん
ちゅうがく

第三大学区第一番
中学 500中学を見よ

だいさんだいたい 第三大隊 985大隊を見よ
だいさんとねがわせん 第三利根川船 362利根川船を見よ
だいさんぶ 第三部 1005 東部
だいさんほうたい 第三砲隊 123砲隊を見よ
だいさんゆうぐんたい 第三遊軍隊 2382遊軍隊を見よ
だいさんれんたい 第三聯隊 1071聯隊を見よ
たいし 大祀 1009 大嘗会 大嘗

祭
たいし 大使 1009 特命全権大使
たいじ 太字 1009
だいし 大史 1009
だいし 大師 1009
だいじ 大字 1009
だいじい 大侍医 2454侍医を見よ
だいしか 第四課 1012
だいしがく 大視学 2514
だいしぎょう 大試業 1013 試験
たいしきょく 大史局
だいしきょく 第四局 1013
たいしげっきゅう 大使月給 1614
だいしごう 大師号 1013
だいしだいがっく 第四大学区 983大学区を見よ
だいしだいがっくいがっこう 第四大学区医学校 19医学校を見よ
だいしだいがっくだいいちばんちゅ
うがく

第四大学区第一番
中学 500中学を見よ
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だいしだいたい 第四大隊 985大隊を見よ
だいしちきょく 第七局 1009
だいしほうたい 第四砲隊 123砲隊を見よ
たいしゃ 退舎 1012 退校
たいしゃ 退社 1012
たいしゃ 大赦 1012 赦令

たいしゃ 大社 1012 官社 官国幣
社

たいしゃく 貸借 879貸借（かしかり）を見よ
だいしゃじせい 大写字生 2788写字生を見よ
たいしゃは 大社派 1013
だいしゅい 大趣意 1014
だいしゅき 大主記 2889主記を見よ
だいしゅけい 大主計 2882主計を見よ
たいしゅつ 退出 1014 退 散 出 闕

退省
だいしゅてん 大主典 2888主典を見よ
だいしゅぼ 大主簿 2825主簿を見よ
だいしゅり 大主理 2827主理を見よ
だいじゅんさつ 大巡察 2914巡察を見よ
だいしょ 代書 1009
たいしょう 退省 1013 退出　退散
たいしょう 大将 1009 将校　将官
だいしょう 台掌 1010
だいじょう 大丞 1010
だいじょう 大佑 1013
だいじょう 大祐 1013
たいしょういん 待詔院 1017
だいじょうえ 大嘗会 1011 大祀　大嘗祭
たいしょうかいん 待詔下院 1017
だいしょうき 大掌記 2596掌記を見よ
だいしょうき 大祥忌 1011
たいしょうきょく 待詔局 1018
だいしょうこうはく 大小侯伯 1018 諸侯　大名
だいじょうさい 大嘗祭 1011
だいしょうし 大匠司 2602匠司を見よ
だいしょうじはん 大聖寺藩 1013
だいしょうてん 大掌典 2593掌典を見よ
たいしょうひょう 対照表 1018
だいしょき 大書記 2671
だいしょきかん 大書記官 2674
だいしょきせい 大書記生 2676
だいじょきょう 大助教 2646助教を見よ
たいしょく 退職 1011
たいしょくれい 退職令 1012
だいしょにん 代書人 1009
だいしれい 大司令 2690司令を見よ
たいじん 滞陣 974
だいしん 大進 1015

だいじん 大臣 1015
太政大臣 左
大臣 右大臣
特命全権弁理
大臣
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だいしんいん 大審院 1015
だいしんいんかくさいばんしょこう
てい

大審院各裁判所公
庭 1856公庭を見よ

だいじんぐう 太神宮
だいず 大豆 991
だいすう 代数 1018
たいせいきょうかい 大成教会 1017
たいせいごいっしん 大政御一新 1017
たいせいは 大成派 1017
たいせいへんじょう 大政返上 1017 政権返上 政

権奉帰
たいせん 滞船 1018
たいせんきょうし 大宣教使 3180宣教使を見よ
たいそ 大疏 990
たいそうきかい 体操器械 991
たいそうそつ 体操卒 991
たいそうでんしゅうしょ 体操伝習所 991
だいそうとく 大総督 990
だいそうとくのみや 大総督宮 990
だいそうとくふ 大総督府 991
だいそうとくふいんかん 大総督府印鑑 60
たいそうふく 体操服 991
だいたい 大隊 985
だいだい 代々 987
だいたいき 大隊旗 987 旗　旗章
だいたんしゅうちょう 大端舟長 1056端舟長を見よ
だいち 代地 973 替地
たいちゅう 隊中 973
だいちゅう 大忠 973
たいちょう 退庁 974 退出
たいちょう 隊長 973
だいちょう 台帳 535地券台帳を見よ
だいちょうちん 台提灯 1993
たいづき 隊附 992
だいてん 大典 1002
だいてんい 大典医 2018典医を見よ
だいてんじ 大典侍 2037典侍を見よ
たいとう 帯刀 972 帯 劔 佩 劔

佩刀
たいとうへいけつ 擡頭平闕 973
だいとうりょう 大統領 973
だいときべ 大解部 427解部を見よ
だいとくがく 大督学 420督学を見よ
だいとくぎょうせい 大得業生 420得業生を見よ
だいとくじは 大徳寺派 973
だいないし 大内史 1226内史を見よ
だいなごん 大納言 1243納言を見よ
だいなにしかんこうびぐんほんぶ 第何師管後備軍本

部 1882後備軍を見よ
だいに 大弐 970
だいにきゅう 第二厩 970 調馬厩
だいにきょく 第二局 970
だいにぐんかん 第二軍管 1508軍管を見よ

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 196



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
だいにこうびぐん 第二後備軍 1882後備軍を見よ
だいにこうびへい 第二後備兵 1881後備兵を見よ
だいにしゃ 第二舎 970
だいにじょうび 第二常備 2613常備を見よ
だいにじょうびきん 第二常備金 2617常備金を見よ
だいにせんしんごう 第二先進号 3193先進号を見よ
だいにだいたい 第二大隊 985大隊を見よ
だいにっき 大日記 970
だいにていぼうかん 第二丁卯艦 1966丁卯艦を見よ
だいにとねまる 第二利根丸 362利根川船を見よ
だいにぶ 第二部 970
だいにほんせいふでんしんとりあつ
かいきそく

大日本政府電信取
扱規則 2047電信取扱規則を見よ

だいにれんたい 第二聯隊 1071聯隊を見よ
たいにん 退任 970
だいにん 代人 970
だいにん 代任 970 代理
だいにんきそく 代人規則 971
だいにんりょう 代人料 971
たいのう 滞納
たいのう 怠納
たいのうきん 怠納金 994 未納
たいのうしゃ 怠納者 994 不納　未納
たいば 隊馬 968
だいはかせ 大博士 102博士を見よ
たいはん 大藩 969 藩　大名
だいはんがん 大判官 160判官を見よ
だいはんじ 大判事 175判事を見よ
だいひし 大秘史 3049秘史を見よ
だいひしょ 大秘書 3050秘書を見よ
たいひせい 貸費生 1017
たいひつ 大弼 1017

たいびょう 大廟 1017
伊勢大廟 神
宮 内宮 外
宮　官社

だいひん 代品 1017
たいふ 大副 1000
たいふ 大輔 1000
たいふ 大夫 1001 中大夫 諸大

夫　上士
だいぶ 大夫 1000
たいふう 大風 1001
たいふし 大夫士 1001 中大夫 諸大

夫　上士
だいふじん 大夫人
だいぶりてんこく 大不列顛国 1000 英国　英吉利
だいべん 大弁 972
だいべんむし 大弁務使 336弁務使を見よ
だいべんりょうじ 代弁領事 972

たいほ 逮捕 971
捜 索 探 索
捕 縛 召 捕
搦捕
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たいほう 大礟 968 ※礟は石へん

に馬＋交
たいほう 大砲 968
たいほう 大砲 968
だいほうかん 大法官 276法官を見よ
たいほうせいぞうしょ 大砲製造所 969 製造所
たいほうたい 大砲隊 123砲隊を見よ
たいほじょう 逮捕状 971 令状
たいほち 逮捕地 971
だいまいえい 代米永 997
だいまいじょうのう 代米上納 996
だいまいのう 代米納 996
だいまいのうとりあつかい 代米納取扱 996代米納を見よ
だいまいわたし 代米渡 997
だいまし 代増 997
だいみょう 大名 1009 諸藩　諸侯
たいめい 待命 1008
たいめいほう 待命俸 1008
たいめん 体面 1009
たいめん 対面 1008 面 会 面 接

応接
だいやくかん 大訳官 1528訳官を見よ
だいゆうごう 大有号
たいよ 貸与 984 貸渡
だいよう 代用 985
たいようたいいんりょうれきたい
しょうひょう

太陽太陰両暦対照
表 985 陽陰両暦対照

表

たいようれき 太陽暦 985 暦 上 干 支
改暦

たいよきん 貸与金
たいらけん 平県 994
だいらん 代覧 994 名代
だいり 代理 974 代任
だいりこうし 代理公使 976 公使
たいりゅう 滞留 976 逗留　滞在
だいりょう 代料 990
だいりょうじ 代領事 976 領事
だいりょうちょう 大寮長 1067寮長を見よ
たいれい 大礼 988
だいれいじん 大伶人 1064伶人を見よ
たいれいはいけんせい 大礼佩剣制 988
たいれいふく 大礼服 988 礼服　服制
たいれん 滞輦 990 駐輦
だいろくじ 大録事 78録事を見よ
だいろくだいがっく 第六大学区 983大学区を見よ
だいろくだいがっくいがっこう 第六大学区医学校 19医学校を見よ
だいろくだいがっくだいいちばん
ちゅうがく

第六大学区第一番
中学 500中学を見よ

だいろくぶ 第六部 968
だいろっきょく 第六局 968
たいわん 台湾 976
たいわんばんち 台湾蕃地 976
たいわんばんちしょぶん 台湾蕃地処分 2658
だおい 駄覆 1023
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たおれぎゅうば 斃牛馬 2238牛馬を見よ
たおれし 斃死 1038
たかうちひき 高内引 1025
たがうもの 違フ者 1026 違犯　犯ス者
たかお 高雄 1024
たかおかはん 高岡藩 1024
たかおまる 高雄丸 1024
たかがかりさんやく 高掛三役 1024
たかがかりもの 高掛物 1024
たかくにぐんそんめいちょう 高国郡村名帳 1025
たかさきはん 高崎藩 1026
たかしまちょう 高島町
たかしまはん 高島藩 1026
たかすはん 高須藩 1026
たかせぶね 高瀬舟 1026
たかた 田方 1024 田租　地租
たかだごおり 高田郡 1025
たがたごおり 田方郡 1025
たかだはん 高田藩 1025
たかたんべつとりまいえいいっそん
かぎりちょう

高反別取米永一村
限帳 1025

たかちほ 高千穂 1024
たかちょう 高帳 1024
たかつきはん 高槻藩 1025
たかとおはん 高遠藩 1023
たかとくはん 高徳藩 1023
たかとみはん 高富藩 1023
たかとりはん 高取藩 1023
たかなべはん 高鍋藩 1025
たかなわびょういん 高輪病院 1025 海軍病院
たかはし 高橋
たかはしはん 高梁藩 1023
たかはりちょうちん 高張提灯 1993提灯を見よ
たかまつはん 高松藩 1025
たかやく 高役 1025 高割
たかやまけん 高山県 1025
たからだちょう 宝田町
たかわり 高割 1024 高役
たかん 他管 1035 管外
だかんぎんこうけん 兌換銀行券 1035
だかんしょうけん 兌換証券 2580証券を見よ
たきぐん 高城郡
たきだい 焚代 1042
だきゅう 打毬
たぎょう 他行 1042 他出
たくざい 磔罪 1036
だくしゅ 濁酒 1036
たくち 宅地 1035 邸宅　屋敷地
たくちへんせい 宅地編成 1035宅地を見よ
たくはつ 托鉢 1034
たくみ 内匠
たくみし 内匠司 1036
たくりょう 宅料 1035
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たけ 他家 1038
たけいさおしゃ 建勲社 1038 官社
たけごおり 多気郡 1038
たけしおりたのやしろ 建織田社 1038 官社
たけしきこう 竹敷港 1038
たけのみや 建宮 1038 敬仁親王
たけばしごもん 竹橋御門 1038
たこ 紙鳶 1039 違式詿違
だこ 打鼓 1039
たこう 他港 1039
たこはん 多古藩 1039
だざいふしゃ 大宰府社 1042 官社
だざいふじんじゃ 太宰府神社 1042 官社
ださつ 打殺 1042
たしゅつ 他出 1048
たしゅつどめ 他出留 1048
だじょうかん 太政官 1043 正 院 左 院

右院
だじょうかんかんいんとうきゅう 太政官官員等級 403
だじょうかんかんとう 太政官官等 1416
だじょうかんさつ 太政官札 1047 官省札 紙幣

金札
だじょうかんじむしょうてい 太政官事務章程 2723
だじょうかんしょくせい 太政官職制 2634
だじょうかんだい 太政官代 1043 正 院 左 院

右院
だじょうかんにっし 太政官日誌 1047
だじょうかんぶんことりあつかい 太政官文庫取扱 1803文庫を見よ
だじょうだいじん 太政大臣 1043
だじょうてんのう 太政天皇 1048
だたい 堕胎 1026
ただか 田高 1026
たたみがみ 畳紙 1026 衣嚢
たちあい 立会 1023
たちあい 立合 1023
たちいり 館入 1022
たちいり 立入 1022
たちがれ 立枯 1022
たちき 立木
たちけんじょう 太刀献上 1022 八朔
たちのき 立退 1022 立払
たちはらい 立払 1022 立退
たちばん 立番 1022 番兵
だちんちょう 駄賃帳 1023 人馬帳

だついん 捺印 1026 押 印 調 印
奥印　押捺

だつえい 脱営 1029 脱走
たつおかはん 竜岡藩 1027
だっかん 脱監 1027 脱牢
だっかん 脱檻 1027 脱牢
だっかん 脱艦 1027 脱走
だっけん 脱劔 1029 脱刀

だっこく 脱国 1029 脱 藩 脱 籍
脱走
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たっし 達 1029 辞令
だつじ 脱字 1032
たっしがき 達書 1029 辞令
たっしかた 達方
だつぜい 脱税 1032 逋税

だっせき 脱籍 1033 脱 藩 脱 国
脱走

だっせきしゃ 脱籍者 1033 脱 藩 脱 国
脱走

だっせきにん 脱籍人 1033 脱 藩 脱 国
脱走

だっせきにんこうりょびょうにんい
きだおれにんへんしにんしょぶん

脱籍人行旅病人行
倒人変死人処分 2658

だっせきにんていそうにんにゅうひ 脱籍人逓送人入費 208

だっそう 脱走 1027
脱 藩 脱 籍
脱 国 逃 亡
行衛

だっそうにん 脱走人 1027
脱 藩 脱 籍
脱 国 逃 亡
行衛

たづたはん 鶴田藩 1027
だっとう 脱刀 1027 脱劔 刀 帯

刀
たつのくち 辰口
たつのはん 竜野藩 1029
だっぱん 脱藩 1026 脱国　脱籍
たつひとしんのう 孝仁親王 1032
だつぼう 脱帽 1026 カムリ笠
だつろう 脱牢 1026 脱檻
だて 伊達 1039 仙台藩
たていえ 建家 1040 建物　家作
たてえぼし 立烏帽子 1040
たてかえ 立換 1040 繰替
たてかえ 立替 1040 繰替
たてけん 館県 1040
だてごおり 伊達郡 1040
たてじゅう 立銃 1040 礼式
たてはなび 立花火 116花火を見よ
たてばやしはん 館林藩 1040
たてはん 館藩 1040
たてもの 建物 1040 建家　家作
たてものばいばい 建物売買 1040建物を見よ
たてものはらいさげ 建物払下 1040建物を見よ
たてや 建屋 1040 建物　家作
たてや 建家
たてやまはん 館山藩 1040
たどつはん 多度津藩 1022
たなぐらはん 棚倉藩 1034
たなちん 店賃 1034
たなべはん 田辺藩 1034
たにん 他人 1021
たねあぶら 種子油 1034
たねあぶら 種油 1034
たねうま 種馬 1034 種牛馬
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たねぎゅうば 種牛馬 1034 種馬
たねもみ 種籾 1034
たのうらせきたんこ 田ノ浦石炭庫 3168石炭庫を見よ
たばこ 煙草 1019 吹烟　喫烟
たばこいんし 煙草印紙 1019
たばこいんしはっこう 烟草印紙発行 1019煙草印紙を見よ
たばこえいぎょうめんきょかんさつ 煙草営業免許鑑札 1020
たばこぜい 煙草税 1020
たばこぜいそくとりあつかい 煙草税則取扱 1020煙草税を見よ
たばこぼん 烟草盆 1020
たはた 田畑 1018
たび 襪 1048
たふけんちょう 他府県庁 1765府県庁を見よ
たまいなごおり 玉名郡 1037
たまうら 玉占 1037
たまがわじょうすい 玉川上水 1037
たまぐし 玉串 1037
たましずめのまつり 鎮魂祭 1038
たまはなち 玉放 1037 砲発　発砲
たまり 溜 1037
たまわりかた 賜方 1037
たまわりまい 賜米 1037
たまわりもの 賜物 1037 被下物 官員

満年賜金
ためいけ 溜池 1043 用水
ためおき 貯置
ためみず 溜水
たもちがたき 難保
たやす 田安 1036
たやすごもん 田安御門 1037
たりつ 他律 1023 断罪
たるひとしんのう 熾仁親王 1023 有栖川宮
たわら 俵 1019
たわらはん 田原藩 1019
たわらほんぱん 田原本藩 1019
だんか 檀家 1051 檀徒
たんかく 探覈 1051
たんがん 歎願 1051
たんぐつ 短靴 1470靴を見よ
だんけい 断刑 1053 死罪　死刑
たんご 端午 1053
たんこう 炭砿
たんこうかちょう 鍛工下長 1053鍛工長を見よ
たんこうちょう 鍛工長 1053
だんごく 断獄 1054 裁 判 刑 事

訴訟
だんごくか 断獄課 1054
だんごくそくれい 断獄則例 1054
だんごくひょう 断獄表 1054
だんざい 断罪 1054 他律
たんさく 探索 1054 捜索
たんざく 短冊 1055 明細短冊
だんしつろ 煖室炉 1048
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たんしゅう 端舟 1055
たんじゅう 短銃 1056 銃砲
たんしゅうちょう 端舟長 1056
たんじゅうとりあつかい 短銃取扱 1056短銃を見よ
たんしょ 端緒 1055
だんじょういん 弾正尹 1056弾正台を見よ
だんじょうだい 弾正台 1056
たんじょうび 誕生日 1057 誕辰　天長節
たんしん 単身 1058
たんしん 誕宸 1057 天長節
たんすへるじゅう 短スヘル銃 1059 銃砲
たんせい 端正 1058
だんせつ 断截 1058
だんぜつ 断絶 1059 絶家
だんと 檀徒 1050 檀家
たんとう 担当 1050 取扱
たんとう 探討 1050 探索
だんとう 断頭 1051 劊子
たんなみはん 丹南藩 1051
たんにん 担任 1049
たんばけ 丹波家 1049
だんぱつ 断髪 1049 散髪
たんばのくに 丹波国 1049
だんぱん 談判 1049 応接
たんべつ 段別 1049
たんべつ 反別 1049
たんや 鍛冶 1051鍛冶長を見よ
だんやく 弾薬 1051 火薬　銃砲
だんやくしゃちょう 弾薬車長 1053
だんやくばいばい 弾薬売買 1051弾薬を見よ
たんやじちょう 鍛冶次長 1051鍛冶長を見よ
たんやちょう 鍛冶長 1051
たんやちょうぞく 鍛冶長属 1051鍛冶長を見よ
だんれい 弾例 1051
だんろ 煖炉 1048
ち
ちあんさいばんしょ 治安裁判所 536
ちいちじゅういじょう 笞一十以上 434 笞杖
ちおんいん 知恩院 449
ちおんいんのみや 知恩院宮 449
ちか 治化 514
ちか 地価 450
ちが 治河 450 治水　堤防
ちかけんさ 地価検査 1672
ちかこないしんのう 親子内親王 451 和宮 静寛院

宮
ちかじ 知家事 452 家知事
ちがし 治河使 452
ちかんじ 知官事 514 知事
ちぎばかり 千木秤 540 度量衡
ちぎょう 知行 540 采邑　采地
ちぎょうしょ 知行所 540 采邑　采地
ちくごのくに 筑後国 515
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ちくせききん 蓄積金 515 積金 社入金

貯蓄金
ちくぜんのくに 筑前国 515
ちくぞう 築造 514 建 築 新 築

修築
ちくぞうきょく 築造局 514
ちくぞうし 築造司 514
ちくぞうへい 築造兵 514
ちくはつ 蓄髪 513 復飾

ちくぼく 竹木 514 樹 木 伐 木
木竹

ちくぼくはらいさげ 竹木払下 514竹木を見よ
ちくまけん 筑摩県 514
ちくまごおり 筑摩郡 515
ちけい 笞刑 531 笞罪　笞杖

ちけん 地券 531 券状 地券渡
方規則

ちけんがかり 地券掛 534
ちけんかきかえそけんしょぶん 地券書替訴件処分 531地券を見よ
ちけんじ 知県事 535 知事
ちけんしょういんぜい 地券証印税 535
ちけんぜい 地券税 536
ちけんぜいちょう 地券税帳 536
ちけんだいちょう 地券台帳 535
ちけんとりあつかい 地券取扱 531地券を見よ
ちけんとりしらべがかり 地券取調掛 534
ちけんばいばい 地券売買 531地券を見よ
ちけんはっこう 地券発行 531地券を見よ
ちけんわたしかた 地券渡方 531地券を見よ
ちけんわたしかたきそく 地券渡方規則 534 地券
ちけんわたしかたにゅうひ 地券渡方入費 204
ちこうじ 知港事 536
ちこく 遅刻 536 遅参
ちざい 治罪 537
ちざい 笞罪 537 笞杖　杖罪
ちざいほう 治罪法 538
ちさん 遅参 539 遅刻
ちさんじ 知参事 539 知事　参事
ちし 地誌 542 皇国地誌

ちじ 知事 543
知官事 知藩
事 知 県 事
知府事 旧知
事

ちしか 地誌課 551
ちしじ 知司事 551
ちしつ 地質 550
ちしていよう 地誌提要 551
ちしへんしゅう 地誌編修 542地誌を見よ
ちしま 千島 551
ちしま 地島
ちしまのくに 千島国 551
ちしゅ 地種 551
ちじょう 笞杖 448 笞罪　杖罪
ちじょうざい 笞杖罪 448 笞罪　杖罪
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ちず 地図 495
ちすい 治水 553 水利　治河
ちぜい 地税 551 地租
ちぜいきん 地税金 552
ちぜいひょう 地税表 552 税表
ちせき 地籍 552
ちせきちょう 地籍帳 552
ちせきへんさん 地籍編纂 552地籍を見よ
ちせきへんさんひ 地籍編纂費 552
ちそ 地租 491 地 税 地 子

租税　貢米
ちそかいせい 地租改正 493 改租
ちそかいせいがかり 地租改正掛 494
ちそかいせいしこうきそく 地租改正施行規則 495
ちそかいせいじむきょく 地租改正事務局 495
ちそかいせいじょうれい 地租改正条例 495
ちそかいせいそうだいにんりょひ 地租改正総代人旅

費 585

ちそかいせいひへんのう 地租改正費返納 493地租改正を見よ
ちそきん 地租金 495
ちそじょうれい 地租条例 495
ちそちょう 地租帳 493
ちそちょうしゅうきげん 地租徴収期限 493
ちそひょう 地租表 493
ちだい 地代
ちだつ 褫奪 491 剥奪
ちち 父 448 父母　養父母
ちづかはん 千束藩 496
ちっきょ 蟄居 496
ちつろくこうさい 秩禄公債 1856公債を見よ
ちつろくこうさいしょうしょ 秩禄公債証書 1858
ちどう 地銅 448 金銀銅　地金
ちばけん 千葉県 434
ちはやごう 千早号 434
ちはやまる 千早丸 434
ちはんじ 知藩事 435 藩知事　知事
ちふじ 知府事 536 知事
ちへん 地変 448
ちほう 地方 435
ちぼう 智謀 438
ちほうえいせいかい 地方衛生会 444
ちほうがくむきょく 地方学務局 439
ちほうかん 地方官 439 府県 府県官

地方庁
ちほうかんかいぎ 地方官会議 442
ちほうかんかいぎいん 地方官会議院 444
ちほうかんかいぎぎちょう 地方官会議議長 444
ちほうかんかいぎじむきょく 地方官会議事務局 444
ちほうかんかいぎしょ 地方官会議所 444地方官会議院を見よ
ちほうかんかいぎねがいうかがいと
どけ 地方官会議 1194
ちほうかんけいじけんとりあつかい 地方関係事件取扱 435地方を見よ
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ちほうこすうわりとうきゅう 地方戸数割等級 407
ちほうさいばんしょ 地方裁判所 444 裁判所
ちほうしれいかん 地方司令官 445
ちほうぜい 地方税 445
ちほうぜいきそく 地方税規則 447
ちほうぜいへんにゅう 地方税編入 445地方税を見よ
ちほうちょう 地方庁 438 管轄庁 府県

庁　地方官
ちほうちょうかん 地方長官 438 府県長官
ちほうちょうひ 地方庁費 439
ちほうとりしまり 地方取締 435地方を見よ
ちほうひ 地方費 445
ちめい 地名 542 所名
ちめい 致命 542 死

ちゃ 茶 515 製 茶 煎 茶
茶業

ちゃぎょうくみあい 茶業組合 530
ちゃくぎょ 著御 526 還御　還幸
ちゃくぐ 着具 529
ちゃくし 嫡子 530 倅 長男 嫡

男
ちゃくしゅ 着手 530
ちゃくしょく 着色 530
ちゃくせき 着席 530 席順
ちゃくせん 着船 530 着港
ちゃくそん 嫡孫 529
ちゃくなん 嫡男 529 嫡子

ちゃくはつ 著発 522 到 著 出 発
発著

ちゃくはつしんかん 著発信管 522
ちゃくふく 着服 529 服 制 衣 体

衣服　著用
ちゃくぼう 著帽 522
ちゃくよう 著用 523 着服　服制
ちゃくようふく 著用服 523 着服　服制
ちゃくれん 著輦 526 還御　還幸
ちゃだい 茶代 515
ちゃっかん 著艦 522
ちゃっきょう 着京 529 上京
ちゃっこう 着港 529 着船

ちゅうい 中尉 496 尉 官 将 校
士官

ちゅうい 注意 496
ちゅういかん 中医監 20医監を見よ
ちゅういこころえきん 中尉心得勤 497
ちゅうおうえいせいかい 中央衛生会 499
ちゅうおうえいせいかいじむしょう
てい

中央衛生会事務章
程 2728

ちゅうおうえいせいかいしょくせい 中央衛生会職制 2639
ちゅうおうちょちくほじょきん 中央儲蓄補助金 499
ちゅうかい 註解 500
ちゅうがい 虫害 500
ちゅうがく 中学 500 学制　学校
ちゅうがくきょうそく 中学教則 502
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ちゅうがくしはんがっか 中学師範学科 502
ちゅうかたいふ 中下大夫 503 諸大夫 大夫

士
ちゅうがっこう 中学校 501 学校　学制
ちゅうかもく 中科目 1376科目を見よ
ちゅうかん 中艦 502
ちゅうかんたいしれいかん 中艦隊司令官 905艦隊司令官を見よ
ちゅうかんべ 中神部 893神部を見よ
ちゅうぎ 忠義 508
ちゅうぎかん 中議官 2272議官を見よ
ちゅうきかんし 中機関士 2274機関士を見よ
ちゅうぎし 中技師 2324技師を見よ
ちゅうぎしゅ 中技手 2330技手を見よ
ちゅうぎせい 中技生 2335技生を見よ
ちゅうぎせい 中議生 2335議生を見よ
ちゅうきゅう 中宮 509 皇后宮　女御
ちゅうきょういん 中教院 1626教院を見よ
ちゅうきょうじゅ 中教授 1648教授を見よ
ちゅうきょうせい 中教正 1649教正を見よ
ちゅうきょうてんのう 仲恭天皇 509
ちゅうぎょしゃ 中馭者 2232馭者を見よ
ちゅうぐりょう 厨具料 505
ちゅうぐんい 中軍医 1487軍医を見よ
ちゅうけいし 中警視 1487警視を見よ
ちゅうけいぶ 中警部 1566警部を見よ
ちゅうげつ 中月
ちゅうげん 中間 505
ちゅうげん 仲間 505
ちゅうげん 中元 505 五節　七節
ちゅうけんじ 中検事 1682検事を見よ
ちゅうけんぶ 中検部 1668検部を見よ
ちゅうこうかちょう 鋳工下長 506鋳工長を見よ
ちゅうこうぎ 中講義 1866講義を見よ
ちゅうこうぎせい 中講義生 1870講義生を見よ
ちゅうこうしゅ 中工手 1835工長を見よ
ちゅうこうちょう 中工長 1835工長を見よ
ちゅうこうちょう 鋳工長 506
ちゅうごく 中国 506
ちゅうさ 中佐 506 佐官 上長官

将校
ちゅうさい 厨宰 506
ちゅうざい 駐在 507 駐留
ちゅうざいかん 駐在官 507 駐留
ちゅうざいしょ 駐在所 507
ちゅうさいすけ 厨宰介 506厨宰を見よ
ちゅうさかん 中属 508 属官
ちゅうさかん 中令史 2141令史を見よ
ちゅうさかん 中録 508
ちゅうさつ 駐箚
ちゅうし 中士 498
ちゅうし 中士 510 上士 中等士

官
ちゅうし 中師 510
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ちゅうし 忠死 510 戦死
ちゅうしがく 中視学 2514視学を見よ
ちゅうじき 昼食 512
ちゅうじきりょう 昼食料 512
ちゅうしゃく 注釈 500
ちゅうしゃじせい 中写字生 2788写字生を見よ
ちゅうしゅうさい 中秋祭 512
ちゅうしゅき 中主記 2889主記を見よ
ちゅうしゅけい 中主計 2882主計を見よ
ちゅうしゅてん 中主典 2888主典を見よ
ちゅうしゅり 中主理 2827主理を見よ
ちゅうじょう 中将 510 将官　将校
ちゅうしょうがっく 中小学区 828学区を見よ
ちゅうしょうがっこうとりしらべご
ようがかり

中小学校取調御用
掛 513

ちゅうしょうき 中掌記 2586掌記を見よ
ちゅうしょうし 中匠司 2602匠司を見よ
ちゅうしょうてん 中掌典 2593掌典を見よ
ちゅうしょき 中書記 2671書記を見よ
ちゅうしょきせい 中書記生 2676書記生を見よ
ちゅうじょきょう 中助教 2646助教を見よ
ちゅうしれい 中司令 2690司令を見よ
ちゅうしん 注進 512
ちゅうせん 忠戦 513
ちゅうせん 抽籤 1856公債を見よ
ちゅうせんきょうし 中宣教使 3180宣教使を見よ
ちゅうせんざ 鋳銭座
ちゅうせんば 抽籤場 513
ちゅうたい 中隊 502
ちゅうたいづき 中隊附 503
ちゅうたいふ 中大夫 503 諸大夫 大夫

士
ちゅうたんしゅうちょう 中端舟長 1056端舟長を見よ
ちゅうてん 中典 506
ちゅうてんい 中典医 2018典医を見よ
ちゅうとうしかん 中等士官 498 中士　下士

ちゅうとうしはんがっか 中等師範学科 2476師範学科を見よ
ちゅうときべ 中解部 427解部を見よ
ちゅうどく 中毒 499
ちゅうとくがく 中督学 419督学を見よ
ちゅうとくぎょうせい 中督業生 421督業生を見よ
ちゅうどしより 中年寄
ちゅうはかせ 中博士 102博士を見よ
ちゅうばつ 誅伐 497 征討　追討

ちゅうはん 中藩 497 藩 諸藩 府
藩県　各藩

ちゅうはんがん 中判官 160判官を見よ
ちゅうはんじ 中判事 175判事を見よ
ちゅうひし 中秘史 3049秘史を見よ
ちゅうひしょ 中秘書 3050秘書を見よ
ちゅうべん 中弁 498
ちゅうべんむし 中弁務使 336弁務使を見よ
ちゅうほうかん 中法官 276法官を見よ
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ちゅうほんじ 中本寺 498 本寺
ちゅうみつ 稠密 510
ちゅうもく 注目 513
ちゅうもん 注文 513
ちゅうもんひん 注文品 513
ちゅうやくかん 中訳官 1528訳官を見よ
ちゅうようまる 冲鷹丸
ちゅうりゅう 駐留 499 駐在
ちゅうりょうちょう 中寮長 1067寮長を見よ
ちゅうれいじん 中伶人 1064
ちゅうれん 駐輦 505 滞輦
ちゅうろう 中臈 497
ちゅうろくじ 中録事 78録事を見よ

ちゅっちょく 黜陟 541
任 免 進 退
任 用 任 官
免職

ちゅっとう 黜等 541 降等
ちょう 長 457
ちょうあいあきない 帳合商
ちょういき 兆域 1991
ちょういきん 吊慰金 1991
ちょういん 徴員 457
ちょういん 庁印 69印章を見よ
ちょういん 調印 1991 捺印　押印
ちょうえき 懲役 478
ちょうえきしゅう 懲役囚 478
ちょうえきにん 懲役人 478
ちょうえきにんとうじょうれい 懲役人逃条例 480
ちょうえきにんゆうはんざいじょう
れい 懲役人又犯罪条例 480
ちょうえきば 懲役場 480
ちょうえきほう 懲役法 481
ちょうか 超過 1997
ちょうが 彫画 1997
ちょうが 朝賀 1996 朝拝　朝集
ちょうかい 懲戒 474 懲罰
ちょうかい 朝会 1997
ちょうかいそく 懲戒則 474 懲罰
ちょうかいれい 懲戒例 474 懲罰
ちょうかん 長官 475
ちょうかん 朝官 1997
ちょうきゅう 塚丘 481
ちょうきょ 聴許
ちょうぎょ 釣漁 2003 漁猟
ちょうきん 朝覲 2003 朝集
ちょうきん 調金 1996
ちょうぎん 丁銀 519
ちょうけんいっと 朝権一途 2001
ちょうこく 彫刻 2001 翻刻
ちょうさ 調査 2002
ちょうさい 朝裁 2002 天裁　天裁済
ちょうさい 吊祭 2002 祭粢
ちょうさか 調査課 2002
ちょうさきょく 調査局 2002
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ちょうし 徴士 481
ちょうじ 懲治 474
ちょうじ 停止 1981停 止 （ て いし）を見よ
ちょうじかん 懲治監 474
ちょうじじょう 懲治場 474
ちょうじたい 懲治隊 474
ちょうしゃ 庁舎 520 官舎
ちょうしゅう 徴収 482 収納
ちょうしゅう 徴集 483 徴募
ちょうしゅう 朝集 2004 朝覲
ちょうじゅう 鳥獣 2003
ちょうしゅうゆうよ 徴集猶予 483 徴募

ちょうじゅうりょう 鳥獣猟 2003 銃 猟 遊 猟
職猟

ちょうしょ 調書 2003
ちょうじょ 長女 474 女子
ちょうしょう 庁掌 519
ちょうしょう 聴訟 520 訴訟　裁判
ちょうしょうがかり 聴訟掛 521
ちょうしょうし 聴訟司 521
ちょうしょうだんごくか 聴訟断獄課 521
ちょうしょうにちにちひょう 聴訟日日表 521
ちょうしん 朝臣 2004
ちょうすう 庁数 522
ちょうせい 朝政 2005
ちょうせい 調製 2005
ちょうせい 調整
ちょうせい 調成
ちょうせいほう 調製法 2006
ちょうせん 丁銭 522
ちょうせん 朝鮮 2006
ちょうせん 朝鮮
ちょうせんかい 朝鮮海 2006
ちょうせんこく 朝鮮国 2006
ちょうせんこくせんとりあつかい 朝鮮国船取扱 2006朝鮮国を見よ
ちょうせんじん 朝鮮人 2009
ちょうそじょ 聴訴所

ちょうそん 町村 516 村市 区町村
一村

ちょうそんかい 町村会 518 区町村会

ちょうそんひ 町村費 518 区町村費 町
内　民費

ちょうそんりつ 町村立 517
ちょうだいのもの 頂戴者
ちょうたつ 調達 1996
ちょうたつきん 調達金 1996
ちょうだんじむ 聴断事務 516 聴聞
ちょうだんひょう 聴断表 516
ちょうちゅうしょひ 庁中諸費 516 経費　庁費
ちょうちん 挑灯 1993 無灯
ちょうちん 提灯 1993 無灯
ちょうちん 灯燈 1993 無灯
ちょうてき 朝敵 2001
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ちょうど 調度 1993
ちょうどか 調度課 1993
ちょうどきょく 調度局 1993
ちょうとこうぐん 長途行軍 474
ちょうどし 調度司 1993
ちょうない 町内 518 町村費 協議

費

ちょうなん 長男 475 嫡 男 嫡 子
倅

ちょうにん 町人 515 商人　農商
ちょうのじ 庁ノ字 518
ちょうば 調馬 1992 調馬掛

ちょうはい 朝拝 1992 参 賀 参 朝
拝賀

ちょうばがかり 調馬掛 1992
ちょうばかんいん 調馬官員 1992 調馬掛
ちょうばきゅう 調馬厩 1992
ちょうばそつ 調馬卒 1992
ちょうばたい 調馬隊 1992
ちょうばつ 懲罰 457 懲戒
ちょうばつきん 懲罰金 460 罰俸金
ちょうはつじむじょうれい 徴発事務条例 460
ちょうばつそくとりあつかい 懲罰則取扱 457懲罰を見よ
ちょうはつれい 徴発令 460
ちょうばつれい 徴罰例 457 懲戒
ちょうばつれい 徴罰令 457 懲戒
ちょうひ 庁費 521
ちょうひょう 帖表 2009
ちょうびんかん 肇敏艦 2005
ちょうびんまる 肇敏丸 2005
ちょうふ 貼付
ちょうふんぜい 鳥糞税 2001
ちょうへい 徴兵 465
ちょうへいいかんいいん 徴兵医官医員 465
ちょうへいえんしゅうじゅつかひょ
う 徴兵演習術科表 468
ちょうへいおよびちょうはつじむ 徴兵及徴発事務 2713
ちょうへいか 徴兵課 472
ちょうへいかた 徴兵方 470
ちょうへいかんいん 徴兵官員 467
ちょうへいかんごそつ 徴兵看護卒 910看護卒を見よ
ちょうへいかんごそつとりあつかい 徴兵看護卒取扱 910看護卒を見よ
ちょうへいかんびょうそつ 徴兵看病卒 923看病卒を見よ
ちょうへいききゅう 徴兵帰休 468
ちょうへいきそく 徴兵規則 472 徴兵令
ちょうへいきゅうよ 徴兵給与 468
ちょうへいく 徴兵区 472
ちょうへいけんさ 徴兵検査 1673
ちょうへいけんさしたしらべ 徴兵検査下調 468
ちょうへいけんていりょひ 徴兵検丁旅費 585
ちょうへいし 徴兵使 472 徴兵官員
ちょうへいしふくとりあつかい 徴兵私服取扱 2800私服を見よ
ちょうへいじむじょうれい 徴兵事務条例 473
ちょうへいじむてつづき 徴兵事務手続 473
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ちょうへいじむとりあつかいてつづ
き 徴兵事務取扱手続 473
ちょうへいしょうしゅう 徴兵召集 3163召集を見よ
ちょうへいしょうぼ 徴兵召募 3137召募を見よ
ちょうへいしょめいぼ 徴兵諸名簿 469
ちょうへいじんいんひょう 徴兵人員表 469
ちょうへいせいそくるいさん 徴兵成則類纂 474
ちょうへいちょうしゅう 徴兵徴集 483徴集を見よ
ちょうへいちょうぼ 徴兵徴募 462徴募を見よ
ちょうへいとりあつかい 徴兵取扱 467
ちょうへいにゅうえい 徴兵入営 466
ちょうへいにゅうひ 徴兵入費 466
ちょうへいにゅうひ 徴兵入費 203
ちょうへいねんれいそうとう 徴兵年齢相当 467
ちょうへいはいち 徴兵配置 466
ちょうへいひ 徴兵費 473
ちょうへいへんせい 徴兵編制 467
ちょうへいへんにゅう 徴兵編入 467徴兵を見よ
ちょうへいへんにゅう 徴兵編入 465徴兵を見よ
ちょうへいほじゅうへい 徴兵補充兵 467
ちょうへいめんえきめんじょかいさ
ん 徴兵免役免除解散 468
ちょうへいれい 徴兵令 470 徴兵規則
ちょうへいれいさんこう 徴兵令参考 471 徴兵事務条例

ちょうほ 調ホ 1993 ※ホは馬へん
に「歩」

ちょうぼ 帳簿 460 税 帳 簿 冊
帳面

ちょうぼ 徴募 462 召 募 召 集
徴集

ちょうぼ 牒簿
ちょうめい 庁名 519
ちょうめい 庁銘 519
ちょうめん 帳面 481 帳簿

ちょうもん 聴聞 522 傍聴 聴断事
務

ちょうやく 町役 518
ちょうよう 重陽 475 七節　節会
ちょうよう 貼用 2009 証券印紙
ちょうよう 貼用
ちょうり 調理 1995 調査　取調
ちょうれい 吊礼 1996
ちょうれん 調練 1996 操 練 練 兵

演習
ちょきんあずかりきそく 貯金預規則 490
ちょくえ 勅会 487
ちょくがんしょ 勅願所 487
ちょくご 勅語 487 勅諭

ちょくさいじんじゃ 勅祭神社 487
官社 官国幣
社 別格官幣
社　准勅祭社

ちょくし 勅使 488
ちょくし 勅旨 487
ちょくじゅ 勅授 488 勅任
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ちょくじゅかん 勅授官 488 勅任
ちょくしょ 勅書 488 詔書　詔
ちょくそうかんいはんざいじょうれ
い 勅奏官位犯罪条例 487
ちょくにん 勅任 484 奏任　勅授
ちょくにんかん 勅任官 484 奏任　勅授
ちょくふう 勅封 487
ちょくもん 勅問 488
ちょくゆ 勅諭 487 勅書
ちょこ 貯庫 489
ちょじゅつ 著述 490
ちょじゅつじんめい 著述人名
ちょしょ 著書 490 著訳
ちょしょ 儲書 490
ちょじょう 貯場 490
ちょぞう 貯蔵 456
ちよだがたかん 千代田形艦 456
ちょちく 儲蓄 453 備荒儲蓄 貯

蓄

ちょちく 貯蓄 454 囲金穀 蓄積
金

ちょちくきん 貯蓄金 454 囲金穀 蓄積
金

ちょちくきん 儲蓄金 453 備荒儲蓄 貯
蓄

ちょちくせん 貯蓄船 454
ちょっかん 勅勘 487
ちょっかん 直諌 487
ちょへい 楮幣 452 紙 幣 金 札

藩札
ちょへいこうかんじょ 楮幣交換所
ちょへいせいぞうきかいおよびじが
みしょぶん

楮幣製造器械及地
紙処分 452

ちょやく 著訳 488 著 書 翻 訳
訳書

ちり 地理 448
ちりあくた 塵芥
ちりきょく 地理局 449
ちりし 地理誌 449
ちりし 地理司 449
ちりしりゃく 地理誌略 449
ちりしりゃくへんしゅう 地理誌略編輯 449地理誌略を見よ
ちりずし 地理図誌 449
ちりずしへんしゅう 地理図誌編輯 449地理図誌を見よ
ちりょう 治療 491 療養
ちりょうじょ 治療所 491
ちりりょう 地理寮 448 諸寮
ちんあつ 鎮圧 568
ちんぎん 賃金 569 賃銭
ちんぎん 賃銀 569 賃銭

ちんこんさい 鎮魂祭 1038
鎮魂祭（たま
しずめのまつ
り）を見よ
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ちんざ 鎮座 568
ちんさい 鎮祭 569
ちんじゅふ 鎮守府 570
ちんじゅふしれいちょうかん 鎮守府司令長官 573
ちんじゅふちょうかん 鎮守府長官 573
ちんしょう 鎮将 569
ちんしょうふ 鎮将府 569
ちんしょうふいんかん 鎮将府印鑑 60
ちんしょうふしはい 鎮将府支配 570
ちんしょうふづき 鎮将府附 570
ちんぜいちんだい 鎮西鎮台 573 鎮台
ちんせん 賃銭 573 賃金　賃銀
ちんせんうけとりしょ 賃銭受取所 576
ちんだい 鎮台 553
ちんだいえいじゅ 鎮台衛戍 563
ちんだいえいしょはんざいしょち
じょうれい

鎮台営所犯罪処置
条例 566

ちんだいかしかんへいそつ 鎮台下士官兵卒 560
ちんだいかやくかやくこ 鎮台火薬火薬庫 560
ちんだいかんいん 鎮台官員 560
ちんだいかんいんじょうれい 鎮台官員条例 566
ちんだいかんごくしょ 鎮台監獄署 560
ちんだいかんりふんぼちまいそうち 鎮台管理墳墓地埋葬地 562
ちんだいきゅうか 鎮台休暇 2247休暇を見よ
ちんだいぐんぽうかいぎ 鎮台軍法会議 562
ちんだいぐんぼうふく 鎮台軍帽服 562
ちんだいけんちくしゅうぜん 鎮台建築修繕 562
ちんだいこっきぐんき 鎮台国旗軍旗 563
ちんだいしかんけんつりあまぐはい
のう

鎮台士官劔釣雨具
背嚢 564

ちんだいしゅえいけいえいぎじょう 鎮台守衛警衛儀仗 564
ちんだいじょうびきん 鎮台常備金 563
ちんだいじょうほじょうかく 鎮台城堡城廓 564
ちんだいじょうれい 鎮台条令 566
ちんだいじょうれい 鎮台条例 566
ちんだいしょくいんろく 鎮台職員録 564
ちんだいじょたいかいたいめんじょ 鎮台除隊解隊免除 558
ちんだいしょっかんひょう 鎮台職官表 564
ちんだいしょむきてい 鎮台諸務規定 567
ちんだいしんじゅつきん 鎮台賑恤金 565
ちんだいしんねんはいが 鎮台新年拝賀 565
ちんだいしんぶんしこうにゅう 鎮台新聞紙購入 565
ちんだいじんめいひょうならびにじ
んいんひょうていいんひょう

鎮台人名表並人員
表定員表 565

ちんだいていがくきんおよびしょひ 鎮台定額金及諸費 558
ちんだいとじょう 鎮台徒場 558
ちんだいばひつかんばちょうば 鎮台馬匹官馬調馬 554
ちんだいはんざいにん 鎮台犯罪人 555
ちんだいびょういん 鎮台病院 567
ちんだいふ 鎮台府 566
ちんだいふづき 鎮台府附 566
ちんだいぶんえい 鎮台分営 1804分営を見よ
ちんだいぶんしょ 鎮台文書 562
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ちんだいへいえい 鎮台兵営 316兵営を見よ
ちんだいへいかんかつ 鎮台兵管轄 557
ちんだいへいきだんやくこうぐ 鎮台兵器弾薬工具 557
ちんだいへいしゅっちょうぶんけん 鎮台兵出張分遣 558
ちんだいへいしょうしゅう 鎮台兵召集 3163召集を見よ
ちんだいへいたいごう 鎮台兵隊号 556
ちんだいへいちょうしゅう 鎮台兵徴集 483徴集を見よ
ちんだいへいへんせいへんにゅう 鎮台兵編制編入 556
ちんだいへいほうそうせいれつ 鎮台兵奉送整列 556
ちんだいほうきゅう 鎮台俸給 563
ちんだいほうこく 鎮台報告 247報告を見よ
ちんだいほんぶんえいけんぎがいそ
く

鎮台本分営権義概
則 566

ちんだいほんぶんえいざいはんしょ
ちじょうれい

鎮台本分営罪犯処
置条例 566

ちんだいめいぼ 鎮台名簿 2384名簿を見よ
ちんだいゆうびんばこ 鎮台郵便箱 554
ちんてい 鎮定 568 平定
ちんぶ 鎮撫 567
ちんぶし 鎮撫使 568 鎮撫総督
ちんぶそうとく 鎮撫総督 568 鎮撫使
ちんぼつ 沈没 553
ちんぼつせん 沈没船 553
ちんまい 賃米 567
つ
ついがん 追願 1163
ついげき 追撃 1163 追討
ついさい 追祭 1163
ついさいしき 追祭式 1163
ついさいび 追祭日 1163
ついし 追諡 1164
ついしかり 対雁
ついしょう 追賞 1164
ついせき 追跡 1164 捜索
ついぞう 追贈 1163
ついたち 朔日 1163 月朔　朔望
ついだつ 追奪 1163
ついちょう 追徴 1162 徴集
ついちょうきん 追徴金 1163

ついとう 追討 1161
追 撃 親 征
東 征 征 討
征 伐 誅 罰
討伐

ついのう 追納 1163
つううんがいしゃ 通運会社 1179 陸運会社
つうか 通貨 1179 貨幣
つうがく 通学 1175 通生徒
つうがくせい 通学生 1175 通生徒
つうかん 通関 1179 海関
つうきん 通勤 1180
つうけん 通券 1180 通行札
つうこう 通航 1180
つうこう 通行 1169 往来
つうこうふだ 通行札 1175 通券
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つうさん 通算 1180 計算
つうしゅうひょう 通舟表 1182 通船
つうしょう 通称 1180
つうしょうし 通商司 1181 寮司
つうしょうじょうやく 通商条約 1997条約を見よ
つうじょうれいふく 通常礼服 1181 礼服
つうしん 通信 1182 電信
つうしんりょう 通信料 1182 電信
つうせん 通船 1183 通舟
つうせんあらため 通船改 1183
つうせんとりしまり 通船取締 1183通船を見よ
つうそく 通則 1179
つうたつ 通達 1179 通報　通知

つうち 通知 1168 通 報 通 牒
報知

つうちょう 通牒 1180 通知
つうべん 通弁 1168
つうほう 通報 1167 通 知 通 牒

報告
つうよう 通用 1176
つうようもん 通用門 1179
つうれん 通輦 1179 通御
つかいかた 遣方
つかいだし 遣出 1166 遣払

つかいばらい 遣払 1166 支 払 支 弁
支給　仕払

つかいばん 使番 1166
つかいやく 使役 1166
つかまつりかた 仕理方
つぎおくり 継送 1185 逓送
つぎおくりちょう 継送帳 1185
つきじうんじょうしょ 築地運上所 1283運上所を見よ
つきじおだわらちょう 築地小田原町
つきじかいぐんしょ 築地海軍所 734海軍所を見よ
つきじかんもん 築地関門 1468関門を見よ
つぎしょ 継書 1187
つきそい 附添 1186
つきそいにん 附添人 1186
つぎたて 継立 1186 宿 駅 人 馬

継場

つぎたてしょ 継立所 1186 宿 駅 人 馬
継場

つぎたてじょう 継立場
つきてあて 月手当 1186 手当
つぎどおり 継通 1185
つぎねんき 継年季 1210年季を見よ
つぎば 継場 1185 継立
つきばん 月番 1185触頭
つきほう 舂法 1185
つきまい 舂米 1186
つぎめ 継目 1187
つきよりす 附寄洲 1185
つきわり 月割 1185 月賦
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づきん 頭巾 1187 著帽 カムリ

笠
つくいけん 津久井県 1183
つくいごおり 津久井郡 1183
つくし 筑紫 1184
つくしかん 筑紫艦 1184
つくだじま 佃島 1184
つくだじまにんそくよせば 佃島人足寄場 1184
つくばかん 筑波艦 1183
つくばごう 筑波号 1183
つくりまゆ 作眉 1183 眉
つけがみ 付紙 1184
つけふだ 附札 1184
つこうど 仕人 1166
つじくすりうり 辻薬売 1164
つじばんしょ 辻番所 1164
つしまのくに 対馬国 1192
つだし 津出 1166 津留　輸出
つちうらはん 土浦藩 1164
つちみかどいんてんのう 土御門院天皇 1165
つちみかどけ 土御門家 1165
つちみかどてんのう 土御門天皇 1165
つづきがら 続柄 1167
つつじのま 躑躅之間 1167
つつみ 堤 1167 堤防
つつみかた 包方 1167 包座
つつみぎん 堤銀 1167
つつみざ 包座 1167 包方
つどめ 津留 1164 津出
つとめかためいさいしょ 勤方明細書 1164
つとめむき 勤向 1164 勤怠改
つなひきにんそく 綱引人足 219人足を見よ
つのば 角場
つはん 津藩 1164
つぶれち 潰地 1184 荒地
つぼかり 坪刈 1164
つぼすう 坪数 1164
つみ 罪 1188 不問　犯罪
つみいれ 積入 1188
つみおききん 積置金 1189
つみきん 積金 1189
つみこく 積穀 1189 囲金穀　貯蓄
つみごくすう 積石数
つみたてみなと 積立湊 1189 湊訳
つみに 積荷 1188 荷物
つみにあらためばんしょ 積荷改番所 1189
つめあい 詰合 1187 月番
つめいん 爪印 1187
つめしょ 詰所 1187
つめせき 詰席 1188
つやまけん 津山県 1184
つやまはん 津山藩 1184
つりどこ 釣床 1165
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つるがおかけん 鶴ヶ岡県 1165
つるがけん 敦賀県 1165
つるがこう 敦賀港 1165
つるがはん 敦賀藩 1165
つるかわ 鶴川 1165
つるまいはん 鶴舞藩 1165
つるまきはん 鶴牧藩 1165
つれこ 連レ子 1167
つわのはん 津和野藩 1165
て
であい 出会 2015 行逢
であきない 出商
てあて 手当 2011 月手当
てあてきん 手当金 2011 月手当
てあてきんへんのう 手当金返納 2011手当を見よ
てあてきんわたしかた 手当金渡方 2011手当を見よ
てあてまい 手当米 2011 月手当
ていい 定位 1964
ていいん 定員 1964 乗員　人員
ていいんひょう 定員表 1964 乗員　人員
ていいんへんにゅう 定員編入 1964定員を見よ
ていか 低価 1972
ていか 定価 1972
ていがく 定額 1972 経費　官金
ていがくきん 定額金 1972 経費　官金
ていがくきんとりあつかい 定額金取扱 1972定額を見よ
ていがくじょうひ 定額常費 1975 定例費
ていかん 停官 1979
ていきとりひき 定期取引 1981
ていきばいばい 定期売買 1981
ていぎょう 停業 1979 停禁

ていきん 停禁 1981 停 止 禁 止
停業

ていぎん 堤銀 1981
ていけつ 締結
ていけつ 訂結
ていげん 定限 1979 制限
ていげん 逓減 1979
ていげんろく 逓減禄 1979
ていご 牴牾
ていこう 抵抗 1980 法憲
ていさい 体裁 1981
ていさい 丁祭 3019丁祭（ひのとさい）を見よ
ていさんひょう 定算表 1981 計算表
ていし 停止 1981 停禁
ていしゃかしわたしきそく 第舎貸渡規則 1984 官舎貸渡規則
ていじゅう 停住 1972
ていしゅつ 提出
ていしゅつ 呈出
ていじょう 庭上 1984
ていじょう 堤上 1984 堤塘
ていしょく 抵触 1984 矛盾
ていせい 訂正 1984
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ていぜい 低税 1985
ていせき 定籍 1985 族籍
ていせん 停船 1985
ていそう 丁壮 1976
ていそう 逓送 1976
ていそうにん 逓送人 1978
ていそうひ 逓送費 1978
ていそうりょう 逓送料 1978
ていそく 定則
ていたく 邸宅 1975 屋敷　拝借邸
ていたくはらいさげ 邸宅払下 1975邸宅を見よ
ていち 邸地 1971 邸宅
ていちはらいさげ 邸地払下 1971邸地を見よ
ていてい 訂定 1980 訂約
ていてつ 蹄鉄 1980
ていてつこう 蹄鉄工 1980
ていてつこうかちょう 蹄鉄工下長 1980蹄鉄工長を見よ
ていてつこうちょう 蹄鉄工長 1980
ていてつせいと 蹄鉄生徒 1980
ていでん 逓伝 1981
ていど 程度 1969
ていとう 抵当 1969 引当
ていとうしようりょう 堤塘使用料 1970 堤上
ていとうひん 抵当品 1969 引当
ていとく 提督 1971提督府を見よ
ていとくふ 提督府 1971
ていとくふくかん 提督副官 1971提督府を見よ
ていない 邸内 1979
ていねん 丁年 1978
ていねんめいぼ 停年名簿 1978
ていねんめいぼへんさん 停年名簿編纂 1978停年名簿を見よ
ていはく 碇泊 1966
ていはくぜい 碇泊税 1967
ていはつ 剃髪 1966
ていふ 剃夫 1980
ていふ 貞婦 1980
ていふく 堤腹 1984 堤塘

ていぼう 堤防 1967 河 港 川 々
治水　治河

ていぼうかん 丁卯艦 1966
ていぼうどうろきょうりょうにゅう
ひ 堤防道路橋梁入費 207
ていぼうまる 丁卯丸 1966
ていまい 弟妹 1979 兄弟　姊妹
ていめいかっこく 締盟各国 1981
ていやく 締約 1979
ていやく 訂約 1979 訂定

でいり 出入 1486公事出入を見よ
でいりしょうにん 出入商人 2548商入を見よ
でいりば 出入場 1972
ていれいひ 定例費 1976
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ていれかた 手入方 1976
てうま 手馬 2001
てがさ 手傘 1986 差傘
でかせぎ 出稼 1986
てがた 手形 1985
てがたようし 手形用紙 1985
てかね 手鉗 1986 戒釱
でがら 出殻 1986
できがたせいさんちょう 出来形清算帳 2015
できし 溺死 2015
できしにん 溺死人 2015
てきず 手疵 2015
てきにんしょうしょ 適任証書 2015
てきふ 的阜 2015
てきれい 適齢 2015
てぐさり 手鎖
てさくまい 手作米 2015
でし 弟子 2015 子弟
てしおのくに 天塩国 2016
てすう 手数 2016
てすうりょう 手数料 2016
てすうりょうへんにゅう 手数料編入 2016手数料を見よ
てだい 手代 1986
てちょう 手帖 2010
てちょう 手帳 2010
てちょう 手牒 2010
てつかん 鉄艦 1990 甲鉄艦 鉄骨

艦
てつかんおよびてつぼくごうせいか
んけんさ

鉄艦及鉄木合成艦
検査 1675

てつき 手附 1991
てっこうかちょう 鉄工下長 1991鉄工長を見よ
てっこうちょう 鉄工長 1991
てっこつかん 鉄骨艦 1991 鉄艦
てっしょう 鉄漿 1991 歯
てつぜい 鉄税 1991
てつだい 手伝 1990 寄附
てつだいにん 手伝人 1990
てつづき 手続 1990
てつどう 鉄道 1986
てつどうがいしゃ 鉄道会社 1989
てつどうがかり 鉄道掛 1989
てつどうかもつうんそうほそく 鉄道貨物運送補則 1990
てつどうかん 鉄道館 1990
てつどうきょく 鉄道局 1990
てつどうさんばしほぜんきそく 鉄道桟橋保全規則 1990
てつどうのかみ 鉄道頭
てつどうはんざいばつれい 鉄道犯罪罰例 1989
てつどうはんざいばつれい 鉄道犯罪罰例 171
てつどうようじしょ 鉄道用地所 549
てつどうりゃくそく 鉄道略則 1989
てつどうりょう 鉄道寮 1989 諸寮
てつなん 姪男 1991
てっぱん 鉄板 1986

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 220



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
てっぽうす 鉄砲洲 1986 築地　居留地
てっぽうとりしまり 鉄砲取締 2729鉄砲を見よ
てっぽうやくどううんじょう 鉄砲役同運上 1986
てつぼくごうせいかん 鉄木合成艦 1986
てづま 手ヅマ 1991
てぬぐいかけ 手拭掛 1985
てぶくろ 手袋 2010
てほんまい 手本米 1985
てまかない 手賄 2009
てまる 手丸 1993提灯を見よ
てみやこう 手宮港 2015
でむかえ 出迎 1991 奉迎　御迎
でめまい 出目米 2015
てより 手寄
でわのくに 出羽国 1985
てんい 典医 2018
てんい 転移 2018 転営
てんいりょう 典医寮 2018
てんえい 転営 2034 転移
てんか 転科 2032 転換　命課
てんか 点火 2032
てんかわごう 天川郷
てんかん 転換 2033
でんき 電機 2040
てんきうかがい 天機伺 2035 御機嫌伺
でんきつうしんぎじゅつかた 電機通信技術方 2035 電信技術生徒
でんきつうしんぎじゅつかたとりあ
つかい

電機通信技術方取
扱 2040電信を見よ

てんきょ 転居 2035 転宅
てんきん 転勤 2037
てんけい 典型 2034
てんけん 点検 2034 検査
てんこ 点呼 2034
てんごうしょう 天号証 2034
てんごく 典獄 2034 司獄官
てんさい 天災 2035
てんさい 天裁 2034 朝裁　天裁済
てんさいこんさとうせいぞうほう 甜菜根砂糖製造法 2035
てんさいずみ 天裁済 2035 朝裁　天裁
てんじ 典事 2037
てんじ 典侍 2037
てんしゃしんとう 天社神道 2038
でんじゅ 伝授 2039
てんしゅう 転宗 2038
てんじゅう 転住 2026 住職　転居
でんしゅう 伝習 2039
でんしゅうしょ 伝習所 2039
てんしゅだい 天守台 2039
てんしゅつにゅうひょう 転出入表 2040
てんじょう 転乗 2038
てんじょう 殿上 2038
でんしょう 殿掌 2038
てんしょく 転職 2038 転任
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てんじょこうちょう 填筎工長 2038 槙筎工長

てんじょこうちょうぞく 填筎工長属 2038填筎工長を見よ
てんしん 天津
でんしん 電信 2040
でんしん 伝信
でんしんおんしんりょう 電信音信料 2048 電信取扱規則
でんしんがかり 電信掛 2053
でんしんかりぶんきょく 電信仮分局 2054 電信　電信局
でんしんき 電信機 2040
でんしんき 伝信機 2040
でんしんきがかり 伝信機掛 2054
でんしんぎがくせいと 電信技学生徒 2055 電信技術生徒
でんしんぎしゅ 電信技手 2055
でんしんぎじゅつせいと 電信技術生徒 2055 電機通信技術

方

でんしんきょく 電信局 2054 電 信 中 央 局
電信分局

でんしんきょく 伝信局 2054 電 信 中 央 局
電信分局

でんしんこうほう 電信公法 2054 電信条約
でんしんしせん 電信支線 2055
でんしんしせん 電信私線 2055
でんしんしゅせんにん 電信守線人 2055
でんしんじょうやく 電信条約 2054 電信公法
でんしんじょうれい 電信条例 2054 電信取扱規則
でんしんせん 電信線 2040
でんしんせん 電信線 2053
でんしんたい 電信隊 2053
てんじんちぎ 天神地祇 2048 ※祇は示＋氏
でんしんちゅうおうきょく 電信中央局 2048 電信局
でんしんちんせん 電信賃銭 2048 電信取扱規則
でんしんとりあつかい 電信取扱 2040電信を見よ
でんしんとりあつかいきそく 電信取扱規則 2047
でんしんとりあつかいじょ 電信取扱所 2048
でんしんばしら 電信柱 2047
でんしんぶんきょく 電信分局 2054 電信　電信局
でんしんりょう 電信寮 2053
でんしんりょう 電信料 2048 電信取扱規則
でんしんわたし 電信渡 2053
てんせき 転籍 2056 移籍
でんせつ 伝説 2056
でんせんえき 伝染疫 2056 悪病 流行病

虎列剌病

でんせんしょう 伝染症 2056 悪病 流行病
虎列剌病

でんせんせい 伝染性 2056 悪病 流行病
虎列剌病

でんせんびょう 伝染病 2056 悪病 流行病
虎列剌病

でんせんびょうよぼうきそく 伝染病予防規則 2057
でんそう 伝奏 2028
てんたい 転貸 2027
てんたい 転隊 2027
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てんだいしゅう 天台宗 2027
てんたく 転宅 2027 転居
でんたつ 伝達 2027
でんたつしょ 伝達所 2027
でんたつじょ 伝達所
でんち 田地 2020 田方
てんちてんのう 天智天皇 2026
でんちょう 殿丁 2038
てんちょうしん 天長辰 2020
てんちょうせつ 天長節 2021 誕辰
でんてい 伝逓 2034 逓伝
てんてん 転輾 2034 転売
てんど 天度 2020
てんどうけん 天童県 2020
てんどうはん 天童藩 2020
てんとせん 天渡船 2020
てんにん 転任 2018 転免　転職
てんねんとう 天然痘 2028 種痘
てんのう 天皇 2027
てんばい 典売 2018
てんばい 転売 2018 転輾
でんぴょう 伝票 2020
でんびょうか 伝票課 2020
てんぷ 添付
でんぶ 殿部 2038
てんぶつ 典物 2018
でんぽ 田圃 2019
てんぽう 転封 2019 地所替
でんぽう 電報 2019 電信
てんぽうざん 天保山
てんぽうつうほう 天保通宝 2020 旧銅貨
でんぽうとりあつかい 電報取扱 2019電報を見よ
でんまーく 丁抹
でんまーくこく 丁抹国 2033
てんまく 天幕 2033
てんまくいっちょう 天幕一張
てんましゅくにゅうよう 伝馬宿入用 2033
てんましょ 伝馬所 2033
てんむ 転務 2032 転勤
てんむてんのう 天武天皇 2032

てんめん 転免 2037
転 任 免 職
転 勤 転 務
転職

てんもん 天文 2055
てんもんか 天文家 2056
てんやくりょう 典薬寮 2033
てんらん 天覧 2028 叡覧　御覧
てんらんかい 展覧会 2032
てんりゅう 天竜 2026
てんりゅうがわ 天竜川 2026
てんりゅうかん 天竜艦 2026
てんりゅうじは 天竜寺派 2026
てんりょう 天領 2026 御領　御料
でんれいいかん 伝令尉官 2027伝令使を見よ
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でんれいさいかん 伝令佐尉官 2027伝令使を見よ
でんれいし 伝令使 2027
と

とい 樋 3004樋（ひ）を見よ
といあわせ 問合 431 照会
どいつがくきょうじょう 独乙学教場 343
どいつこく 独逸国 343 孛漏生　孛国
どいつこく 独乙国 343 孛漏生　孛国
どいつこくはくらんかい 独逸国博覧会 129
どいつれんぽうきんこうばんこくは
くらんかい

独逸聯邦金工万国
博覧会 129博覧会を見よ

といはし 樋橋
といほり 問堀 430 試堀
といや 問屋 431
どいやぶち 土居薮地 344
とう 統 362
どう 銅 2370金銀銅を見よ
とうえいざん 東叡山 387
とうか 灯火 382 灯明
とうか 東下
どうか 銅貨 382 銅銭
とうがい 等外 382 等外吏
とうがいいっとう 等外一等 382等外を見よ
とうがいさんとう 等外三等 382等外を見よ
とうがいしとう 等外四等 382等外を見よ
とうがいしゅっし 等外出仕 382等外を見よ
どうかいしょ 銅会所 385
とうがいじょうやとい 等外常雇 382等外を見よ
とうかいすいへいかりぶんえい 東海水兵仮分営 3198水兵仮分営を見よ

とうかいすいへいぶんえい 東海水兵分営 3198水兵分営を見よ

とうかいすいへいほんえい 東海水兵本営 3197水兵本営を見よ
とうかいちんじゅふ 東海鎮守府 372 鎮守府
とうかいどう 東海道 371
とうがいなんとう 等外何等 382等外を見よ
とうがいにとう 等外二等 382等外を見よ
とうがいふぞくとりあつかい 等外附属取扱 382等外を見よ
とうがいり 等外吏 384 等外
とうかのせちえ 踏歌節会 425
どうかへい 銅貨幣 382 銅銭
どうかへいはっこう 銅貨幣発行 382銅貨を見よ
とうかん 灯竿 377 竿灯　灯標
とうかん 董管
とうき 登記 388
とうき 陶器 388 菊御紋
とうきぼ 登記簿 388
とうきほうとりしらべきょく 登記法取調局 389
とうきゅう 等級 402 官等　俸給
とうきゅう 等給 402 官等　俸給
どうきょ 同居 389
とうきょう 東京 389 東京府
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とうきょういがっこう 東京医学校 19医学校を見よ
とうきょういじゅうきりゅう 東京移住寄留 389
とうきょううんじょうしょ 東京運上所 394 築地運上所

とうきょうえいごがっこう 東京英語学校 1943英語学校を見よ
とうきょうえいじゅ 東京衛戍 402
とうきょうかいぐんびょういん 東京海軍病院 394 海軍病院

とうきょうがいこくごがっこう 東京外国語学校 1322外国語学校を見よ
とうきょうかいし 東京開市 762開市を見よ
とうきょうかいしじょう 東京開市場 762開市を見よ
とうきょうかいしじょうさいばん
じょ 東京開市場裁判所 765開市場裁判所を見よ

とうきょうかいせいがっこう 東京開成学校 766開成学校を見よ

とうきょうかわせかいしゃ 東京為換会社 778為換会社を見よ
とうきょうきょういくはくぶつかん 東京教育博物館 133博物館を見よ
とうきょうぎょうけい 東京行啓 390
とうきょうきんぎんざ 東京金銀座 391
どうぎょうくみあい 同業組合 386
とうきょうけいしちょう 東京警視庁 1591警視庁を見よ
とうきょうけんぺいたい 東京憲兵隊 1655憲兵を見よ
とうきょうごしんりん 東京御親臨 390
とうきょうざいきん 東京在勤 390
とうきょうざいじゅう 東京在住 390
とうきょうさいばんしょ 東京裁判所 402
とうきょうさいばんしょとりあつか
い 東京裁判所取扱 402東京裁判所を見よ
とうきょうざいりゅうがいこくじん 東京在留外国人 390
とうきょうしちゅう 東京市中 391
とうきょうしちゅうとりしまり 東京市中取締 391
とうきょうしはんがっこう 東京師範学校 2474師範学校を見よ
とうきょうじゅうきょ 東京住居 390
とうきょうしゅっちょう 東京出張 2844出張を見よ
とうきょうしゅっちょうじょ 東京出張所 1765府県東京出張所を見よ
とうきょうしゅびきないがい 東京朱引内外 391
とうきょうじょう 東京城 402 西城

とうきょうしょうせんがっこう 東京商船学校 2620商船学校を見よ

とうきょうじょうとうさいばんしょ 東京上等裁判所 2552上等裁判所を見よ
とうきょうじょうふ 東京定府 389
とうきょうじょがっこう 東京女学校 454女学校を見よ
とうきょうじょししはんがっこう 東京女子師範学校 2474師範学校を見よ
とうきょうしょじゃくかん 東京書籍館

とうきょうしょっこうがっこう 東京職工学校 2633職工学校を見よ
とうきょうしょていたく 東京諸邸宅 391
とうきょうずしょかん 東京図書館 1191図書館を見よ
とうきょうそくりょう 東京測量 390
とうきょうだいがく 東京大学 394
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とうきょうだいがくよびもん 東京大学予備門 394東京大学を見よ
とうきょうちんだい 東京鎮台 391 鎮台
とうきょうつじばんしょ 東京辻番所 390
とうきょうとうちゃくしゅったつた
こう 東京到著出立他行 389
とうきょうとしょかん 東京図書館
とうきょうにちにちしんぶん 東京日々新聞
とうきょうばんにん 東京番人 389
とうきょうひにんこつじき 東京非人乞食 3007非人を見よ
とうきょうふ 東京府 394 東京
とうきょうふかいがくしょ 東京府下医学所 394
とうきょうふかいこん 東京府開墾 395
とうきょうふかいりかせぎかわふね 東京府下入稼川船 395
とうきょうふかかさいきゅうじょ 東京府下火災救助 397
とうきょうふかかぜい 東京府下家税 397
とうきょうふかかっくしょひよう 東京府下各区諸費

用 397
とうきょうふかがっこう 東京府下学校 396
とうきょうふかきりゅうにん 東京府下寄留人 396
とうきょうふかくじでいりそしょう 東京府下公事出入訴訟 397
とうきょうふかくちょう 東京府下区長 397
とうきょうふかぐんじんいしきかい
い

東京府下軍人違式
詿違 53違式詿違を見よ

とうきょうふかけいさつじむ 東京府下警察事務 398
とうきょうふかけいじひこくにん 東京府下刑事被告

人 398
とうきょうふかこせきかいせい 東京府下戸籍改正 398
とうきょうふかこれらびょう 東京府下虎列剌病 1822虎列剌病を見よ
とうきょうふかさいしょうぼう 東京府火災消防 400
とうきょうふかざいりゅうがいこく
じん

東京府下在留外国
人 399

とうきょうふかしやくじょう 東京府下司薬場 2780司薬場を見よ
とうきょうふかしゃじ 東京府下社寺 399
とうきょうふかじゅさんしょ 東京府下授産所 399
とうきょうふかしゅびきないまいそ
う

東京府下朱引内埋
葬 399

とうきょうふかしょかんしょうよう
ち

東京府下諸官省用
地 399

とうきょうふかそうろくけんぎょう
とうしらべ

東京府下総録検校
等調 397

とうきょうふかぞくとうへふこくる
い

東京府華族等へ布
告類 400

とうきょうふかそくりょう 東京府下測量 397
とうきょうふかたいそうでんしゅう
じょ

東京府下体操伝習
所 397

とうきょうふかたいめいたいざい 東京府下待命滞在 397
とうきょうふかちけんちそ 東京府下地券地租 396
とうきょうふかちょうじゅうりょう 東京府下鳥獣猟 399
とうきょうふかとうきょううんじょ
うしょ

東京府下東京運上
所 396

とうきょうふかどうろしゅうぜんひ 東京府下道路修繕費 396
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とうきょうふかはまやしき 東京府下浜屋敷 395
とうきょうふかばんにん 東京府下番人 395
とうきょうふかぶけちまちち 東京府下武家地町

地 398
とうきょうふかふるぎふるがねとり
しまり

東京府下古著古鉄
取締 398

とうきょうふかべいしょうなかがい
にん

東京府下米商仲買
人 396

とうきょうふかべつてぐみ 東京府下別手組 396
とうきょうふかほぼうしゅうごく
しゅうじん

東京府下捕亡囚獄
囚人 395

とうきょうふかむちょうちんやこう 東京府下無提灯夜行 1251無灯を見よ
とうきょうふかやしきていたく 東京府下屋敷邸宅 398
とうきょうふかんいんでいりしょう
にん

東京府官員出入商
人 400

とうきょうふかんかしまじまふこく
たっししこうきげん

東京府管下島々布
告達施行期限 400

とうきょうふかんぞく 東京府貫族 400
とうきょうふかんだたまがわじょう
すい

東京府神田玉川上
水 399

とうきょうふかんりるざいにん 東京府管理流罪人 400
とうきょうふきゅうみんきゅうじょ
まい 東京府窮民救助米 401
とうきょうふきんこくすいとうじゅ
んじょ

東京府金穀出納順
序 401

とうきょうふくぐんぶかい 東京府区郡部会 401
とうきょうふしちゅうとりしまり 東京府市中取締 401
とうきょうふしゅうじかん 東京府集治監 2799集治監を見よ
とうきょうふしょじゃくかん 東京府書籍館 401
とうきょうふちほうぜい 東京府地方税 399
とうきょうふちゅうこうきょ 東京府中溝渠 400
とうきょうふちょうしょうだんごく 東京府聴訟断獄 400
とうきょうふていがくきん 東京府定額金 401
とうきょうふらそつ 東京府羅卒 400
とうきょうほうがっこう 東京法学校 276法学校を見よ
とうきょうまる 東京丸 394
とうきょうわん 東京湾 394
とうきょうわんこう 東京湾口
とうきょうわんりくぐんりんじけん
ちくしょ

東京湾陸軍臨時建
築署 394

とうぐうぼう 春宮坊 385
とうけい 統計 385
とうけいいん 統計院 386
とうけいか 統計課 386
とうけいがくたいい 統計学大意 386
とうけいし 統計司 386
とうけいひょう 統計表 385
とうけいひょうへんせい 統計表編製 385統計を見よ
とうけいりょう 統計寮 386
とうけん 刀剣 386 刀
とうけん 闘犬 386
とうこう 桶工 410桶師を見よ
とうこう 東幸 374 再 幸 行 幸

東巡　親臨
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とうこう 東校 981大学東校を見よ
どうこう 同港 387
とうこうちょう 桶工長 387
とうごく 東国 387 関東
とうこしゅ 当戸主 413
とうさ 等差 387
どうざ 動座 387 遷座
とうざあずかりきん 当座預リ金 388
とうさい 登載 388
とうざいぶ 東西部 386
とうざよきん 当座預金 388
どうさん 動産 388 財産
どうざん 銅山 388 鉱山
とうざんさいかいりょうどう 東山西海両道
とうさんどうちんだい 東山道鎮台 388 鎮台
どうざんとりしまり 銅山取締 388銅山を見よ
とうし 桶師 410
とうじ 湯治 370 御暇
とうしごおり 答志郡 425
とうじつ 当日 412
とうしっき 陶漆器 413
とうしにん 倒死人 410 行倒人
とうじひょう 等次表 369
どうしゃ 同車 413
どうしゃ 堂舎 413
とうしゅ 当主 413
どうしゅう 同囚 413
とうじゅん 東巡 414 東幸　東臨
とうしょ 答書 425
どうじょう 堂上 410 王公　公卿
どうしょくぶつ 動植物 412
どうしょくぶつはらいさげ 動植物払下 412動植物を見よ
どうしん 同心 414
とうせい 東征 415 親 征 征 討

追討
どうせい 同姓 415 苗字名　養子
とうせいしょ 搗精所
どうせいたいほう 銅製大砲 968大砲を見よ
とうせいのれいふく 唐製ノ礼服 415
とうせん 灯船 409
とうせん 当籤 1856公債を見よ
どうせん 銅銭 415 旧貨幣 貨幣

銅貨
とうそう 刀槍 381 刀
とうそう 逃走 381 逃亡
とうぞう 盗賍
とうぞく 盗賊 381 悪徒　賊徒
とうぞくかしゅじょうれい 盗賊窩主条例 381
とうぞくとりしまり 盗賊取締 381盗賊を見よ
とうだい 灯台 378 灯明台
とうだいきょく 灯台局 380
とうだいじ 東大寺 380
とうだいば 灯台場 380
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とうだいりょう 灯台寮 380 諸寮
とうたつ 到達 380 施行期限
とうちゃく 到著 370 発著
どうちゅうすじ 道中筋 370 宿駅　人馬
とうちょく 当直 370 宿直　当番
とうちょくにん 当直人
どうとう 同等 370
どうとう 堂塔 370
どうとうかん 同等官 370
とうどり 頭取 370
とうない 等内 381
とうなん 盗難 382
とうなんきん 盗難金 382
どうなんにょ 童男女 382 女 子 男 子

幼児
どうはい 同輩 366
とうはつ 頭髪 366 散髪
とうばつ 当罰 366 病罰　給与
とうばつ 討伐 366 誅罰　征伐
とうばつぼく 盗伐木 366
とうばつぼくはらいさげだいきんへ
んにゅう

盗伐木払下代金編
入 366盗伐木を見よ

とうばん 当番 368 当直　宿直
とうひゃくせん 当百銭 415 天保銭
とうひょう 投票 369 入札
とうひょう 灯標 369 灯竿
とうひょう 等表 369
とうびょう 投錨 414 船舶
とうひん 盗品 415 贓品
とうぶ 東部 386
とうふくじは 東福寺派 387
とうべんしょ 答弁書 425
とうぼう 逃亡 367 逃 走 脱 走

脱籍
とうぼうりつれい 逃亡律例 368
とうほく 東北 368 奥羽　北越
とうほくちんだい 東北鎮台 368 鎮台
とうほん 謄本 369
とうみょう 灯明 407 灯明台　灯火
とうみょうせん 灯明船 409
とうみょうだい 灯明台 408 灯台
とうみょうだいがかり 灯明台掛 409
どうみょうどうめい 同苗同名 407 苗字名　同姓
とうみょうばん 灯明番 408
とうやくつうべん 唐訳通弁 385 語学所
とうゆ 桐油 407
とうよう 登庸 377 採用　任用
とうよう 登用 377 採用　任用
どうよう 動揺 387 暴動　騒擾
とうりゅう 逗留 371 滞留
どうりょうはんこうざい 同僚犯公罪 380 官吏犯公罪
どうりょうぶつ 道了仏

とうりん 東臨 371 東 幸 再 幸
行幸
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どうろ 道路 362 道普請 道敷

街道　往還
とうろう 灯籠 366 石灯
とうろく 登録 366
どうろしきちかしわたし 道路敷地貸渡 365
どうろしゅうぜんじむ 道路修繕事務 364
どうろしゅうぜんしゅうちく 道路修繕修築 364
どうろそうじ 道路掃除 363
どうろちんせん 道路賃銭 363
どうろつけかえへんかん 道路附替変換 363
どうろとうきゅう 道路等級 362
どうろなみきちくぼく 道路並木竹木 363
どうろなみきほぞんとりしまり 道路並木保存取締 1243並木を見よ
どうろひようきふ 道路費用寄附 365
どうろりてい 道路里程 363
とえき 徒役 426 徒刑　徒罪
とえきにん 徒役人 426 徒刑　徒罪
とおとうみのくに 遠江国 345
とかい 渡海 359 航海
とかいちん 渡海賃 359 賃銭　渡船賃
とかちのくに 十勝国 359
ときうちやぐら 時打櫓 427
ときのそうば 時ノ相場 1083相場を見よ
ときべ 解部 427
どぎほうぶつ 土宜方物
とぎゅう 屠牛 427 屠殺
とぎゅうめうしとりしまり 屠牛牝牛取締 427屠牛を見よ
ときわばしないぜにかめちょう 常磐橋内銭瓶町
とくい 得意 415
とくいしつぶつりつ 得遺失物律 415
とくがく 督学 419 督学局
とくがくきょく 督学局 420

とくがわ 徳川 417
幕府 旧幕府
元幕府 政府
旧政府

とくがわごう 徳川郷 419
とくぎょうくんどう 督業訓導 420
とくぎょうせい 得業生 421
どくこく 独国
とくし 特旨 422
とくしまけん 徳島県 422
とくしまはん 徳島藩 422
とくしゃひょう 特赦表 422 特典　減等
どくしん 独身 422 単身
とくせき 督責 422
とくせん 特撰
とくそく 督促 420 催促

とくてん 特典 421 赦 典 特 赦
減等

とくど 得度 416 僧尼　僧侶
とくはぜんけんこうし 特派全権公使 415
とくふ 督府 421 総督府
とくぶちょう 督部長 421
とくべつ 特別 416
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とくほう 読法 415 軍律
とくむ 督務 420
とくめいぜんけんこうし 特命全権公使 421
とくめいぜんけんこうし 特命全権大使 421
とくめいぜんけんべんりだいじん 特命全権弁理大臣 421
とくめいふくぜんけんべんりだいじ
ん

特命副全権弁理大
臣 421

どくやく 毒薬 420 薬品　売薬
どくやくげきやくとりあつかい 毒薬劇薬取扱 420毒薬を見よ
とくやまはん 徳山藩 420
とくりつ 特立 416
どくりつ 独立 416
とくれい 特例 420
とけい 徒刑 424 徒罪　徒役
とけいじょ 徒刑所 425
とけいじょう 徒刑場 425 徒場
とけいにん 徒刑人 424 徒罪　徒役
とこう 渡航 425 航海
どこう 土寇 426 草賊
どこうい 土工衣 426
どこうこ 土工袴 426
とこうちょう 塗工長 426
とこうちょうぞく 塗工長属 426塗工長を見よ
どこうへい 土工兵 426
とこみせ 床店
ところめい 所名 425
とざい 徒罪 426 徒刑　徒役
とざいにん 徒罪人 426 徒刑　徒役
とざき 戸崎
とさつ 屠殺 427 屠牛
とさのくに 土佐国 427
とさのくにへんにゅう 土佐国編入 427土佐国を見よ
とざん 登山 427
としごいのまつり 祈年祭 429
としまがおか 豊島岡 429
どしゃ 土砂 428 国土保安 土

石
どしゃく 度尺 429 尺度
どしゃとめやくにん 土砂留役人 428
としょ 図書 1189図 書 （ ず

しょ）を見よ
とじょう 徒場 428 徒刑場
とじょう 登城 429 参内　参朝
とじょうきそく 徒場規則 428 監獄則

としょかん 図書館 1191
図 書 館 （ ず
しょかん）を
見よ

としより 年寄 428
としん 渡津 430 渡船賃

とせい 渡世 432 営 業 生 業
産業

どせき 土石 432 土砂
とせんちん 渡船賃 433 渡津　渡海賃
とせんば 渡船場 433 川場
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とち 土地 347

地所 官有地
官用地 官地
民有地 荒地
荒蕪地 不毛
地

とちぎけん 栃木県 349
とちぎけん 橡木県
とちばいばい 土地売買 347土地を見よ
とちばいばいじょうときそく 土地売買譲渡規則 349 土地　地所
とちはらいさげ 土地払下 347土地を見よ
とちぶんかつとりあつかい 土地分割取扱 347土地を見よ
とちゅう 途中 349
とつかわごう 十津川郷 361
とつかわしゅっちょうじょ 十津川出張所 361
とつかわへい 十津川兵 361
とっきょ 特許 421
とっこう 篤行 419
とっとりけん 鳥取県 361
とっとりはん 鳥取藩 361
とてい 土靛 426
ととう 徒党 346
ととく 都督 347 蕃地事務都督
とどけがき 届書 347 願伺届　伺届
とどこおりきん 滞金 347
とどこおりきんおよびたいのうふの
うしょぶん

滞金及滞納不納処
分 2654

となみけん 斗南県 362
となみはん 斗南藩 362 松平　会津
とねがわ 利根川 362
とねがわ 刀根川
とねがわせん 利根川船 362
とねまる 利根丸 362
とねり 舎人 361 内舎人
とねりきょく 舎人局 362
とねりまち 舎人町 362
とのもじ 殿文字 415
とばく 賭博 344
とばくざい 賭博罪 344
とばくはん 賭博犯 344
とばくはんちょうばつ 賭博犯懲罰 458
とばくはんにんとりしまり 賭博犯人取締 344賭博を見よ
とばはん 鳥羽藩 344
とびしま 飛島 431
とびち 飛地 430
とびにんそく 鳶人足 430 人足
とふ 屠夫 425
とほ 徒歩 345
どぼく 土木 345
どぼくきょく 土木局 346
どぼくし 土木司 346 土木寮
どぼくひ 土木費 346
どぼくりょう 土木寮 345 諸寮　土木局
とまつ 塗抹 423
とまりやど 泊宿 423 休泊　宿泊
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とみ 富 428
とみおかせいしじょう 富岡製糸場 428
とみくじ 富籤 428
とみくじばいばい 富籤売買 428富を見よ
とみこうぎょう 富興行
とみたかけん 富高県 428
とめ 登米
とめおき 留置 427 拘留
とめかわ 留革 428
ともがら 輩
ともだまり 供溜 432
ともづれ 供連 431
ともにんずう 供人数 431
ともまち 供待 432
とやまがくせい 戸山学生 423
とやまがっこう 戸山学校 422
とやまけん 富山県 423
とやましゃえい 戸山舎営 423
とやましゅっちょうじょ 戸山出張所 423
とやまはん 富山藩 422
どようび 土曜日 426
とよおかけん 豊岡県 360
とよおかはん 豊岡藩 359
とよくにさん 豊国山 360 豊臣太閤
とよさきけん 豊崎県 360
とよたごおり 豊田郡 360
とよとみたいこう 豊臣太閤 359 豊国山
とよのあかりのせちえ 豊明節会 360
とよはしえき 豊橋駅 359
とよはしはん 豊橋藩 359
とよめけん 登米県 360
とよらはん 豊浦藩 360
とらい 渡来 425 航海
とらのかわ 虎皮 362
とりあい 取合 354
とりあげ 取上 353 受理
とりあげ 取揚 353 受理

とりあげひん 取上品 353 没 収 官 没
没官

とりあつかい 取扱 353
とりあつかいかた 取扱方
とりあつかいきん 取扱金 353
とりあつかいじょ 取扱所 353
とりい 華表 349華表（かひょう）を見よ
とりうち 鳥打 353 発砲　砲発
とりおさえ 取押 350 捕縛
とりかたづけ 取片附
とりかちょう 取箇帳 350 御取箇帳

とりきめ 取極 354 約定 約定書
条約

とりきめしょ 取極書 354 約定 約定書
条約

とりくみ 取組 353

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 233



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
とりこわし 取壊
とりこわし 取毀
とりさげば 取下場 354
とりしまり 取締
とりしまり 取締 355
とりしまりぐみ 取締組 356
とりしまりじょ 取締所 356
とりしまりやく 取締役 356
とりしらべ 取調 354 取調書
とりしらべがかり 取調掛
とりしらべきょく 取調局 355
とりしらべしょ 取調書 354
とりしらべちょう 取調帳 354
とりただし 取糺 351 糺問
とりたて 取建 351 徴収
とりたて 取立 351 徴収
とりつぎ 執次 352
とりつぎ 取次 352
とりつぎしょ 取次所 353
とりつくろい 取繕 352 営繕　修繕
とりのこがみ 鳥ノ子紙 353
とりひき 取引 357
とりひきしょ 取引所 358
とりべ 逮部 349逮部長を見よ
とりべし 逮部司 349
とりべじょちょう 逮部助長 349逮部長を見よ
とりべちょう 逮部長 349
とりまぜ 取交
とりまぜ 取混
とりむすび 取結
とりもうけ 取設
とりもどし 取戻 359
とりゅうにんとうじょう 徒流人逃条 353
とりょう 斗量 350 度量衡

どりょうこう 度量衡 350

秤 権衡 斗
量 千 木 秤
京 枡 枡 組
小 秤 尺 度
度尺

どりょうこうかいせいがかり 度量衡改正掛 351
どりょうこうけんさ 度量衡検査 1672
どりょうこうとりしまり 度量衡取締 350度量衡を見よ
どりょうこうとりしまりにゅうひ 度量衡取締入費 203
とるこ 土耳其
とわだ 十輪田
とんえい 屯営 433
とんこくすう 噸石数 433噸数を見よ
とんしゅうしょ 屯集所 434
とんしょ 屯所 433
とんじん 屯陣 433 野営
とんすう 噸数 434
とんでん 屯田 433
とんでんけんぺい 屯田憲兵 433
とんでんじむきょく 屯田事務局 433
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とんでんしょうぼいじゅうにゅうひ 屯田召募移住入費 203
とんでんへい 屯田兵 433
とんねる 隧道 433
な
なあて 名宛 1243 宛名　宛所

ないえっけん 内謁見 1225
拝謁
※謁のつくり
は「曷」

ないかい 内海 1213 南海
ないがいこうしょう 内外交渉 1221
ないがいこくじん 内外国人 1221
ないがいこくせん 内外国船 1244難破を見よ
ないがいじん 内外人 1221
ないがいはくらんかい 内外博覧会 129
ないかく 内郭 1221
ないかく 内閣 1213
ないかくこもん 内閣顧問 1213 顧問

ないかくごんしょうしょきかん 内閣権少書記官 1213内閣書記官長を見よ

ないかくごんだいしょきかん 内閣権大書記官 1213内閣書記官長を見よ
ないかくさんしょく 内閣三職

ないかくしょうしょきかん 内閣少書記官 1213内閣書記官長を見よ

ないかくしょきかん 内閣書記官 1213内閣書記官長を見よ
ないかくしょきかんちょう 内閣書記官長 1213
ないかくだいしょきかん 内閣大書記官 1213内閣書記官長を見よ
ないがん 内願 1221 歎願　内訴
ないき 内規 1225
ないきうち 内記打 1226
ないきか 内記課 1226
ないききょく 内記局 1226
ないきょく 内局 1225
ないぐう 内宮 1221 神宮　両宮
ないくん 内訓 1222
ないこく 内国 1222 内地
ないこくかいがきょうしんかい 内国絵画共進会 1222
ないこくかんぎょうはくらんかい 内国勧業博覧会 1222
ないこくかんぎょうはくらんかい 内国勧業博覧会 130博覧会を見よ
ないこくかんぎょうはくらんかいじ
むきょく

内国勧業博覧会事
務局 1224

ないこくかんぎょうはくらんかい
しゅっぴんしんさかんしょくせい

内国勧業博覧会出
品審査官職制 2639

ないこくきょく 内国局 1224
ないこくじむがかり 内国事務掛 1224
ないこくじむきょく 内国事務局 1224
ないこくじむそうとく 内国事務総督 1224
ないこくじん 内国人 1224 内外国人 御

国人
ないこくせい 内国製 1225 内国
ないこくせんなんぱおよびひょう
りゅうぶつとりあつかいきそく

内国船難破及漂流
物取扱規則 1244難破を見よ
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ないこくつううんかいしゃ 内国通運会社 1179通運会社を見よ
ないこくなんぱせんおよびひょう
りゅうぶつとりあつかい

内国難破船及漂流
物取扱 1244難破を見よ

ないし 内史 1226
ないしどころ 内侍所 1226 賢所
ないじゅ 内豎 1227
ないしょうてん 内掌典 1226
ないじん 内陣 1213
ないしんのう 内親王 1227
ないぜんし 内膳司 1228
ないそ 内訴 1213 内願
ないち 内地 1212
ないてい 内庭 1225
ないていしき 内廷職 1225
ないないとざま 内々外様 1213
ないばん 内番 1212
ないばんしゅう 内番衆 1212
ないばんしょ 内番所 1212
ないふ 内府 1222
ないふじょりょう 内扶助料 1222
ないべんじ 内弁事 1212
ないむか 内務課 1213
ないむきょう 内務卿 1214
ないむしょ 内務書 1215
ないむしょう 内務省 1215
ないむしょうかんいんとうきゅう 内務省官員等給 403
ないむしょうかんいんはしゅつ 内務省官員派出 141
ないむしょうかんとう 内務省官等 1417
ないむしょうげっきゅう 内務省月給 1607
ないむしょうじむしょうてい 内務省事務章程 2723
ないむしょうしょうむとりあつかい 内務省省務取扱 1215内務省を見よ
ないむしょうしょくせい 内務省職制 2635
ないむしょうにっし 内務省日誌 1221
ないむぶ 内務部 1213
ないらん 内覧 1213
なえぎ 苗木 1229 苗圃
なえぎうえつけにゅうひ 苗木植付入費 206
なえぎはん 苗木藩 1229
なおらいのひ 直会ノ日 1229
ながいとま 永暇 1231 免役
ながいとまねがい 永暇願 1231 免役
ながうら 長浦 1230
ながうらわん 長浦湾 1230
ながおかはん 長岡藩 1229
ながおはん 長尾藩 1229
なかがい 仲買 1229
なかがいにん 仲買人 1229
なかごおり 那珂郡 1232
ながさき 長崎 1232
ながさきいがっこう 長崎医学校 19医学校を見よ
ながさきえいごがっこう 長崎英語学校 1943英語学校を見よ
ながさきかいぐんしゅっちょうじょ 長崎海軍出張所 1232
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ながさきけん 長崎県 1232
ながさきこううんがっこう 長崎広運学校 1362広運学校
ながさきさいばんしょ 長崎裁判所 1234
ながさきしはんがっこう 長崎師範学校 2474師範学校を見よ
ながさきぜいかんしゅっちょうじょ 長崎税関出張所 1234
ながさきせいさくじょ 長崎製作所 3116製作所を見よ
ながさきせいてつじょ 長崎製鉄所 3115製鉄所を見よ
ながさきぞうせんじょ 長崎造船所 1129造船所を見よ
ながさきふ 長崎府 1233
ながさきほうたい 長崎砲隊 118砲隊を見よ
ながさきみなと 長崎港 1234
ながさきりんじかいぐんじむきょく 長崎臨時海軍事務局 652臨時海軍事務局を見よ
なかじきり 中仕切 1234
なかじきりごもん 中仕切御門 1234
なかじきりもん 中仕切門 1234
ながしまはん 長島藩 1234
なかせんどう 中山道 1235
なかせんどう 中仙道 1235
なかせんどうてつどうこうさい 中仙道鉄道公債 1856公債を見よ
なかせんどうてつどうこうさいしょ
うしょ

中仙道鉄道公債証
書 1860

ながたずね 永尋 1230
なかつはん 中津藩 1230
ながとさいしょう 長門宰相 1229 毛 利 大 江

山口藩

ながとろはん 長瀞藩 1229 大網藩 竜崎
藩

なかのくち 中ノ口 1231
なかのけん 中野県 1231
ながのけん 長野県 1231
ながはまけん 長浜県 1229
ながぼうかご 長棒駕籠 846駕籠を見よ
ながほり 長堀
なかみなと 那珂港 1234
なかむらはん 中村藩 1230
ながもち 長持 1234
ながや 長屋 1231 明キ長屋 邸

宅
なかゆい 中結
ながわきざし 長脇差 1229 帯刀
なげそ 投訴
なごやえいじゅぶしょ 名古屋衛戍部署 1939衛戍を見よ
なごやけん 名古屋県 1243
なごやちんだい 名古屋鎮台 1242 鎮台
なごやはん 名古屋藩 1242 尾張
なごやはん 名護屋藩 1242 尾張
なごん 納言 1243
なしもとのみや 梨本宮 1244
なたね 菜種 1235
なつかいこ 夏蚕 1235 蚕種
なつけしき 名付式 1235 命名式
なつけのしき 名ツケノ式 1235 命名式
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なつしま 夏島
なつふく 夏服 1235
なつふくじ 夏服地 1236
なつふくじはらいさげ 夏服地払下 1236夏服地を見よ
なつぼう 夏帽 1235
なつりゃくふく 夏略服 1235
など 抔
ななおけん 七尾県 1236
なにがかり 何掛 1228
なにけんかぞくしぞくへいみん 何県華族士族平民 1229
なにしょくきんむ 何職勤務 1229
なにしょくこころえ 何職心得 1229
なにぜいなにめんきょぜい 何税何免許税 1229
なにふかぞくしぞくへいみん 何府華族士族平民 1229
なにふけんかんぞく 何府県貫属 1229
なにやく 何役 1229
なにわ 浪速 1228
なにわ 難波
なにわ 浪華
なにわびょういん 浪華病院 3021病院を見よ
なぬし 名主 1229
なのかいちはん 七日市藩 1237
なのり 名乗 1237
なまえ 名前 1237
なまり 鉛 1238
なまりだんやくとりしまり 鉛弾薬取締 1238鉛を見よ
なまりばいばい 鉛売買 1238鉛を見よ
なみき 並木 1243
なみせん 並銭 1244 旧銅貨
なみせん 浪銭 1244 旧銅貨
なめん 名面
ならけん 奈良県 1236
ならしのはら 習志野原 1237
ならふ 奈良府 1236
なりははん 成羽藩 1229
なりもの 鳴物 1229 音曲
なわとりにん 縄取人 1228
なわばり 抹眉索 1228 オトシアナ
なんかい 南海 1245 内海

なんこう 南校 982大学南校を見よ
なんし 男子 1245
なんじゅう 難渋 1246
なんせん 難船 1244 漂流　標著
なんぜんじは 南禅寺派 1246
なんそうのべん 南曹弁 1245
なんとうかんそうとう 何等官相当 1228
なんとうそうとう 何等相当 1228
なんにょ 男女 1245
なんば 難波
なんぱ 難破 1244 漂流　標著
なんぱせん 難破船 1244 漂流　標著
なんばべいりん 難波米廩 1245
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なんびょう 難病 1246
なんぶ 南部 1245
なんぼくもん 南北門 1245
に
にいがた 新潟 210
にいがたえいごがっこう 新潟英語学校 1934英語学校を見よ

にいがたがいこくごがっこう 新潟外国語学校 1322外国語学校を見よ
にいがたけん 新潟県 211
にいがたさいばんしょ 新潟裁判所 211
にいがたしはんがっこう 新潟師範学校 2474師範学校を見よ
にいがたふ 新潟府 211
にいがたまる 新潟丸 211
にいかわけん 新川県 210
にいなめさい 新嘗祭 211
にいはりけん 新治県 210
にいみはん 新見藩 212
にいやはん 新谷藩 212
にうかわかみじんじゃ 丹生川上神社 194 官社
にかそん 二箇村 183
にかわせ 荷為替 183
にきゅうけんじほ 二級検事補 1686検事補を見よ
にきゅうしゅっし 二級出仕 2869出仕を見よ
にきゅうしょうてんほ 二級掌典補 2593掌典を見よ
にきゅうはんじほ 二級判事補 175判事を見よ
にきゅうひしょ 二級秘書 3050秘書を見よ
にくしょく 肉食 191
にざいぐはつ 二罪倶発 209
にざいぐはついじゅうろんりつれい 二罪倶発以重論律例 209
にしおおじはん 西大路藩 210
にしおおひらはん 西大平藩 210
にしおはん 西尾藩 210
にしきやまじんじゃ 錦山神社

にしつ 尼室 210 比 丘 尼 御 所
尼御所

にしねごやうわまち 西根小屋上町
にしはたはん 西端藩 210
にしほんがんじ 西本願寺 287本願寺を見よ
にしまる 西丸 210 西城
にじゅうねん 二十年 210 満二十年
にじょうけてい 二条家邸
にしょうじ 二掌侍 2602掌侍を見よ
にじょうじょう 二条城 209 城廓
にしょうたい 二小隊 3146小隊を見よ
にじょうりきゅう 二条離宮 209
にせさしがみ 贋セ差紙 2150差紙を見よ
にそう 尼僧 184 僧尼　比丘尼
にたい 二隊 184
にだいいか 二代以下 184
にだいたい 二大隊 985大隊を見よ
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にちげん 日限 182 施行期限 期

限　日数
にちにちひょう 日々表
にちびていよう 日備提要 183
にちびていようへんしゅう 日備提要編輯 183日備提要を見よ
にちようび 日曜日 182
にちれんしゅう 日蓮宗 182 法華宗
にっかひょう 日課表 186
にっき 日記 186
にっき 日期
にっきしゅうろく 日記輯録 189
にっきしゅうろくへんさん 日記輯録編纂 189日記輯録を見よ
にっきゅう 日給 187
にっきゅうわたしかた 日給渡方 187日給を見よ
にっきょう 日供 187
にっこう 日光 186
にっこうけん 日光県 186
にっこうざん 日光山 186
にっさん 日参 186
にっし 日誌 189
にっしし 日誌司 190
にっしゅうほうこく 日週報告 190 日報
にっしょく 日蝕 190
にっしんかん 日進艦 190
にっすう 日数 191 日限
にったごおり 新田郡 186
にっとう 日当 184
にっぽう 日報 184 日週報告
にづみぐるま 荷積車 189
にてんじ 二典侍 2037典侍を見よ
にとう 二等 181
にとういせい 二等医正 58医正を見よ
にとうえきていかん 二等駅逓官 1954駅逓官を見よ
にとうかいぐんしょう 二等海軍将 743海軍将を見よ
にとうかこうきょうとう 二等火工教頭 1374火工教頭を見よ
にとうかし 二等下士 857下士を見よ
にとうかふちょうぞく 二等火夫長属 1373火夫長を見よ
にとうかん 二等官 181
にとうかんご 二等監護 910監護を見よ
にとうかんごしゅ 二等看護手 913看護手を見よ
にとうかんごちょう 二等看護長 910看護長を見よ
にとうかんしゅ 二等監守 921監守を見よ
にとうかんびょうにん 二等看病人 923看病人を見よ
にとうかんり 二等監吏 903監吏を見よ
にとうかんりほ 二等監吏補 903監吏補を見よ
にとうぎいん 二等議員 2205議員を見よ
にとうぎかん 二等議官 2272議官を見よ
にとうきかんこうしゅ 二等機関工手 2273機関工上長を見よ
にとうぎし 二等技師 2324技師を見よ
にとうぎしゅ 二等技手 2330技手を見よ
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にとうぎせい 二等議生 2335議生を見よ
にとうぎちょう 二等技長 2214技長を見よ
にとうきょうかん 二等教官 1643教官を見よ
にとうきょうしゅう 二等協修 1650協修を見よ
にとうきょうゆ 二等教諭 1644教諭を見よ
にとうぎょしゃ 二等馭者 2232馭者を見よ
にとうぐんい 二等軍医 1487軍医を見よ
にとうぐんいふく 二等軍医副 1487軍医を見よ
にとうぐんがくしゅ 二等軍楽手 1498軍楽長を見よ
にとうぐんそう 二等軍曹 1504軍曹を見よ
にとうくんどう 二等訓導 1494訓導を見よ
にとうけいさつし 二等警察使 1579警察使を見よ
にとうけいし 二等警視 1584警視を見よ
にとうけいしぞく 二等警視属 1593警視属を見よ
にとうけいしほ 二等警視補 1591警視補を見よ
にとうけいぶ 二等警部 1566警部を見よ
にとうけいぶほ 二等警部補 1566警部を見よ
にとうけんさかん 二等検査官 1678検査官を見よ
にとうこうしゅ 二等工手 1880工手を見よ
にとうこうちょう 二等工長 1835工長を見よ
にとうごくし 二等獄司 1903獄司を見よ
にとうごくし 二等獄司 1903獄司を見よ
にとうざいかん 二等剤官 2110剤官を見よ
にとうさいばんしょ 二等裁判所 2086裁判所を見よ
にとうし 二等司 182
にとうし 二等師 25一等師を見よ
にとうじい 二等侍医 2454侍医を見よ
にとうしけい 二等司契 2791司契を見よ
にとうじこう 二等侍講 2805侍講を見よ
にとうしゅうせん 二等修撰 2754修撰を見よ
にとうしゅぜいかん 二等主税官 2894主税官を見よ
にとうしゅぜいかんり 二等主税監吏 2894主税官を見よ
にとうしゅぜいかんりほ 二等主税監吏補 2894主税監吏補を見よ
にとうしゅぜいぞく 二等主税属 2894主税官を見よ
にとうしゅちゅう 二等主厨 2827主厨を見よ
にとうしゅちょう 二等守長 2826守長を見よ
にとうしゅっし 二等出仕 2869出仕を見よ
にとうじゅんさ 二等巡査 2908巡査を見よ
にとうしょうき 二等掌記 2596掌記を見よ
にとうしょうけいぶ 二等少警部 1566警部を見よ
にとうしょうてん 二等掌典 2593掌典を見よ
にとうしょき 二等書記 2671書記を見よ
にとうしょきかん 二等書記官 2674書記官を見よ
にとうしょきせい 二等書記生 2676書記生を見よ
にとうじょきょうゆ 二等助教諭 1644教諭を見よ
にとうすいらいこうしゅ 二等水雷工手 3207水雷工手を見よ
にとうぜんしゃ 二等繕写 3192繕写を見よ
にとうぜんしゃせい 二等繕写生 3192繕写生を見よ
にとうそうちょう 二等曹長 1101曹長を見よ
にとうぞく 二等属 1131属を見よ
にとうそつ 二等卒 23一等卒を見よ
にとうだいけいぶ 二等大警部 1566警部を見よ
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にとうちけんじ 二等知県事 535知県事を見よ
にとうちゅうけいぶ 二等中警部 1566警部を見よ
にとうちゅうし 二等中士 498中等士官を見よ
にとうつこうど 二等仕人 1166仕人を見よ
にとうばい 二等馬医 82馬医を見よ
にとうはんけんじ 二等判県事 161判県事を見よ
にとうはんじ 二等判事 175判事を見よ
にとうひしょかん 二等秘書官 3054秘書官を見よ
にとうひっき 二等筆記 3018筆記を見よ
にとうひっせい 二等筆生 3018筆生を見よ
にとうふくかんとく 二等副監督 894監督を見よ
にとうへいそう 二等兵曹 313兵曹を見よ
にとうへんしゅうかん 二等編修官 340編修官を見よ
にとうほう 二等俸 181 俸給
にとうほうせいかん 二等法制官 277法制官を見よ
にとうみならい 二等見習 2424見習を見よ
にとうもっこうちょうぞく 二等木工長属 3065木工長を見よ
にとうやくかん 二等訳官 1528訳官を見よ
にとうやくざいかん 二等薬剤官 1529薬剤官を見よ
にとうやくざいせい 二等薬剤正 1529薬剤正を見よ
にとうやくざいせい 二等薬剤生 1529薬剤生を見よ
にとうりくぐんしょう 二等陸軍将 629陸軍将を見よ
にとうりょう 二等寮 181
にとうれいいん 二等伶員 1059伶員を見よ
にとうれいじん 二等伶人 1064伶人を見よ
にのまる 二ノ丸 191
にばい 二倍 179
にぶきん 二分金 202 貨幣 古金銀

悪金　贋金

にぶばん 二分判 202 貨幣 古金銀
悪金　贋金

にほん 日本 180
にほんかい 日本海 179
にほんかいし 日本海志 179
にほんかいしへんせい 日本海志編成 179日本海志を見よ
にほんがたかいそうせん 日本形廻漕船 3171船舶を見よ ※廻は辶＋囘
にほんがたしょうせん 日本形商船 2619商船を見よ
にほんがたせん 日本形船 3171船舶を見よ
にほんぎんこう 日本銀行 181
にほんこうほう 日本坑法 179
にほんこく 日本国 180
にほんこくじん 日本国人 180 内国人
にほんざん 日本算 181
にほんじん 日本人 180 内国人
にほんせん 日本船 3171船舶を見よ
にほんてつどうかいしゃ 日本鉄道会社 180
にほんまつけん 二本松県 180
にほんまつはん 二本松藩 180 丹羽
にみょうぶ 二命婦 2434命婦を見よ
にめいいじょう 二名以上 210
にもつ 荷物 212 貨物　御用物
にもつとりあつかい 荷物取扱 212荷物を見よ
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にゅういん 入院 191 病院
にゅういんひ 入院費 194
にゅうえい 入営 199
にゅーおらんだ 新和蘭 209
にゅうがく 入学 195 入 寮 入 校

入営
にゅうがくとりあつかい 入学取扱 195入学を見よ
にゅうかん 入監 197 入牢
にゅうきょう 入京 201 上京　入洛
にゅうこう 入校 194 入学
にゅうこう 入港 199 入津
にゅうごく 入獄 199 入牢　入監
にゅうさつ 入札 200
にゅうさつばらい 入札払
にゅうざん 入算 201
にゅーじいらんど 新西蘭 210
にゅうしつ 入室 202 入院
にゅうしゃ 入舎 202 入寮
にゅうじゅく 入塾 202 入舎　入寮
にゅうじょう 入城 202
にゅうじょうがいそく 入場概則 202
にゅうしん 入津 202 入港
にゅうせき 入籍 209 戸籍　送籍
にゅうそん 入村 198
にゅうだん 入団 198
にゅうひ 入費 202 入 用 費 用

経費　諸費
にゅうひわたしかた 入費渡方 202入費を見よ
にゅうふ 入夫 198
にゅうよう 入用 197 費 用 経 費

諸払　入費

にゅうようきん 入用金 197 費 用 経 費
諸払　入費

にゅうようしあげちょう 入用仕上帳 197 勘定仕上 勘
定帳

にゅうようひん 入用品 197 物品　需用品
にゅーよーく 紐育
にゅーよーく 新約克
にゅうよく 入浴 197
にゅうりょう 入寮 198 入学
にょうかん 女官 183
にょうご 女御
にょうごじゅだい 女御入内 183 立后
にょうぼう 女房 183 女官
にょし 女子 183 幼女　子女
にょじゅ 女嬬 183 女官
にょにんけっかい 女人結界 183
にらやまけん 韮山県 191
にわ 丹羽 179 二本松藩
にわせはん 庭瀬藩 179
にんか 認可 216 許可
にんかい 任解 217 任免
にんかん 任官 220 任免　叙任
にんき 任期 221
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にんきょ 任挙 221 撰挙　任官
にんきょ 認許 221
にんきょりょう 認許料 221
にんきれい 任期例 221
にんこうてんのう 仁孝天皇 217
にんしょ 任所 222
にんじょ 任叙 222 叙任　拝命
にんしょう 人少
にんじょう 人情 223
にんじょう 任状 223 宣旨　辞令
にんしょく 任職 223
にんずう 人数 223 人 員 兵 員

出兵
にんせん 仁川 223
にんせん 人選 223 撰 挙 公 撰

任撰
にんせん 任撰 223 人選　撰挙
にんそうがき 人相書 218
にんそく 人足 219 人夫　人馬
にんそくちん 人足賃 219 人馬賃銭

にんたい 人体 2952人体（じんたい）を見よ
にんたん 人胆 218
にんち 認知 216
にんてい 認定 221
にんなじ 仁和寺 220
にんなじのみや 仁和寺宮 220 将軍宮　宮

にんば 人馬 213 人馬賃銭 人
馬継立

にんばだちんちょう 人馬駄賃帳 214
にんばちょう 人馬帳 214
にんばちんせん 人馬賃銭 214
にんばつかいかた 人馬遣方 214 人馬継立 人

馬遣高
にんばつかいたか 人馬遣高 215 人馬継立

にんばつぎたて 人馬継立 215 駅 法 宿 駅
人馬賃銭

にんばひょう 人馬表 213
にんぷ 人夫 221 人足
にんべつ 人別 216
にんべつちょう 人別帳 216
にんべつひょう 人別表 216
にんほ 任補 216 任官　任挙
にんむ 任務 220 職務

にんめん 任免 222 免 職 任 官
任用

にんめんじれいとりあつかい 任免辞令取扱 2692辞令を見よ
にんよう 任用 217 抜 擢 任 挙

採用　登用
ぬ
ぬいぼのつかい 抜穂使
ぬかたけん 額田県 654
ぬきがき 抜書 655
ぬぐいまゆ 拭眉 654
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ぬけうり 抜売 655
ぬし 塗師 655
ぬばかま 奴袴 2150 服制
ぬまいけ 沼池 655 池溝
ぬまたはん 沼田藩 655
ぬまづがっこう 沼津学校 655 学校
ぬまへり 沼縁 655
ぬりがさ 塗笠 654 陣笠
ぬれぞん 濡損 654
ぬれまい 濡米 654
ね
ねがいいで 願出 1192
ねがいうかがいとどけ 願伺届 1192 願 書 伺 書

届書
ねがいうかがいとどけとりあつかい 願伺届取扱 1192願伺届を見よ
ねがいさげ 願下ケ 1201
ねがいしょ 願書 1201
ねがいじょう 願状 1202
ねがいしょへんのう 願書返納 1200願書を見よ
ねがいずみ 願済 1202
ねがいにより 依願 1192
ねぎ 禰宜 1202 神官
ねずばん 不寝番 1203
ねずみとりやく 鼠取薬 1203
ねずみとりやくばいばい 鼠取薬売買 1203鼠取薬を見よ
ねずみはんぎり 鼠半切 1203
ねむろ 根室
ねもろけん 根室県 1203
ねもろのくに 根室国 1203
ねんが 年賀 1205
ねんがっぴ 年月日 1208
ねんき 年期 1210
ねんき 年季 1210 年限
ねんきひょう 年季表 1210 年限
ねんきひょう 年紀表 1210
ねんきん 年金 1211
ねんきんわたしかた 年金渡方 1211年金を見よ
ねんぐ 年貢 1207 租税　貢米
ねんけいひょう 年計表 1208
ねんげつ 年月 1208 年数
ねんげん 年限 1208 年期
ねんげんきゅうほうかん 年限給奉還 1209 家禄奉還
ねんこう 年功 1210
ねんごう 年号 1210
ねんごうがっぴ 年号月日 1208
ねんし 年始 1205
ねんすう 年数 1211 年月
ねんちゅう 年中
ねんちょう 年長 1206
ねんど 年度 1205 一周年 勘定

仕上
ねんとう 年頭 1205
ねんとうおしき 年頭御式 1206 新年式 正月

式
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ねんどへんにゅう 年度編入 1205年度を見よ
ねんねんびき 年々引 1207
ねんぴょう 年表 1205
ねんぷ 年賦 1209
ねんぷきん 年賦金 1209
ねんぷきんとりあつかい 年賦金取扱 1209年賦を見よ
ねんぷへんのう 年賦返納 1209年賦を見よ
ねんぽう 年俸 1204
ねんぽう 年報 1203 報告
ねんまつ 年末 1208 歳末　歳暮
ねんれい 年齢 1206
ねんれき 年歴 1207
の
のう 能 1290 狂言
のうがくか 農学家 1290
のうがっこう 農学校 1290 農事修学場
のうき 納期 1241 期限
のうぎょう 農業 1291
のうぎょうずかい 農業図解 1291
のうぎょうもんどう 農業問答 1291
のうきん 納金 1241 上納金
のうきんきょく 納金局 1241
のうぐ 農具 1291 救助
のうぐだい 農具代 1291 救助
のうこうしょう 農工商 1291 農商工
のうさんひょう 農産表 1292
のうじ 農事 1292
のうじしゅうがくじょう 農事修学場 1294 農学校
のうしょ 農書 1292
のうしょう 納証 1242
のうしょう 農商 1292 農工商 農商

工
のうしょうこう 農商工 1293 農工商
のうしょうこうしもんかい 農商工諮問会 1294
のうしょうこうじょうとうかいぎ 農商工上等会議 1293
のうしょうむきょう 農商務卿 1292
のうしょうむしょう 農商務省 1292
のうしょうむしょうかんいんとう
きゅう 農商務省官員等級 405
のうしょうむしょうげっきゅう 農商務省月給 1611
のうしょうむしょうじむしょうてい 農商務省事務章程 2726
のうしょうむしょうしょくせい 農商務省職制 2637
のうしょうむつうしんきそく 農商務通信規則 1292
のうしょへんさん 農書編纂 1292農書を見よ
のうせい 農政 1294
のうぜい 納税 1242
のうぜいきっぷ 納税切符 1242
のうちょう 納帳 1239
のうにゅう 納入 1238
のうふ 納附 1239 上納
のうふつ 納払 1240
のうほん 納本 1239 出版
のうまい 納米 1239 貢米
のうみん 農民 1292
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のうむきょく 農務局 1291
のうりょく 能力 1290 効力
のこぎりびき 鋸引 1294
のこりきん 残金 1294
のこりごよう 残御用 1294
のこりまいきん 残米金 1294
のしめ 熨斗目 1294
のせん 野銭 1294
のせんば 野銭場 1294
のぞみのもの 望者
のば 野馬
のびるこう 野蒜港 1294
のぶおかはん 延岡藩 1294
のべまい 延米 1284
のむらはん 野村藩 1290
のりきり 乗切 1290
のりくみ 乗組 1284
のりこみ 乗込 1289
のりと 祝詞 1284
のりふう 糊封

のるうぇーこく 那威国 3213瑞典、那威国を見よ
のるうぇーこく 那耳回国
は
は 歯 81 鉄漿　作眉
はーぐ 海牙
ばありあこくぜいほう 巴華釐亜国税法 139
はい 孛 92 孛漏生 独逸

国
ばい 馬医 82 馬医講習生
はいいしょにんのりつ 廃為庶人之律 82
ばいいん 売淫 82
ばいいんちょうばつ 売淫懲罰 457
ばいいんとりしまり 売淫取締 82売淫を見よ

はいえつ 拝謁 92
謁見
※謁のつくり
は「曷」

はいか 廃家 84 絶家
はいか 配下 84 支配
はいが 拝賀 84 参賀　賀表
はいかい 徘徊 87
ばいがくしゃ 馬医学舎 86
はいがしき 拝賀式 86
はいがしょしき 拝賀書式 86 賀表
はいかん 廃官 88
はいかん 拝観 88 縦覧　拝見
ばいきゃく 売却 93
ばいきゅうよかたとりあつかい 馬医給与方取扱 82馬医を見よ
はいぎょう 廃業 90
ばいきょく 馬医局 93
はいぐう 配偶 88 婚姻　結婚
はいけん 拝見 90 拝観
はいけんせい 佩剣制 91
はいご 配伍 92

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 247



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
はいごう 廃合 92
ばいこうしゅうせい 馬医講習生 92 馬医生徒

はいこく 孛国 92 孛漏生 独逸
国

はいこしゅ 廃戸主 92
はいさつ 配札 93 大麻
はいし 廃止 95
はいし 配祠 95 合祠
ばいし 馬医師 95
はいしあと 廃止跡 98 廃合 廃社寺

跡地
はいじいん 廃字印 95
はいしつ 癈疾 95
ばいしほ 馬医試補 82馬医を見よ
はいしゃく 拝借 96 貸下　貸附
はいしゃくきん 拝借金 97 官金
はいしゃくきんへんのう 拝借金返納 97拝借金を見よ
はいしゃくち 拝借地 97
はいしゃくちはらいさげ 拝借地払下 97拝借地を見よ

はいしゃくてい 拝借邸 97
屋 鋪 邸 宅
明キ長屋 属
舎　官舎

はいしゃくにん 拝借人 97
はいしゃくねがい 拝借願 97
はいしゃくへんのう 拝借返納 96拝借を見よ
はいしゃくりょう 拝借料 97
はいしゃじあとち 廃社寺跡地 98 廃合　廃止跡
はいじゅう 廃銃 96 銃砲
ばいしゅう 買収 96 買弁
ばいじゅう 陪従 96 陪臣
はいしょ 配所 95 伊豆三島

ばいじょ 売女 84
娼 妓 飯 盛
遊女 食売女
女芸者

はいしょう 背章 95
はいじょう 廃城 96 城廓
ばいしょう 賠償 95
はいじん 孛人
ばいしん 陪審 98
ばいしん 陪臣 98 家来　陪従
ばいせいと 馬医生徒 98
ばいせきはんじ 陪席判事 98
ばいぜん 陪膳 98
ばいたい 売貸 87
はいたつしょ 配達所 87
はいちょう 廃朝 93 罷朝
はいてい 廃帝 92
はいてつ 廃撤
ばいてん 売店 93

はいとう 佩刀 84
帯刀 刀 帯
剣 佩剣 提
刀　佩用

はいとうろく 配当禄 84
はいとうろくこうさい 配当禄公債 1856公債を見よ
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ばいどく 黴毒 84
ばいどく 梅毒
ばいどくけんさ 梅毒検査 1672
はいねつびょう 肺熱病 87 馬病　疫牛馬
はいのう 背嚢 87 脊嚢
はいのうはらいさげ 背嚢払下 87背嚢を見よ
ばいばい 売買 82 販 売 売 販

発売
はいはん 廃藩 83 藩
ばいはんひん 買販品 83 販売
はいびひょう 配備表 98
ばいひん 売品 98
はいふ 配布
はいふ 配付
はいふ 配賦
ばいぶ 馬医部 91
ばいふく 馬医副 82馬医を見よ
はいぶつ 廃物 91
はいぶつ 廃仏 91 破仏
はいぶつ 排仏 91 破仏
はいぶんひょう 配分表 92
はいへい 廃兵 84
はいへいとりあつかい 廃兵取扱 84廃兵を見よ
ばいべん 買弁 84 買上
ばいほ 馬医補 82馬医を見よ
ばいぼくしゃ 売卜者 84
はいめい 拝命 93 任 免 叙 任

新拝命
はいめいし 拝命紙 95 詞令　辞令
ばいやく 売薬 88
ばいやくいんし 売薬印紙 89
ばいやくいんしぜい 売薬印紙税 89
ばいやくおよびやくひんけんさ 売薬及薬品検査 1672
ばいやくきそく 売薬規則 89
ばいやくとりあつかい 売薬取扱 88売薬を見よ
ばいやくとりしまり 売薬取締 88売薬を見よ
はいよう 佩用 86 佩刀
ばいよう 培養 87
はいりょう 拝領 84
はいれい 拝礼 87 参拝
ばえき 馬疫 139 馬病　疫牛馬
はえとりやく 蝿取薬 99
はえとりやくばいばい 蝿取薬売買 99蝿取薬を見よ
はおりはかま 羽織袴 101
はがき 葉書 101
ばがくせいと 馬学生徒 101
はかせ 博士 102
はかたはん 伯太藩 101
はかま 袴 101 衣袴
はかました 袴下 101
はかり 秤 101 度量衡
はかりあらためざ 秤改座
はかん 破艦
はき 破毀 139
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はぎせいぞうしょ 萩製造所 139
はく 伯 127
ばぐ 馬具 127
ばくえき 博奕
はくさい 雹災
はくしゃ 拍車 135
はくしゅくふ 伯叔父 135
はくだつ 剥奪 127 褫奪
ばくち 博奕
ばくと 博徒 127 悪徒
ばくはつぶつ 爆発物 127
ばくはつぶつとりあつかい 爆発物取扱 127爆発物を見よ
ばくはつぶつとりしまり 爆発物取締 127爆発物を見よ
ばくふ 幕府 133 旧幕府 元幕

府
はくぶつかん 博物館 133
はくぶつきょく 博物局 134
はくらい 舶来 128
はくらんかい 博覧会 128
はくらんかいじむ 博覧会事務 2712
はくらんかいじむきょく 博覧会事務局 133
はくらんかいほうこく 博覧会報告 247
ばくりょうさんぼう 幕僚参謀 128
ばくりょうしょき 幕僚書記 128
ばくろうちょう 馬喰町 128
はげやま 兀山 136 国土保安

はけん 派遣 136
派 出 差 遣
出 張 巡 廻
発遣

はこざき 箱崎
はこざき 凾崎
はこそ 函訴 138
はこそじょう 函訴状 138
はこだて 函館 137 函館港
はこだて 箱館 137 函館港
はこだてかいがんほうへい 函館海岸砲兵 118砲兵を見よ
はこだてかいしょ 函館会所 138
はこだてけん 函館県 138
はこだてさいばんしょ 箱館裁判所 138
はこだてさんぶつ 箱館産物 138
はこだてびょういん 函館病院 3021病院を見よ
はこだてふ 箱館府 138
はこだてほうたい 函館砲隊 123砲隊を見よ
はこだてほうだい 函館砲台 124砲台を見よ
はこだてみなと 函館港 138 箱館
はこだてみなと 箱館港 138 箱館
はこね 箱根 139
はしか 麻疹
はしけ 艀 140 艀漁船
はしせん 橋銭 144 賃銭
はしばし 橋々 139 橋梁
はしぶね 端舟
ばしゃ 馬車 139
ばしゃしゃ 馬車舎 140
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ばしゃぜい 馬車税 140 車税
ばしゃたまりじょ 馬車溜所

はしゅつ 派出 140 出 張 派 遣
差遣

はしゅつしょ 派出所
ばじょう 馬上 139 乗馬
はすいけはん 蓮池藩 145
はすう 端数 145
ばぜい 馬税 140 車税
ばせいし 馬政司 145
はそんかた 破損方

はた 旗 102 御 旗 旗 章
錦旗　旗印

はたえい 畑永 104
はたかた 畑方 103 田畑
はたごおり 幡多郡 103
はたごちん 旅籠賃 103 宿料　旅籠料
はたごとせい 旅籠渡世 103 旅籠屋　旅亭

はたごや 旅籠屋 104 旅籠渡世 旅
宿

はたごりょう 旅籠料 103 宿料
はたごりょうわたしかた 旅籠料渡方 103旅籠料を見よ
はたした 旗下 2219旗下（きか）を見よ
はたじるし 旗印 104 旗章
はただなり 畑田成 103
はたばこ 葉煙草 102
はたまい 畑米 103
はたもと 旗下
はたらき 働 103
はちおうじ 八王子 99
はちじゅうはっさい 八十八歳 100
はちじゅっさい 八十歳 100
はちじょうじま 八丈島 99
はちだいがっく 八大学区 983大学区を見よ
はちだいがっくほんぶ 八大学区本部 983大学本部を見よ
はちのへけん 八戸県 99
はちのへはん 八戸藩 99
はちばんだいたい 八番大隊 985大隊を見よ
はちまき 鉢巻 99 服制
はちまんだいじん 八幡大神 99
はちまんだいぼさつ 八幡大菩薩 99
はちもりぎんざん 八森銀山
ばちょう 馬丁 99
はつうままつり 初午祭 111
ばつえき 罰役 112 懲罰
はっか 八課 111 分課　八局
はっかく 発覚 106
はっかじょううかがい 八ヶ条伺 107
はっかじょうかきつけ 八ヶ条書付 107
ばっき 罰期 113
はっきゅうしゅっし 八級出仕 2869出仕を見よ
はっきゅうしょうてんほ 八級掌典補 2593掌典を見よ
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はっきょく 八局 113 八課
ばっきん 罰金 113 罰銭
ばつぐ 罰具 111
はっくつ 発掘 111
ばつぐん 抜群 111
ばっけ 末家 111
はっけん 発見 111

はっけん 発遣 111
派 遣 差 遣
派 出 出 張
巡廻

はっこう 発向 112 進発
はっこう 発行 106
ばっさい 伐採 104
はっさく 八朔 113
ばっしゅ 伐取 104
はつじゅう 発銃 104 砲 発 玉 放

鳥打　小銃
はっしん 八神 115
はっしんでん 八神殿 115
ばっせき 末席 115 席順
ばつせん 罰銭 115 遅参　罰金
ばっそく 罰則 109
はっちゃく 発著 106 著 発 到 著

出発
ばってき 抜擢 112 任用
ばってきめいぼ 抜擢名簿 112
ばってきめいぼへんさん 抜擢名簿編纂 112抜擢名簿を見よ
はっと 法度 106
はっとう 八等 106
はっとうかん 八等官 106
はっとうかんり 八等監吏 903監吏を見よ
はっとうぎしゅ 八等技手 2330技手を見よ
はっとうけいしぞく 八等警視属 1593警視属を見よ
はっとうけいぶ 八等警部 1566警部を見よ
はっとうしゅぜいかんり 八等主税監吏 2894主税官を見よ
はっとうしゅぜいぞく 八等主税属 2894主税官を見よ
はっとうしゅちょう 八等守長 2826守長を見よ
はっとうしょうき 八等掌記 2596掌記を見よ
はっとうしょき 八等書記 2671書記を見よ
はっとうしょきせい 八等書記生 2676書記生を見よ
はっとうぞく 八等属 1131属を見よ
はつばい 発売 104
はっぴ 法被 115
はつびょう 発病 115
ばつぶん 罰文 112 宣告文 申渡

言渡

はっぽう 発砲 104 砲 発 玉 放
鳥打　小銃

ばっぽう 罰法 106 罰則　罰例
ばつほうきん 罰俸金 104 病罰　懲罰金
ばつぼく 伐木 104
ばつぼくはらいさげ 伐木払下 104伐木を見よ
はっぽんは 八品派 106
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はつめい 発明 115 新発明
はつめいひん 発明品 115 新発明
はつよ 発輿 107
ばつれい 罰例 107
はつれん 発輦 107 出輦　発輿
はなび 花火 116
はなふさはん 花房藩 116
はにしなごおり 埴科郡 99
はねがわえき 羽川駅 115
はねせん 刎銭 115
はねだ 羽田
はねだ 羽根田
はは 母 98 父母　養父母
ばばさきもん 馬場先門
ばばりあこく 巴華釐亜国
ばひつ 馬匹 144 官馬
ばひつはらいさげ 馬匹払下 144馬匹を見よ
ばびょう 馬病 145 馬匹 疫牛馬

馬疫
ばぶ 馬部 137
はぶつ 破仏 137 排仏
ばほんぞくちょうかんりつ 罵本属長官律 99
はまかいどう 浜街道 136
はまごてん 浜御殿 136 浜離宮
はまだけん 浜田県 135
はまどの 浜殿 136 浜離宮
はまなこう 浜名港 136
はままつけん 浜松県 136
はまやしき 浜屋敷 136 浜御殿
はまりきゅう 浜離宮 135
はめい 派名 139
はめん 破免 139 免
はやこ 薬嚢 135
はやしだはん 林田藩 135
はやしもり 林守 135 監守人
はらいいれきん 払入金 116
はらいかた 払方 116
はらいさげ 払下 116
はらいさげだい 払下代 116 払代
はらいさげち 払下地 116 地所
はらいさげりょう 払下料 117
はらいしき 祓式 117 大祓
はらいだい 払代 116 払下代　払物
はらいだいおよびはらいさげだい
じょうのう 払代及払下代上納 2567
はらいだいきん 払代金 116 払下代　払物
はらいもどし 払戻 117
はらいもの 払物 117 諸払
はらまき 腹巻 116
はりがみ 張紙 100
はりがみねだん 張紙直段 100 相場
はりつけ 磔 100 新律綱領
はりばんぺい 張番兵 157番兵を見よ
ぱりふ 巴里府 100
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ばりょく 馬力 100
はるみや 明宮 101
ばれいしょ 馬鈴薯 104
はろう 破牢 98 脱 牢 脱 獄

越監　反獄
はわい 布哇 101
はわいこく 布哇国 101

はん 藩 145

藩 々 諸 藩
諸侯 府藩県
藩 県 藩 治
藩 制 各 藩
列 藩 大 藩
中 藩 小 藩
旧藩

はんいん 藩印 145 印 印鑑 鑑
札

はんか 犯科 160 在監人 囚人
犯人

はんかん 犯姦 159
はんがん 判官 160
はんがんじ 判官事 160
はんかんじょうれい 犯姦条例 159
はんかんりつ 犯姦律 159
はんぎ 版木 173
ばんき 万機 173
ばんぎ 板木 173
はんきり 半切 173
はんげき 繁劇 160 御用多
はんけつ 判決 160
はんけつあん 判決案 160
はんけつしょ 判決書 160 宣告　申渡
はんけつぶん 判決文 160 宣告書
はんけん 版権 161
はんけん 藩県 161 旧藩県 旧府

藩県
はんけんじ 判県事 161
はんけんしょもく 版権書目 161
はんけんしょもくへんせい 版権書目編成 161
はんけんへんのう 版権返納 161版権書目を見よ
はんけんめんきょりょう 版権免許料 161
ばんごう 番号 163
ばんごういん 番号印 164
はんこうざい 犯公罪 164

はんこうれき 頒行暦 159
暦 本暦 略
本 暦 略 暦
暦道

はんごく 反獄 164
ばんこくこうぎょうけんめんひゃく
ねんきはくらんかい

万国工業兼綿百年
期博覧会 129博覧会を見よ

ばんこくせんぱくしんごう 万国船舶信号 165
ばんこくだいはくらんかい 万国大博覧会 129博覧会を見よ
ばんこくでんしんこうほう 万国電信公法 165
ばんこくでんしんじょうやくしょ 万国電信条約書 165
ばんこくねんかん 万国年鑑 165
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ばんこくはくらんかい 万国博覧会 129博覧会を見よ
ばんこくゆうびんれんごうおうふく
はがき

万国郵便聯合往復
葉書 165

ばんこくゆうびんれんごうじょうや
く 万国郵便聯合条約 165
はんさい 藩債 165 公債　負債

はんざい 犯罪 165
犯罪人 犯者
罪 犯人 犯
科

はんざいおよびはんそくしょぶん 犯罪及犯則処分 2649
はんざいしゃにゅうひかりきそく 犯罪者入費仮規則 172
はんざいしょちじょうれい 犯罪処置条例 172
はんざいしょひょう 犯罪諸表 167
はんざいち 犯罪地 172
はんざいとりあつかい 犯罪取扱 165犯罪を見よ
はんざいにん 犯罪人 171 囚 人 罪 人

罪犯

はんさつ 藩札 172 楮 幣 紙 幣
銭札　旧藩札

はんし 半紙 174
はんし 藩史 174
はんし 藩士 174 藩人
はんじ 判事 175
はんじ 班次 175 席 次 順 席

順次　座順
はんしじ 判司事 178
はんじちょう 判事長 177
はんじとうようきそく 判事登用規則 177
はんしへんしゅう 藩史編輯 174藩史を見よ
はんじほ 判事補 175判事を見よ
はんしまい 頒賜米 178
はんしゃ 犯者 178 犯ス者　犯罪
はんしゃ 藩社 178
はんしゅ 藩主 178
はんじゅ 判授 178 判任
はんじゅういん 般舟院 178
はんじょ 班叙
ばんしょ 番所 177
はんしょう 半鐘 177 鐘皷
はんじょう 犯状 178 罪状
ばんじょうかん 磐城艦 5磐城を見よ
はんじん 藩人 178 藩士
はんせい 藩制 178 藩治職制
ばんせい 万姓 179
はんせき 版籍 179 封土
はんせきへんじょう 版籍返上 179
はんせきほうかん 版籍奉還 179 封土奉還
はんそ 半租 159 五分通
はんぞうごもん 半蔵御門 1919御門を見よ
はんそく 犯則 159 犯罪
はんだか 藩高 159 禄高
ばんち 蕃地 976台湾を見よ
はんちじ 藩知事 158 知事　旧知事
ばんちじむきょく 蕃地事務局 158 台湾
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ばんちじむととく 蕃地事務都督 158 台湾
はんちしょくせい 藩治職制 158 藩制
はんちょう 藩庁 158 藩

はんてい 藩邸 165 屋 敷 邸 宅
邸地

はんてい 班定
はんにん 判任 147 判授

はんにん 犯人 154
犯罪 犯罪人
犯 者 犯 科
罪人

ばんにん 番人 155
はんにんいかい 判任位階 147
はんにんかん 判任官 147 判授
はんにんかんかいいんとどけ 判任官改印届 151
はんにんかんかいきんしょうよ 判任官皆勤賞与 151
はんにんかんくだされものしょうひ
ん 判任官被下物賞品 152
はんにんかんこうたいきげん 判任官交代期限 152
はんにんかんごもんつうこう 判任官御門通行 152
はんにんかんさいばんしょちょうだ
いり

判任官裁判所長代
理 153

はんにんかんさいまつごしゅくし 判任官歳末御祝詞 153
はんにんかんしゅくしゅしゅせん
りょう 判任官祝酒酒饌料 153
はんにんかんしゅっきょう 判任官出京 153
はんにんかんしょうこうぐち 判任官昇降口 153
はんにんかんじょふくしゅっし 判任官除服出仕 150
はんにんかんせきじ 判任官席次 153
はんにんかんせんじじれい 判任官宣旨辞令 154
はんにんかんぞういんげんいん 判任官増員減員 152
はんにんかんちゃくようふく 判任官著用服 150
はんにんかんてんにんてんしょく 判任官転任転職 152
はんにんかんにんめんしんたい 判任官任免進退 148
はんにんかんはいがさんが 判任官拝賀参賀 148
はんにんかんはんざいかしつ 判任官犯罪過失 148
はんにんかんふかいとどけ 判任官不快届 152
はんにんかんべんとうりょう 判任官弁当料 150
はんにんかんほうきゅう 判任官俸給 149
はんにんかんよびよせよびだし 判任官呼寄呼出 152
はんにんかんりょこうきせい 判任官旅行帰省 151
はんにんかんりょひ 判任官旅費 151
はんにんかんりれき 判任官履歴 151
はんにんちょうちん 判任挑灯 154
はんにんにじゅんじとりあつかい 判任ニ准シ取扱 147
はんにんりれきひょうへんしゅう 判任履歴表編輯 151判任を見よ
はんのう 藩王 158
はんばい 販売 145 売買　売販品
はんばいあへんえんりつ 販売鴉片烟律 146 阿片
はんばらはん 半原藩 146
はんぱん 藩々 146 藩　旧藩々
はんぴ 藩費 178
はんぷ 頒布
はんぷ 班布
はんふじ 判府事 163
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はんぶるぐ 漢堡
はんぺい 阪兵 156
はんぺい 班幣 156 奉幣　例幣
はんぺい 頒幣 156 奉幣　例幣
はんぺい 藩兵 156 兵隊
はんぺい 藩屏 157 諸侯列　家名

ばんぺい 番兵 157 警戒兵 守衛
兵　立番

はんほうじちょう 帆縫次長 156帆縫長を見よ
はんほうしゅ 帆縫手 156帆縫長を見よ
はんほうちょう 帆縫長 156
はんほうちょうぞく 帆縫長属 156帆縫長を見よ
はんまい 飯米 160 扶持
はんまいけいし 半枚罫紙 160
ばんみん 万民 179
はんめい 藩名 174 旧藩名
はんもつ 判物 178 朱印　黒印
はんゆ 犯由 173
はんゆはい 犯由牌 173
ばんりく 磐陸

はんれき 頒暦 159
暦 本暦 略
本 暦 略 暦
暦道

ひ
ひ 樋 3004
ひい 被衣 3005 被服
ひい 非違 3005
ぴーおーかいしゃ ピーオー会社 3005
ぴーおーかいしゃ 彼阿会社
びーる 麦酒 3005
ひいれ 火入 3005
ひいれそうれん 火入操練 3005
ひえいかん 比叡艦 3043
ひえいざん 比叡山 3043
ひえき 非役
ひえじんじゃ 比枝神社 3043
ひおい 日覆 3008
ひか 批可 3009
ひがいしゃ 被害者 3009 事主

ひかえ 控 3009 正 副 副 本
写

ひかえ 扣 3009 正 副 副 本
写

ひかえしょ 控書 3010
ひかえじょ 控所 3010
ひかえちょう 控帳 3010
ひかえちょう 扣帳 3010
ひかく 比較 3010 比照
ひがく 費額 3010 費用　定額
ひかくひょう 比較表 3010 比照
ひがしは 東派 3011 本願寺
ひがしふしみのみや 東伏見宮 3011 宮
ひがしほんがんじ 東本願寺 287本願寺を見よ
ひがしやま 東山 3011
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ひがのしょうこ 彼我ノ称呼 3010 比較
ひかわさい 氷川祭 3009 氷川社
ひかわしゃ 氷川社 3009 一宮
ひかわじんじゃ 氷川神社 3009 一宮
ひかん 樋管 3004
ひぎ 非義 3043
ひきあいにん 引合人 3049 証人
ひきあげひん 引揚品 3048
ひきあて 引当 3048 抵当
ひきうけ 引受 3048
ひきうけにん 引受人 3048 身元引受人
ひきうま 牽馬 3048
ひきかえ 引換 3044 交換
ひきかえ 引替 3044 交換
ひきかた 引方 3047 減税
ひきこもり 引籠 3048 病気引
ひきさり 引去 3049
ひきだしこぎって 引出小切手 1912小切手を見よ
ひきつぎ 引継 3047
ひきつづき 引続 3047
ひきとめ 引留 3043
ひきとり 引取 3043
ひきなおし 引直 3047
ひきはらい 引払 3043
ひきまわし 引廻 3048 ※廻は辶＋囘
ひきゃく 飛脚 3048
ひきゃくせん 飛脚船 3048 郵船　郵便船
ひきやまむら 日木山村
びきょう 微響
ひぎょうしゃ 飛香舎
ひきょく 秘曲 3047
ひぎりすみかた 日切済方 3044 済方
ひきわたし 引渡 3044
ひきん 費金 3049
びくに 比丘尼 3019 尼僧　僧尼
びくにごしょ 比丘尼御所 3019 尼御所　尼室
ひくろうど 非蔵人 3020 百官
ひげ 鬚髯 3039
ひこう 費項 3041 費目
びこうちょちく 備荒儲蓄 3019 貯蓄

びこうちょちくきんとりあつかい 備荒儲蓄金取扱 3019備荒儲蓄を見よ
びこうちょちくきんほうこく 備荒儲蓄金報告 253
ひこく 被告 3041 相手方
ひこくにん 被告人 3041 相手方
ひこくにんとりあつかい 被告人取扱 3041被告を見よ
ひごしんかん 肥後信管 3042
ひこねはん 彦根藩 3041
ひごのくに 肥後国 3041
びざい 微罪 3043 軽罪
ひさいはん 久居藩 3043
ひし 秘史 3049
ひしきょく 秘史局 3055
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ひじしょう 臂章 3008
ひじはん 日出藩 3050
ひしめちょう 日〆帳 3055
ひしめちょう 日締帳 3055
びじゅつ 美術 3055
びじゅつしゃ 美術社 3055
ひしょ 秘書 3050
ひしょう 比照 3057 比較
ひしょう 被傷 3050 負傷
ひじょう 非常 3050 有事
びしょう 美称 3052
ひじょうにゅうひ 非常入費 3052
ひじょうひ 非常費 3052
ひじょうよびきん 非常予備金 3053
ひじょうりんじひ 非常臨時費 3052
ひしょか 秘書科 3054
ひしょかん 秘書官 3054
ひしょく 非職 3053 非役
ひしょくほう 非職俸 3053 非役
ひしょふく 秘書副 3050秘書を見よ
ひじりかた 非事吏方 3050
ひしん 飛信 3055
ひしんていそうとりあつかい 飛信逓送取扱 3055飛信を見よ
ひせきもり 樋堰守 3057
びぜんかろう 備前家老 3057 岡山藩
ひせんきょけん 被選挙権 3057
びぜんのくに 備前国 3057
ひぜんはん 肥前藩 3057 佐賀藩
ひだかのくに 日高国 3016
ひたけん 日田県 3017
びたせん 鐚銭 3017 旧貨幣 旧鉄

銭　鉏銭
ひたたれ 直垂 3016
ひたたれじ 直垂地 3017
ひちょう 罷朝 3043 廃朝
ひっき 筆記 3018
ひつけ 火附 3018 放火
ひっこう 筆耕 3018
ひっこし 引越 3048 住居
ひつじ 羊 3018
ひつしぼく 筆紙墨 3017
ひつせい 筆生 3018
ひつぼくし 筆墨紙 3017
ひつぼくだいりょう 筆墨代料 3017
ひつぼくだいりょうわたしかた 筆墨代料渡方 3017筆墨代料を見よ
ひつよう 必要
ひつよう 必用
ひつようひんだい 必要品代 3018
ひと 費途 3007 費用
ひとかっぷわん 単冠湾 3008
ひとかど 一廉 3007
ひとごろし 人殺 3008
ひとちがい 人違 3007 人名
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ひとつばし 一橋 3008
ひとつばしそとかんだかわぎし 一橋外神田川岸
ひとよしはん 人吉藩 3008
ひにん 非人 3007 乞食
ひのごもん 日御門
ひのとさい 丁祭 3019
ひのとまつり 丁祭 3019
ひのべ 日延 3019 延期
ひのまる 日ノ丸 3019 記号
ひのみやぐら 火ノ見櫓 3019
ひのもと 火之元 3019
ひのもととりしまり 火ノ元取締 3019火ノ元を見よ
ひばち 火鉢 3006
ひびょういん 避病院 3056 病院
ひふく 被服 3039 被衣
ひふくじんぐめいしょうくぶんひょ
う

被服陣具名称区分
表 3041

ひふくちょうせいほう 被服調製法 3041
ひふくひ 被服費 3041
ひふくわたしかた 被服渡方 3039被服を見よ
ひぼう 誹謗 3007 讒謗

ひめい 非命 3049 殉 難 殉 国
死節

ひめじけん 姫路県 3049
ひめじはん 姫路藩 3049
ひめじま 姫島 3049
ひめん 罷免 3049 免職
ひもく 費目 3056 科目　費項
ひもとみ 火元見 3056
ひもん 樋門 3004
ひやく 罷役 3037
ひやく 非役 3035 非職
ひやく 被役
ひやくきゅう 非役給 3035 非職
ひゃくさい 百歳 3038
ひゃくしょう 百姓 3038
ひゃくねんき 百年期 3037
ひゃくぶんさんのぜい 百分三ノ税 3038
ひゃくぶんのいち 百分ノ一 3038
ひやくほう 罷役俸 3037
ひやくほう 非役俸 3035 非職
ひゃっかん 百官 3037 官人
ひゅうがのくに 日向国 3019
ひょう 表 331 諸表　表式

ひよう 費用 3011 入 用 入 費
経費　諸費

びょうい 病衣 3021
びょういん 病院 3021 病気　避病院
びょういんき 病院旗 3024 旗章
びょういんしゅつにゅうとりあつか
い 病院出入取扱 3021病院を見よ
びょういんそうし 病院総司 3024
びょうかいさつ 描改札 3026
ひょうかにん 評価人 3026
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ひょうかにんかんていにんりょひ 評価人鑑定人旅費 594
ひょうかん 標竿 332
ひょうき 標旗 332
ひょうき 標記 332
ひょうき 表記 332
びょうき 病気 3030 所労
びょうきびき 病気引 3030 所労
びょうぎゅう 病牛 3033 牛馬
ひょうきょ 憑拠 3016 証拠　証憑
ひょうけつ 評決 3026
ひょうご 兵庫 3029 神戸
ひょうこう 秤衡

ひょうごかいぐんようしょ 兵庫海軍用所 740海軍用所を見よ
ひょうごかりりゅうかん 兵庫仮留監 3030
ひょうごけん 兵庫県 3030
ひょうごこう 兵庫港 3029 神戸
ひょうごさいばんしょ 兵庫裁判所 3030
ひょうごちんだい 兵庫鎮台 3030
ひょうさつ 標札 332
ひょうじ 評事 3033
びょうし 廟祠 3034
びょうし 病死 3033 死 去 死 没

死亡
ひょうしき 表式 332 諸表
びょうしつ 病室 3034
びょうしつちゅうさい 病室厨宰 3035
びょうしとうしへんしにんにゅうひ 病死倒死変死人入費 208
びょうしゃ 病者 3035 病人
ひょうじゅん 標準 333
びょうしょ 廟所 3034 墓所
ひょうしょう 標章 332
ひょうじょう 評定 3026
びょうしょう 病傷 3034
びょうしょう 病症 3035 病気
ひょうじょうしょ 評定所 3025
びょうしょうとうさ 病症等差 3035
ひょうちゃく 漂著 331 漂流人 漂難

船
ひょうちゃくにんおよびひょうなん
せんしょぶん

漂著人及漂難船処
分 2654

ひょうちゅう 標柱 643里程を見よ
ひょうてき 標的 332
ひょうとう 標灯 331
ひょうとう 漂到 331 漂流人 漂難

船
びょうどく 病毒 3025
ひょうなんせん 漂難船 332 漂流人　漂著
びょうにん 病人 3025 病者
びょうば 病馬 3024
びょうばいん 病馬院 3024
びょうばきゅう 病馬厩 3024
びょうばつ 病罰 3024
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ひょうぶきょう 兵部卿 3026 卿
ひょうぶきょうのみや 兵部卿宮 3026 有栖川宮

ひょうぶしょう 兵部省 3026 諸 省 官 省
兵部副省

ひょうぶしょういんかん 兵部省印鑑 66
ひょうぶしょうしゅっちょうしょ 兵部省出張所 3029
ひょうぶふくしょう 兵部副省 3026 兵部省
びょうへい 病兵 3025
びょうへいとんしょ 病兵屯所 3025
びょうぼ 苗圃 3025 苗木
びょうぼつにん 病没人 3025 死去　病死
ひょうみん 漂民 332 漂著　漂難船
びょうめいひょう 病名票 3033
ひょうめん 表面 331 諸表　表式
ひょうもく 標目 333
ひょうりゅう 漂流 331
ひょうりゅうにん 漂流人 332 漂著　漂難船
ひょうりゅうにんとりあつかい 漂流人取扱 332漂流人を見よ
ひょうりゅうにんにゅうひ 漂流人入費 203
ひょうりゅうぶつ 漂流物 332
ひょうろう 兵粮 3024 兵食　粮米
ひらさむらい 平士 3018 士族
ひらでるひやふ 費拉特費府 3018
ひらでるひやふ ヒラデルヒヤ府 3018
ひらどはん 平戸藩 3018
ひらめくら 平瞽 3018 盲人　盲僧
ひりっぴーぬとう ヒリツピーヌ島 3008
ひろあつしんのう 博厚親王 3005
ひろいこんぶ 拾昆布
ひろいこんぶぜい 拾昆布税 3006
ひろいとる 拾取 3006 拾ヒ品
ひろいひん 拾ヒ品 3006 拾取　遺失物
ひろさきけん 弘前県 3005
ひろさきはん 弘前藩 3005
ひろさわ 広沢 3005
ひろしまえいごがっこう 広島英語学校 1934英語学校を見よ
ひろしまえいじゅぶしょ 広島衛戍部署 3006
ひろしまがいこくごがっこう 広島外国語学校 1322外国語学校を見よ
ひろしまけん 広島県 3006
ひろしましはんがっこう 広島師範学校 2474師範学校を見よ
ひろしまちんだい 広島鎮台 3006 鎮台
ひろしまはん 広島藩 3006
ひろせはん 広瀬藩 3006
びわこ 琵琶湖 3007 近江湖水
びわどう 琵琶道 3006
ひわり 日割 3008 日当
ひんい 品位 3057 価位
ひんいん 貧院 3057
ひんかい 品海 3057 品川港
ひんぐ 品具 3058 器具
ひんこう 品行 3058 行状
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びんごのくに 備後国 3058
ひんこん 貧困 3058 貧民
びんせん 便船 3058 通船
びんそく 敏速 3058 至急

ひんぶつ 品物 2711品物（しなもの）を見よ
ひんみん 貧民 3058 窮民　貧困
ひんもく 品目 3058 品類
ひんるい 品類 3057 品目
ひんれんち 殯斂地 3058 ※斂は僉＋欠
ふ
ふ 婦 1693 夫婦

ふ 府 1693 諸府 府藩県
府県

ふ 傅 1693
ぶあい 歩合 1777
ぶあん 撫安 1777 安撫
ぶいく 撫育 1693
ふういん 封印 1723
ふううすいか 風雨水火 1724
ふうこう 封港 1725
ふうさ 封鎖 1725
ふうしょ 封書 1725
ふうぞく 風俗 1724
ふうそん 風損 1724
ふうち 風致 1724
ふうてんにん 瘋癲人 1725
ふうのう 封嚢 1724
ふうはん 風帆 1724 帆前船　船舶
ふうはんせん 風帆船 1724 帆前船　船舶
ふうひ 封皮 1725
ふうふ 夫婦 1724 夫妻
ふか 府下 394東京府を見よ
ふか 賦課 1728
ふかい 不快 1728 病気　所労
ふかいこうじょう 不開港場 1703 未開港場
ふかがわうみべだいくちょう 深川海辺大工町
ふがく 府学 1704
ぶがく 舞楽 1704 音楽　雅楽
ふかつけん 深津県 1703
ぶかん 武官 1728
ぶき 武器 1780 兵器
ふきあげ 吹上 1781
ふきあげはん 吹上藩 1782
ぶきがかり 武器掛 1780
ぶきこ 武器庫 1780 兵器
ふきじゅん 不帰順 1782
ふきょう 布教 1751
ぶぎょう 奉行 1781
ぶぎょうしょ 奉行所 1781
ふぎょせん 艀漁船 1780
ふきん 不勤 1782
ふきん 賦金 1782
ふきんちょう 賦金帳 1782
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ふく 服 1725 衣 服 正 服

略服　服制
ふぐ 不具 1726
ふくいけん 福井県 1726
ふくいはん 福井藩 1726
ふくいん 副印 1726 印鑑　印章
ふくいん 幅員 1726
ふくえき 服役 1739 元役　再役
ふくえはん 福江藩 1704
ふくおかけん 福岡県 1727
ふくおかはん 福岡藩 1727
ふくかん 副官 1738
ふくかんじ 副監事 920監事を見よ
ふくぎちょう 副議長 2213議長を見よ
ふくきょくちょう 副局長 2230局長を見よ
ふくくちょう 副区長 1299区長を見よ
ふくこちょう 副戸長 1811戸長を見よ
ふくさ 服紗 1742 上下
ふくじ 服地 1726
ふくしき 複式 1743
ふくしまけん 福島県 1744
ふくしまじょう 福島城 1745 城郭
ぶくしゃ 服者 505重服を見よ
ふくしゅう 復習 1745 演習
ふくしゅう 復讐 1744
ふくじゅうしょく 副住職 510住職を見よ
ふくしょ 副書 1726
ふくしょう 服章 1744 徽章　服制

ふくしょく 復飾 1744 還 俗 帰 俗
僧業

ふくしょく 復職 1744
ふくしょく 服飾 1745服制を見よ
ふくじれい 副辞令 2692辞令を見よ
ふくせい 復姓 1749

ふくせい 服制 1745
軍 服 陣 服
徽 章 衣 冠
大礼服 制服
略服

ふくせいじ 服製地 1726
ふくせいにゅうひ 服製入費 1736 製服料 軍装

料　武装料
ふくせき 復籍 1749 復帰
ふくそう 服装 1737
ふくそうかん 副総監 1593警視総監を見よ
ふくそうさい 副総裁 1122総裁を見よ
ふくそうちょう 副総長 1101総長を見よ
ふくそうのち 輻湊ノ地 1737
ふくそうり 副総理 1103総理を見よ
ふくぞく 復族 1737 復籍
ふくたい 復隊 1736 帰隊
ふくたっし 副達 1029達を見よ
ふくちかんじ 副知官事 514知官事を見よ
ふくちじ 副知事 543知事を見よ
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ふくちやまはん 福知山藩 1727
ふくちょう 副長 1727
ふくちょうかん 副長官 475長官を見よ
ふくていとく 副提督 1971提督府を見よ
ふくてんごく 副典獄 2034典獄を見よ
ふくとう 副灯 378灯台を見よ
ふくとくぶちょう 副督部長 421督部長を見よ
ふくにん 復任 1726
ふくびょういん 副病院 3021病院を見よ
ふくほん 副本 1726 扣　写　正副
ふくむ 服務 1737
ふくめい 復命 1743
ふくめん 覆面 1743 カムリ笠
ふくめんきん 覆面巾 1744
ふくもとはん 福本藩 1745
ふくやく 服薬 1739 薬価
ふくやくだい 服薬代 1739
ふくやまはん 福山藩 1739
ふくよう 復用 1736
ふくりょう 服料 1736 製服料 軍装

料　武装料
ふくりょうじ 副領事 635領事を見よ
ふくりょうじかん 副領事館 1727 領事館
ぶけ 武家 1751 武士
ふけい 父兄 1751 父母
ぶけきんばん 武家勤番 1752
ぶけち 武家地 1751 武家屋鋪
ぶけでんそう 武家伝奏 1751
ぶけやしき 武家屋鋪 1751 武家地

ふけん 府県 1752
府藩県 県官
県治条例 府
県官任期例

ふけんあずかりにん 府県預人 1762
ふけんあずかりまいきん、あずかり
きん 府県預米金、預金 1762
ふけんあずけきんこにん 府県預禁錮人 1762
ふけんおうふくきてい 府県往復規程 1766
ふけんおきまいきん 府県置米金 1755
ふけんおくり 府県送 1766 府藩県送
ふけんおよびほっかいどうりょひ 府県及北海道旅費 592
ふけんかい 府県会 1767
ふけんかいぎいんはんざい 府県会議員犯罪 171
ふけんかいぎちょうぎいんりょひ 府県会議長議員旅

費 592
ふけんかぎり 府県限 1766
ふけんがっこうびょういんおよびせ
いときょういくかい

府県学校病院及生
徒教育会 1755

ふけんかんいん 府県官員 1756
ふけんかんいんいんかんいんしょう 府県官員印鑑印章 1757
ふけんかんいんじょうきょう 府県官員上京 1759
ふけんかんいんしょくせいかんとう 府県官員職制官等 1759
ふけんかんいんとうきゅう 府県官員等級 406
ふけんかんいんにんめんしんたい 府県官員任免進退 1758
ふけんかんいんほうきゅうりょひ 府県官員俸給旅費 1758
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ふけんかんとう 府県官等 1420
ふけんかんにんきれい 府県官任期例 1768 県官任期例

ふけんぎいんぎじこうぎにん 府県議員議事公議
人 1764

ふけんけいさつひ 府県警察費 1768 警察費
ふけんけいひ 府県経費 1598
ふけんけいひていがくきん 府県経費定額金 1761
ふけんけいぶじゅんさふくせいおよ
びちょうちん

府県警部巡査服制
及提灯 1761

ふけんげっきゅう 府県月給 1612
ふけんごうしゃ 府県郷社 1769府県社を見よ
ふけんこうりつしはんがっこう 府県公立師範学校 2474師範学校を見よ
ふけんさいにゅうしゅつそぜいぐん
そんこくだかこすうじんいん

府県歳入出租税郡
村石高戸数人員 1763

ふけんさいばんおよびばっきんか
りょう

府県裁判及罰金科
料 1763

ふけんさいばんしょ 府県裁判所 1768 裁判所

ふけんさいばんしょちょう 府県裁判所長 1768府県裁判所を見よ
ふけんしせいじゅんじょ 府県施政順序 1764
ふけんじむ 府県事務 2718
ふけんじむうけわたしきそく 府県事務受渡規則 1764
ふけんじむしょうてい 府県事務章程 2728
ふけんしゃ 府県社 1769 神社　社寺

ふけんしゅっちょうじょ 府県出張所 1770 府県東京出張
所

ふけんじょうびきん 府県常備金 1755
ふけんしょくいんろく 府県職員録 1764
ふけんしょはいしゃく 府県諸拝借 1764
ふけんぜい 府県税 1770 県税　府県限
ふけんぜいとりあつかい 府県税取扱 1770府県税を見よ
ふけんぜいへんにゅう 府県税編入 1770府県税を見よ
ふけんせんきょしはんせいとぼしゅ
うきそく

府県選挙師範生徒
募集規則 1764

ふけんちゅうざいかん 府県駐在官 1765
ふけんちゅうざいしょ 府県駐在所 1765
ふけんちょう 府県庁 1765 府県限
ふけんちょうかぎり 府県庁限 1766
ふけんちょうぜいひ 府県徴税費 1765
ふけんちょうぜいひとりあつかい 府県徴税費取扱 1765府県徴税費を見よ
ふけんとうきょうしゅっちょうしょ 府県東京出張所 1765
ふけんとけいじょうおよびこうけい
ひょう

府県徒刑場及行刑
表 1755

ふけんないかぎり 府県内限 1767
ふけんねがいうかがいとどけ 府県願伺届 1756
ふけんひ 府県費 1770
ふけんひじょうそち 府県非常措置 1764
ふけんへい 府県兵 1764
ふけんへいき 府県兵器 1755
ふけんへいにんいたく 府県ヘ委任依托 1754
ふけんほうこく 府県報告 250
ふけんほうしょくきそく 府県奉職規則 1754
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ふけんもうけかわせかた 府県設為換方 1771
ふけんもうけかわせかた 府県設為替方 1771
ふけんよびきん 府県予備金 1755
ふけんりついがっこう 府県立医学校 19医学校を見よ
ふけんりつがっこう 府県立学校 819学校を見よ
ふけんりつしはんがっこう 府県立師範学校 2474師範学校を見よ
ふけんれんごうえいせいかい 府県聯合衛生会 1767
ぶこ 武庫 1772 武庫主管
ふごうかく 不合格 1775 落第
ふごうき 不合規 1775
ふごうしゅうめるぼるんふはくらん
かいきこう

赴豪州咩厘ボルン
府博覧会紀行 1772 ※ボルンは口

へんに「兵」
ぶこがかり 武庫掛 1772
ふこく 富国 1775
ふこく 布告 1772 布令
ふこくふたつはっこう 布告布達発行 1772布告を見よ
ぶこし 武庫司 1775 寮司　諸司
ぶこしゅかん 武庫主管 1777
ふさい 夫妻 1777 夫婦
ふさい 負債 1777 貸借　公債
ふさいきん 負債金 1777 貸借　公債
ふさいしゃ 負債者 1777 貸借　公債
ふさいとりしらべがかり 負債取調掛 1779
ぶさほう 無作法 1779
ふさん 不参 1779 病気引
ふざん 釜山
ふさんとどけ 不参届 1779 病気引
ふざんぽ 釜山浦
ふじ 符字 1783
ぶし 武士 1783 武家
ふじがわ 富士川 1783
ふじかん 富士艦 1783
ふじき 夫食 1790
ふじさんかん 富士山艦 1783
ふじさんごう 富士山号 1783
ふじしまじんじゃ 藤島神社 1703 官社
ふしそうかん 父子相姦 1790
ふじにゅうえい 不時入営 199入営を見よ
ふしみ 伏見 1790
ふしみ 伏水
ふしみあさひこ 伏見朝彦 1791 久邇宮　宮
ふしみく 伏見区 1791
ふしみたい 伏水隊 1791
ふしみとんしょ 伏見屯所 1791
ふしみのみや 伏見宮 1791 宮
ふしみれんぺいじょう 伏水練兵場 1071練兵場を見よ
ふしゃ 府社 1769府県社を見よ
ぶじゅつ 撫恤 1790 賑恤　賑救
ふじゅふせこうもんは 不受不施講門派 1790
ふじゅふせは 不受不施派 1790
ふじゅり 不受理 1790 裁判
ふじょ 婦女 1702
ふじょ 扶助 1783 扶持　扶助料
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ぶしょ 部署 1939衛戍を見よ
ふしょう 府掌 1786
ふしょう 負傷 1786 怪 我 傷 痍

創傷　創痍
ふしょうたつ 不昇達 1787
ふじょきん 扶助金 1788
ふじょきんわたしかた 扶助金渡方 1788扶助金を見よ
ふしょく 扶植
ふしょくりょう 不食料 1787
ふじょし 婦女子 1702
ふじょねがい 扶助願 1783 扶持　扶助料
ふじょまい 扶助米 1788
ふじょまいわたしかた 扶助米渡方 1788扶助米を見よ
ふじょりょう 扶助料 1785 扶助
ふじわらふじふさ 藤原藤房 1702
ふしん 普請 1791 修繕　営繕
ふじん 婦人 1792
ふじん 夫人 1792
ふしんすじ 不審筋 1792 拘留　留置
ふせい 不正 1793 不法
ふせい 布政 1793
ふぜい 賦税 1793 課税
ふせいひん 不正品 1793
ふせき 附籍 1793
ふせつ 浮説 1793 訛言
ふせん 夫銭 1750夫米を見よ
ふせん 付箋 1793
ふせん 附箋 1793
ふそうかん 扶桑艦 1710
ふそうきょうかい 扶桑教会 1710
ふそうは 扶桑派 1710
ぶそうりょう 武装料 1710 軍装料
ふぞく 附属 1710
ふそくきん 不足金 1712
ふそくぜい 不足税 1712
ふぞくせん 附属船 1712
ふぞくだいげんにん 附属代言人 1712
ふぞくち 附属地 1712
ふぞくひん 附属品 1712
ふぞくへい 附属兵 1712
ふそつ 夫卒 1710 卒夫
ふそひおうりつ 父祖被殴律 1713
ふたい 附帯 1705
ふだい 譜代 1705
ふだい 譜代
ふたく 附托
ふたご 双子 1708
ふたつ 布達 1705 布告　布令
ふたつ 普達
ふたみこう 二見港 1708
ふち 府治 1702
ふち 扶持 1701 禄扶持 扶持

米　扶助
ふちじ 府知事 543知事を見よ
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ふちまい 扶持米 1701 禄扶持 扶持

扶助
ふちゅう 府中 1702 静岡藩
ふちゅうえき 府中駅 1702
ふちゅうさいばんしょ 府中裁判所 1703
ふちょう 府庁 1703 府藩県庁 府

藩県
ぶちょう 部長 1702
ふちわたしかた 扶持渡方 1701扶持を見よ
ふつ 仏 1722 仏領 仏国博

覧会事務局
ふつう 普通 1713
ふつうがくむきょく 普通学務局 1714
ふつうきょういく 普通教育 1714
ふつうけいほう 普通刑法 1714
ふつうびぼうき 普通備忘記 1714
ぶっかく 仏閣 1713
ぶっかひょう 物価表 1713
ふっき 復帰 1742 復籍

ぶっき 服忌 1742 忌 服 著 服
除服

ぶっき 仏器 1715 仏具
ふっきしき 複記式 1743
ふっきほう 複記法 1743
ふっきゅう 復旧 1743
ぶっきょう 仏教 1714
ぶっきれい 服忌令 1742 忌 服 著 服

除服

ぶっきれい 服忌例 1742 忌 服 著 服
除服

ぶっけん 物件 1714
ふつご 仏語 1714
ふつごう 不都合 1715
ぶっこうじ 仏光寺 1714
ふつこく 仏国 1722 仏領 仏国博

覧会事務局
ふつこくじん 仏国人 1723
ふつこくはくらんかいじむきょく 仏国博覧会事務局 1714 仏蘭西国
ふつこくゆうせん 仏国郵船 42郵便船を見よ
ぶっさん 物産 1715 産物
ぶっさんがた 物産方 1715
ぶっさんし 物産司 1715
ぶっさんひょう 物産表 1715
ぶつじ 仏事 1715
ふつじん 仏人 1723
ぶつぞう 仏像 1713
ぶつどう 仏堂 1713
ぶっぴん 物品 1715 品物
ぶっぴんぜい 物品税 1720
ぶっぴんひょう 物品表 2892輸出入を見よ
ぶっぴんわたしかた 物品渡方 1715物品を見よ
ふつゆうせん 仏郵船 42郵便船を見よ
ぶつりきかい 物理器械 1713
ふつりょう 仏領 1713
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ふてい 不廷 1777
ふてい 不逞 1777
ふていち 不定地 1777
ふでかず 筆数 1777
ふとう 不当 1700
ふどうさん 不動産 1701
ぶどおりしゅうのう 歩通収納 1700
ふとん 蒲団 1701
ふなあらためじょ 船改所 1721
ふないはん 府内藩 1720
ふなうんじょう 船運上 1721 船税　船冥加

ふなおろし 舟卸 1720 進水式 水卸
式

ふなおろししき 船卸式 1720 進水式 水卸
式

ふなかた 船方
ふなぐら 舩蔵
ふなじるし 船印 1722
ふなちん 船賃 1720 渡船賃
ふなづみ 船積 1721
ふなみょうが 船冥加 1721 船税　船運上
ふにん 赴任 1698
ぶにん 補任
ふにんか 不認可 1698
ふね 船 1720 船税　船舶
ふのう 不納 1721 未納　怠納
ふはんかんいんはしゅつ 府藩官員派出 143
ふはんけん 府藩県 1694
ふはんけんおくり 府藩県送 1698 府県送
ふはんけんこうしょうそしょうじゅ
んはんきてい

府藩県交渉訴訟准
判規程 1694府藩県を見よ

ふはんけんじしょ 府藩県地所 549
ふはんけんしゃ 府藩県社 1769府県社を見よ
ふはんけんしょくせい 府藩県職制 2639
ふはんけんちょう 府藩県庁 1698
ふはんけんねがいうかがいとどけ 府藩県願伺届 1197
ふはんけんりょうしいんかん 府藩県寮司印鑑 62
ぶひ 武費 1792
ふひょう 浮標 1699
ふふく 不服 1771
ぶぶん 部分 2941神道を見よ
ぶぶんぼく 部分木 1771
ふへい 府兵 1764
ふへい 賦兵 1699
ふべん 不便 1700
ふぼ 父母 1698 父兄　親
ふほう 不法 1699 不正
ふまい 扶米 1750
ぶまし 歩増 1751
ふみこないしんのう 章子内親王 1782
ぶみん 部民
ふもうち 不毛地 1792
ふもん 不問 1792 過失
ぶもん 武門 1792 武家
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ふゆいこ 冬衣袴 1782
ふゆふく 冬服 1782
ふよ 付与 1704
ふよ 附与 1704
ふよ 賦与
ふよう 不用 1704 無用
ふよう 不要
ふようひん 不用品 1704 無用
ぶらい 無頼 1722
ぶらきすとんしょうしゃ ブラキストン商社 1722
ふらねる フラネル 1722
ふらふ フラフ 1722
ふらんす 仏蘭西

ふらんすこく 仏蘭西国 1722 仏領 仏国博
覧会事務局

ふらんすこくはくらんかい 仏国博覧会 132
ふらんすしき 仏蘭西式 1723 仏国
ふらんすじん 仏蘭西人 1723
ふりかえ 振替 1703
ふりかえ 振換 1703
ふりだしてがた 振出手形 1703
ふりだしてがたはっこう 振出手形発行 1703振出手形を見よ
ふりょう 不良 1703
ふるいこ 古衣袴 1703
ふるかや 古蚊帳 1703
ふるかやわたしかた 古蚊帳渡方 1703古蚊帳を見よ
ふるぎふるがね 古著古鉄 1703
ふるぎふるがねとりしまり 古著古鉄取締 1703古著古鉄を見よ
ふるけやきざい 古槻材 1703
ふるびらぐん 古平郡
ふるりゃくぼう 古略帽 1703
ふるわら 古藁 1703
ふれあて 触当
ふれい 布令 1708 布告　布達
ぶれい 無礼 1709
ふれいがき 布令書
ふれがしら 触頭 1709
ふれした 触下 1709
ぷろいせん 普漏西
ぷろいせん 孛魯西
ぷろいせんこく 普魯士国 1694 孛国　独逸
ぷろいせんこく 孛漏生国 1694 孛国　独逸
ぷろいせんじん 普漏西人 1694
ぷろいせんじん 孛魯西人 1694
ふろう 浮浪 1694 脱籍
ふろうし 浮浪士 1694 脱籍
ふろく 附録
ふろっこーと フロッコート 1694
ふわ 附和 1703
ぶんあん 文案 1805
ぶんえい 分営 1804
ぶんか 分科 1796
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ぶんか 分課 1796
ぶんかい 分界 1794
ぶんかく 文格 1795
ぶんかつ 分割 1795
ぶんかひょう 分課表 1798
ぶんかん 分管 536治安裁判所を見よ
ぶんかん 文官 1798
ぶんかんほう 文官俸 1802
ぶんきゅうせん 文久銭 1805 旧銅貨
ぶんきょく 分局 1805 電信分局

ぶんく 分区 1796 鉱 山 坑 法
借区

ぶんけ 分家 1802 再分家
ぶんけん 分遣 1803
ぶんけんたい 分遣隊 1803
ぶんこ 文庫 1803
ぶんごう 分合 1804
ぶんこか 文庫課 1804
ぶんこく 分国 1804 分轄
ぶんごのくに 豊後国 1804
ぶんさん 分散 1805 身代限
ふんしつ 紛失 1807 遺失
ぶんしまい 分賜米 1802
ぶんしゃ 分社 1808
ぶんしょ 分署 1578警察署を見よ
ぶんしょ 文書 1806 願伺届　記録
ぶんしょう 分掌 1807
ぶんしょか 文書課 1807
ぶんしょきょく 文書局 1807
ぶんしょきょくちょう 文書局長 1807
ぶんしょくがいず 分色概図 1807
ぶんしょし 文書司 1807
ぶんしょしき 文書式 1806 願伺届　記録
ぶんしょとりあつかい 文書取扱 1806文書を見よ
ぶんすいろ 分水路 1809
ぶんせき 分析 1809
ぶんせき 分籍 1809
ぶんせきしょ 分析所 1809
ぶんそん 分村 1796
ぶんたい 文体 1795
ぶんち 分知 1794 知行
ぶんつう 文通 1796 往復
ぶんつうようけいし 文通用罫紙 1796
ぶんてん 分店 1805 支店
ぶんとう 分頭 1794
ぶんどり 分捕 1794
ぶんぱい 分配 1793
ぶんはん 分版 1793
ぶんぶ 文武 1803
ぶんぶかん 文武官 1728
ぶんぶかん 文武官 1798
ぶんべん 分娩 1794 出産
ふんぼ 墳墓 1794 墓地
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ふんぼおよびしょうこんしゃけいひ 墳墓及招魂社経費 1602
ふんぼち 墳墓地 1794 墓地
ふんぼとりあつかい 墳墓取扱 1794墳墓を見よ
ぶんまい 分米 1802
ぶんめん 文面 1805
ぶんれい 文例 1795
ぶんれつしき 分列式 1795 観兵式 飾隊

式　整列式
へ
へいい 兵威 295
へいい 平易 295
へいいん 兵員 295 兵 士 兵 隊

人数　兵卒
へいえい 兵営 316 兵舎
へいえき 兵役 318 服役　再服役
へいか 兵科 314
へいか 兵火 314 兵燹
べいか 米価 297
へいがい 弊害 297 弊風
へいがく 兵額 297
べいがく 米額 297
へいがくりょう 兵学寮 300 寮司　兵学校
へいがくれい 兵学令 300
へいかしゃりゅう 兵家者流 303
へいがっこう 兵学校 298
へいき 兵器 319 武器
へいき 兵機 319
へいきき 兵器旗 321
へいききょく 兵器局 321
へいきけんさ 兵器検査 1672
へいきこ 兵器庫 321
へいきこう 兵器工 321
へいきこうちょう 兵器工長 321
へいきこうちょうぞく 兵器工長属 321兵器工長を見よ
へいきし 兵器司 322
へいきし 兵器師 322
へいきせいぞうしょ 兵器製造所 322
へいきとりまとめがかり 兵器取纏掛 321
へいきとりまとめごようがかり 兵器取纏御用掛 321
へいぎゅう 斃牛
へいきるいしゅしゅつとりしまり 兵器類輸出取締 319兵器を見よ
べいきん 米金 322
へいきんねだん 平均直段 323
へいぐん 閉伊郡
べいけん 米券 314 米札
べいけんばいばい 米券売買 314米券を見よ
へいごう 丙号 314
べいこく 米穀 314 金 穀 米 麦

米油

べいこく 米国 315
米利堅合衆国
合衆国 亜米
利加国
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べいこくじん 米国人 315
米利堅合衆国
合衆国 亜米
利加国

べいこくそうばかいしゃ 米国相場会社 316
べいこくばいばい 米穀売買 314米穀を見よ
べいこくはくらんかい 米国博覧会 129
べいこくはくらんかいじむきょく 米国博覧会事務局 315米国を見よ
べいさく 米作 319
べいさつ 米札 319 米券
へいし 兵史 324
へいし 兵士 324 兵 隊 兵 卒

兵員
へいし 斃死
へいじ 平時 325
へいじか 兵事課 327

へいしき 兵式 327
観兵式 飾隊
式 分 列 式
整列式

へいしゃ 兵舎 327 兵営
へいしゅ 兵種 328
へいしゅう 弊習 314
へいしょ 兵書 325
へいじょう 平常 325 平素
べいしょうかいしょ 米商会所 326
べいしょうかいしょじょうれい 米商会所条例 327
べいしょうかいしょせいき 米商会所成規 327
へいしょく 兵食 327 給与
へいしょくまい 兵食米 327
へいしょくわたしかた 兵食渡方 327兵食を見よ
へいすう 兵数 328 兵員　人数
へいせい 平生 325 平素
へいせい 兵制 328
へいせき 兵籍 328 軍籍
へいせん 兵燹 328 兵火
へいせんし 兵船司 328
へいそ 平素 308 平常
へいそう 兵曹 313
へいそうじょうちょう 兵曹上長 313兵曹を見よ
へいそうちょう 兵曹長 313兵曹を見よ

へいそつ 兵卒 308
兵隊 卒 下
士 歩兵 砲
兵　騎兵

へいそつえんしゅう 兵卒演習 309
へいそつきせいききょう 兵卒帰省帰郷 311
へいそつきゅうか 兵卒休暇 309
へいそつきゅうよ 兵卒給与 309
へいそつぐんそう 兵卒軍装 309
へいそつしぼうまいそう 兵卒死亡埋葬 312
へいそつしゅうとくひん 兵卒拾得品 312
へいそつしょもんつうこう 兵卒諸門通行 312
へいそつじんいんしらべ 兵卒人員調 312
へいそつしんじょういどう 兵卒身上異動 313
へいそつしんたいしよう 兵卒進退使用 312
へいそつつみきんしんじゅつきん 兵卒積金賑恤金 308
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へいそつてちょう 兵卒手帖 2010手帖を見よ
へいそつとうきゅう 兵卒等級 308
へいそつはんざい 兵卒犯罪 308
へいそつびょうきほうち 兵卒病気報知 313
へいそつぼしゅうおよびけんさ 兵卒募集及検査 308
へいそつめいぼ 兵卒名簿 2384名簿を見よ
へいそつめんえき 兵卒免役 311

へいたい 兵隊 303
兵 士 兵 員
兵 卒 下 士
歩 兵 砲 兵
騎兵

へいたいいろう 兵隊慰労 303
へいたいかたじるしそでじるし 兵隊肩印袖印 304
へいたいかんかつおよびしょうごう 兵隊管轄及称号 304
へいたいききゅうきゆう 兵隊帰休帰邑 305
へいたいきゅうぎょう 兵隊休業 2260休業を見よ
へいたいきゅうよ 兵隊給与 306
へいたいけいえいともづれ 兵隊警衛供連 304
へいたいこうぐん 兵隊行軍 304
へいたいごもんつうこういんかん 兵隊御門通行印鑑 305
へいたいこれらびょう 兵隊虎列剌病 305
へいたいしほうがえ 兵隊仕法替 306
へいたいじゅろう 兵隊入牢 307
へいたいしょうこんしゃさんぱい 兵隊招魂社参拝 3150招魂社を見よ
へいたいしょうよ 兵隊賞与 306
へいたいじんいんしらべ 兵隊人員調 307
へいたいしんたい 兵隊進退 307
へいたいせいれつしきぶんれつしき 兵隊整列式分列式 307
へいたいそなえおき 兵隊備置 304
へいたいてちょう 兵隊手帖 2010手帖を見よ
へいたいとんしょひかえしょ 兵隊屯所控所 304
へいたいにんばちんせん 兵隊人馬賃銭 303
へいたいはんざい 兵隊犯罪 303
へいたいひきあげひきまとめ 兵隊引揚引纏 307
へいたいほばく 兵隊捕縛 303
へいたいめいぼ 兵隊名簿 2384名簿を見よ
へいたいゆうほおよびししゅく 兵隊遊歩及止宿 306
へいてい 平定 318 鎮定

べいのう 米納 313 年 貢 貢 米
正納　正米

へいはく 幣帛 296
べいばく 米麦 296 米穀
べいばくこ 米麦粉 297
へいはくりょう 幣帛料 296
へいび 兵備 328
へいびひょう 兵備表 328
へいふう 弊風 314
へいみん 平民 323 民 籍 庶 民

人民
へいみんせき 平民籍 2453民籍を見よ
へいみんせきへんにゅう 平民籍編入 2453民籍を見よ
へいむか 兵務課 314 課局
へいもん 閉門 328
へいや 平野 314 原野　山野
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べいりん 米廩 297
べっか 別科

べっかくかんぺいしゃ 別格官幣社 330 官社 官国幣
社

へつぎいちえき 戸次市駅 331
べっきょ 別居 331
べっけ 別家 330 分家
べっせき 別席 331
べっち 別置 330 別派
べってぐみ 別手組 331
べっと 別途 329
べっとう 別当 329
べっぱ 別派 329 別立
べつぼう 別房 329
べっぽう 別報 329
べつりゅう 別立 330 別派
べねちあ 威尼斯
ぺるーこく 白露国 328
ぺるーこく 秘魯国 328
べるぎーこく 白耳義国 329
べるぎーこくじん 白耳義国人 329
ぺるしゃこく 波斯国
べるりん 伯林
へんい 変異 333
へんかん 変換
へんかん 編換
べんかん 弁官 336
べんかんごでんたつしょ 弁官御伝達所 337
べんかんしはいどうづき 弁官支配同附 337
べんかんでんたつしょどうやくしょ 弁官伝達所同役所 337
べんきょう 勉強 334
べんごにん 弁護人 337
へんさい 返済 337 返弁
へんさん 編纂 337 編制
へんし 変死 337
べんじ 弁事 338
べんじきょく 弁事局 340
べんじでんたつしょどうやくしょ 弁事伝達所同役所 340
へんしとりあつかい 変死取扱 337変死を見よ
へんしにん 変死人 337
べんじやくしょ 弁事役所 340
へんしゅう 編修 337編纂を見よ 編制
へんしゅう 編輯 337編纂を見よ 編制
へんしゅう 編集 337 編制
へんしゅうかん 編修官 340
へんしゅうきょく 編輯局 340
へんしゅうちょうかん 編修長官 340編修官を見よ
へんしゅうふくちょうかん 編修副長官 340編修官を見よ
へんしゅうりょう 編輯寮 340
べんじょ 便所 339
へんじょう 返上 339 返納
べんしょう 弁償 339 償却
べんしょうきん 弁償金 339 償却
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へんせい 編制 340 編纂
へんせい 編成 340 編制　編纂
へんせい 編製 340 編制　編纂
へんせき 編籍 343 入籍
へんそく 変則 335
へんそくせい 変則生 335
へんたい 編隊 334 編制
へんどう 変動 333
べんとう 弁当 333
べんとうだい 弁当代 333
べんとうりょう 弁当料 333
へんにゅう 編入 333
へんのう 返納 335 返上　上納
へんのうきん 返納金 335 上納金
へんのうしょうしょ 返納証書 336
へんぷち 返附地 337
へんべん 返弁 333 返済
べんむし 弁務使 336
べんりこうし 弁理公使 334
べんりだいじん 弁理大臣 334
べんれい 勉励 334
へんれき 編暦 335 暦道
べんろん 弁論 333
ほ
ほ 捕 224 捕縛　就縛
ほあん 保安 279
ほいく 保育 224
ほいくしゃ 保育者 224 養育
ほいくほう 保育法 224
ぼいん 拇印 224
ほう 法 274 法憲

ぼう 帽 117 軍 帽 正 帽
略帽　服制

ぼうい 暴威 238 威権　権威
ほうえ 法会 276
ぼうえき 貿易 253 輸 入 輸 出

輸出入
ぼうえきいちえんぎん 貿易一円銀 254 貿易銀
ぼうえきぎん 貿易銀 254
ぼうえきぎんはっこう 貿易銀発行 254貿易銀を見よ
ぼうえきじむかん 貿易事務官 254
ぼうえきひん 貿易品 253貿易を見よ 輸 入 輸 出

輸出入
ぼうえきひんばいばい 貿易品売買 253貿易を見よ
ほうが 法衙 276 裁判所
ぼうか 防火 243 消防
ぼうかい 傍解 241
ぼうがい 妨害 241
ほうかかくこう 縫靴革工

ほうかぎぞうりつ 宝貨偽造律 243 偽 造 宝 貨 律
偽造宝貨条例

ほうがく 俸額 242 俸給
ほうがくきそく 法学規則 276 法学校
ほうがくせいと 法学生徒 276 法学校
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ほうがっこう 法学校 276
ほうかん 放還 243 決 放 解 放

放免
ほうかん 奉還 243 返上
ほうかん 砲艦 123
ほうかん 法官 276
ぼうかん 坊官 245
ぼうかん 防寒 242
ほうき 法規 276

ほうきゅう 俸給 255

月 給 月 金
月 俸 年 俸
官 禄 官 等
禄 制 等 給
給 料 加 俸
増俸 一等給
二等給 本俸
本給

ぼうきょ 暴挙 255 暴動
ぼうぎょ 防禦 255
ほうぎょう 奉供 255 献備
ほうきょうし 法教師 276
ほうきん 俸金 262 俸額
ぼうくん 傍訓 241
ほうくんこう 褒勲功 245 勲功式　賞典
ほうげい 奉迎 245 出迎　御迎
ほうげき 砲撃 125 砲発　発砲
ほうけん 封建 246
ほうけん 法憲 276 法
ほうげん 方言 246
ほうこ 宝庫 246 宝物
ほうこう 放校 241 退校
ほうこう 方向 246 進止
ぼうこう 暴行 242 暴威　乱暴
ほうこうにん 奉公人 247 雇人
ほうこうりれきひょう 砲熕履歴表 126
ほうこうりれきひょうへんさん 砲熕履歴表編纂 126砲熕履歴表を見よ
ほうこく 報告 247 年報　月報
ほうこくか 報告課 253
ほうこくきょく 報告局 253
ほうこくし 報告誌 253
ほうこくしょしゅっぱんおよびとり
あつかい 報告書出版及取扱 247
ほうこくしょへんしゅう 報告書編輯 247報告書を見よ
ほうこくしょへんしゅうれい 報告書編輯例 247
ぼうさ 棒鎖 254
ぼうさつ 謀殺 255
ぼうさつそふぼふぼりつ 謀殺祖父母父母律 255
ぼうさつほんぞくちょうかんりつ 謀殺本属長官律 255
ほうし 報賜
ほうし 奉仕 263
ほうし 褒詞 263 賞詞　褒賞

ぼうし 帽子 117 軍 帽 正 帽
略帽　服制
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ぼうし 榜示 266 木標
ぼうじくい 牓示杭 266 木標
ほうじしょうこ 報時鐘鼓 266 号砲
ぼうしつ 亡失 126
ぼうしつ 忘失 126
ほうしゃそつ 放射卒 266
ほうしゃちょう 砲車長 126
ほうしゅ 法主 276
ほうしゅ 砲手 126
ほうじゅう 砲銃 2729銃砲を見よ
ほうしゅく 奉祝 266
ほうじゅつせいと 砲術生徒 126
ほうじゅつせいとがくしゃ 砲術生徒学舎 126
ほうじゅつれんしゅうかん 砲術練習艦 126
ほうしょ 奉書 263
ほうしょ 苞苴 126 賄賂
ほうじょ 幇助 263
ほうしょう 砲床
ほうしょう 褒章 263

ほうしょう 褒賞 263
賞 与 賞 金
賞 盃 賞 賜
賞品

ほうじょう 褒状 264
ぼうしょう 坊掌 264
ほうじょうえ 放生会 266
ほうしょうか 褒賞課 264
ほうしょうかん 鳳翔艦 264
ほうじょうけん 北条県 272
ほうじょうじ 法常寺 276
ほうしょうじょうれいとりあつかい 褒章条例取扱 263褒章を見よ
ほうしょうぼっしゅうしょぶん 褒章没収処分 263褒章を見よ
ほうしょうまる 鳳翔丸 264
ほうしょく 奉職 264
ほうしょくきそく 奉職規則 266
ぼうしりょう 帽子料 126
ほうせい 法制 277
ほうせい 砲声 127 花火　馬匹
ほうせいか 法制課 277
ほうせいかん 法制官 277
ほうせいきょく 法制局 277
ほうせいきょくちょうかん 法制局長官 277
ほうせいぶ 法制部 277
ほうそう 奉送 242 見立　見送
ぼうそうかいどう 房総街道 243
ほうそく 法則 276
ほうそくがかり 法則掛 276
ほうそつ 砲卒 125
ほうそつへんにゅう 砲卒編入 125砲卒を見よ
ほうたい 奉体 242
ほうたい 奉戴 242
ほうたい 砲隊 123 砲兵　砲兵隊
ほうだい 砲台 124 砲堡
ほうたいこう 豊太閤 242 豊臣太閤
ほうだん 法談 276
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ほうち 報知 240 通 知 通 牒

通報　移牒
ほうち 封地
ほうちく 放逐 241
ぼうちょう 傍聴 241 聴聞
ぼうちょうせき 傍聴席 241
ぼうてんきょう 望天鏡 126
ぼうと 暴徒 239 暴動　賊徒
ぼうどう 暴動 240 暴徒
ぼうどうとりしまり 暴動取締 240暴動を見よ
ぼうととりしまり 暴徒取締 239暴徒を見よ
ほうどほうかん 封土奉還 240 版籍奉還

ほうとん 砲トン 118
砲台
※トンは石へ
んに「敦」

ほうとん 砲墩 118
砲台
※墩は「敦」
の下に「土」

ほうない 封内
ほうにんしゃ 保任社 239
ほうのう 奉納 243
ほうのうきん 奉納金 243 寄附
ほうはつ 放発 239
ほうはつ 砲発 118 発 砲 玉 放

鳥打　発銃
ほうひん 褒品 266
ほうふ 砲夫 125
ぼうふ 亡夫 125
ぼうふ 亡婦 126
ぼうふ 亡父 125
ぼうふう 暴風 246
ほうぶん 奉文 246 辞令
ほうへい 奉幣 239 例幣　班幣
ほうへい 砲兵 118 砲隊　砲兵隊
ほうへいか 砲兵科 122
ほうへいかいぎ 砲兵会議 123
ほうへいきょく 砲兵局 123
ほうへいこうしょう 砲兵工廠 123
ほうへいし 奉幣使 239
ほうへいしかんがっこう 砲兵士官学校 123
ほうへいしき 奉幣式 239
ほうへいししょう 砲兵支廠 120
ほうへいしゃてきば 砲兵射的場 123
ほうへいじょうとうかんご 砲兵上等監護 123
ほうへいたい 砲兵隊 122
ほうへいとう 砲兵刀 122
ほうへいないむしょ 砲兵内務書 122
ほうへいへんせいひょう 砲兵編制表 121
ほうへいへんせいひょう 砲兵編成表 121
ほうへいへんせいひょう 砲兵編製表 121
ほうへいへんにゅう 砲兵編入 118砲兵を見よ
ほうへいほうめん 砲兵方面 120
ほうへいほんしょう 砲兵本廠 120
ほうへん 褒貶
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ほうほ 砲堡 118 砲台
ほうむきそく 奉務規則 243
ほうむひょう 奉務表 243
ほうめい 奉命 262 拝 命 任 命

任官　任用

ほうめん 放免 262 決 放 解 放
放還　放縦

ほうめんかんとく 方面監督 262
ほうもつ 宝物 266 什 器 什 物

什物帳
ほうよう 法用 276
ほうりつ 法律 274
ほうりつがく 法律学 275
ほうりつがっか 法律学科 275 法学校
ほうるい 法類 275
ほうれい 法令 276 法 制 法 律

法度
ほうれい 法例 276 法律

ほうれん 鳳輦 242 竜 駕 発 輦
著輦　出輦

ほうろうきん 報労金 239
ほえん 酺宴 279 賜饌　酒饌
ほかく 捕獲 226
ほかん 保管 267
ぼき 簿記 280
ほぎょ 捕魚 280
ほくえつ 北越 272 越後
ぼくぎゅうせつ 牧牛説 272
ぼくぎゅうば 牧牛馬 272
ぼくし 牧士
ぼくしゅ 木種 273
ぼくじょう 牧場 273 牧馬
ほくしんたい 北辰隊 273
ぼくすう 木数 273
ぼくせき 木石 273
ぼくせきがかり 木石掛 273
ぼくせきはらいさげ 木石払下 273木石を見よ
ぼくち 牧地 267
ぼくちく 牧畜 267 牧場
ぼくちく 木竹 267
ぼくてい 卜定 272
ぼくば 牧馬 267 牧牛馬 牧畜

牧場
ぼくひ 僕婢
ぼくひぜい 僕婢税 273
ほくめん 北面 272
ぼくようじょう 牧羊場 272
ぼくようせいと 牧羊生徒 272
ほくろくどう 北陸道 266
ほけつ 補欠 274 補充　徴兵
ほけつへい 補欠兵 274 補充　徴兵
ほけん 保険 274
ほご 保護 278
ほこう 歩行 236
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ほごがみ 反古紙 278
ほごきん 保護金 279
ほごぜいせつ 保護税説 279
ほごばこ 反古箱 278
ぼさつ 簿冊 279
ぼさん 墓参 280
ぼしき 簿式 280
ほしゃく 保釈 283
ほしゃくせきふひこくにんとりしま
り

保釈責付被告人取
締 283保釈を見よ

ほじゅう 補充 282 補欠　歩兵
ぼしゅう 募集 283
ほじゅうはんじ 補充判事 283
ほじゅうへい 補充兵 282 補欠　歩兵
ほじょ 輔助 280
ぼしょ 墓所 235 墳墓地 陵墓

埋葬地
ぼしょ 簿書 280
ほしょう 保証 280
ほしょう 輔相 280
ほじょう 補状 280 辞令
ぼしょう 墓掌 281
ほしょうきん 保証金 281
ほしょうしょ 保証書 280
ほしょうにん 保証人 281
ほじょきん 補助金 281
ぼしん 戊辰 283
ほぜい 逋税 284 脱税
ほぜいとりしまり 逋税取締 284逋税を見よ
ほせん 帆船 273 風帆船 船舶

諸船
ほせん 補選 284
ほぜん 保全 284 保存
ほぜんこうし 保全港司 284
ほぞん 保存 237 保全
ほぞんきげん 保存期限 237
ほだ 捕拿 226
ほたてみぜい 帆立身税 236
ぼたん 釦 237
ぼち 墓地 235 墳墓地 陵墓

埋葬地
ぼちおよびまいそうとりしまり 墓地及埋葬取締 235墓地を見よ
ぼちょう 簿帳 236 帳簿
ほっかい 北海 267
ほっかいどう 北海道 267
ほっかいどういじゅうかいたく 北海道移住開拓 267
ほっかいどういじゅうしぞくとりあ
つかい

北海道移住士族取
扱 2695士族を見よ

ほっかいどうえきえきはいち 北海道駅々廃置 270
ほっかいどうかいかん 北海道海関 269
ほっかいどうかいさんぜいじむ 北海道海産税事務 271
ほっかいどうかいたくし 北海道開拓使 720開拓使を見よ
ほっかいどうかんいんげっきゅう
りょひしょくたくりょう

北海道官員月給旅
費食卓料 270
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ほっかいどうこうかいうんしゅ 北海道航海運輸 270
ほっかいどうこうそてつづき 北海道控訴手続 270
ほっかいどうこうぶつさいせい 北海道坑物採製 269
ほっかいどうこせきとりあつかい 北海道戸籍取扱 270
ほっかいどうさいばんじむ 北海道裁判事務 271
ほっかいどうさんぶつあらためしょ 北海道産物改所
ほっかいどうさんぶつとりしまり 北海道産物取締 267北海道を見よ
ほっかいどうしかりょうらっこおよ
び 北海道鹿猟臘虎及 267北海道を見よ
ほっかいどうしはい 北海道支配 2459支配を見よ
ほっかいどうじゅんこうじゅんし 北海道巡幸巡視 271
ほっかいどうしょさんぶつしゅっこ
うぜい

北海道諸産物出港
税 271

ほっかいどうすいさんぶつ 北海道水産物 271
ほっかいどうそくりょう 北海道測量 270
ほっかいどうそぜい 北海道租税 270
ほっかいどうでんしんとりあつかい 北海道電信取扱 271
ほっかいどうとちうりかしきそく 北海道土地売貸規

則 271
ほっかいどうとんでんけんぺい 北海道屯田憲兵 269
ほっかいどうにほんがたせん 北海道日本形船 269
ほっかいどうはんざいにんしょぶん 北海道犯罪人処分 269
ほっかいどうへいえきへいび 北海道兵役兵備 269
ほっかいどうほうりつきそく 北海道法律規則 269
ほっかいまる 北海丸 272
ぼっかん 没官 238 官 没 没 収

取揚
ぼっかんぶっぴんとりあつかい 没官物品取扱 1715物品を見よ
ほっきょう 北疆 272 北海道　箱館
ぼっけい 墨刑 272
ほっけしゅう 法華宗 238 日蓮宗
ぼっしゅう 没収 238 官没
ほっしんのう 法親王 276
ぼっせき 没籍 238 闕所物
ほっそうしゅう 法相宗 237
ほっそく 発足 238 出 発 出 立

発著
ぼつにゅう 没入 237 没収　官没
ほにん 補任 228 叙任　任官

ほぬいちょう 帆縫長 156
帆縫長（はん
ほうちょう）
を見よ

ほのるる 和諾児
ほのるるふ ホノルル府 266
ほば 捕馬 224
ぼば 牡馬

ほばく 捕縛 226 召 捕 搦 取
捜索　就縛

ほひつ 輔弼 284 輔
ぼひょう 墓標 235
ぼひょう 墓表 235
ほぶ 捕部 274
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ほへい 歩兵 229
兵 卒 下 士
補欠兵 諸兵
補充兵　諸卒

ぼへい 募兵 234 徴兵
ほへいえい 歩兵営 232
ほへいか 歩兵科 235
ほへいききゅうかいたいじょたい 歩兵帰休解隊除隊 233
ほへいけんえつし 歩兵検閲使 235
ほへいしゃてきえんしゅう 歩兵射的演習 233
ほへいしゃてきじょう 歩兵射的場 233
ほへいしょうごう 歩兵称号 233
ほへいじょうとうそつ 歩兵上等卒 233
ほへいしょうぼしょうしゅう 歩兵召募召集 233
ほへいそうれんしんしきでんしゅう 歩兵操練新式伝習 232
ほへいたいかんかつがえ 歩兵隊管轄替 230
ほへいたいきゅうよ 歩兵隊給与 230
ほへいたいぐんき 歩兵隊軍旗 232
ほへいたいごう 歩兵隊号 230
ほへいたいしゅっちょうはいち 歩兵隊出張配置 231
ほへいたいしょうへい 歩兵隊鍬兵 232
ほへいたいじんいん 歩兵隊人員 231
ほへいだいたいちゅうたいおうたい
ず

歩兵大隊中隊横隊
図 229

ほへいだいたいていがくきん 歩兵大隊定額金 229
ほへいたいづきしかん 歩兵隊附士官 229
ほへいたいづきそうちょう 歩兵隊附曹長 229
ほへいたいへんせいへんにゅう 歩兵隊編制編入 229
ほへいたいやえいえんしゅう 歩兵隊野営演習 230
ほへいてちょう 歩兵手帖 232
ほへいないむしょ 歩兵内務書 234
ほへいふくかん 歩兵副官 235
ほへいへんにゅう 歩兵編入 229歩兵を見よ
ほへいめいせきぼ 歩兵名籍簿 233
ほへいらっぱしゅ 歩兵喇叭手 232
ほへいらっぱほぞん 歩兵喇叭保存 232
ほぼう 捕亡 224
ほぼうし 捕亡司 226 寮司　諸司
ほぼうしゅ 捕亡手
ほぼうひ 捕亡費 224
ほぼうひへんのう 捕亡費返納 224捕亡を見よ
ほぼうり 捕亡吏 225
ほぼうりつ 捕亡律 226
ほぼうろうないらそつにゅうひ 捕亡牢内邏卒入費 203
ほまえ 帆前

ほまえせん 帆前船 273 風帆船 船舶
諸船

ほもめん 帆木綿 284
ほようじょ 保養所 236
ほり 補理
ほりえはん 堀江藩 236
ほりだし 掘出 236 産出　掘取
ほりだし 鑿出 236 産出　掘取
ほりとり 掘採 236 掘出
ほりとり 掘取 236 掘出
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ほりわり 堀割 236
ほりわり 鑿割 236
ぽるとがるこく 葡萄牙国 236
ほるもさごう ホルモサ号 236
ほろいずみかいかん 幌泉海関 224
ほろない 幌内
ほろないたんこう 幌内炭礦
ほんい 本位 284
ほんえい 本営 291 本分営
ほんかいどう 本街道 286
ほんかん 本艦 286
ほんかん 本官 287
ほんかん 本管 287 管轄
ほんがん 本貫 287 族籍　本籍
ほんがんじ 本願寺 287
ほんかんしょう 本官省 1461官省を見よ
ほんきゅう 本給 285 俸給
ほんきょうたいせいきょうかい 本教大成教会 289
ほんきょく 本局 291
ほんけ 本家 289
ほんげんかん 本玄関 1665玄関を見よ
ほんこく 反刻 290 重刻　出版
ほんこく 翻刻 290 重刻　出版
ほんこく 飜刻 290 重刻　出版
ほんこん 香港 290
ほんさい 本妻 291 妻
ほんざい 本罪 285
ほんざん 本山 292本寺を見よ
ほんし 本氏 292
ほんし 本紙 291 正副
ほんじ 本寺 292
ほんじがえ 本寺換 293
ほんしきん 本資金 294 資本金
ほんしょ 本書 291 正副
ほんしょう 本省 293
ほんじょう 本城 288 旧本丸
ぼんしょう 梵鐘 293 鐘皷
ほんじょうじは 本成寺派 294
ほんじょうはん 本荘藩 293
ほんじょうやく 本条約 1997条約を見よ
ほんじょきかいこ 本所器械庫 2221器械庫を見よ
ほんしょく 本職 1632教導職を見よ
ほんじょぐら 本所蔵 293
ほんじん 本陣 286
ほんせい 本姓 292
ほんせき 本籍 294 戸 籍 本 貫

原籍
ほんせきへんにゅう 本籍編入 294本籍を見よ
ほんぞうか 本草科 286
ほんたい 本隊 286
ほんちょう 本帳 285
ほんちょう 本庁 286
ほんてん 本店 291
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ほんでん 本殿 291
ほんどう 本道 286
ほんにん 本人 285
ほんのう 本納 287
ほんはん 本犯 285
ほんびょういん 本病院 294 陸軍病院 病

院　海軍病院
ほんぶ 本部 289
ぽんぷ 喞筒 289喞筒（そくとう）を見よ
ほんぶん 本分 289
ほんぶんえい 本分営 289 本営
ほんぽう 本俸 285 俸給
ほんぽうえんがんくいき 本邦沿岸区域 285
ほんぽうこうし 本邦公使 1871
ほんぽけん 本保県 285
ほんまつ 本末 293本寺を見よ
ほんまつじめいちょう 本末寺名帳 288
ほんまる 本丸 288 旧本丸
ほんむ 本務 287
ほんもん 本文 294
ほんやく 翻訳 288 訳書
ほんやく 飜訳 288
ほんやくか 飜訳科 288
ほんやくか 翻訳課 288
ほんやくか 飜訳課 288
ほんやくがかり 飜訳掛 288
ほんやくきょく 飜訳局 288
ほんやくしょ 翻訳書 288 訳書
ほんりゅうじは 本隆寺派 286
ほんりょうあんど 本領安堵 286 本禄安堵
ほんれき 本暦 286
ほんろく 本禄 284 家禄
ほんろくあんど 本禄安堵 285 本領安堵
ま
まいげつざいはんひょう 毎月罪犯表 1539
まいげつしょけつひょう 毎月処決表 1539
まいごらん 舞御覧 1551
まいさか 舞坂 1551
まいしゅうしんぽう 毎周申報 1539
まいそう 埋葬 1536
まいそうじしょ 埋葬地所 549
まいそうしょ 埋葬所 1538
まいそうち 埋葬地 1537
まいそうひ 埋葬費 1538
まいぞうぶつ 埋蔵物 1538
まいそうりょう 埋葬料 1538
まいづるはん 舞鶴藩 1551
まいにち 毎日 1536
まいはだこうちょう 槙筎工長 1536 填筎工長
まいはだし 槙筎師 1536
まいぼつ 埋没 1536
まいみ 致斎 1539
まえかけ 前掛 1539

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 286



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
まえだて 前立 1539 飾毛
まえばしじょう 前橋城 1539 城郭　旧城
まえばしはん 前橋藩 1539
まえばら 前原 1539
まかない 賄 1540 賄料
まかないかよいちょう 賄通帳 1541
まかないじょ 賄所 1543
まかないだい 賄代 1541
まかないひ 賄費 1543 賄料
まかないまい 賄米 1543
まかないりょう 賄料 1541 賄費
まかないりょうへんのう 賄料返納 1541賄料を見よ
まきがみ 巻紙 1550
まきつき 牧付 1550
まきの 牧野 1550
まきまき 牧々 1550
まきまき 牧々
まぎらわしきひん 紛敷品 1550
まく 幕 1549
まぐさ 秣草 1550
まぐさば 秣場 1550
まくぬのもの 幕布物
まこも 真菰 1550
まさき 真崎
ましぜい 増税 1551
ましぜい 増税 1551
ましだか 増高
ましち 増地
ましはたらきりょう 増働料 1551
ましまい 増米 1551
まじまはん 真島藩 1551
ましん 麻疹
ます 枡 1551 度量衡
ますぐみ 枡組 1551
ますとり 枡取 1551
ますのみや 増宮 1551 章子内親王
まちかいしょ 町会所
まちすじ 町筋 1540 市中
まちせき 町籍 1540
まちだかばかま 襠高袴 1539
まちち 町地 1539
まちどしより 町年寄
まちなみしゃくたく 町並借宅 1540 居宅
まちぶぎょう 町奉行 1540
まちわり 町割 1539
まつえはん 松江藩 1544
まつおかはん 松岡藩 1543
まつおさい 松尾祭 1543
まつおはん 松尾藩 1543
まつかざり 松飾 1544
まつかわはん 松川藩 1543
まつじ 末寺 1545 末派
まっしゃ 末社 1545

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 287



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
まっしゅ 秣手 1545
まつしろはん 松代藩 1545
まつだいら 松平 1544 会 津 会 兵

奥羽
まっち マツチ 3213摺附木を見よ
まっぱ 末派 1543 末寺
まつまえみなと 松前港 1544
まつまき 松薪 1544
まつみねはん 松嶺藩 1544
まつもとはん 松本藩 1545
まつやまけん 松山県 1544
まつやまはん 松山藩 1544
まつりごとはじめ 政事始 1543 新年式
まつりはじめ 政始 1543 新年式
まとい 纏 1539 旗章
まとうち 的打 1539 射的
まとぐし 的串
まめいたぎん 豆板銀 1551
まめつ 磨滅
まもりふだ 守札 1551 配札
まや 摩耶 1550
まゆ 眉 1550 作眉
まゆ 繭 1550 山繭
まゆいとおりものとうしっききょう
しんかい

繭糸織物陶漆器共
進会 1550

まらかかん マラカ艦 1545
まりやまはん 鞠山藩 1540
まるおかはん 丸岡藩 1540
まるがめけん 丸亀県 1540
まるがめはん 丸亀藩 1540
まるせいゆ 馬耳塞
まわた 真綿 1540
まんき 満期 1553 満限
まんげん 満限 1553 満期

まんごくいか 万石以下 1553
諸 藩 諸 侯
上士 中大夫
下大夫

まんごくいじょう 万石以上 1553
諸 藩 諸 侯
上士 中大夫
下大夫

まんごねん 満五年 1553
まんてる マンテル 1553
まんにじゅうねん 満二十年 1552
まんねんくだされもの 満年被下物 1552 賜物 被下物

官員
まんねんしきん 満年賜金 1552 月俸規則

まんねんたまわりもの 満年賜物 1552 賜物 被下物
官員

まんねんばしどおりぞくしゃ 万年橋通属舎 1142属舎を見よ
まんよねん 満四年 1552 位階
み
みあわせ 見合
みいけしゅうじかん 三池集治監 2414 集治監
みいけはん 三池藩 2414
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みうち 御内 2426
みうまや 御厩 2426
みうまやきょく 御厩局 2426
みえけん 三重県 2418
みおくり 見送 2420 奉送　見立
みかいこうじょう 未開港場 2420 不開港場
みがきじゅうき 磨汁器
みかげさい 御蔭祭 2420
みかづきはん 三日月藩 2420
みかみはん 三上藩 2420
みかわけん 三河県 2420
みかわのくに 三河国 2420
みかわのくにさいばんしょ 三河国裁判所 2420
みがわり 身代リ 2420
みかんなぎ 御巫 2420
みきん 未勤 2443
みくさはん 三草藩 2427
みくにこう 三国港 2427
みくにどおり 三国通 2427
みくるまよせ 御車寄 2427 車寄
みけつ 未決 2436
みけつかん 未決監 2436
みけっさん 未決算 2436
みけつしゅう 未決囚 2437

みことのり 詔 2439
詔 書 勅 語
勅 諭 勅 旨
勅書

みこみ 見込 2439 下問　意見
みこみあん 見込案 2439 下問　意見
みこみしょ 見込書 2439 下問　意見
みこみわたし 見込渡 2442
みさい 未済 2442
みささぎ 御陵 2442 陵墓　近陵
みささぎ 山陵 2442
みささぎとりしまり 御陵取締 2442御陵を見よ
みず 水 2421
みずあぶら 水油 2423 油　種油

みずおろししき 水卸式 2422 船卸式 進水
式

みずさきき 水先旗
みずさきせん 水先船 2423
みずさきにんめんじょう 水先人免状 2423
みずさきめんじょう 水先免状 2423
みずさわけん 水沢県 2423
みずしどころ 御厨子所
みずなしおかだかいびゃくほう 無水岡田開闢法 2422
みずのみ 水呑 2422
みずほりてんまいしょぶん 溝堀填埋処分
みずまけん 三潴県 2422
みせもの 見セ物 2444
みそ 味噌 2421
みたけきょうかい 御嶽教会 2421
みたけは 御嶽派 2421
みたこやまちょう 三田小山町
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みだし 見出 2421
みたしこくまち 三田四国町
みただいまち 三田台町
みたて 見立 2421 奉送　見送
みたまさい 御霊祭 2421 皇霊祭
みたましろ 御霊代 2421
みちかえ 道換 2419
みちしき 道敷 2419 道路
みちしらべ 道調 2419
みちすじ 道筋 2419
みちふしん 道普請 2419 道路
みついぎんこう 三井銀行 2422
みついぐみ 三井組 2421
みついぶっさんかいしゃ 三井物産会社 2422
みっかいちはん 三日市藩 2422
みつぎごおり 御調郡 2423
みつけ 見附 2423 御門
みつご 三子 2423
みつながえき 光永駅 2422
みつばい 密売 2422
みつばいいん 密売淫 82売淫を見よ
みつびしかいしゃ 三菱会社 2423
みづま 三瀦
みつまた 三俟
みときゅうじんえい 水戸旧陣営 2419
みとじょう 水戸城 2419
みとはん 水戸藩 2418
みとめいん 見留印 2418
みとめいん 認印 2418
みなくちはん 水口藩 2425
みなし 見做 2426
みなし 看做 2426
みなと 港

みなとがわじんじゃ 湊川神社 2424 官社 官国幣
社

みなとで 港出 2424 貢米
みなとわけ 湊訳 2424 積立湊
みなみあめりか 南亜米利加 2426
みならい 見習 2424
みにえーるじゅう ミニヘール銃 2415
みねやまはん 三根山藩 2424
みねやまはん 峯山藩 2424
みのう 未納 2425 不納　怠納
みのうきん 未納金 2426
みのうぜい 未納税 2426
みのがみ 美濃紙 2426 美濃罫紙
みのけいし 美濃罫紙 2427 美濃紙
みのちごおり 水内郡 2426
みののくに 美濃国 2427
みはた 御旗 2415 旗章　錦旗
みはりばんしょ 見張番所 2414
みはるはん 三春藩 2415
みぶはん 壬生藩 2437
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みぶん 身分 2437 族 籍 異 動

身上
みぶんとりあつかい 身分取扱 2437身分を見よ
みほん 見本 2415
みまわり 見廻 2436 ※廻は辶＋囘
みみつけん 美々津県 2443
みもとひきうけにん 身元引受人 2444 引受人
みもとひきうけにん 身元引請人 2444 引受人
みや 宮 2427 皇族　親王
みやかた 宮方 2427 皇族　親王
みやかれい 宮家令
みやがわはん 宮川藩 2433
みやぎえいごがっこう 宮城英語学校 1934英語学校を見よ

みやぎがいこくごがっこう 宮城外国語学校 1322外国語学校を見よ
みやぎけん 宮城県 2436
みやぎしはんがっこう 宮城師範学校 2474師範学校を見よ
みやぎしゅうじかん 宮城集治監 2436 集治監
みやけ 宮家 2427 皇族　親王
みやこのじょうけん 都城県 2435
みやざきけん 宮崎県 2435
みやざくけん 宮谷県 2435
みやざむらい 宮侍 2435 侍
みやづはん 宮津藩 2433
みやのした 宮ノ下 2435
みょうが 冥加 2433 船冥加
みょうがえい 冥加永 2433
みょうがきん 冥加金 2434
みょうじ 苗字 2396
みょうじ 名字 2434 闕画
みょうじ 苗氏
みょうじめい 苗字名 2397
みょうしんじは 妙心寺派 2397
みょうだい 名代 2434 代人　総代
みょうだいにん 名代人 2434 総代人
みょうどうけん 名東県 2433
みょうぶ 命婦 2434
みょうまんじは 妙満寺派 2396
みょうもく 名目 2434
みよしごおり 三次郡 2421
みらの 未蘭
みりん 味淋 2420 酒造　酒類
みんえい 民営 2448
みんか 民家 2446 戸数
みんかん 民間 2446
みんけいじ 民刑事 2448 民法
みんじ 民事 2448 民法
みんじきょく 民事局 2451
みんじこうそりゃくそく 民事控訴略則 2451
みんじそしょうよういんし 民事訴訟用印紙 2451
みんじたんとうにん 民事担当人 2451
みんじとりあつかい 民事取扱 2448民事を見よ
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みんせい 民政 2452 事務
みんせいがかり 民政掛 2452
みんせいさいばんしょ 民政裁判所 2453
みんせいし 民政司 2453 寮司　諸司
みんせいとりしまり 民政取締 2452
みんせいやくしょ 民政役所 2453
みんせき 民籍 2453 平 民 戸 籍

族籍
みんせきへんにゅう 民籍編入 2453民籍を見よ
みんぴ 民費 2451 協議費 区町

村費
みんぶかん 民部官 2446
みんぶしょう 民部省 2446
みんぶしょうさつ 民部省札 2448 紙幣　官省札
みんぽう 民法 2445 民事
みんゆう 民有 2444
みんゆうあれち 民有荒地 2445
みんゆうあれちちょう 民有荒地帳 2445
みんゆうかいこんち 民有開墾地 2445
みんゆうこうたくち 民有耕宅地 2445
みんゆうしんりん 民有森林 2445 民林　山林
みんゆうち 民有地 2444 私有地
みんゆうちへんにゅう 民有地編入 2444民有地を見よ
みんゆうりん 民有林 2445 民林　山林
みんりん 民林 2445 民有林
む
むあらため 無改 1256
むい 無位 1251
むいんかん 無印鑑 60印鑑を見よ
むいんし 無印紙 68印紙を見よ
むえき 無益 1255
むがん 無願 1255
むかんさつ 無鑑札 914鑑札を見よ
むぎ 麦 1257 大 麦 小 麦

米麦
むきめいこうさい 無記名公債 1862公債を見よ
むけ 無卦 1255
むこ 婿 1255
むこう 無効 1253
むこようし 聟養子 1255 女婿
むこん 無根 1255
むざい 無罪 1256
むさしのくに 武蔵国 1256
むさしのくにへんにゅう 武蔵国編入 1256武蔵国を見よ
むさん 無産 1256
むじだか 無地高 1252
むしまゆ 蒸繭 1257 繭
むしゃくしゃ 無爵者 1257
むしゃくちりょう 無借地料 1257
むしゃりょう 無社領 1257
むじゅう 無住 1252
むしゅく 無宿 1257
むしゅくせん 無宿銭 1258
むじゅん 矛盾 1258 抵触
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むしょうこ 無証拠 1257 証拠
むしょく 無職 1257
むしりょくしゃ 無資力者 1257 無力
むしろこもだい 莚菰代 1257
むぜい 無税 1258
むせき 無籍 1259
むせきにん 無籍人
むせん 無銭 1259
むだい 無代 1253
むだいか 無代価 1253
むだか 無高 1253
むだん 無檀 1253
むちょうちん 無提灯 1251
むちん 無賃 1252 賃銭
むちんせん 無賃銭 1252 賃銭
むつ 睦 1253
むつうらはん 六浦藩 1253
むつのくに 陸奥国 1253
むつれじま 六連島
むとう 無刀 1251
むとう 無灯 1251
むとう 無等 1251
むとどけ 無届 1251
むにんしょがいこうかん 無任所外交官 1251
むねながしんのう 宗良親王 1253 井伊谷宮 官

社
むのうりょくしゃ 無能力者 1255
むほんじ 無本寺 1251 本寺
むめいふうしょ 無名封書 1257
むやこう 撫養港 1255
むよう 無用 1253 不用
むらおかはん 村岡藩 1254
むらかえ 村替 1254
むらかがみちょう 村鑑帳 1254
むらかた 村方 1254
むらかみはん 村上藩 1254
むらさきいろ 紫色 1255
むらさきさしぬき 紫指貫 1255
むらたか 村高 1254
むらたかちょう 村高帳 1254
むらたじゅう 村田銃 1254
むらたじゅうとりあつかい 村田銃取扱 1254村田銃を見よ
むらつぎ 村継 1254
むらまつはん 村松藩 1255
むらむら 村々 1254
むらやく 村役 1255
むらやくにん 村役人 1255
むりょく 無力 1252 無資力者 無

能力者
むろく 無禄 1251
め
めいいん 名印 2384 官印　職印
めいか 名家 2387 名族
めいか 命課 2388 分課
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めいぎ 名義 2392
めいごう 命号 2389
めいごう 名号
めいさい 明細 2389
めいさいかんじょうちょう 明細勘定帳 2391
めいさいしょ 明細書 2392
めいさいたんざく 明細短冊 2391
めいさいちょう 明細帳 2391
めいさいひょう 明細表 2390
めいさいぼ 明細簿 2389
めいさん 名産 2392 物産
めいざん 名山 2392 名所
めいし 名刺 2393 名簿
めいし 銘紙 2393
めいじがんねん 明治元年 2387
めいじじんみょうちょう 明治神名牒 2387
めいじじんみょうちょうへんさん 明治神名牒編纂 2387明治神名牒を見よ
めいしゅ 銘酒 2395 酒造　酒類
めいしょ 名所 2393
めいしょ 銘書 2393
めいしょう 名称 2393 通称　称呼
めいしょちょう 銘書帳 2393
めいせき 名籍 2395
めいせきぼ 名籍簿 2395 名簿
めいぞく 名族 2388 名家
めいぶん 名分 2389
めいぶん 明文 2389
めいぼ 名簿 2384 連名簿 名籍

簿
めいほうりょう 明法寮 2386 諸寮

めいぼし 名簿紙 2384 連名簿 名籍
簿

めいぼしき 名簿式 2387
めいめい 命名 2393
めいめい 命名 2389
めいめいしき 命名式 2393 名付式　御名
めいれい 命令 2387 指令　訓令
めいれいしょ 命令書 2387
めいれいしょあん 命令書案 2388
めいれいりつ 名例律 2387
めうし 牝牛 2396 牛馬
めおとしまい 目落米 2396
めきしこ 墨斯哥
めきしこぎん 墨西哥銀 2398 洋銀
めしあげ 召上 2399 取揚
めしかかえ 召抱 2398 抱入　召仕
めしだし 召出 2398 御用召
めしつかえ 召仕 2398
めしつれ 召連 2399
めしとり 召捕 2398 搦 捕 逮 捕

捕縛
めしもり 飯盛 2399 遊女
めしよせ 召寄 2398 呼寄
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めはらいまい 目払米 2395
めやすただし 目安糺 2398
めやすばこ 目安箱 2397
めりけん 米利堅 2395 亜 米 利 加 国

米国　合衆国

めりけんがっしゅうこく 米利堅合衆国 2395 亜 米 利 加 国
米国　合衆国

めりやす メリヤス 2395
めるぼるんふ メルボルン府 2396
めるぼるんふ 咩厘＝府 2396 ※ボルンは口

へんに「兵」
めん 免 2399 定免　破免

めんえき 免役 2402 徴 兵 除 隊
免除

めんえきききょうのものとりあつか
い 免役帰郷ノ者取扱 2402免役を見よ
めんえつ 面謁 2402 面接　面会
めんかい 面会 2400 面謁　対面
めんかん 免官 2401 免職　職務

めんきょ 免許 2404 官 許 許 可
差許

めんきょしょう 免許証 2407
めんきょじょう 免許状 2407 免状
めんきょじょうへんのう 免許状返納 2407免許状を見よ
めんきょぜい 免許税 2408
めんきょてすうりょう 免許手数料 2407
めんきょねがい 免許願 2404 官 許 許 可

差許
めんきょりょう 免許料 2407
めんじょ 免除 2399 免 税 免 租

免役
めんじょう 免乗 2410 免除　乗組
めんじょう 免状 2408 証書　免許状
めんじょうへんのう 免状返納 2408免状を見よ
めんしょく 免職 2410 免 官 黜 免

任免　転免
めんぜい 免税 2414 除税
めんせき 面積 2414
めんせつ 面接 2414 面謁

めんそ 免租 2400 免 税 地 租
蠲除

めんそちたんべつひょう 免租地反別表 2400
めんち 免地 2399
めんちゅつじょうれい 免黜条例 2400 黜陟　黜免
も
もうかけん 真岡県 1540
もうしあわせ 申合 1549 相談　協議
もうしいで 申出 1545 申立
もうしいでけいし 申出罫紙 1546 具状界紙
もうしたて 申立 1547 申出
もうしつけ 申付 1548
もうしゅんかん 孟春艦 1549
もうしわたし 申渡 1546 言 渡 宣 告

読聞セ
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もうじん 盲人 1549 総 録 検 校

勾当　平瞽
もうそう 盲僧 1545
もうふ 毛布 3062
もうり 毛利 3062 長門　山口藩
もくいんかん 木印鑑 60印鑑を見よ
もぐさ 藻草 3065
もくざい 木材 3065 良材　献材
もくぞう 木像 3065
もくだい 目代 3064 名代　手代
もくたん 木炭 3064
もくたんわたしかた 木炭渡方 3064木炭を見よ
もくてき 目的 3065
もくと 目途 3064
もくときん 目途金 3064
もくはい 木杯 3064 賞盃
もくはい 木盃 3064 賞盃
もくひょう 木標 3064 標柱
もくひょう 目標 3064
もくろく 目録 3062 書目
もくろみせいさんちょう 目論見清算帳 3063
もくろみちょう 目論見帳 3063
もしょう 喪章 3066 喪服
もちいかた 用方
もちくない 持区内 3061
もちなわ 黐縄 3061
もちぬし 持主 3061 所有主
もちば 持場 3061
もちふ 持夫 3061 人夫
もっきょ 黙許 3065 遊女

もっこう 木工 3065木工上長を見よ

もっこうかちょう 木工下長 3065木工上長を見よ

もっこうじちょう 木工次長 3065木工上長を見よ
もっこうじょうちょう 木工上長 3065
もっこうせい 木工生 3065
もっこうちょう 木工長 3065
もっこうちょうぞく 木工長属 3065木工上長を見よ
もてぎはん 茂木藩 3066
もとおおさかちょう 元大阪町
もとかぐらけ 元神楽家 3059 神楽道
もときん 元金 3059 基金
もとぐんだい 元郡代 3059
もとぐんだいやしき 元郡代屋敷 3059
もとしょうれんいん 元青蓮院 3061
もとだいかん 元代官 3059
もとだて 元館
もととじ 元刀自 3059
もとばくふ 元幕府 3059 旧幕　旧幕府
もとよしごおり 本吉郡 3059
もとりんのうじのみや 元輪王寺宮 3059
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ものあげば 物揚場
ものうけん 桃生県 3062
ものうごおり 桃生郡 3062
ものなり 物成 3062 年貢　運上
ものなりごうそん 物成郷村
もふく 喪服 3066
もほん 模本 3059
もみじやま 紅葉山 3066
もめん 木綿 3066
もめんさく 木綿作 3066
もめんだね 木綿種 3066
ももぞのてんのう 桃園天皇 3066
ももひき 股引 3066
もようがえ 模様替 3062
もらいうけ 貰請 3062
もりおかけん 盛岡県 3061
もりおかはん 盛岡藩 3061
もりおさしんのう 守脩親王 3061 梨本宮
もりぐち 守口 3061 助郷

もりながしんのう 護良親王 3061 大塔宮 鎌倉
宮

もりはん 森藩 3061
もりはん 母里藩 3061
もりやまはん 守山藩 3062
もろかたぐん 諸県郡 3059
もろらん 室蘭 3059
もん 門 3066 御門
もんがい 門外 3068
もんかん 門監 3068門監長を見よ
もんかん 門鑑 3067 御 門 印 鑑

鑑札
もんかんちょう 門監長 3068
もんき 門規 3072
もんぐち 門口
もんじ 文字 3072
もんじん 門人 3073
もんせき 門跡 3073
もんせきごう 門跡号 3073
もんだい 問題 3068
もんと 門徒 3067 門末
もんない 門内 3068
もんは 紋羽 3067
もんはい 門牌 3067
もんばん 門番 3067 立番
もんびょう 問病 3073 面会
もんぶ 門部 3068門監長を見よ
もんぶきょう 文部卿 3068 卿

もんぶしょう 文部省 3069 諸 省 官 省
各省

もんぶしょうかんいんとうきゅう 文部省官員等級 405
もんぶしょうかんとう 文部省官等 1419
もんぶしょうきょういくざっし 文部省教育雑誌 3072
もんぶしょうじむしょうてい 文部省事務章程 2726
もんぶしょうしゅっぱんいんし 文部省出版印紙 2836出版を見よ
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もんぶしょうしゅっぱんずしょ 文部省出版図書 3072
もんぶしょうしょくせい 文部省職制 2637
もんぶしょうぞうはん 文部省蔵版 3072
もんぶしょうにっし 文部省日誌 3072
もんぶしょうはくらんかい 文部省博覧会 133
もんぶしょうほうこく 文部省報告 253
もんぶしょうほうこくし 文部省報告誌 3072
もんぶたいふ 文部大輔 3068 文部卿
もんべつ 紋鼈
もんまつ 門末 3068 門徒
や
やえいえんしゅう 野営演習 1960演習を見よ
やえいこうぐん 野営行軍 808行軍を見よ
やえすがし 八代洲河岸
やがいえんしゅうがいそく 野外演習概則 1527
やがいえんしゅうきてん 野外演習軌典 1527
やかん 夜間 1524
やきいん 焼印 1533 烙印
やきいんかん 焼印鑑 1533
やきすて 焼棄 1534 焼却
やきすて 焼捨 1534 焼却
やきば 焼場 1533
やきばとりあつかい 焼場取扱 1533焼場を見よ
やぎゅうはん 柳生藩 1534
やくいん 役員 1525 役人　官員
やくえいせん 役永銭 1528
やくがっこう 薬学校 1527 学校
やくかん 訳官 1528
やくかんほう 訳官俸 1528訳官を見よ
やくきょく 役局
やくざい 薬剤 1528 薬価　薬種料
やくざいか 薬剤課 1529
やくざいかん 薬剤官 1529
やくざいかん 薬剤監 1529
やくざいかんふく 薬剤官副 1529薬剤官を見よ
やくざいせい 薬剤正 1529
やくざいせい 薬剤生 1529
やくざいほ 薬剤補 1529薬剤官を見よ
やくじ 訳字 1529
やくしゅりょう 薬種料 1529 薬価
やくしゅりょうわたしかた 薬種料渡方 1529薬種料を見よ

やくしょ 役所 1529
参与役所 郡
役所 区役所
銅座役所

やくしょ 約書 1526 条約　定約

やくしょ 訳書 1529 翻訳 翻訳書
著訳

やくじょう 約定 1526 条約　定約
やくじょうしょ 約定書 1526 条約　定約
やくじょうしょうしょ 約定証書 1527
やくせい 薬性 1530
やくせい 訳生 1530
やくせん 役船 1530
やくそく 約束 1527
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やくそくてがた 約束手形 1527
やくてん 薬店 1528
やくにん 役人 1526 役員
やくひん 薬品 1529 薬物
やくひんけんさいんし 薬品検査印紙 1529薬品を見よ
やくひんとりあつかい 薬品取扱 1529薬品を見よ
やくぶつ 薬物 1528 薬品
やくほ 薬鋪 1528
やくほう 約法 1526
やくめい 役名 1529 官名　職名
やくようあへん 薬用阿片 1527
やぐらごもん 櫓御門 1528
やこう 夜行 1524夜中を見よ
やごう 屋号 1533
やこばごう ヤコバ号 1533
やさか 八阪
やさかじんじゃ 八坂神社 1533 官社
やしき 屋敷 1534 邸宅　藩邸
やしき 屋鋪 1534 邸宅　藩邸
やしきち 屋敷地 1535 宅地
やじまはん 矢島藩 1534
やしょく 夜食 1534
やしょくりょう 夜食料 1534
やすくにじんじゃ 靖国神社 1535 招魂社　官社
やすこくだい 安石代 1536
やすのみや 易宮 1535 閑院宮
やすみじょ 休所 1536 休泊
やせどうじ 八瀬童子
やせんえんしゅう 野戦演習 1960演習を見よ
やそしゅうと 耶蘇宗徒 1525 切支丹宗 異

宗
やたべはん 谷田部藩 1525
やちゅう 夜中 1524
やちょく 夜直
やちん 家賃 1525 店賃

やっか 薬価 1527 薬 剤 服 薬
薬種料

やっかい 厄介 1527
やっかへんのう 薬価返納 1527薬価を見よ
やつしろけん 八代県 1525

やとい 雇 1521
御 雇 御 傭
被 雇 雇 入
傭 入 常 雇
口偏に兵

やとい 傭 1521
御 雇 御 傭
被 雇 雇 入
傭 入 常 雇
定雇

やといい 雇医 1522 牢医
やといいれ 雇入 1522 雇
やといいれ 傭入 1522 雇
やといいれがいこくきょうし 傭入外国教師 1644教師を見よ
やといいれがいこくじん 傭入外国人 1323外国人を見よ
やといいれがいこくじんしらべ 雇入外国人調 1333
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やといいれがいこくじんしらべ 雇入外国人調 1333
やといいれがいこくせんとりあつか
い 雇入外国船取扱 1334外国船を見よ
やといがいこくじん 雇外国人 1323外国人を見よ
やといがいこくじんめいさいぼへん
せい

雇外国人明細簿編
制 2389明細簿を見よ

やといがいこくじんりょひ 雇外国人旅費 591
やといがえ 雇替 1323外国人を見よ
やといがえ 雇替 1644教師を見よ
やといきゅう 雇給 1524
やといきゅう 傭給 1524
やといこう 雇工 1524 工銭
やといこうせん 雇工銭 1524 工銭
やといし 雇士 1524
やといせん 雇銭 1524
やといちん 雇賃 1524
やといつぎ 雇継 1323外国人を見よ
やといつぎ 雇継 1644教師を見よ
やといにん 雇人 1523
やといにん 傭人 1523
やといにんとうかちょうざいぶつり
つ 雇人盗家長財物律 1523
やといぬし 雇主 1524
やといふ 雇夫 1524 傭夫
やといめん 雇免 1522雇入を見よ
やといやめ 雇止 1522雇入を見よ
やどふだ 宿札 1521 休泊
やどわり 宿割 1521
やとわれ 被雇 1521
やながわはん 柳河藩 1525
やなぎさわまき 柳沢牧 1525
やなぎもとはん 柳本藩 1525
やなぎわら 柳原 1525
やね 屋根 1525
やば 野馬
やほうたい 野砲隊 1521野砲兵を見よ
やほうへい 野砲兵 1521
やまがごおり 山鹿郡 1531
やまがたけん 山形県 1531
やまがたはん 山形藩 1531
やまがはん 山家藩 1530
やまがみはん 山上藩 1531
やまくずれ 山崩
やまぐちけん 山口県 1532
やまぐちはん 山口藩 1531 長門　毛利
やまさきはん 山崎藩 1533
やましなのみささぎ 山階陵 1533 御陵
やましなのみや 山階宮 1533 宮　皇族
やましろのくに 山城国 1533
やまと 大和 1530
やまとたなべ 大和田辺
やまとちんだい 大和鎮台 1530
やまとちんぶそうとく 大和鎮撫総督 1530
やまとのくに 大和国 1530
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やまなしけん 山梨県 1531
やままゆ 山繭 1532
やままゆようほうこくゆしょ 山繭養法告諭書 1533
やまもとは 山元派 1533
やまもり 山守 1533 官林監守人
やまやま 山々 1532
やりじるし 槍印 1525
ゆ
ゆいしょ 由緒 2379
ゆいしょがき 由緒書 2379
ゆうい 有位 30
ゆういたいくんしゃはんざい 有位帯勲者犯罪 166
ゆういのともがらとりあつかい 有位ノ輩取扱 30有位を見よ
ゆうえい 游泳 2383 水泳　水練
ゆうがい 有害 32
ゆうがく 遊学 2381 周遊
ゆうかん 有官 33
ゆうぎ 遊戯 2383
ゆうきはん 結城藩 2383
ゆうぐんたい 遊軍隊 2382
ゆうげきたい 遊撃隊 2383
ゆうこう 有功 33 勲功　偉勲
ゆうこう 有効 32
ゆうこくとう 憂国党 33
ゆうざい 有罪 33 犯罪
ゆうし 有司 33
ゆうし 有志 34
ゆうし 猶子 2383
ゆうじ 有事 34 非 常 暴 動

騒擾
ゆうしゃくしゃ 有爵者 34 栄爵　華族

ゆうじょ 遊女 2381 売 女 娼 妓
芸妓　飯盛

ゆうずう 融通 2382
ゆうずうねんぶつしゅう 融通念仏宗 2382
ゆうぜいち 有税地 43 民有地
ゆうせき 有籍 43 有宿
ゆうせん 郵船 42
ゆうせんぜい 遊船税 2383
ゆうせんのりくみきってわたしかた
とりあつかい

郵船乗組切手渡方
取扱 2237切手を見よ

ゆうそう 郵送 33 郵便　送達
ゆうたつ 郵達 33 郵便　送達
ゆうとう 優等 32 蚕種
ゆうとう 遊蕩 2381
ゆうどう 誘導 2381
ゆうはんざい 又犯罪 32
ゆうびん 郵便 34
ゆうびんあつかいじょ 郵便扱所 38
ゆうびんおうふくはがき 郵便往復葉書 37
ゆうびんおびし 郵便帯紙 37
ゆうびんかわせ 郵便為替 37 郵便規則
ゆうびんきしょう 郵便徽章 41
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ゆうびんきそくばっそくおよびちょ
きんあずかりきそく

郵便規則罰則及貯
金預規則 39 郵便条例

ゆうびんきって 郵便切手 40
ゆうびんきってはっこう 郵便切手発行 40郵便切手を見よ

ゆうびんきってはらいさげ 郵便切手払下 40郵便切手を見よ
ゆうびんきゃくふ 郵便脚夫 41
ゆうびんきょく 郵便局 38
ゆうびんこうかんじょうやく 郵便交換条約 37
ゆうびんごよう 郵便御用 38
ゆうびんごようがかり 郵便御用掛 38
ゆうびんじむ 郵便事務 41
ゆうびんじょうきせんがいしゃ 郵便蒸気船会社 41
ゆうびんじょうきせんといや 郵便蒸気船問屋 41
ゆうびんじょうれい 郵便条例 38 郵便規則
ゆうびんぜい 郵便税 41
ゆうびんせん 郵便船 42
ゆうびんせんろりてい 郵便線路里程 43
ゆうびんちんせん 郵便賃銭 37
ゆうびんていそうきそく 郵便逓送規則 38
ゆうびんとりあつかいじょ 郵便取扱所 38
ゆうびんとりあつかいにん 郵便取扱人 36
ゆうびんとりあつかいにんりょひ 郵便取扱人旅費 585
ゆうびんとりあつかいやく 郵便取扱役 36
ゆうびんとりあつかいやくとうきゅ
う 郵便取扱役等級 406
ゆうびんはがきならびにふうのうふ
うひ

郵便はがき並封嚢
封皮 36

ゆうびんはがきならびにふうのうふ
うひはっこう

郵便ハガキ並封嚢
封皮発行 36郵便ハガキを見よ

ゆうびんばこ 郵便箱 36
ゆうびんはっこう 郵便発行 34郵便を見よ
ゆうびんはんざい 郵便犯罪 39郵便規則を見よ
ゆうびんぶつ 郵便物 38
ゆうびんやくしょ 郵便役所 38
ゆうびんれんごうじょうやく 郵便聯合条約 38
ゆうへい 幽閉 2381
ゆうほ 遊歩 2381 遊 歴 遊 覧

散歩
ゆうよ 猶予 2381
ゆうらん 遊覧 2382
ゆうりょう 遊猟 2382 銃猟　鳥獣猟
ゆうれき 遊歴 2382
ゆうろく 有禄 32
ゆかいた 床板 2379
ゆき 悠紀 2383
ゆきあい 行逢 2384 出会
ゆきだおれしゃ 行斃者 2383 倒死人
ゆきだおれにん 行斃人 2383 倒死人
ゆきひとしんのう 敬仁親王 2384
ゆきひとのみこと 敬仁尊 2384
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ゆくえ 行衛 2383 脱 走 失 踪

逃亡
ゆこく 諭告 2383
ゆし 諭示 2384
ゆしましょじゃくかん 湯島書籍館 2384
ゆずりうけ 譲受 2380 譲渡
ゆずりうけにん 譲受人 2380 譲渡
ゆずりわたし 譲渡 2379 譲受
ゆずりわたしひん 譲渡品 2380 譲受
ゆたつ 諭達 2379 諭告
ゆちゃ 湯茶 2379
ゆどの 湯殿 2379
ゆながやはん 湯長谷藩 2381
ゆにわ 斎場 2379
ゆみはり 弓張 2384 提灯
ゆむらじゅく 湯村宿 2381
ゆるし 允シ
よ
よいたはん 与板藩 933
よいん 余員 933 過員　人員
ようあ 養痾 941 療養
ようあくすいろ 用悪水路 941 悪水路　養水
ようい 洋医 936 医術
よういきん 用意金 937
よういく 養育 936 保育者
よういくまい 養育米 937
よういくまいわたしかた 養育米渡方 937養育米を見よ
よういくりょう 養育料 937
よういん 傭員 937 傭 雇 御傭

御雇
よういんりょうれきたいしょうひょ
う 陽陰両暦対照表 937 太陽太陰両暦

対照表
ようえき 傭役 941
ようえきしゃ 傭役者 941
ようかい 鎔解 940
ようがかり 用掛 940
ようがくしょ 洋学所 940
ようがくだいいちこう 洋学第一校 940
ようかた 養方 940
ようがっこう 洋学校 940
ようぎ 要儀 1951
ようきん 用金 942 官金
ようぎん 洋銀 943 貨幣
ようぎんけん 洋銀券 943
ようぎんけんはっこう 洋銀券発行 943洋銀券を見よ
ようきんとりあつかい 用金取扱 942用金を見よ
ようぎんとりひきしょ 洋銀取引所 943
ようぐ 用具 940
ようぐわたしかた 用具渡方 940用具を見よ
ようご 洋語 941 洋字
ようこう 洋行 940 航海
ようこしゅ 幼戸主 1951 幼年
ようこしゅ 養戸主 941 養子
ようごつうべん 洋語通弁 941
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ようさいさんぼうか 要塞参謀科 1951
ようさん 洋算 942
ようさん 養蚕 942 蚕種
ようざん 用山 942
ようさんけんさ 養蚕検査 1673
ようし 養子 943 養戸主
ようし 傭使 943
ようし 用紙 946
ようし 用使 948
ようじ 幼児 1951
ようじ 洋字 949 洋語
ようじゃく 幼弱 1951
ようしゅ 幼主 1951 幼年
ようしょ 洋書 949 原書　書籍
ようしょ 用所 949
ようしょ 用書 1642教科書を見よ
ようしょ 要所 1951
ようじょ 幼女 1949
ようじょ 養女 939
ようしょう 要衝 1951
ようじょう 用状 949 御用状
ようじょういんそうじ 養生院総司 949
ようしょっき 洋食器 949
ようしりえんしょぶん 養子離縁処分 943養子を見よ
ようじをうりわたすものとりしまり 幼児ヲ売渡ス者取締 1951幼児を見よ
ようしん 養親 941
ようすい 養水 950 用水　溜池
ようすう 葉数
ようせん 用船 950
ようたいしょ 容体書 940 診断書
ようたし 用達 940
ようたしにん 用達人
ようだぶぎょう 山田奉行 1525
ようち 幼穉 1949
ようち 用地 939 官用地
ようちえん 幼稚園 1950
ようちえん 幼穉園 1950
ようちゃく 幼嫡 1950 長男　嫡子
ようてい 揚碇 941 出帆
ようていまい 養弟妹 941 養方
ようと 用途 938 渡方
ようど 用度 938 渡方
ようどう 幼童 1949
ようどか 用度課 938 課局
ようどし 用度司 938 寮司　諸司
ようにん 用人 938
ようねん 幼年 1950 幼主
ようねんがくしゃ 幼年学舎 1951
ようねんがっこう 幼年学校 1950
ようねんせいと 幼年生徒 1951
ようはい 遥拝 1948
ようはいしき 遥拝式 1949

*『法令全書』（自慶応3年10月至明治17年12月イロハ索引）の掲載頁 304



日本法令索引〔明治前期編〕 ヨミガナ辞書

読み 表記 掲載頁* 参照
ようはいじょ 遥拝所 1949
ようひん 洋品 949 外国品

ようひん 用品 950 諸 品 物 品
外国品

ようびん 用便 950 御用便 御用
状　用状

ようひんかいあげとりあつかい 用品買上取扱 950用品を見よ
ようふ 傭夫 940 雇夫
ようふ 養父 941
ようふく 洋服 941 和服
ようぼ 養母 938
ようもう 羊毛 950
ようもつ 用物 950 御用物
ようやど 用宿 940
ようようひん 要用品 1950 需用品　物品
ようろう 幼老 1948
ようろう 養老 938
ようろっぱ 欧羅巴 937 欧 米 欧 洲

西洋
よえい 余贏 955
よかせいと 予科生徒 950
よくじ 浴治
よくねんど 翌年度 950 会計年度
よくりゅう 抑留 950
よこい 横井 950
よこすか 横須賀 953
よこすかかいぐんびょういん 横須賀海軍病院 954
よこすかかいぐんようしょ 横須賀海軍用所 953
よこすかすいへいとんしゅうじょ 横須賀水兵屯集所 955
よこすかせいてつじょ 横須賀製鉄所 955
よこすかせいてつじょがかり 横須賀製鉄所掛 955
よこすかぞうせんじょ 横須賀造船所 954
よこすかぞうせんじょう 横須賀造船場 955 修船場 修船

所
よこすかちんじゅふ 横須賀鎮守府 953 鎮守府
よこすかとんえい 横須賀屯営 953 屯営
よこたがわ 横田川 953
よこはま 横浜 950
よこはまかぶしきとりひきじょ 横浜株式取引所 845株式取引所を見よ

よこはまかわせがいしゃ 横浜為換会社 778為替会社を見よ
よこはまこう 横浜港 952
よこはまこううんじょうしょ 横浜港運上所 1283運上所を見よ
よこはまさいばんしょ 横浜裁判所 952
よこはましゅっちょうじょ 横浜出張所 952
よこはませいさくしょ 横浜製作所 952
よこはませいぞうしょ 横浜製造所 952
よこはませいてつじょ 横浜製鉄所 952
よこはまとりひきじょ 横浜取引所 952
よこはまようぎんとりひきじょ 横浜洋銀取引所 943洋銀取引所を見よ
よざい 余罪 955 犯罪
よさん 予算 956
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よさんちょうへんせい 予算帳編製 956予算を見よ
よしいはん 吉井藩 960
よしださい 吉田祭 960
よしだはん 吉田藩 960
よしのほうへいし 由奉幣使 239奉幣使を見よ
よしのやま 吉野山
よしみずいん 吉水院
よしん 予審 960 下調
よじん 余人 960
よしんはんじ 予審判事 961 糺問判事
よちしりゃく 輿地誌略 936
よちょう 輿丁 936
よっかいち 四日市 936
よっかいちゆうびんやくしょ 四日市郵便役所 936
よつつじ 四辻 936
よどがわ 澱川 935
よどがわ 淀川 935
よどはん 淀藩 935
よねざわはん 米沢藩 936 上杉
よはく 余白 933
よばんだいたい 四番大隊 985大隊を見よ
よばんほうたい 四番砲隊 123砲隊を見よ
よび 予備 961
よびえき 予備役 965
よびえきへんにゅう 予備役編入 965予備役を見よ
よびかん 予備艦 962
よびきん 予備金 965 予備
よびぐん 予備軍 965 予備兵
よびせん 予備船 962
よびだし 呼出 962
よびだしじょう 呼出状 964 令状
よびだしじょう 喚出状 964 令状
よびだしにん 呼出人 962
よびたん 予備炭 965
よびへい 予備兵 961 予備軍
よびよせ 呼寄 962 召寄
よぼう 予防 934
よみきかせ 読聞 960 申 渡 言 渡

宣告
よめ 嫁 960
よりあい 寄合 936
よりき 与力 936
よりきとう 憑祈禱 936
よろずよばし 万代橋
ら
らいかん 来観 1246
らいかん 雷管 1246
らいかんへんのう 雷管返納 1246雷管を見よ
らいこかん 雷粉管
らいじょうばこ 来状箱 1247
らいちゃく 来着 1246
らいちょう 来朝 1246
らいでんかん 雷電艦 1246
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らいでんまる 雷電丸 1246
らいほう 来訪 1246
らくいん 烙印 1249 焼印
らくがい 洛外 1249
らくしつ 落失 1249 遺失　紛失
らくだい 落第 1249 不合格
らくちゃく 落着 1249
らくちゅう 洛中 1249 京都
らくはく 落魄 1249
らしゃじ 羅紗地 1250
らしょう 邏哨 1250 哨兵　番兵
らそつ 邏卒 1247
らそつけんかん 邏卒検官 1248邏卒総長を見よ

らそつごんのけんかん 邏卒権検官 1248邏卒総長を見よ

らそつごんのそうちょう 邏卒権総長 1248邏卒総長を見よ
らそつそうちょう 邏卒総長 1248
らそつちょう 邏卒長 1248
らそつとりしまり 邏卒取締 1247邏卒を見よ
らっこ 臘虎 1249
らっぱ 喇叭 1248
らっぱがくたい 喇叭楽隊 1248
らっぱしゅ 喇叭手 1249
らっぱせいと 喇叭生徒 1249
らっぱそつ 喇叭卒 1249
らっぱたい 喇叭隊 1249
らんかんさつ 覧観札 1250
らんこく 蘭国 1250 和蘭
らんじ 欄次 1251
らんしき 蘭式 1251
らんじん 蘭人 1251
らんせん 濫撰 1251
らんにゅう 乱入 1250
らんぷそうじだい ランプ掃除台 1250
らんぼう 乱妨 1250 暴 行 粗 暴

粗忽

らんぼう 乱暴 1250 暴 行 粗 暴
粗忽

り
りいん 吏員 576 官員
りえん 離縁 642 離婚　離別
りおんふ 里昂府 577
りがくしょ 理学所 577
りがっこう 理学校 577
りきし 力士 645 角力
りきゅう 離宮 644
りきん 利金 645 利足
りくあげ 陸揚 634
りくう 陸羽 610
りくうんがいしゃ 陸運会社 610 内国通運会社
りくうんもとかいしゃ 陸運元会社 610
りくかいぐん 陸海軍 609
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りくかいぐんし 陸海軍資 610 軍資 軍資金

海軍資金
りくかいぐんねがいうかがいとどけ 陸海軍願伺届 610
りくぐん 陸軍 611
りくぐんいかんちょうへいけんさき
そく

陸軍医官徴兵検査
規則 611

りくぐんおよびりくぐんしょうしょ
くせい 陸軍及陸軍省職制 2636
りくぐんおんきゅうれい 陸軍恩給令 697
りくぐんかいぎ 陸軍会議 626
りくぐんかいけいけんさじょうれい 陸軍会計検査条例 612
りくぐんかいけいぶ 陸軍会計部 1316会計部を見よ
りくぐんかいそうしき 陸軍会葬式 612
りくぐんかいそうしきとりあつかい 陸軍会葬式取扱 1306会葬を見よ
りくぐんかしふくえき 陸軍下士服役 611
りくぐんかしぶんかんしがんおよび
さいよう

陸軍下士文官志願
及採用 612

りくぐんかしへいそつきせいおよび
めんかんじれい

陸軍下士兵卒帰省
及免官辞令 611

りくぐんかんいんちょうちん 陸軍官員提灯 612
りくぐんかんいんとうきゅう 陸軍官員等級 404
りくぐんかんいんはしゅつ 陸軍官員派出 140
りくぐんかんごくしょ 陸軍監獄署 625
りくぐんかんごくそく 陸軍監獄則 612
りくぐんかんないりょひがいそく 陸軍管内旅費概則 612
りくぐんきしょうふくせい 陸軍徽章服制 620
りくぐんきゅうほうきゅうようきゅ
うよ 陸軍給俸給養給与 618
りくぐんきょう 陸軍卿 628 卿
りくぐんきょうかんぼう 陸軍卿官房 1415官房を見よ
りくぐんきょうし 陸軍教師 1644教師を見よ
りくぐんきょうどうだん 陸軍教導団 1629教導団を見よ
りくぐんきょく 陸軍局 627
りくぐんぐんいこうしゅうせい 陸軍軍医講習生 1492軍医講習生を見よ
りくぐんぐんいぶ 陸軍軍医部 1491軍医部を見よ
りくぐんぐんいほんぶ 陸軍軍医本部 626 軍医部
りくぐんぐんがくぶ 陸軍軍楽部 1499軍楽部を見よ
りくぐんぐんじんぐんぞく 陸軍軍人軍属 1516軍人軍属を見よ
りくぐんぐんじんはんざい 陸軍軍人犯罪 612
りくぐんぐんばきょく 陸軍軍馬局 1492軍馬局を見よ
りくぐんけいさつかりきそく 陸軍警察仮規則 613
りくぐんけいひ 陸軍経費 1595
りくぐんけいほう 陸軍刑法 626
りくぐんけいれいしき 陸軍敬礼式 1564敬礼式を見よ
りくぐんげっきゅう 陸軍月給 1608
りくぐんけんえつ 陸軍検閲 613
りくぐんけんぺい 陸軍憲兵 1655憲兵を見よ
りくぐんこっきぐんき 陸軍国旗軍旗 617
りくぐんさいばんしょ 陸軍裁判所 626
りくぐんしかん 陸軍士官 2758
りくぐんしかんかしいっとうきゅう 陸軍士官下士一等級 623
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りくぐんしかんかしいっとうきゅう
ていいん

陸軍士官下士一等
級定員 623

りくぐんしかんがっこう 陸軍士官学校 2767士官学校を見よ
りくぐんしかんてきにんしょうしょ 陸軍士官適任証書 623
りくぐんしほかんせきじ 陸軍試補官席次 622
りくぐんしゅうごくか 陸軍囚獄課 629
りくぐんしゅくほう 陸軍祝砲 2874祝砲を見よ
りくぐんしょ 陸軍所 629
りくぐんしょう 陸軍将 629
りくぐんしょう 陸軍省 629
りくぐんしょういんかん 陸軍省印鑑 60
りくぐんじょうかしかんせいとにゅ
うがくがいそく

陸軍上下士官入学
概則 622

りくぐんしょうかんとう 陸軍省官等 1417
りくぐんしょうこうならびにそうと
うかんばぐ

陸軍将校並相当官
馬具 622

りくぐんしょうこうめんちゅつじょ
うれい 陸軍将校免黜条例 622
りくぐんしょうじむしょうてい 陸軍省事務章程 2724
りくぐんしょかつち 陸軍所轄地 622
りくぐんしょくいん 陸軍職印 622
りくぐんしょくせい 陸軍職制 622
りくぐんしょじゃくしょるい 陸軍書籍書類 622
りくぐんせいと 陸軍生徒 3083
りくぐんせいと 陸軍生徒 623
りくぐんそうれんじょ 陸軍操練所 626
りくぐんだいいちかりびょういん 陸軍第一仮病院 634陸軍病院を見よ
りくぐんだいがっこう 陸軍大学校 625
りくぐんたいしょう 陸軍大将 625
りくぐんだいにかりびょういん 陸軍第二仮病院 634陸軍病院を見よ
りくぐんちざいほう 陸軍治罪法 624
りくぐんちょうばきゅう 陸軍調馬厩 1992調馬厩を見よ
りくぐんちょうばつ 陸軍懲罰 458
りくぐんちょうばつれい 陸軍懲罰令 611
りくぐんちょうへいじむとりあつか
いてつづき

陸軍徴兵事務取扱
手続 611

りくぐんちょうへいにゅうひ 陸軍徴兵入費 466徴兵を見よ
りくぐんちょうぼ 陸軍徴募 462
りくぐんていがくきんおよびけいひ 陸軍定額金及経費 618
りくぐんていてつこうせいとがいそ
く

陸軍蹄鉄工生徒概
則 618

りくぐんてんらん 陸軍天覧 2028天覧を見よ
りくぐんとくほう 陸軍 415読法を見よ
りくぐんとやまがっこう 陸軍戸山学校 422戸山学校を見よ
りくぐんにゅうひ 陸軍入費 204
りくぐんばいがくしゃ 陸軍馬医学舎 623
りくぐんばいぶ 陸軍馬医部 91馬医部を見よ
りくぐんはじめ 陸軍始 623 講武初
りくぐんびょういん 陸軍病院 634
りくぐんびょうばいん 陸軍病馬院 3024病馬院を見よ
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りくぐんびょうばきゅう 陸軍病馬厩 3024病馬厩を見よ
りくぐんぶかん 陸軍武官 1728
りくぐんぶかん 陸軍武官 613
りくぐんぶかんおんきゅうおんきゅ
うれい

陸軍武官恩給恩給
令 614

りくぐんぶかんかんとうひょう 陸軍武官官等表 615
りくぐんぶかんきゅうかきそく 陸軍武官休暇規則 616
りくぐんぶかんくんしょうじゅうぐ
んきしょう

陸軍武官勲章従軍
記章 616

りくぐんぶかんけっこん 陸軍武官結婚 616
りくぐんぶかんこうかひょう 陸軍武官考科表 616
りくぐんぶかんしょういふじょ 陸軍武官傷痍扶助 617
りくぐんぶかんしんきゅうじょうれ
い 陸軍武官進級条例 617
りくぐんぶかんひょう 陸軍武官表 614
りくぐんぶかんめいかきそく 陸軍武官命課規則 617
りくぐんふくそうきそく 陸軍服装規則 617
りくぐんぶないこれらびょう 陸軍部内虎列剌病 613
りくぐんぶないじょうれい 陸軍部内条例 613
りくぐんぶないだいりじょうれい 陸軍部内代理条例 613
りくぐんぶんこ 陸軍文庫 626
りくぐんぶんぶかんいんろく 陸軍文武官員録 617
りくぐんへいがくりょう 陸軍兵学寮 300兵学寮を見よ
りくぐんへいせいへんせい 陸軍兵制編制 611
りくぐんへんせい 陸軍編制 340
りくぐんほうきゅう 陸軍俸給 256
りくぐんほうこく 陸軍報告 247
りくぐんほうこく 陸軍報告 611
りくぐんほんびょういん 陸軍本病院 294本病院を見よ
りくぐんまいそうち 陸軍埋葬地 613
りくぐんめいぼ 陸軍名簿 621
りくぐんゆうえいがいそく 陸軍游泳概則 621
りくぐんようねんがくしゃ 陸軍幼年学舎 1951幼年学舎を見よ

りくぐんようねんがっこう 陸軍幼年学校 1950幼年学校を見よ
りくぐんりょひ 陸軍旅費 585
りくぐんりんじけんちくしょ 陸軍臨時建築署 652臨時建築署を見よ
りくぐんりんじふくびょういん 陸軍臨時副病院 625
りくこう 陸口 634
りくせん 陸戦 634
りくぜんのくに 陸前国 634
りくぜんはまかいどう 陸前浜街道 634
りくちゅうのくに 陸中国 609
りくへい 陸兵 609 陸軍
りくろ 陸路 609
りこん 離婚 642 離別　離縁
りさつ 利札 642 利金
りし 利子 645 利足
りじ 理事 646
りじかん 理事官 646
りしきん 利子金 645 利足
りじほ 理事補 646理事を見よ
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りすう 里数 646 里程　路程
りせい 釐整
りそく 利息 599 利金　前利
りそく 利足 599 利金　前利
りそくせいげんほう 利息制限法 600
りつ 律 600 軍律 海陸軍

刑律　犯罪
りっけんせいたい 立憲政体 600
りっこう 立后 600 中宮 皇后宮

女御入内
りっしゅう 律宗 601
りつしょ 律書 601 改定律例 新

律綱領
りったい 立体 600
りったいごう 立太后 600 皇太后宮 大

宮
りっちゅう 立柱 600
りってい 立定

りつぶん 律文 600 改定律例 新
律綱領　法律

りっぽう 立法 600
りつれい 律令 600 新律綱領

りつれい 律例 756改定律例を見よ
りつれい 立礼 600 礼式
りてい 里程 643 里数　路程
りていひょうちゅうにゅうひ 里程標注入費 205
りどう 里道 577
りふきん 利賦金 642 利金
りふさつ 利賦札 642 利金
りべつ 離別 576 離縁　離婚
りまつ 離末 641
りむ 吏務 601
りめん 裏面 645
りゃくいこ 略衣袴 639 服制　略服
りゃくしき 略式 641
りゃくじゅ 略綬 641
りゃくず 略図 640
りゃくせいふく 略制服 641 制服
りゃくばい 略売 639 幼児
りゃくふく 略服 640 服制　略帽
りゃくぼう 略帽 639 服制　略服
りゃくほんれき 略本暦 640
りゃくめい 略名 641
りゃくれき 略暦 640
りゃっき 略記 641
りゅう 流 606流刑を見よ
りゆう 理由 645
りゅういき 流域 601 水害
りゅうがく 留学 603
りゅうがくせい 留学生 603留学を見よ
りゅうがさきはん 竜崎藩 605 長瀞藩
りゅうきゅう 琉球
りゅうきゅうじん 琉球人 608
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りゅうきゅうはん 琉球藩 607
りゅうきゅうはんじん 琉球藩人
りゅうきゅうはんのう 琉球藩王 608
りゅうきゅうはんのうとりあつかい 琉球藩王取扱 609琉球藩王を見よ
りゅうけい 流刑 606 遠島　流罪
りゅうこう 流行 601
りゅうこうびょう 流行病 601
りゅうさん 硫酸 607
りゅうじょうかん 竜驤艦 608
りゅうしょきそく 流所規則 609
りゅうち 留置 427留置（とめおき）を見よ
りゅうつうふべん 流通不便 606
りゅうどすい 竜吐水
りゅうにん 留任 601
りゅうへい 流弊 601 弊風　弊習
りゅうぼく 立木 641
りゅうぼく 流木 601 木材
りゅうぼくはらいさげ 立木払下 641立木を見よ
りゅうゆう 流融 608 流用
りゅうよう 流用 605 流融
りょう 寮 1065 諸寮
りょうが 竜駕 581 鳳輦
りょうがえ 両替 581
りょうがえてん 両替店 581
りょうがえや 両替屋 581
りょうかく 猟獲 1068 捕漁
りょうかくし 領客使
りょうかけんむ 両課兼務 582
りょうかん 寮監 1067
りょうき 量器 582
りょうきょう 両京 582
りょうきん 料金 1068 代金
りょうぐ 猟具 1068
りょうざい 良材 582 木材
りょうし 料紙 1068 用紙
りょうし 寮司 1065 諸寮
りょうじ 療治 1067 治療　療養
りょうじ 領事 635 領事館
りょうじかん 領事官 635 領事館

りょうじかん 領事館 639 領事庁 副領
事館

りょうじちょう 領事庁 638 領事館
りょうしばん 寮司番 1066
りょうしゃ 寮舎 1068 属舎
りょうしやく 猟師役 1068 猟銃免許税
りょうしゅ 量手 582
りょうしゅう 領収 638
りょうじゅう 猟銃 1068
りょうしゅうしょう 領収証 639 領受証
りょうしゅうしょうしょ 領収証書 639 領受証
りょうしゅうしょうとりあつかい 領収証取扱 639領収証を見よ
りょうじゅうめんきょぜい 猟銃免許税 1068
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りょうじゅしょうしょ 領受証書 639 受取書
りょうしょう 寮掌 1068
りょうしょう 陵掌 582
りょうしょう 領章 1946
りょうじりょう 療治料 1067
りょうそうかん 両総監 581 機関総監 主

計総監
りょうそくしょう 両側章 582
りょうたん 両端 581
りょうち 領知 634 采 邑 采 地

知行

りょうち 領地 634 采 邑 采 地
知行

りょうち 領置 635
りょうちか 量地課 581
りょうちょう 寮長 1067
りょうてい 陵丁 582陵掌を見よ
りょうど 両度
りょうとう 両刀 581 帯刀
りょうばん 寮番 1066
りょうひょう 料表 1066
りょうぼ 陵墓 580
りょうほう 猟法 1068
りょうぼく 寮僕 1066
りょうぼち 陵墓地 580
りょうほんがんじ 両本願寺 287本願寺を見よ
りょうまい 糧米 582 粮米
りょうみん 良民 582
りょうみん 領民 635
りょうもく 量目 582
りょうよう 療養 1067 治療　療治
りょうりだい 料理代 1067 代料
りょうれき 両暦 581
りょかく 旅客 580
りょかん 旅館 583
りょくえき 力役 583
りょくしょく 力食 583
りょけん 旅券 583
りょこう 旅行 577
りょじしょうしょ 旅次証書 583
りょしゅく 旅宿 583
りょじん 旅人 583
りょだん 旅団 580
りょだんづき 旅団附 580
りょちゅう 旅中 577 途中

りょてい 旅亭 583 旅籠屋 旅籠
渡世

りょひ 旅費 583
りょひ 旅費 583 路 費 船 賃

支度料
りょひしゅこうにゅうひ 旅費酒肴入費 204
りょひていそく 旅費定則 594 旅費
りょひわたしかた 旅費渡方 583旅費を見よ
りよんふ 里昂府
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りれき 履歴 596
りれきか 履歴課 599 課局
りれきしょ 履歴書 596
りれきひょう 履歴表 596
りんい 厘位 646
りんう 霖雨 649
りんかく 輪廓 649
りんき 臨機 649
りんぎ 稟議 650
りんぎょ 臨御 650 臨幸
りんこう 臨幸 646 行幸　臨御
りんざいしゅう 臨済宗 649
りんじ 綸旨 650
りんじ 臨時 650
りんじかいぐんじむきょく 臨時海軍事務局 652
りんじかいぐんじむきょく 臨時海軍事務局 737
りんじきゅうか 臨時休暇 2249
りんじけんちくしょ 臨時建築署 653
りんじさい 臨時祭 653
りんじさいばん 臨時裁判 653
りんじさいばんしょ 臨時裁判所 653
りんじしょにゅうひ 臨時諸入費 205
りんじしょひ 臨時諸費 652 臨時費
りんじだいりこうし 臨時代理公使 652
りんじにゅうひ 臨時入費 652 臨時費
りんじにゅうよう 臨時入用 652 臨時費
りんじひ 臨時費 653 臨時入用
りんしん 稟申 654 伺書　上申
りんせい 燐製 654
りんせい 稟請
りんち 隣地 646
りんづけちょう 厘附帳 649
りんどるぺすとびょう リンドルペスト病 646 牛病　流行
りんのうじじゅんこうぐう 輪王寺准后宮 646 元輪王寺宮
りんばん 輪番 646
りんぽ 隣保 646 隣佑
りんまい 廩米 649 蔵米
りんもうい 厘毛位
りんもん 廩門
りんゆう 隣佑 646 隣保
る
るいじ 類似 655
るいしょう 類焼 656
るいれい 類例 655
るざい 流罪 656 流刑　遠島
るざいにん 流罪人 656 流刑　遠島
るす 留守 656 東幸
るすいやく 留守居役 657
るすかん 留守官 657
るすかんでんたつしょ 留守官伝達所 659
るすぎょうぶしょう 留守刑部省 659
るすだんじょうだい 留守弾正台 657
るるもえしちょう 留萌支庁 656
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るろう 流浪 656 浮浪
れ
れい 令 1059 県令
れいいん 伶員 1059 伶人
れいがいひ 例外費 1061
れいかんじのみや 霊鑑寺宮 1060
れいき 例規 1063
れいぎ 礼義 1063
れいぐう 礼遇 1061 待遇　取扱
れいげんじ 霊源寺 1061
れいこん 霊魂 1062 招魂社
れいさい 例祭 1062
れいさいじつ 例祭日 1063
れいしき 礼式 1063 式礼　敬礼式

れいじょう 令状 1063
逮捕状 召喚
状 拘 引 状
拘留状 呼出
状　収監状

れいじん 伶人 1064 伶員
れいせい 伶生 1064伶人を見よ
れいせつ 礼節 1065 礼式
れいせん 冷泉 1065
れいぞく 隷属 1060
れいてんがい 霊天蓋 1062
れいねん 例年 1061
れいはい 霊牌 1059
れいひ 霊秘 1065 宝物

れいふく 礼服 1061
大礼服 通常
礼 服 服 制
著服

れいへい 例幣 1060 奉幣
れいへいし 例幣使 1060 奉幣使

れいほう 礼砲 1060 祝 砲 祝 発
答砲　応砲

れいぼう 礼帽 1060
れきしか 歴史課 1069
れきじょう 暦上 1069 太陽暦
れきせい 歴世 1069 歴代
れきだい 歴代 1069 歴世
れきどう 暦道 1069 編暦
れきほう 暦法 1069 改暦　太陽暦
れつがい 列外 1065 隊外
れつがいしょかんがかり 列外書簡掛 1065
れつじ 列次 1065 戸籍
れつじゅん 列順 1065
れつしょ 列書 1065
れつしょじゅん 列書順 1065
れっせき 列席 1065 立会

れっぱん 列藩 1065 諸藩 藩 諸
侯　各藩

れっぴん 列品 1065 陳列品
れんあく 廉悪
れんいん 連印 1069 連借証書
れんかせき 煉化石 1072
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れんかせき 煉火石 1072
れんかせきかおくけんちくとりあつ
かい

煉化石家屋建築取
扱 790家屋を見よ

れんごう 聯合 1072
れんしゃくしょうしょ 連借証書 1073 連帯
れんしゅういん 練習員 1073
れんしゅうがかり 練習掛 1073
れんしゅうかん 練習艦 1073
れんしゅうじょ 練習所 1074
れんしゅうせん 練習船 1075
れんしょ 連署 1073
れんたい 連帯 1071
れんたい 聯隊 1071
れんたいき 聯隊旗 1072
れんたいぐんき 聯隊軍旗 1072
れんたいちょう 連隊長
れんたいづき 聯隊附 1072 隊附
れんち 廉耻 1071
れんぱん 連班 1069
れんぺい 練兵 1069 操 練 調 練

演習
れんぺいじょう 練兵場 1071 操練場
れんめいぼ 連名簿 465徴兵を見よ
れんるい 連累 1071
れんるいにん 連累人 1071
ろ
ろうい 牢医 74 雇医
ろうかん 牢檻 74
ろうく 労苦 74 慰労
ろうし 老死 75
ろうしつ 老疾 75
ろうしょうはいしつしゅうしょくり
つじょうれい

老少癈疾収贖律条
例 75

ろうしょく 粮食 75 兵食
ろうすい 老衰 75
ろうぜき 狼籍 75 乱妨　暴行
ろうせつ 漏泄
ろうない 牢内 74 監獄費
ろうばん 牢番 74
ろうまい 粮米 74 兵粮
ろうやしき 牢屋鋪 74
ろうよう 老幼 75
ろうりょう 粮料 74 食料
ろうろ 蝋櫨 79
ろーま 羅馬
ろーまじ 羅馬字 74
ろく 禄 75 収 禄 増 禄

禄高
ろくい 六位 75 従六位
ろくかんやま 六官山
ろくけんばいばい 禄券売買 77禄券を見よ
ろくじ 録事 78
ろくしゃくきゅうまい 六尺給米 78
ろくじゅうろくぶ 六十六部 78
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ろくじょう 録上
ろくじょういんてんのう 六条院天皇 77
ろくしょうきょう 六省卿 78 卿
ろくじょうてんのう 六条天皇 77
ろくせい 禄制 78 金禄

ろくぜい 禄税 79 官禄税 家禄
税

ろくぜいそく 禄税則 79 官禄税 家禄
税

ろくだいたい 六大隊 985大隊を見よ
ろくだか 禄高 76 本 禄 家 禄

石高　秩禄
ろくとうえきていかん 六等駅逓官 1954駅逓官を見よ
ろくとうかん 六等官 75
ろくとうかんり 六等監吏 903監吏を見よ
ろくとうぎしゅ 六等技手 2330技手を見よ
ろくとうきょうかん 六等教官 1643教官を見よ
ろくとうぎょしゃ 六等馭者 2232馭者を見よ
ろくとうくんどう 六等訓導 1494訓導を見よ
ろくとうけいしぞく 六等警視属 1593警視属を見よ
ろくとうけいぶ 六等警部 1566警部を見よ
ろくとうじい 六等侍医 2454侍医を見よ
ろくとうじこう 六等侍講 2805侍講を見よ
ろくとうしゅぜいかんり 六等主税監吏 2894主税官を見よ
ろくとうしゅぜいぞく 六等主税属 2894主税官を見よ
ろくとうしゅちょう 六等守長 2826守長を見よ
ろくとうしょうき 六等掌記 2596掌記を見よ
ろくとうしょき 六等書記 2671書記を見よ
ろくとうしょきせい 六等書記生 2676書記生を見よ
ろくとうぞく 六等属 1131属を見よ
ろくとうはんじ 六等判事 175判事を見よ
ろくとうやくざいせい 六等薬剤生 1529薬剤生を見よ
ろくとうれいじん 六等伶人 1064伶人を見よ
ろくばんほうたい 六番砲隊 123砲隊を見よ
ろくひかくぜい 鹿皮角税
ろくぶ 六部 77
ろくふち 禄扶持 76 本 禄 家 禄

石高　秩禄
ろくまい 禄米 77 家禄
ろこく 魯国 79 露領
ろこく 露国 79 露領
ろこくはくらんかい 魯国博覧会 129
ろじ 路次
ろしあこく 魯西亜国 79 露領
ろしあこく 露西亜国 79 露領
ろっか 六課 77
ろっかく 鹿角

ろっかん 六官 77
神祇官 会計
官 軍 務 官
外国官 刑法
官　民部官

ろっかん 録官 77 録
ろっかんちんだい 六管鎮台 77 鎮台
ろっきゅうしゅっし 六級出仕 2868出仕を見よ
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ろっきゅうしょうてんほ 六級掌典補 2593掌典を見よ
ろっきょく 六局 78
ろっけん 禄券 77
ろっけんばら 六軒原
ろっぽうがはら 六方ヶ原
ろてい 路程 79 里程
ろと 露土
ろひ 路費 80 旅費　支度料
ろひわたしかた 路費渡方 80路費を見よ
ろぼう 路傍 74
ろりょう 露領 74 魯西亜国
ろんち 論地 81
ろんどん 竜動 81
ろんどん 倫敦 81
わ
わいろ 賄賂 699 苞苴
わかたかよりひめのみこと 稚高依姫尊 700 皇女
わかまつ 若松 700
わかまつけん 若松県 701
わかみずてるひこのみこと 稚瑞照彦尊 701 皇子
わかもりけん 若森県 701
わかやまけん 和歌山県 700
わかやまぞくしょう 和歌山属廠 700
わかやまはん 和歌山藩 700
わかん 倭館 708
わかんしょ 和漢書 701
わきおうかん 脇往還 708 往還
わきほんじん 脇本陣 708
わごん 和琴 708
わじ 和字 708
わしのきむら 鷲木村
わしん 和親 709
わしんじょうやく 和親条約 709 条約
わしんとん 華盛頓
わせいのふく 和製ノ服 709 和服
わたさとうきょうしんかい 綿砂糖共進会 702
わたしかえ 渡換
わたしかた 渡方 702 諸払
わたしきん 渡金 702
わたしば 渡場 702 渡船場　川場
わたしひん 渡シ品 702 物品　被服
わたしぶね 渡舟
わたしもの 渡物 702
わたまし 移徙 702
わたらいけん 渡会県 701
わたらいふ 渡会府 701
わたり 亘理 701
わたりやぐら 渡櫓 701
わっぷ 割賦 702
わな ワナ 702
わふく 和服 708 和製ノ服
わぶん 和文 708
わようひかくれき 和洋比較暦 701
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わらじ 草鞋 702
わらびがね 蕨金 702
わりあい 割合 700
わりあいしょ 割合書 700
わりいん 割印 699
わりかえ 割替 699
わりなおし 割直 699
わりはおり 割羽織 699 羽織袴
わりふ 割符 700
わりほうかん 割奉還 243奉還を見よ
わりわたし 割渡 699
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